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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「サウルナ国とタバラン国で、大きな地じ震しんが起こったと報告が入った。建物が崩くずれてかなりの被ひ害がいが出たらしい」

　ムシャラワ国の王宮にある一室で、海かい賊ぞく同盟の盟主代理であるナッシルが重い口を開いた。彼と向かい合って立っていたジャリスは、ぐっと唇くちびるを嚙かみしめる。

「……恐おそらく魔王マリードオシリスの仕し業わざよ。オシリスは大地の力を操あやつるわ。きっとその地震は彼が復活しかけている予兆よ」

　判わかってはいてもどうする事もできない。悔くやしくて握にぎった拳こぶしが震ふるえていた。

「お前から聞いた話では、四人いるシャイ悪ターン魔と四つの指輪が揃そろえば、オシリスは完全に復活するんだな？」

　ジャリスの頭に、十日前の事が浮うかんだ。王族式典が終わった直後、バルク号にいたターラとリンドに、オシリスの配下であるラシッドから水すい晶しようを通して連れん絡らくが入った。海賊同盟の前盟主ターラ、そして魔ま力りよくの大半を封ふうじられつつも、ジャリス達の味方をしてくれていたリンド。二人はラシッドと同じシャイターンだ。彼らが話していた内容は、今思い出しても震えがくる。

「ええ。ラシッドは確かにそう言っていたわ。今までは、オシリスは蘇よみがえったといっても精神体だけだった。オシリスは自分の身体からだの代わりに、サウルナ国の海軍大たい佐さ、カッサラの身体を乗っ取ったわ。だけど、人間の身体ではあまり無理が出来ないでいた。でも……四人のシャイターンが揃えばオシリスの身体を蘇らせられるって。そうなったらどうなるか……」

　カッサラの身体に宿っていた時でさえ、オシリスはウルネティス国にあるヨーヌルという町を、あっという間に草一つ生えない砂さ漠ばくに変えてしまった。本来の身体に戻もどったら、あの町で起こった恐ろしい事態がアラバーナ大陸を襲おそうだろう。

「だが、親父おやじは考えがあると言って、オシリスの所に行ったんだろう？」

　義理の父でもあるターラを、ナッシルは心底信しん頼らいしている。それでも不安げな表情を浮かべていた。それはジャリスも同じだった。

「そうよ。でも考えがあるとしても、それが何なのか判らないわ。それに……」

　その先は口にできなかった。言葉にすると現実になってしまいそうな気がした。リンドはバルク号を出る時、覚かく悟ごを決めた目をして、もう二度と会えないかもしれないと呟つぶやいていた。

「……二人を助け出すわ。何としてでも。そしてオシリスの復活を止めてみせる！」

　強い口調で声を上げたのは、自分に言い聞かせる為ためだ。それがどれほど危険で途と方ほうもない事かは判っている。それでも、二人はかけがえのない仲間だ。

「その気持ちは俺だって同じだ。……ジャリス、以前聞いたコダートの作戦だが……」

　はっとして顔を上げた。ジャリスが船長を務めるバルク号の乗組員コダートは、ターラ達を助ける為の作戦を考え、それをナッシルに相談していた。

「あれは相当危険な賭かけだ。一歩間ま違ちがえば、お前達の命はない。それでもやるのか？」

　ナッシルの真しん剣けんな目をまっすぐ見つめて、大きく頷うなずいた。覚悟はできている。強い意志を目に込めると、ナッシルが小さく息をついた。

「止めても無む駄だだな。……では俺も覚悟を決めよう。バルク号船長、ジャリス・シンリクット」

　ふいに名前を呼ばれて、思わず姿勢を正した。

「作戦決行の許可を与あたえる。王族式典は終わったが、まだ各国の代表達はこの国に残っている。すぐに彼らに根回ししよう」

　胸に手を当てて一礼する。そしてきびすを返した。コダートが考えた作戦を実行するには、どうしても海賊同盟の協力が必要だった。ナッシルが頷いてくれれば、もう障害はない。

「ジャリス……」

　扉とびらに手をかけると、ふいにナッシルが声をかけた。振ふり返ると、さっきの厳しい表情とは打って変わって、いつもの優やさしい目をしたナッシルが少しだけ微笑ほほえんでいる。

「また……また、一いつ緒しよに旅をしよう。盟主にふさわしい奴やつが現れたら、そいつに押しつけるからさ。そうしたら、また俺をバルク号の船医に雇やとってくれ」

　微笑みが悲しいと感じた。涙なみだが出そうだ。そんな未来の事なんて約束できなかった。作戦が失敗すれば、生きて帰るのは到とう底てい無理だ。それでも笑みを浮かべて頷いた。

「ええ、そうしたらまた安い給料でこき使うわよ。でも必ずまたみんなで旅をしましょう」

　わずかに残っている未来への希望をつかみ取る為、ジャリスは扉を開けて一歩を踏ふみ出した。
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　跪ひざまずくと、床ゆかがわずかに揺ゆれているのが判る。ターラは思わず眉まゆ根ねを寄せた。

　地じ響ひびきが鳴り続けているのは、おそらくこの宮きゆう殿でんが建っているバンダラヤ火山が、噴ふん火かを繰くり返しているせいだろう。だが、オシリスが魔法で建てた宮殿は、少しのひびさえ入らない。

「ターラ、本当に久しぶりだな。宮殿の住み心地ごこちはどうだ？」

　少しだけ顔を上げると、目の前の壇だん上じようでオシリスが金の椅い子すにもたれていた。みかけは以前サウルナ国で知り合ったカッサラだ。隣となりで同じく跪いているリンドの身体が震えている。リンドはカッサラを助ける為に、ジャリス達に協力していた。

「どこもかしこも金色で、相変わらずの趣しゆ味みの悪さにうんざり……うっ」

　背後から頭を殴なぐられて思わず呻うめいた。振り返るとラシッドが冷ややかな笑みを浮かべている。

「口の利きき方に気をつけろ。殺されても文句は言えないんだぞ。百数十年前、お前がオシリス様の復活を邪じや魔ましたせいで、こんな面めん倒どうな事になったんだ」

　殴られた頭がずきずきと痛み、額に流れた何かが目に入った。片手で拭ぬぐうと指が赤く染まる。

「手加減してやれ。まだ怪け我がが治ってないんだろう。さすがに真しん鍮ちゆうは効いたようだな、ターラ」

　オシリスがにんまり笑う。王族式典の時、ラシッドに操られていたムシャラワ国の国王スルタンウスタに刺さされてしまった。腹の傷は小さかったが、まだじくじくと痛んでいる。

「なあ、ターラ。どうして俺の身体を蘇らせる儀ぎ式しきに協力する気になった？　いくら脅おどされたとはいえ、お前のあまりの変わり様に驚おどろきだ。お前は俺に協力するぐらいなら、死を選ぶと思っていたが？」

　組んだ足をゆらゆらと揺らしながら、オシリスが問いかける。確かにその通りだ。憎にくい憎い相手に跪く屈くつ辱じよくを味わうくらいなら、死んだ方がましだった。それを耐たえられるのは、大切な〝約束〟があるからだ。

「……百数十年前、復活しかけたお前と戦って勝てなかった。俺はその後、人間とある約束をした。アラバーナ大陸を平和にすると。……だけど正直、精神体だけとはいえ、今お前と戦っても勝てる気がしないんだ。だから俺はもう……お前を倒たおすのを諦あきらめた」

　オシリスが軽く目を見開いた。昔からオシリスに対して反はん抗こう的な態度を隠かくしもしなかった自分が、こんな事を言いだしたのに驚いたのだろう。だが、これは正直な気持ちだ。

「でも俺は、どうしても約束を守りたいんだ。そこでお互たがいにとっての最良の策を考えた。お前の身体を蘇らせるのに協力するよ。絶対に裏切らないと契けい約やくをしてもいい」

　魔物ジンにとって正式な契約は絶対だ。破れば契約書が持つ呪のろいが死をもたらす。

「その代わり、身体を取り戻したらアラバーナ大陸から出ていってくれ。海の向こうには、この大陸よりもっともっと大きな異国がある。そこで好きに遊べばいい。この大陸と住んでいる人達には手を出さないでくれ。これならお互い損はないだろう……。頼たのむ、オシリス」

　頭を下げるのは、跪くより屈辱だった。悔しくて唇を嚙みしめると、口の中に血の味が広がる。口から流れた血が、ぽたりと落ちて床を汚よごした。

「……ずいぶん変わったな。お前がそんなんじゃつまらないだろう。俺と互ご角かくに戦えるのは、もうお前だけなのに。そんなにその約束は大事なのか？」

　問いかけられて、大きく頷いた。目を眇すがめたオシリスが、ふいに肩かたを竦すくめる。

「まあいい。まずは身体を取り戻すのが先決だ。人間の身体はもううんざりだからな。では俺もお前と約束してやろう。身体を取り戻したら、アラバーナ大陸から出ていってやる。民衆にも手を出さない。その代わり、お前は儀式に協力する、これを正式に契約しよう。それならお互い安心だ。お前の怪我が治り次し第だい、すぐに儀式を行うとしよう」

　ぱんぱんとオシリスが手を叩たたく。壇上の右奥にある小さな扉が開いて、男が一人現れた。その男を見て、ターラは思わず目を見開く。

　男はオシリスのすぐ側そばで跪き、うやうやしく持っていた白紙を差しだした。オシリスが白紙を手に取ると、男が冷ややかな視線をこちらに向ける。

「……お前と会うのは、百年ぶりぐらいになるかな、ターラ。オシリス様の復活を邪魔した時の事は、よく覚えているぞ」

　ほくそ笑んだ男に思わず眉根を寄せた。最後に会ってからまだ数ヶ月しか経たっていない。それにどうしてオシリスに跪くのだろう。この男は、自分同様オシリスに逆らってコダート達を逃にがし、その罰ばつとしてこの宮殿の壁かべに生き埋うめにされたはずなのに。

　オシリスの完全な復活の鍵かぎを握にぎる四人のシャイ悪ターン魔。その一人であるハジは、冷たい笑みを浮うかべていた。その笑みから伝わるのは、あきらかなターラへの侮ぶ蔑べつだった。
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　コダートが考えた作戦を実行する為、ムシャラワ国を船で出発したジャリス達がやってきたのは、タバラン国だった。タバラン国の王宮を訪ねると、先に来ていたナッシルが庭に並んだ数百人の軍人達を前に声を上げていた。

「明朝、オシリスの復活を阻そ止しする為、バンダラヤ火山に進軍する。皆みんな、用意はいいか！」

　軍人達が声を揃そろえて返事する。王宮の二階部分から見下ろしていたジャリスは、ナッシルの背後に父であるマラファムの姿を見付けた。

　ナッシルから作戦決行の許可をもらって、たった一ひと月つきで準備ができたのは奇き跡せきとしかいえなかった。隣で同じく庭を見下ろしていたコダートが、持っていた地図を広げる。

「バンダラヤ火山のふもとには、既すでに各国から集められた一万人の軍人達が待機している。ナッシル達と庭にいる指揮官達が合流次第、バンダラヤ火山へ進軍だ。俺達も準備しないとな」

　コダートが示したのは、バンダラヤ火山から見て東の方角だ。王宮からは馬で二日程ほどだろう。

「どうか、どうか、作戦がうまくいきますように……」

　手を組んで祈いのるように呟つぶやくと、背後から声がかけられた。

「うまくいきますように、なんて消極的じゃ駄だ目めだよ。うまくいくと信じなくちゃ」

　振り向くと、椅子に座ったタバラン国の宰さい相しようヤナキムがお茶を飲んでいた。にっこりと微笑んでいるが、身体からだは黒い鎧よろいに包まれている。

「ヤナキム皇子、本当にナッシル達と一緒に行かれるのですか？」

「もちろんだよ、ジャリス。バンダラヤ火山に面しているタバラン国とサウルナ国の軍人が中心になって軍を編制しているんだ。サウルナ国からは次期国王スルタンのマラファム殿どのがいらっしゃってる。我が国の王族が誰だれもいかない訳にはいかないよ。でも一つだけ不満がある。……こんな無骨な鎧じゃなくて、もっと僕に似合う派手な鎧がよかったなぁ」

　本気で嫌いやそうだった。黒い鎧は目立たず動きやすいように作られているが、ヤナキムは重いやら恰かつ好こう悪いやらとぶつくさ文句を言っている。

　ヤナキムの前に座っていた、バルク号の副船長シャルマがお茶のお代わりを注いだ。

「それよりヤナキム皇子、お願いしていた件はどうなりましたか？　今回の作戦はそれにかかっているのですが」

「ああ、あれね。実は……」

　急に渋しぶい顔になったヤナキムが口を開くと同時に、バンッ！　と扉とびらが開いた。慌あわててそちらを見ると、タバラン国の皇子クアイが仁に王おう立だちしていた。

「ジャリス！　ルーレルの魔法の絨じゆう毯たんを使ってオシリスの宮殿に潜せん入にゆうすると聞いたぞ。しかも君達バルク号の乗組員だけで！　本気でそんな事をするつもりかっ」

　思わず額に手を当てた。クアイにだけは知られたくなかったのに、どこから聞いたのだろう。

「もしそうなら、俺も一いつ緒しよに行くぞ。誰が何と言おうと絶対に行く！」

（ああ、やっぱり。そう言うと思ってたわ。だから内ない緒しよにしていたのに）

「駄目です。あなたは残ってください。わたしたちと一緒に行くのは、絶対に駄目です」

　きっぱりと言い切ったが、これで大人しく引き下がってくれないのは経験上よく判わかっている。

「だが、君達だけで潜入するなんて、危険を通り越こして無む謀ぼうだ！」

　案の定目を剝むいたクアイが、ずかずか部屋に入ってきた。その後ろから、申し訳なさそうに両手を合わせたランプの精霊ジヤーンのルーレルが現れる。筋肉隆々の身体を珍めずらしく縮めていた。

「ごめんよ。内緒だって言われてたのに。でもこんなんでもご主人様だから、噓うそはつけなくて」

　それは仕方ないだろう。精霊にとってご主人様は絶対だ。コダートが息をついて肩を竦めた。

「危険で無謀だからこそやるんだ。クアイ皇子、今回の作戦は時間との勝負なんだ。ナッシルが指揮する軍人達をバンダラヤ火山の東の方角から進軍させる。オシリス達の目をそちらに引きつけ、その隙すきに俺達が少人数で反対の方角から潜入する。単純な手だが、相手は王族式典で各国が和解の為ための調印式をやったのを知っている。まさかそんな無謀な手を使うとは思っていないだろう。その裏をかくんだ。俺達は魔物ジン達が宮きゆう殿でんからいなくなるわずかな時間で、ターラ達を救出しないといけない。ぐずぐずして見つかったら、その時点で終わりだ」

　シャルマが片かた眼鏡めがねを押し上げて、クアイに目を向けた。

「ええ、まともに戦っても、魔ま力りよくを持つ魔物達には敵かないません。これは命を賭かけた大勝負です。負けたら待っているのは死です。あなたを連れていく訳にはいきません。たとえ妄もう想そう癖へきがあって、頭はいいはずなのに短たん絡らく的な行動をとってしまい、まともな思考があるのかないのか判らないあなたでも、一応タバラン国の皇子なんですから」

　クアイが憎にく々にくしげにシャルマを睨にらみつける。ルーレルがため息混じりに声を上げた。

「ねぇ、あんたの代わりにあたしが行くんだからいいじゃない。大人しく待ってたら？」

　ルーレルから魔法の絨毯を借りるのは、早くからコダートが提案していた。それを使えばバンダラヤ火山まではひとっ飛びだ。だが、借りるにはご主人様であるクアイの許可がいる。そこでクアイに知られないように、ルーレルの以前のご主人様であるヤナキムに相談していた。

「お前が行くのに、俺が行かないでどうする！　俺はご主人様だぞっ」

　だが結局知られてしまった。説得は時間がかかりそうだ。頭が痛いが、どうにかしなければ。

「クアイ皇子、わたし達が失敗すれば、アラバーナ大陸全土がオシリスの脅きよう威いにさらされます。あなたには、タバラン国の世よ継つぎとしての務めがあるでしょう？」

　クアイの皇子としての自覚に訴うつたえてみようとした。今までも、彼はジャリスを追いかける為なら何でもしたが、皇子としての務めはしっかり果たしていた。

「君達が失敗するという事は、すなわちオシリスが完全に蘇よみがえるという事だ。そうなってからではもう遅おそい。魔王マリードとどう戦えば、人間が勝てるというのだ。いいか、ジャリス。確かに俺は君が大事だ。君の為ならいつでも死ねる。だが同時に皇子としての自覚も十分あるつもりだ。もうこれはアラバーナ大陸全土の問題だろう。それに……」

　クアイが目を向けたのは、茶器を片手に椅い子すに座っているヤナキムだ。

「俺は確かに皇子だが、兄のヤナキムがいる。本人の前で言うのも何だが、こいつは出来る男だ。俺に何かあってもこいつがしっかり国を守っていく。だがオシリスが蘇ったら、俺がいようがヤナキムがいようが同じだ。アラバーナ大陸は滅ほろびの道を歩くだろう。その前に復活の儀ぎ式しきとやらを止める。この俺がな！」

　その言葉は尤もつともだった。何も言い返せないでいると、クアイがすっと姿勢を正す。

「誰が止めようと俺は行く。このアラバーナ大陸の為に。そしてジャリス……君の為に」

　微笑ほほえみは、いつものクアイからは考えられないような穏おだやかなものだった。覚かく悟ごを決めているのは、自分達だけではないようだ。ヤナキムが説得してくれないかと顔を向けてみる。だが、ゆっくりとお茶を口に含ふくんだヤナキムが肩かたを竦すくめた。

「好きな女性の為に命を張るのは男にとって何よりの幸福だ。ジャリス、連れていってあげてよ。たとえ置いていっても追いかけていくだろうし。それなら君達と一緒の方がまだいい。それにクアイの許可がないと、ルーレルだって勝手に魔法の絨毯を使えないんだし」

　真しん剣けんな表情のクアイをじっと見つめた。覚悟を決めたつもりだが、まだ甘さが残っていたのかもしれない。これは総力戦だ。強い味方は多い方がいい。そしてクアイは頼たよりになる男だ。

「……クアイ皇子、一番の目的はターラ達を助け出す事。この一ひと月つき、オシリスは不気味な程沈ちん黙もくを守ってるわ。おそらく復活の儀式の準備をしているのだと思う。もういつ彼が蘇ってもおかしくはないわ。だからその前にターラ達を助け出すの。そうすれば、オシリスは完全には蘇れない。でも……成功する確率はかなり低いわ。だから誓ちかって、必ず生きて戻もどると。わたしの為ではなく、あなたの国の民衆達の為に。そうでなければ、一緒にはいけません」

「判っている。ターラ達を助け出して生きて戻る。そう誓おう」

　クアイの黒い瞳ひとみに、迷いの色はなかった。




　ジャリスは、作戦の最終確かく認にんをする為に、ナッシルのいる部屋を訪おとずれた。だが扉を開けて、思わず動きを止める。奥にある大きな机の向こうに座っていたのは、父であるマラファムだ。

「父さん……。ナッシルは？」

「指揮官達と準備をしている。もうすぐ出発だからな。何か用か？」

　表情一つ動かないのは相変わらずだ。じっと見つめられて思わず緊きん張ちようした。父とは離はなれて暮らしていたせいか、普ふ通つうに話すのも難しい。

「いいの。作戦の最終確認をしたかっただけだから。じゃ」

「ちょっと待て、入れ」

　呼び止められて、目を瞬またたかせた。部屋に入って、ゆっくりと歩み寄る。机には書類が山と積まれていた。サウルナ国の世継ぎとなった父は、盟主だった頃ころより忙いそがしそうだ。

　机の前に立って戸と惑まどうように目を向けると、マラファムが何事か言い淀よどんでいる。不思議に思って首を傾かしげた。父のこんな態度は珍しい。いつでも毅き然ぜんとして、はっきり物をいうのに。

「……コダートの事だが、何かあったのか？」

　質問の意味もよく判らなかった。コダートがどうしたというのだろう。

「コダートは、別にいつも通りよ。作戦の細かい所まで考えて、よくやってくれてるわ」

　マラファムが憮ぶ然ぜんとした。答えはお気に召めさなかったようだ。

「そうじゃない。お前達の事だ。どうしてコダートは、お前との婚こん約やくを破は棄きしたんだ？」

　突とつ然ぜんの質問に目を見開いた。そんな話は初耳だ。

「何だ、その驚おどろいた顔は。まさか……知らなかったのか？」

「え、ええ、婚約を破棄したってどうして？　コダートは何も言ってなかったわよ」

「王族式典が終わった後、私に婚約を破棄すると言ってきた。理由は言わなかった。それでお前達に何かあったのかと……」

　さすがにマラファムも心配になったのだろう。だがその話が本当なら、もう一ひと月つき以上も前の事だ。どうしてコダートは何も言ってくれなかったのだろう。

（わ、わたし、何かコダートに嫌きらわれるような事したかしら？）

　だがそんなはずはないとすぐに思い直した。今日だって普通に話したし、向けられる笑え顔がおもいつもと同じだった。

　婚約はコダートの亡なくなった父親と、ターラが勝手に決めた事だった。そういえば、今までコダートときちんとその話をした事はない。何だか恥はずかしかったし、色々とあってそれどころではなかったのもある。だが彼があまり乗り気ではないようだとは、何となく感じていた。

「わたしは何も知らないわ。でも破棄したのなら、コダートなりの理由があると思う」

　その理由は一体何だろう。考えこんでいると、マラファムがむっとしたように口を開く。

「まさか、お前に不満がある訳ではないだろうな。それとも……他ほかに好きな女でもいるのか？」

　問いかけられて、ふと以前クアイが話していた女性の事を思いだした。数ヶ月前、ジャリスが無理をして具合が悪くなった時、コダートが薬を用意してくれた。その薬の材料を採りに行った島の女領主は、コダートと知り合いだったらしい。確か、名前はリリオス。クアイの話では、仕事ができて大人で美人。コダートと信しん頼らいし合っているという。

「……判らないわ。そこまで個人的な事は聞けないもの」

　そう口にしたが、婚約を破棄した理由はそれしか思いつかない。それにコダートは以前気になる女性がいると言っていた。それがそのリリオスという女の人なのだろうか。

　考えると、心に暗い澱おりのようなものが沈しずんだ気がした。なぜか判らないが、涙なみだが出そうだ。

「もう少し、乗組員の事をしっかり把は握あくしろ。婚約を一方的に破棄するなんて、よっぽどお前に落ち度があるみたいだろう。もしあの男がそんな事を言うようなら……」

　マラファムの持っていた筆が、バキリッと音を立てて真っ二つに折れた。見ると、父の額に青筋が浮うき出ている。

「婚約は父上が勝手に決められた事だ。私は最初から反対だった。だが、こんな一方的な破棄は許せん。ちゃんとコダートに真意を聞くように。何だったら、私が直接聞いてもいいが」

　どうやら本気のようだ。父に直接聞かれたら、コダートだって困るだろう。

「わ、わたしが聞いてみます」

　どうやら心配してくれているらしい。そんな父を見つめて、思わず微笑んだ。ずっと離れて暮らしていたせいで、あまり言いたい事も言えずにいた。いつも無表情で話しかけにくい雰ふん囲い気きをまとっているせいもある。気にかけてくれるのは、何より嬉うれしかった。

「あの……わたし、今夜オシリスの宮殿に向かいます」

　本当は黙だまって行こうかと思っていた。あまり父から優やさしい言葉をかけられた記き憶おくはない。だが、今ならそれが聞ける気がした。

「そうか……」

　だが、期待通りの答えは得られなかった。一言呟つぶやいたマラファムが、机の書類を見つめる。仕事を始めた父には声をかけてはいけない。そう子供の頃から言い聞かされていた。仕方なく扉とびらに向かう。一礼して扉を閉めようとした瞬しゆん間かん、小さな呟きが聞こえた。

「……気をつけて行け」

　そのたった一言で喜びが胸に満ちた。扉の隙すき間まから見ると、父は書類に目を向けたままだ。

「はい、父さん」

　同じく小さな声で呟いて扉を閉める。心に広がった喜びを胸に仲間達の許もとへと廊ろう下かを進んだ。




　ナッシルと軍人達が出発するのを見送ったジャリスは、夜になるのを待って荷物を片手に王宮の庭へと足を踏ふみ入れた。そこにはバルク号の乗組員達、そしてクアイとルーレルが既すでに集まっていた。地図を見ているコダートの姿が目に入って、ふいに胸がずきっと痛んだ。

　婚約を破棄したのはなぜだろう。父には聞いてみると言ったがどう聞けばいいのか判わからない。

（やっぱり親が決めた婚約なんて嫌いやだったのよね……。きっとそうよ。特にわたしが嫌いなはず……ないと思うんだけど）

　嫌われているはずがないと断言はできなかった。知らず知らずのうちに、婚約を破棄される程ほどの事をしてしまったのかもしれない。だが、それをこの場で聞く訳にはいかなかった。

（よし、帰って来たらちゃんと聞こう！　それまでは作戦に集中しなくちゃ）

「準備はできてるわね。みんな、命は一つよ。絶対に生きて戻りましょう。そして……」

　みんなの顔を見つめてそこまで言った所で、ふいにぱきりと枝が折れる音が聞こえた。慌あわててそちらを見ると、木の陰かげに男が一人立っている。

「フィクル……。あなた、どうしてここに？」

　カトゥーナ国の商人で、ターラと一いつ緒しよに旅をしていたフィクル。いつも穏やかな笑みを絶やさない彼だが、今は表情も乏とぼしく青白い顔をしていた。

「ターラと一緒に、緋ひ石せきの指輪の探たん索さくをしていたんです。そして指輪を見付けて喜んでいたら、また彼が急にいなくなって。何か情報がないかと、カトゥーナ国の海かい賊ぞく同盟の本部に行ったら、姉のラスミア女王から王族式典での事と今回の作戦を聞かされました。これを」

　フィクルが差しだしたのは、カトゥーナ国の紋もん章しようが入った手紙だ。内密になっているが、フィクルはラスミア女王の弟だった。中身を取り出して文字を辿たどり、思わず眉まゆを顰ひそめる。

「……あなたを一緒に連れて行きなさいと書いてあるけど、それは無理よ。だって……」

「危険なのは判っています。ですがお願いです。一緒に連れていってください。私は……ターラの正体に薄うす々うす気づいていたんです。でも知らないふりをしていました。心から信頼してくれる時がくれば、必ずうち明けてくれると信じて。私はね、赤ん坊ぼうの頃にターラに命を救われました。そして彼と一緒に旅をすると決めた時、この世の果てまでついていくと誓ったんです」

　悲しそうな表情だが、瞳には強い意志の光が窺うかがえた。その光を消す事はきっと誰だれにもできないだろう。フィクルの気持ちを考えると、胸がぎゅっと締しめ付けられたような気がした。

（あれだけ振ふり回されてもついていこうと思うなんて、よっぽどターラが大事なんだわ……）

　一緒に行こうと口を開きかけたが、その前にフィクルの瞳の光が更さらに激しさを増した。

「ですが結局、いつもいつも大切な場面で私は置いていかれてしまう。だから、彼に今度こそ判らせてあげなくてはいけません。私からは逃にげられないと」

　静かな声だが、有う無むを言わさない迫はく力りよくがあった。フィクルの怒いかりはかなりのものだ。ターラが見つかったらただではすまないだろう。

「判ったわ、置いていったりしない。一緒にターラ達を助けにいきましょう。そしてオシリスが完全に復活するのを防ぐのよ」

　決意の言葉を口にすると、集まった全員が大きく頷うなずいた。
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　ルーレルの魔法の絨じゆう毯たんは相変わらず速かった。ジャリス達は、夜明けにはバンダラヤ火山のふもとに集まった軍人達の上空を飛んでいた。天幕がいくつも張られ、軍人達がしばしの休息をとっているようだ。夕刻にはナッシル達が合流するだろう。そうしたら作戦開始だ。

　彼らの上を素す通どおりし、ジャリス達はバンダラヤ火山の西へと向かう。そして日が傾かたむき始めた頃には、調べてあった砂さ漠ばくに囲まれたオアシスに降り立っていた。

「そろそろ軍人達が進軍する時間ね」

　ジャリスは、バンダラヤ火山を見上げて呟いた。噴ふん火か口こうから、火か山ざん弾だんと呼ばれる赤い溶よう岩がんの破は片へんが音を立てて噴ふき上げられている。ひどい時には、噴火が一日数百回にも及およぶという。溶岩が噴き出すとともに、地面がぐらぐらと揺ゆれていた。噴火口から上がる黒い煙けむりは、まるで厚い雲のようだ。空を覆おおい、太陽さえも隠かくしてしまっている。

　隣となりに立ったコダートが、同じくバンダラヤ火山の頂を見つめて頷いた。

「ああ、ここで夜になるのを待とう。暗くら闇やみに紛まぎれて噴火口の近くにある宮きゆう殿でんに潜せん入にゆうするんだ」

　二人で今夜の作戦の事を話していると、背後から声がかけられた。

「ジャリス、食事の用意ができたよ」

　振り向くと、オアシスから少し離はなれた木こ陰かげで、乗組員の少年リクが手招きをしていた。彼の正面にある火にかけた鍋なべからは、いい香かおりが漂ただよっている。それを囲むようにしてみんなが食事を始めていた。コダートと二人でそちらに向かうと、リクが料理の載のった銅の皿を差しだした。

（食べなきゃ。大事な作戦の前なんだから、しっかり食べなきゃ……）

　頭では判っていても、どうしても食しよく欲よくがわかない。それでも微笑ほほえみを浮かべて皿を受け取り、みんなと一緒に座ってみる。皿の料理をもてあましていると、リクが心配そうに声を上げた。

「ジャリス、食べよう。これから先はいつ食べられるか判らないんだしさ。それに最近瘦やせたよ。体力つけないと駄だ目めだよ」

　自分でも判っていた。最近腕うでも足も目に見えて細くなっている。

　それでも食事は喉のどを通らない。原因は分かっていた。思い出すとまた涙が溢あふれそうだ。大切な存在が、いつもいて当たり前だった存在がもういないからだ。

「ええ、ちゃんと食べるわ。せっかくリクが作ってくれたんだもの。それにしても砂漠は暑いわね。そうだ、わたし水辺で食べるわ。ちょっとは涼すずしそうだから」

　それでも明るい声を上げた。みんなには心配をかけたくない。片目を瞑つぶって笑えみを浮かべると、リクがほっとした表情になる。皿を持ったまま水辺に移動して、しゃがみ込んだ。

　皿を傍かたわらに置いて水辺を覗のぞき込むと、自分の顔がゆらゆらと動く水面に映っていた。そのままぼうっとしていると、ふいに水辺の自分の顔の隣に、コダートが映った。

「ジャリス……。元気ないな」

「あら、わたしは元気よ。今からオシリスの宮殿に行くから、ちょっと緊きん張ちようしてるだけ」

　苦く笑しようして肩かたを竦すくめた。緊張しているのは噓うそではないが、元気な振りをしているのは事実だ。

　こんな風に水辺を覗き込むと思い出してしまう。水を操あやつる精霊ジヤーン、ご主人様と慕したってくれていたアブウを。王族式典の時に彼が消しよう滅めつしてから、心に大きな穴がぽっかりと空いていた。どうやっても埋うまらない穴は、時間が経たつにつれて口を広げていく。

「……あいつの事は、お前のせいじゃない」

　考えていた事が判ったのか、隣に座ったコダートがそっと呟いた。

（違ちがう。あれはわたしのせい。アブウを一人にしてしまった、わたしの……）

　何度も何度も考えた。あの時、アブウを一人にしなければ。あの時、妙みようにやる気を出していたアブウを止めていれば……。いや、王族式典で魔物ジン達が何か仕し掛かけてくるかもしれないと予測できたはず。だったら、もっと用心していれば……。

　だがそれは口にしなかった。ルーレルにみんなの前では笑顔でいろと言われていた。自分でもそうするべきだと思っている。だからいつも笑みを絶やさないよう努力していた。だが時折、その笑みが張り付いて人形のようだと思う事がある。

　勘かんのいいコダートは、きっとそれを察しているのだろう。心を読みとったように、ジャリスの肩に手を置いた。

「ジャリス、起きてしまった事を悔くやんでも仕方ないんだ。どうやっても時間は戻もどらない。……俺も、ハジがバンダラヤ火山で俺達を助けたせいで、宮殿の壁かべに生き埋めになったって聞いた時、何度も悔やんだ。あの時、もっとできた事があったんじゃないかって。でも、どれだけ考えてもハジが隣で笑う事はないんだ。俺達は弱いから、悲しい事があったらああすればよかった、こうすればよかったって考える。そして現実にはない都合のいい結末を想像する。だけどそれはどうやったって現実じゃない。受けとめなきゃいけないんだ。じゃないと前には進めない。お前はそれができると俺は信じてる。お前の数少ないいい所は、何があってもへこたれず、鈍のろい歩みでも一歩一歩前に進もうとする所だ。お前からそれをとったら何にも残らないぞ」

　コダートなりのはげましだろうが、あまり誉ほめられた気がしないのはなぜだろう。それでも、ほんの少しだけ、心が軽くなった気がした。前を見ないといけない。辛つらくても進まないといけない。確かにその通りだ。判わかっては……いるのだ。

「ターラ達を助け出して、オシリスを倒たおそう。それがアブウの敵かたきを取る事にもなる。俺達が今できるのは、それだけだ」

　返事はできなかった。何か喋しやべったら泣いてしまいそうだ。身体からだを小刻みに震ふるわせたまま黙だまっていると、コダートが傍らに置いていた皿を差しだした。

「食べろ、まずはそれからだ。現実から逃げたいならそれでもいい。だが、俺が知っているジャリス・シンリクットは、そんな弱虫じゃないはずだぞ」

　その言葉に、心が奮い立つのを感じた。このままここでアブウの事を考えて、ありもしない空想をしているのは楽だろう。受けた傷から目を逸そらして生きていければどんなにいいだろう。

　だが本当は判っている。それは結局、自分が楽になりたいだけなのだ。

「わたし、自分は強くないと思うの。弱くて小さな人間よ。でも……でも、強くなりたいとは思ってる。もっともっと成長したいと思ってる。だから……食べるわ。そしてもっと強くなる」

　決心して皿に添そえてあるリンゴを口にした。果か汁じゆうが口に広がったが、何の味も感じない。まるで砂を嚙かんでいるようだ。それでも何とか吞のみ込むと、コダートがゆっくりと微笑んだ。

「その調子だ。何もかも終わったらゆっくり泣けばいい。夜に一人で泣くのは寂さびしいだろう？　俺が話を聞くよ。言いたい事も、悔やんでいる事もみんなちゃんと受けとめるから」

　はっとして、顔を上げた。毎晩眠ねむる時に、アブウが消滅した時の事を思いだして、声を殺して泣くのが常になっていた。誰にも知られていないと思っていたのに、気づかれていたのだろうか。問いかけようとしたが、コダートはそのまま立ち上がり、火山の頂を見つめた。

「夜になったら、魔法の絨毯で宮殿まで一気に進む。準備しておけよ」

　コダートの目に、鋭するどい光が宿った。負けられない戦いが迫せまっている。悲しみに暮れているだけでは、絶対に勝てない戦いが。アブウの敵を討うつ為ためにも、足に力を込めて立ち上がった。

　太陽がゆっくりと、地平線へと沈しずもうとしていた。
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「ターラ、今夜オシリス様の復活の儀ぎ式しきを行う。食事を持ってきたから、腹ごしらえしておけ」

　真しん鍮ちゆうの柵さくがはまった牢ろう獄ごくに、食事を持ってきたのはハジだった。ターラは皿を受け取って、ハジをじっと見つめる。

「……ハジ、どうしてオシリスの味方をする気になった。お前はコダートを助ける為に……」

　真しん剣けんな表情で問いかけると、ハジが眉まゆ根ねを寄せた。そしてすぐにふっと微笑む。

「コダート？　誰だれの事だ？　ああ、そういえばラシッドに聞いたぞ。オシリス様の妹君の息子むすこらしいな。父親は人間らしいじゃないか。私は、オシリス様の復活を邪じや魔ましたお前を追いかけて……その時に大けがをしたんだ。それから百年以上ずっと眠っていたんだぞ。コダートなんて男には会った事もない。しかもその男は、オシリス様に刃は向むかう敵なのだろう」

　ターラは思わず目を見開いた。壁かべ際ぎわで膝ひざを抱かかえて座っていたリンドが、慌あわてて立ち上がる。

「何を言ってるんだよ！　コダートの事を忘れたのか？　お前が育てたんだぞ。そしてオシリスに身体を乗っ取られようとした所を、お前が助けたんだ。そのせいでお前は……」

　柵を握にぎりしめて声を上げるリンドに、ハジがふんっと鼻を鳴らした。

「馬ば鹿かな事を。私が人間の味方をして、オシリス様を裏切ったとでもいいたいのか？　作り話ならもっとましな話にしろ。私はずっと眠っていたんだ。ターラ、お前と戦って負った傷のせいでな。あの時の事は忘れはしないぞ。ちょうどマハル王国辺りで戦ったな。オシリス様から預かっていた銀の指輪も、あの時お前が奪うばおうとしたせいでなくしてしまった。銀の指輪はマハル王国の王族が大事に持っていたらしいじゃないか。ラシッドが見付けてくれなければ、俺は目が覚めてもオシリス様へ顔向けできなくて、死を選んだだろう」

　ハジの目は真剣だった。噓を言っているのでも、ましてや冗じよう談だんでもない。だが彼が言っているのは、おかしな事だらけだ。

　百年以上前、マハル王国の辺りで戦い、魔ま力りよくを増ぞう幅ふくさせる銀の指輪をハジから奪った。だがターラも深い傷を負い、その指輪を無くしてしまった。それは事実だ。

　だがハジはそれから眠ってなどいない。魔力を回復させるのに数十年の時を使い、そして銀の指輪を手に入れる為、オシリスの妹と一いつ緒しよにマハル王国に潜せん入にゆうしたのだ。

　その時にマハル王国の皇子と、オシリスの妹が恋こいに落ちた。その子供であるコダートをハジは育てた。すべては銀の指輪を手に入れる為だったが、彼の誤算は育てたコダートへ愛情をもってしまった事だ。

「お前……記き憶おくをいじられたな。オシリスの奴やつ……！」

　思わず唇くちびるを嚙みしめた。これなら洗脳されて人形になっている方がまだましだ。このハジは、コダートと出会う前の、人間を殺す事を何とも思わないシャイ悪ターン魔そのものだ。

「何を訳の判らない事を。私がオシリス様への忠誠を破るはずがないだろう。オシリス様は昔、死にかけていた私を救って下さった。そして大した力をもっていなかった私の魂こん魔まを大きくして、シャイターンとして取り立てて下さった。私はあの時、オシリス様に永遠の忠誠を捧ささげたのだ。言うに事欠いて、私が人間の味方をしてオシリス様に逆らっただと」

　くっくっくっとハジが笑う。端はなから信じていないようだ。その時の事はターラも覚えている。魔物ジン同士の小こ競ぜり合いでハジは死にかけていた。どんな気まぐれを起こしたのかは知らないが、オシリスは彼を助けた。忠誠の厚さでいえば、ハジはラシッドよりも上かもしれない。

　そんなハジだが、育てたコダート可愛かわいさにオシリスを裏切った。本当は情が深いのだろう。一度大切だと思った者を力の限り守ろうとする。味方にすれば心強いが、敵になれば面めん倒どうな相手だ。

　ハジが、ふうっと息をついた。そしてターラを一いち瞥べつする。

「また後で迎むかえに来る。まったく、お前達がオシリス様の完全な復活にどうしても必要だから手を出さないでやっているんだ。本当だったら、風の刃やいばでばらばらに引き裂さいてやるのに」

　背を向けたハジが廊ろう下かを去っていく。姿が見えなくなってから、リンドがこちらに近寄った。

「どうする？　ハジの記憶は完全に消されてる。あいつは俺達を殺す事をためらわないぞ」

「……かまわないさ。俺達の目的はあいつと戦う事じゃない。このまま儀式に参加しよう。儀式の前に俺達を殺したりしないさ」

　本当の目的を達成するまで、まだ死ぬ訳にはいかない。ふと頭にコダートの顔が浮うかんだ。

「来るなよ。俺達だってちゃんと目的があってここにいるんだから。絶対に助けになんて来るなよ、コダート。もし来たら……」

　死ぬより辛い運命が待っている。ターラはその言葉を、ぐっと吞み込んだ。
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　夜になるのを待って、ジャリス達は魔法の絨じゆう毯たんに乗ってバンダラヤ火山の火口に向かった。夕刻辺りから、噴ふん火かの回数が減っていった。どうやら小康状態のようだ。それでも時折、地じ響ひびきとともに噴ふき上げられた赤い火か山ざん弾だんが夜空を彩いろどった。飛んで落ちた火山弾は、冷えるとジャリスの顔ぐらいの大きさがある石になった。それが地上にはごろごろ落ちている。

　火山弾を避さけて風上で魔法の絨毯を降り、ジャリスは全員の無事を確かめた。そして前方に目を向ける。

「あれがオシリスの宮きゆう殿でんね……何、あれ！」

　噴き上がる溶よう岩がんの明かりが黄金の宮殿を照らしたのを見て、そのおぞましさに思わず声を上げてしまう。巨きよ大だいな宮殿は丸まる天てん井じようを持つ建物が三つと二つの尖せん塔とうからなっている。魔法の絨毯に乗っていた時は暗くてよく見えなかったが、宮殿のすべての壁かべには苦しみもがく人々の姿が彫ほり込まれていた。胸や喉のどを搔かきむしりつつ、助けを求めて空に向かって手を伸のばす人々。切り裂かれた身体や、もげた首を抱えた身体。苦痛に叫さけぶ人々の声までも聞こえてきそうな精密な像が、黄金の壁に浮き彫りにされていた。

「趣しゆ味みが悪いですね。いくら黄金でも、あの壁は欲しいとは思いません」

　いつも冷静なシャルマも、さすがに嫌けん悪お感かんをあらわにした。

「うん、気持ち悪いよ。俺もこういうの嫌きらい」

　リクも顔を歪ゆがめている。コダートがしっと口元に人差し指を当てた。

「あまり声を出すな。さっきかなりの数の魔物ジン達が出て行ったが、まだ残ってるかもしれない」

　人ひと気けは感じなかったが、用心にこした事はない。コダートの計画通り、先さき程ほど魔物達は群れをなして、ナッシル達がいる東の方角に飛んでいった。ナッシル達は危険を感じたらすぐに撤てつ退たいする事になっているが、それでも心配だった。コダートがこちらにそっと近寄る。

「ジャリス、予定通り俺とクアイ皇子とフィクルは、正面から乗り込む。お前はルーレルとシャルマとリクと一緒に裏に回れ」

　二手に分かれるのは不安だが、時間がないのも事実だ。頷うなずくと、リクが手を握ってくれる。

「大だい丈じよう夫ぶ、リンド達を助け出そう。そしてまたみんなで一緒に旅をするんだ。俺、みんなと旅している時が一番幸せなんだ。みんなに会う為に生まれて来たと思う。だから、みんなでまた」

　温かい手を握り返すと心が落ち着いた。〝みんなでまた〟それはまるで魔法の言葉のようだ。

「ええ、みんなでまた旅をしましょう。その為にもリンド達を助け出さなきゃ。帰ってきたらリンドにはしばらく甲かん板ぱん掃そう除じをしてもらうわ。これだけ心配かけたんだもの」

「うん！　リンドはいつも掃除さぼるから、逃にげないように俺が見張りするよ！」

　リクの言葉に、大きく頷いた。未来の話は、今の状じよう況きようでは不安や恐きよう怖ふを取り除くのに最適だ。

「ではそろそろ向かうとするか。ターラが帰ってきたら、しばらくどこにも逃げられないように、我が国の牢獄にいれてやる」

　恐怖を感じている様子もみせず、堂々と胸を張ったのはクアイだ。隣となりにいたフィクルが頷く。

「ええ、ターラの見張りは私が。まったく、勝手な行動ばかりで私がどれだけ苦労しているか」

　ジャリスが思わず苦く笑しようすると、シャルマが片かた眼鏡めがねを押し上げた。

「では、みなさん。早さつ速そく行動しましょう。基本はターラ達を連れて帰る事です。避けられる戦せん闘とうは避けてください。そしてみんなでまた一緒に帰りましょう」

　全員が大きく頷いた。だが……それが一番難しい事はみんなよく判わかっていた。
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　黄金に輝かがやく宮殿は、中央に大きな丸天井の建物、その両側に、真ん中よりはやや小さめな丸天井の建物が二つそびえていた。

　ジャリスは、見上げる程大きな正門へと向かうコダート達を見送り、シャルマ達と裏手へ移動する。登るのも到とう底てい無理な高い壁には、苦しむ人々の姿が延々と彫り込まれていた。

「やっぱり誰もいないわね、魔物ジン達はみんなナッシル達の方へ行ったのかしら」

　吐はき気がする程気味が悪い壁から目を逸そらして呟つぶやくと、辺りを窺うかがっていたシャルマが頷いた。

「ええ、コダートの作戦は成功のようです。ですが、油断しないでください。これから……」

　裏手にある門が見えてきて、シャルマがそちらに先導しようとした時だった。

　ふいに、ゴゴゴォと立っていられない程の地響きが鳴った。思わずしゃがみ込むと、リクが宮殿を見上げて叫んだ。

「ねぇ、ジャリス。あの光を見て！」

　顔を上げると、中央にある一番大きな丸天井の近くで、眩まばゆい程の光が空に向かって放たれていた。そのせいで、まるで昼間のように辺りが明るくなっている。

　ルーレルがふいに胸むな元もとを押さえて顔を歪めた。苦しそうに息を乱しながら膝ひざをつく。

「うっ……。すごい魔ま力りよくを感じるよ。これはオシリスのだ！」

「まさか……儀ぎ式しきが始まったの？」

　最も恐おそれていた事態だった。どうするべきかと考えたが、すぐにみんなを見回した。

「このまま魔法の絨毯に乗ってあの光に向かいましょう。何としてでも儀式を中止させないと」

　瞬しゆん時じの判断だ。間ま違ちがっているかどうかは判らない。それでも儀式を止める事が最優先だと思った。すぐさま魔法の絨毯に乗り込む。もう一刻の猶ゆう予よもなかった。

　儀式が済めば、オシリスが復活してしまう。そして用済みになったターラ達がどうなるか想像して……全身に震ふるえが走った。
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　ターラが連れてこられたのは、宮殿の最上階にある平屋根だ。砂さ漠ばくの夜は寒いはずなのに、すぐ近くで噴火が繰くり返されているせいか、頰ほおにかっかっと熱を感じる。空には満月が浮かび、黄金で出来た平屋根と、すぐ隣にある大きな丸天井をきらきらと輝かせていた。

　ターラは右手にはめている金の指輪を外し、目の前にいるオシリスを見つめた。

「ううっ……ぐうっ……！」

　身体からだを抱かかえ込み、オシリスが蹲うずくまっている。その身体から、まるで昼間のように明るい光が空に向かって放たれていた。オシリスの向こう側には、翡ひ翠すいの指輪を掲かかげたラシッドが見える。右手にいるのは、銀の指輪を持つハジ。左手には、緋ひ石せきの指輪を持つリンドだ。

　オシリスを蘇よみがえらせる儀式は、既すでに始まっていた。

「さあ、指輪をオシリス様の側そばに。この指輪にオシリス様の無限の魔力が宿っている。この指輪からそれを解放すれば、オシリス様は完全に復活なされる」

　ラシッドが喜びに満ちた声を張り上げた。

　遠い昔、オシリスはアリフラストと名乗る神と戦った。アリフラスト神は、もてる力のすべてを使いオシリスを倒たおそうとした。だが、オシリスはそう簡単に殺されはしなかった。この四つの指輪に自分の魔力を宿して深い眠ねむりについたのだ。その指輪を託たくされたのが、自分達四人のシャイ悪ターン魔だ。そして、その指輪の封ふう印いんを解けるのも自分達だけだった。

　ターラは静かにオシリスに近づいた。恍こう惚こつの笑えみを浮かべたラシッドとハジ。そして不安げな表情を浮かべたリンドもゆっくりと歩み寄る。全員が、持っていた指輪をオシリスの身体を囲むように置き、両手を空に向けた。

「オシリス様、蘇り下さい。我々がお待ちしております。ジャ新ディーしドゥいタィー生シュを！」

　ラシッドの言葉が空に吸いこまれていく。オシリスの身体から溢あふれる光が更さらに強くなった。




　ガツッ！




　だが、空から落ちてきた何かがオシリスのすぐ側で音を立てた。ターラが驚おどろいて目をやると、真しん鍮ちゆうの矢だった。慌あわてて見上げると、ルーレルの魔法の絨じゆう毯たんがこちらに向かって急降下してくる。乗っているのは、ジャリスとシャルマ、それに弓を構えたリクとルーレルだ。

「ジャリス！」

　叫んだリンドの顔に喜びが溢れている。どうしてこう正直なのだろう。目的を忘れてしまったのか。そう思って、ちっと舌打ちしそうになった。

「儀式なんて絶対にやめさせる！　ターラ達を返してもらうわよ、ラシッド！」

　心配して来てくれたのだろう。だがこれは、自分がしでかした事の後始末なのだ。ジャリス達は巻き込みたくなかった。それでも……自分の名を呼ぶ声が嬉うれしいと感じた。

　だがすぐにターラは気を引き締しめた。本番はこれからだった。
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「おのれっ、どこまで邪じや魔まする気だ！」

　魔法の絨毯を降りたジャリスは、叫んだラシッドを睨にらみつけた。

「どこまでもよ、あなた達の好きにはさせないって前に言ったはず……あ！」

　ラシッドに向かって叫んだが、彼に駆かけ寄った男を見て、思わず声を上げた。

「ハ、ハジ！　生きてたのねっ」

　オシリスから自分達を助けたせいで、壁かべに生き埋うめにされたハジ。そのハジが目の前にいた。どこにも怪け我がをしている様子はない。

「よかった、すごく心配していたのよ。コダートだって……」

　こんな状況だというのに、ほっとした。思わずこぼれた笑みを向けると、ハジが目を眇すがめる。

「何者だ、お前達……。儀式の邪魔をするな！」

　ハジが一いつ瞬しゆんでシャイターンの姿となる。風を集めた手は、こちらを狙ねらっていた。

「な、何をしているの……？　ハジ」

「気をつけろ、ハジはもう以前のハジじゃないっ。記き憶おくを消されてる！」

　叫さけんだのはリンドだ。シャイターンの姿となってジャリスの前に飛び出しハジと向かい合う。

「リンド……。人間の味方をしているというのは本当だったんだな。さっさとどけ。おまえごと切り刻むぞ」

　ハジの風の刃やいばの恐ろしさは、ジャリスも身にしみている。身体どころか、この黄金の建物さえも切り刻むだろう。ラシッドの冷たい声が辺りに響ひびいた。

「ジャリス、一足遅おそかったな。もう儀式は完かん了りようしたぞ」

　驚いてラシッドが指す方に目を向けると、ハジの背後で男が膝をついていた。先さき程ほどの光とは違ちがう、まるで噴ふん火か口こうから上がる黒くて厚い雲のような煙けむりが身体にまとわりついている。

「カッサラ……！」

　オシリスがカッサラの身体を乗っ取ったと聞いてはいたが、この目で見たのは初めてだ。確かに身体はカッサラだが、その瞳ひとみは血のように赤い。そしてぎょろりとこちらを睨みつけた。

「そうはさせないぞっ」

　弓を引いたのはリクだ。真鍮の矢はオシリスを狙っていた。

「や、やめろっ。身体はカッサラなんだぞ！」

　リンドが叫んだが、シャルマがリクに駆け寄った。

「矢を放ってください！　急所は外して！」

　リクが、ギリギリと歯を食いしばった。見た事もない程怒いかりで顔を赤く染めている。

「お前のせいで、みんなで旅が出来なくなったんだ！　絶対に許さないっ」

　パンッと矢が放たれた。だがオシリスに刺ささる直前で、音を立てて跳はね返される。

「そんな……！」

　目を見開いていると、ぐらりとオシリスが倒れ込む。目を瞑つぶって気絶しているように見えた。だが身体から出る黒い煙は、どんどん濃こくなっていく。やがてそれは人の形を取り始めた。

「ふふっ、あはは。もうお前達にはどうする事もできない。オシリス様が復活なされた。さあ、これでようやく恨うらみを晴らせるぞ。ターラ！」

　毒々しい赤い瞳でターラを睨みつけたラシッドが、シャイターンへと姿を変えた。

「やっぱりそういう魂こん胆たんか。だが契けい約やくはどうした。アラバーナ大陸と民たみには手を出さないと血で書いた契約書は」

「お前がいつからアラバーナ大陸の民になった。それにあんな契約の呪のろいなど、完全に蘇ったオシリス様に傷一つつける事はできないさ」

　ほくそ笑んだラシッドの視線の先では、黒い煙が段々とはっきりした形になっていた。ゆらりと立ち上がった煙がこちらを向いた。煙が少しずつ晴れて、大おお柄がらな身体と顔が見えてくる。

「噓うそ……！」

　ジャリスは思わず悲鳴を上げた。煙が変化した姿は、きっと完全に蘇ったオシリスだろう。黒い髪かみが腰こしまで長かった。その顔を見て、震えがくる程の衝しよう撃げきを受けた。

「驚いたのか？」

　オシリスが残ざん酷こくな笑みを浮うかべた。だが、その顔が浮かべるには似合わない笑みだ。彼は決してこんな表情はしない。オシリスがゆっくりと片手を上げると、ぐらりと地面が揺ゆれた。

「やっと自分の身体に戻もどれた。さあ、楽しく遊ぼう。アラバーナ大陸が滅ほろぶのも時間の問題だ。長い長い間眠っていた憂うさを晴らさなければ」

「そうはさせない！　バルク稲妻！」

　叫んだのはシャイターンの姿となったターラだ。呪じゆ文もんを唱えると、空から稲いな妻ずまが落ちてくる。だがオシリスの身体にぶつかる直前、彼を避さけるように稲妻が四方に飛び散った。

「こんな子供だましでどうする。本気を出せ、ターラ。まさか周りの人間を巻き込みたくないなんて、馬ば鹿かな事を考えてはいまいな。そんな事では俺は倒せないぞ」

（傷一つない……。ターラの攻こう撃げきも効かないなんて）

　恐ろしさのあまり、背中にじとっと汗あせが滲にじんだ。オシリスは余よ裕ゆうの笑みを浮かべてターラと向き合っていた。ちっと舌打ちしたターラが、こちらに駆け寄った。

「ジャリス、先に逃にげろ！」

「でも……コダート達も来ているの。彼らを置いてはいけないわ！」

「大だい丈じよう夫ぶだ。コダート達は任せておけ。俺も必ず生きて戻る。まだやる事があるんだ。それまでは死ねない。これを持って逃げるんだ！」

　目の前で背を向けていたターラが、手を後ろに回した。その手にある物をさっと受け取る。それが何か判わかってはっとした。

（ど、どうして、これを……？）

　聞きたかったが、今はそんな状じよう況きようではなかった。渡わたされた物を懐ふところにしまいこむと、オシリスと睨み合っていたターラが声を上げた。

「ジャリス達には手は出させねぇ。リンド、連れて行け！」

　振ふり返ると、リンドがいつの間にかぐったりしているカッサラの身体を、魔法の絨毯に乗せていた。そして近寄ってくるラシッドに片手を振り上げる。

「もう魔ま力りよくは取り戻した。お前には負けねぇ！　ラハブ炎上！」

　リンドの手に集まった炎ほのおが、ラシッド目がけて放たれた。ゴォォッと音を立てて、火柱がラシッドの身体を包む。

「今の内だ、早く乗れっ」

　叫んだリンドも、素す早ばやく魔法の絨毯に乗り込んだ。シャルマにさっと手を引かれ、ジャリスは仕方なくきびすを返して、乗組員達と一いつ緒しよに魔法の絨毯に飛び乗る。

　魔物ジン同士の魔力のぶつかり合い。ただの人間では立ち向かう事すらできない。これ以上ここにいては、足手まといになるのが判っていた。

　それが悔くやしくて悔しくて、たまらなかった。
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　コダートは、金色に光る廊ろう下かを走っていた。最初に侵しん入にゆうしたのは、向かって右側にある丸まる天てん井じようの建物だった。魔物ジン達に見つからずに入り込めたのはいいが、先程大きな地じ震しんがあって、窓から見える中央の丸天井の近くで光が上がった。それが何を意味しているのかすぐに悟さとった。

　きっとオシリスの復活の儀ぎ式しきが始まったのだ。それを証しよう拠こに、先程から身体からだに突つき刺さるような強い魔力を感じていた。ラシッドよりもハジよりも、もっともっと強大な魔力だった。

「どれだけ広いんだ、この宮きゆう殿でんは！」

　一度外に出て中央の建物に侵入したが、今度は長い長い階段がコダート達の行く手を邪魔した。どれだけ続くか判らない階段に、さすがのクアイも息を乱していた。

「さっきの光はこの建物の屋上からでした。急いでっ」

　フィクルも息を乱してはいたが、階段を上がる足取りは力強かった。細そうに見えるが、かなり鍛きたえているのだろう。

　そのまま三人で階段を上がり続けていると、やっと最上階に辿たどり着いた。廊下は左右に伸のびている。右手にある小さな扉とびらの前に、誰だれかが立っていた。

「ハ、ハジ……？」

　コダートは、我が目を疑った。声に気づいたのか、扉の前に立っていたハジがこちらに顔を向ける。ずっと側そばにいてくれた育ての親でもあるハジ。壁に生き埋めにされたと聞いて、助け出すと心に誓ちかっていた。無事な姿に思わず笑えみがもれた。嬉うれしくてたまらなかった。

「生きていたのか。よかった……。ハジ、ずっとずっと心配して……」

　駆かけ寄ろうとしたが、ハジはふんっと鼻を鳴らし、まるで憎にくんででもいるかのような視線をこちらに送った。まさか……と、外れた事のない勘かんが囁ささやいた。敵対した事もあったが、その時だって、こんな冷たい目で見られた事はなかった。まさかまさか、と心が囁く。

「……人間達はどうして気安く私の名を呼ぶ？　私はこんなにも人間が嫌きらいだというのに！」

　冷たい言葉と同時にハジの手に現れたのは、渦うず巻まく風だった。両手に風を集めたハジが、近づいたコダートを見て、ふと首を傾かしげた。

「その顔は……。そうか、お前がオシリス様の甥おいとかいうコダートだな。だが、オシリス様から見付け次し第だい抹まつ殺さつせよと命令を受けている。その顔を切り刻むのは抵てい抗こうがあるが仕方ない」

　言葉の意味は判らなかった。だが、これだけは判っている。何があったのか知らないが、ハジは自分を憎んでいる。目を見開いていると、ハジが手を振り上げた。

「死ね、コダート！」

　風の刃やいばが襲おそう恐きよう怖ふよりも、ハジに死ねと言われた事の方が衝撃だった。信じられなくて立ちすくんでいると、背後からどんっと押された。

「何をしている！　あれは敵だろうっ」

　クアイが突き飛ばしてくれたおかげで、どうにか風の刃を避けられた。後ろを振り返ると、風の刃が、黄金の壁かべをえぐっている。あのまま立っていたら、ばらばらに切り刻まれただろう。

　それはつまり、ハジは本気だという事だ。

「ち、違う。敵じゃない。ハジは俺を育ててくれて、そして俺を助ける為ために……」

　唇くちびるを震ふるわせると、ハジの後ろにある扉が勢いよく開いた。出てきたのは、シャイターンの姿をしたターラだ。身体からだ中じゆう血だらけで、それでもハジとコダートを交こう互ごに見て、声を上げた。

「コダート、逃げろっ。ハジは記き憶おくを消されてお前の事が判らないんだ！　ジャリス達は逃がしたから、お前達も早くっ。オシリスが完全に復活したぞ！」

　ひゅっと息を吞のんだ。扉の近くに立っていたハジが、今度はターラに攻撃の矛ほこ先さきを向ける。

「お前は逃にがさんっ。マーシム旋風！」

　呪文とともに、風の刃が放たれる。ハジのすぐ近くにいたターラは避ける暇ひまがなかったのか、まともにそれをくらってしまう。胸の辺りがざっくりと切れ、黄金の壁に赤い血が飛び散った。倒たおれ込んだターラの背中をハジが踏ふみつける。

「やめろ！　ハジッ」

　叫さけんだが、ハジは忌いま々いましそうに舌打ちしてこちらを睨にらみつけた。

「人間ごときに呼び捨てにされる覚えはない。お前達も覚かく悟ごを……」

　ふいにハジが言葉を止めた。奥の扉に目を向け、うやうやしくおじぎする。扉の向こうから現れた男が、ハジに踏みつけられているターラを見て、くっと口角を上げた。

　コダートは、冷たい笑みを浮かべたその顔を見て、自分の目がどうかしたのかと疑ってしまった。

　言葉を失っていると、こちらに目をやった男が、コダートを上から下までじっくり見回した。

「なるほど、似ているな。これは面おも白しろい」

　この男は一体誰だろう。黒くろ髪かみが腰まで長かった。目がぎらぎらと赤く光っている。だが違ちがいはそれだけだ。その顔立ちは、驚おどろく程ほどによく似ていた。

　毎日、鏡で見ている自分の顔に。

「ええ、オシリス様。この顔だからこそ、一時はあなたの器うつわとして使おうと思ったのです」

　男の背後から現れたラシッドが、にんまり笑う。
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（じゃあ、こいつがオシリスなのか？……俺とよく似た顔のこいつが？）

　到とう底てい信じられなかった。だが、自分の目で確かめた真実は揺らぎようがない。

　思わず呆ぼう然ぜんとしていると、オシリスがふっと笑みを浮かべた。

「殺してしまうのはもったいないな。我が妹アーヤの息子むすこ、コダート。アーヤは俺に似ず、心根の優やさしい子だった。人間達を騙だましては遊ぶ俺にいつも泣いていた。だがその優しさが仇あだになった。昔から、人間と魔物ジンの間に子供が産まれる事はごくまれにだがあった。だが母親は人間だろうと魔物だろうと、子供を産んでそう時間を置かずに死を迎むかえた。だからこそ魔物の間では、人間と交わるのは禁きん忌きだとされていた。アーヤもそうなると判っていただろうに」

　オシリスの瞳ひとみに悲しい色が混じった気がした。魔物だった母が、自分を産んだせいで死んだと前にも聞いていた。だが改めてその事実を突き付けられると、心に激しい衝しよう撃げきが走った。

　ふいに冷たい笑みを浮うかべたオシリスが、ゆっくり近づいてくる。赤い目はこちらに釘くぎ付づけになっていた。それはコダートも同じだ。妙みような気分だった。

　よく似た顔が浮かべる冷たい笑み。自分もこんな表情を浮かべるのだろうか。

「アーヤが寂さみしがっているだろう。お前も妹の所に送ってやる。どうせもうすぐアラバーナ大陸は滅ほろぶ。死ぬのが遅おそいか早いかだけだ。ならば苦しまずに殺してやろう」

　にんまり笑ったオシリスに、コダートは目を見開いた。

（何をしているんだ、俺はっ）

　すぐに自分を叱しつ咤たして、腰こしの剣けんを抜ぬいた。母の事も自分とよく似たオシリスの事も、考えるのは後だ。今は目的を果たすのみ。蘇よみがえった魔王マリードオシリスを倒す。それだけを考えなければ。

　真しん鍮ちゆうの剣を両手で持って、オシリスに突とつ進しんした。腹を狙ねらって突いたが、オシリスは避よけなかった。そのままグサリと肉を刺さす感かん触しよくが手に伝わる。

「う……！」

　オシリスがわずかに眉まゆ根ねを寄せて呻うめいた。よしっと心の中で拳こぶしを握にぎる。手て応ごたえは十分だ。

「死ねっ」

　コダートは、叫んで更さらに剣を持つ手に力を込めた。目がかっと熱くなる。きっと目の前の男と同じように、自分も赤い目をしているだろう。剣が身体に深く刺さる感触が手に伝わる。それが勝利を確信させた。だが苦しげだったオシリスが、急に口角をつり上げる。

「……こんな物は俺には効かない。真鍮なんて怖こわがるのは、格下の魔物だけだ。ほうら」

　コダートの手を握ったオシリスが、ぐっと真鍮の剣を己おのれの身体に引き寄せた。剣が身体を貫つらぬき、背中から飛び出る。思わず手を放すと、剣が刺さったままのオシリスが笑みを深くする。すると彼の身体から、剣がゆっくりと抜け始めた。そのままカランと音がして剣が床ゆかに落ちる。

　腹の傷からは血さえ流れていない。不気味な笑みを浮かべるオシリスを呆然と見つめた。

「さあ、楽しもう。俺の復活の祝いをしてくれるのだろう。お前達の鮮せん血けつで俺の宮殿を飾かざろう」

　オシリスがこちらに両手を向けた瞬しゆん間かん、コダートの横を駆け抜けた人物がいた。

　常にない素早い動きでフィクルがまっすぐに向かったのは、ターラを踏みつけているハジだった。ラシッドが素早く気づいて、片手を上げる。

「愚おろかなっ。ザーバ溶解！」

　ラシッドの手から硫りゆう酸さんが放たれ、フィクルの肩かたをかすめた。一気に煙けむりが上がり、肉を焦こがす嫌いやな臭においが辺りに漂ただよう。ジュウジュウと衣服と肉を溶とかされつつも、フィクルは怯ひるまなかった。

「ターラを放せっ！」

　フィクルに体当たりされて、虚きよをつかれたのかハジがよろめいた。同時にターラがさっと身体を起こす。そしてフィクルの身体を抱かかえ上げて、一気に天てん井じようまで飛び上がった。

「逃にげるぞっ、お前達をまだ死なせる訳にはいかねぇ！　まだやる事があるんだっ」

　声と同時に、周りが暗くら闇やみに包まれた。これは前にリンドの魔法で移動した時とよく似ていた。身体からだがふわりと浮いて、どこが手でどこが足なのか判わからない奇き妙みような浮ふ遊ゆう感かんが身体を襲う。

　意識が遠くなっていく中で、コダートの頭に浮かんだのは、自分とよく似たオシリスではなく……幼い時から見慣れたハジの、優しい笑みだった。
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「逃げられたな」

　平屋根に立ったオシリスは、噴ふん火か口こうを見つめて呟つぶやいた。

　正直つまらなかった。ターラが相手なら、もっと遊べたはずなのに。人間達を庇かばってろくに抵抗もしなかった。ターラが自分に成り代わろうと野心を抱いだいていたのは、もうずいぶん昔から知っていた。それでも殺さなかったのは、逆らう様子が面白かったからだ。

　残ざん酷こくで享きよう楽らく的なターラはどこへいってしまったのだろう。そう思うと寂さびしささえこみ上げた。自分より強い者など、もうこの世界のどこにもいない。唯ゆい一いつそれに近かったのがターラなのに。

「オシリス様。そのような顔をなさらずとも、楽しい事はいくらでもあります。まずはアラバーナ大陸に制裁を。ターラを本気にさせたければ、民衆達を苦しめるとよいでしょう。ターラはどうやら、本気で人間達が大事のようですから」

　跪ひざまずいたラシッドに頷うなずいた。傍かたわらにはハジもいる。儀ぎ式しきの為に少しだけ記憶をなくさせた。だがそんな事をしなくても良かったかもしれない。その方が手応えがあって面白かった。

　オシリスは、ふうっとため息をついた。こんなつまらない大陸はいらない。欲しいのはぞくぞくする程の刺し激げきだ。ゆっくりと両手を広げて、呪じゆ文もんを唱えた。

「いでよ、俺の可愛かわいい人形達。そしてアラバーナ大陸に破は滅めつをもたらせ、ラム砂リーのアル人ーサ形！」

　かっと全身が熱くなった。久しぶりの感覚だ。人間の身体ではさすがにこうはいかない。

　宮きゆう殿でんの周りにあるごつごつとした岩と砂が、意思を持ったようにうごめき始めた。それらが、みるみるうちに人の形を取り始める。そしてあっという間に、兵士の姿をした人形達が宮殿を囲むように現れた。表情に乏とぼしい兵士達は数にしてどれぐらいなのか、オシリスにも判らない。

　だがアラバーナ大陸を攻せめ落とすには十分な数だろう。

「砂の兵士達の恐おそろしさを存分に味わうがいい。アラバーナ大陸の民たみ達よ」

　腹の底から笑いがこみ上げてくる。ラシッドの言うとおり、まだ楽しみは残っている。

　この大陸を草一つ生えず、二度と人が住めない不毛の地にするという楽しみが。
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　サウルナ国の南にあるカラサの町。

　人口は数万人。タバラン国との国境に近く、大きなオアシスがあるおかげで、商人達が旅をする時に立ち寄る場所になっていた。町から望む事ができるバンダラヤ火山の頂は、最近何度も噴ふん火かを繰くり返していた。そのせいで町には火山灰が降りそそぎ、小さな地じ震しんが繰り返し起こっている。気の弱い者は、そろそろ避ひ難なんの準備を始めていた。それでも多くの人々は、溶よう岩がん流りゆうでも押し寄せてこない限り、愛着のある町を捨てて逃げようなんて思っていなかった。

「今日もいい天気だな。暑くなりそうだ」

　町の人はいつもと同じ朝の挨あい拶さつをする。だが、今日は少し違う話題が人々の間に上っていた。

「なぁ、こんな噂うわさを知っているか？　何でも魔物ジンが本当にいるらしいとかなんとか。それを倒たおす為ために、大勢の軍人達がバンダラヤ火山に向かったそうだ」

　だがその噂を聞いた人々は、一いつ笑しように付した。

「ばかばかしい、魔物なんている訳ないさ。きっと演習かなんかだよ。それか最近噴火がひどいから火山の調査をしてるのさ。さあさっさと仕事に取りかかろう。今日も忙いそがしくなりそうだ」

　朝の挨拶代わりに語られる噂を、信じる者はいなかった。

　そう、実際にその目で見るまでは。

　その日の夕方、カラサの町に生きている人間は誰だれもいなかった。

　数万人が住む民家も、オアシスから引いた水で栽さい培ばいしていた作物も、仕事に使う倉庫も影かげも形もない。まるで最初から町なんてなかったかのように、ただ砂の大地だけが広がっていた。

　残ったのは、恐きよう怖ふの表情をしたおびただしい数の石像だけだった。
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「ん……」

　コダートは狭せまい天幕の中で目を覚ました。枕まくら元もとにいたジャリスが、こちらを覗のぞき込んでいる。

「起きた？　大だい丈じよう夫ぶ？　コダート」

　少しだけ浮かべた笑えみと、泣きはらしたのか真っ赤に染まった目元。ジャリスの顔を見ただけで、何が起こったのかすぐに思い出した。

「ジャリス……ううっ」

　慌あわてて起きあがると、ひどい頭痛と吐はき気がした。蹲うずくまると、ジャリスが肩に手を置く。

「急に起きちゃ駄だ目めよ。三日も眠ねむってたのよ」

　何度か頭を振ふった。どうやら無事にオシリスの宮殿から逃げ出せたらしい。ジャリスもどこも怪け我がはなさそうだ。

「どこだ、ここは？」

「タバラン国とサウルナ国の国境沿いよ。ナッシル達がここで駐ちゆう屯とんしているの。ナッシル達はバンダラヤ火山からやってきた魔物ジン達から逃のがれて、予定通り早々に撤てつ退たいしたの。わたしは魔法の絨じゆう毯たんでここに来て……。あなたはターラ達といきなりこの駐屯地に現れたの」

　そうして、宮殿での事を思い出す。ハジは残酷な笑みを浮うかべていた。信じたくなかった。やっとハジの元気な姿を見られたというのに、記き憶おくを消されているなんて。

　そして消したのはおそらく、あの自分によく似た魔王マリードオシリスだ。

「……ターラ達は？」

　だがその事を口にしたくはなかった。信じたくない気持ちがまだ心のどこかで残っていた。

「隣となりの天幕にいるわ。クアイ皇子とフィクルはすぐに目を覚ましたの。ターラもさっきやっと……。でも、わたし達が助け出したカッサラはまだ眠っているわ。リンドが付き添そってる」

　オシリスに身体を乗っ取られていたカッサラ。人間の身で魔ま力りよくを使われたのなら、相当な負担があったはずだ。コダートは頭痛がやっと治まって、ゆっくりと立ち上がった。

「状じよう況きようはどうなってる？　ターラ達を連れ帰ったら、カトゥーナ国に戻もどるはずだっただろう」

　何かあって離はなれ離れになった時は、ナッシル達と合流する事になっていた。その後は一いつ旦たんカトゥーナ国の海かい賊ぞく同盟に戻る手はずになっていた。

　ジャリスが目を伏ふせて、何事か言い淀よどんでいる。顔色が悪かった。

「それが……昨日、ここから北西にあるカラサという町が、謎なぞの兵士に襲おそわれたの」

　思わず目を見開いた。その途と端たん、天幕の外を走り回る足音が聞こえてくる。コダートは昔から足音を聞くだけで、その人間の精神状態を悟さとる事ができた。この足音はかなりせっぱ詰つまった状況のように思える。ぞっとする程ほど嫌な予感がした。

「カラサの町の住民達が数人、この駐屯地まで馬で逃げてきたの。謎の兵士達は、バンダラヤ火山の方角から来たそうよ。兵士達が持つ剣けんで切られた人間は、石像になるらしいわ。そして兵士達が通った後は、建物が崩くずれて砂となる。残るのは、元は人間だった石像だけ」

　ぐっと拳こぶしを握にぎりしめた。ジャリスの話によると、兵士達の数はおよそ千人ほどらしい。

「リンドに聞いたけど、オシリスは砂で兵士達を作れるそうなの。でも彼らを倒す事はできないって。倒しても一度砂に返るだけで、またすぐに再生するって」

　オシリスが完全に蘇よみがえったら、きっと恐ろしい程の魔力をもつのだろうと思ってはいた。だが実際のオシリスの力は、想像の範はん疇ちゆうを超こえていた。

「くっ……！　あの時、オシリスと差し違ちがえてでも止めていれば……」

　唇くちびるを嚙かみしめると、ジャリスが同じく悔くやしそうな表情で首を振った。

「無理よ。オシリスが完全に蘇ったら、真しん鍮ちゆうの剣けんでも倒せないってリンドが言っていたわ。あそこで無む謀ぼうな事をしても何にもならなかった。みんな無事に帰れただけでもよしとしないと。砂の兵士達はタバラン国を目指しているみたいなの。ナッシル達はこのままここに留とどまって戦うって。父さんは一旦サウルナ国に戻ったわ。各国に知らせて軍人を増強してもらうって……」

「だがカラサの町なら、ここからそう離れていないだろう。応おう援えんを呼んでる暇ひまはないぞ」

　この辺りの地理は頭にたたき込んでいた。カラサは馬で一日もかからない。

「いいえ、リンドが言ってたけど、砂の兵士達は移動にかなり時間がかかるらしいわ。カラサからここまで来るには、数日かかるだろうって。クアイ皇子はエオージュに戻ったわ。民衆を避難させて軍を編制するそうよ」

　それでも間に合うかは難しい所だろう。各国に援えん軍ぐんを頼たのむというが、たった数日でここに集まれるなんて思えない。頼たよりは、魔物達の目を引きつける為に集まった一万人の軍人達だけだ。

　数で言えば、千人の砂の兵士達なんて取るに足らない。だが、倒してもすぐに再生する相手に勝つ事などできるのだろうか。

「ナッシルが、コダートの目が覚めたらわたし達もすぐに避難しろって。残って戦うって言ったけど、駄目だって言われたわ。わたし、悔しい。もうわたし達に何も出来ないのが悔しい」

　悔しいのは同じだ。オシリスの復活を止められなかった。その結果がこれなのだろうか。

「いいや、まだ何かできるはずだ。何かオシリスを止める方法が」

　考えて、ふと頭にある事が浮かんだ。

「そういえば、宮殿から逃にげる時、ターラが何か言ってたぞ。詳くわしくは判わからないが……まだやる事があるって。その為に俺達にはまだ死なれちゃまずいって、そんな事を言ってた」

　ジャリスの目に、ほのかな光が宿った。それはきっと自分も同じだろう。二人で目を見あわせて頷きあい、そのまま天幕を飛び出した。
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　天幕の外では大勢の軍人達が慌ただしく走り回っていた。座っている者もいるが、手にはそれぞれ武器を持ち、念入りに磨みがいている。

　ジャリスは、彼らから伝わってくる緊きん張ちよう感かんに息苦しさを覚えつつ、コダートと一いつ緒しよに隣にある天幕に入る。中には、ターラとリンド。そして敷しかれた絨毯の上で眠るカッサラがいた。

「よう、ジャリス。ああ、起きたのか。コダート」

　天幕の奥に座っていたターラが片手を上げた。眠っている間はシャイターンの姿だったが、今は人間の姿になっている。茶色の帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶり、服から覗く手足には白い包帯が巻かれていた。本当は座っているのも辛つらいはずだ。重傷だと、手当てしたナッシルが顔を歪ゆがめていた。

「何とか目が覚めたよ。カッサラはどうだ？」

　コダートが眠っているカッサラに目を移す。枕元に座り込んでいたリンドが首を振った。

「まだ意識が戻らねぇ。魔力を使って身体からだは治ち癒ゆしたはずなのに、熱が下がらねぇんだ」

　唇を嚙みしめているリンドの姿が痛々しかった。この三日、カッサラに付き添い一いつ睡すいもしていない。ターラが肩かたを竦すくめた。

「今はゆっくり休ませる事だ。オシリスに身体を乗っ取られて、人間の身で魔力を使ったんだ。身体も心もぼろぼろになってるだろう。生きてるだけでも奇き跡せきだ」

　リンドがぐっと拳を握りしめた。そして立ち上がってジャリスに向き直る。

「なあ、さっきターラにも相談したんだが、カッサラをサウルナ国につれて帰ろうと思うんだ。ここは騒さわがしいし、進軍したら誰もいなくなる。落ち着ける所に連れていってやりたい。それに俺、アクラブ号のみんなにカッサラを必ずつれて帰るって約束したんだ」

　アクラブ号は、カッサラが船長、リンドが副船長を務めるサウルナ国の軍ぐん艦かんだ。ジャリスもリンドの気持ちは痛いほど判った。アクラブ号の乗組員の為ため、そしてカッサラの為に、リンドはバルク号の一員となって、オシリスと戦っているのだ。

「ええ、その方がいいと思うわ。みんなの所に帰った方がカッサラも喜ぶと思うし」

　微笑ほほえむと、リンドがほっとしたような表情になる。そのままシャイターンの姿になって、カッサラの身体をゆっくりと抱かかえ上げた。

「すぐに戻ってくる。何かあったら水すい晶しようで連れん絡らくしてくれ。ターラが持ってるから」

　頷うなずくと、ターラが軽く片手を上げた。

「リンド、俺が書いた手紙をじじいへ渡わたせよ。後はじじいがちゃんとやってくれるはずだ」

　サウルナ国の名君、シャリフ王をじじい呼ばわりするのは、アラバーナ大陸広しといえどもターラだけだろう。頷いたリンドがカッサラを抱えたまま、すうっと姿を消した。魔力を取り戻したリンドには、移動の魔法も造作ないようだ。

　いなくなったリンドに、ふいに寂さびしさがこみ上げた。それを堪こらえてターラに目を向ける。聞きたい事が山ほどある。彼のすぐ側そばまで近寄り、膝ひざをついた。

「ねぇ、ターラ。聞きたい事があるの」

　いつも彼には誤ご魔ま化かされてきた。だが、今度はそうはいかない。

「……どうしてオシリスを蘇らせる儀ぎ式しきに参加したの？　あの時、オシリスと契けい約やくしたって言ってたわね。本気でオシリスがアラバーナ大陸に手を出さないなんて思ったの？」

　契約は絶対だというが、オシリスは簡単に反ほ故ごにした。それをターラが見み抜ぬけないはずない。

「……ちょっとは本気で思ってたさ。あいつがアラバーナ大陸から出ていってくれればいいって。俺はこの大陸を平和にすると約束したが、異国まで守るなんて約束はしてねぇ」

　冷たい声は本気だろう。彼がそれだけの冷れい酷こくさをもっていると知っている。

「そんなのおかしいじゃないっ。自分の約束だけ守れれば、それでいいの？」

　それでもこみ上げた怒いかりを抑おさえられず声を荒あららげると、ターラがふんっと鼻を鳴らした。

「ああ、そうだ。俺はな、ずいぶん長い間生きてきて、自分の力じゃどうしようもない事もあるって思い知った。大きな事を成し遂とげるには犠ぎ牲せいは付き物だ。……俺は自分の力がどれぐらいかよく判っている。俺が守れる物なんて、いま目の前に見えている物だけだ。アラバーナ大陸と、そこに住む人間達だよ。それを守る為なら見た事もない異国なんてどうでもいい。お前達が傷つかずにいられれば、それが最善の策なんだ」

　噓うそ偽いつわりない本音だろう。それでもその考えには頷けない。握った拳を震ふるわせていると、隣にいたコダートが腕うで組ぐみした。

「だがオシリスは契約を破った。このままじゃ、あんたは約束を守れない。なぁ、まだ何か隠かくしてるだろう。契約が破られるのは想像できたはずだ。それでも儀式に参加したのはなぜだ？」

　ターラがしばし考えこむように目を伏ふせた。やがて顔を上げると、こちらを見み据すえる。

「……カッサラの身体に宿ったままのオシリスを倒たおしても、無む駄だだからさ」

「どういう意味なの？　ターラ」

「オシリスは精神体だ。カッサラに宿ったまま倒しても、あいつはまた違う身体に乗り移るだろう。それじゃいたちごっこだ。いつまでたってもあいつは倒せない」

　ジャリスは思わず息を吞のんだ。どうして気づかなかったのだろう。確かにその通りだ。

（そんな……じゃあ、どうすればオシリスを倒せるっていうの？）

　心に不安が広がる。だが隣となりにいたコダートが、はっとしてターラに目を向けた。

「判ったぞ、そのせいか？　そうか、それでオシリスを……」

「何？　何が判ったの？　コダート」

「ようするに、カッサラに乗り移ったオシリスを倒しても無駄だって事だ。だが本当の身体が蘇った後に倒せば、完全に息の根を止められる、そうだろう？　ターラ」

　その言葉はわずかな希望の光をもたらした。だが、ターラは渋しぶい顔のままだった。

「ああ、理り屈くつで言えばな。自分の身体を取り戻もどして完全に精神と肉体が融ゆう合ごうすれば、もう精神体だけ抜ぬけ出るなんてできないはずだ。だがこれはできれば避さけたかった。あいつが完全に蘇ったら、絶対に犠牲が出る。現げんに町が襲おそわれた。町の人達も犠牲になった」

　ターラがそっと目を伏ふせた。大きな事を成し遂げるには犠牲が付き物、そう言ったターラの気持ちが今初めて判った気がした。ターラが重い口を開く。

「それに蘇らせても、倒す手段がない。オシリスには真しん鍮ちゆうもきかないからな。あいつの魂こん魔まは無限だ。いくらでも魔ま力りよくが溢あふれてる。普ふ通つうは真鍮で受けた傷には魔力は効かないが、あいつの無限の魔力はそれさえ治癒してしまう」

　ジャリスは愕がく然ぜんとして、身体の力が抜けそうになる。倒す手段がないなら事態は悪化しただけだ。被ひ害がいはどんどん大きくなるだろう。だがコダートの瞳ひとみに生まれた力強さは消えなかった。

「だが、それでも蘇よみがえらせるのに協力したって事は、勝算があるからだ。あんたは大事な場面で無駄な事はしない。……どんな勝算なのか、俺達だって知る権利があると思うが」

　ターラがすっと口角を上げた。帽子の奥に見える瞳が赤く光っている。

「ああ、あるさ、一つだけな」

　赤い瞳がこちらを射抜くように見つめた。心臓の音がどくどくと聞こえた気がした。

「ジャリス……お前にやって貰もらいたい事がある。どれだけナッシル達が頑がん張ばったって、オシリスを倒すどころか、砂の兵士達にも勝てないだろう。だが、これが成功すれば希望が見えてくる。完全にオシリスを倒すという希望が。その為にはお前が必要だ」

　何の事なのか見当もつかなかったが、それでも大きく頷いた。何も出来ないでいる今の状態よりは、ずっとましだった。
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　タバラン国に戻ったクアイは、砂の兵士に対たい抗こうするべく軍の編制に駆かけ回っていた。急がなければ、砂の兵士達が首都のエオージュに押し寄せてくるだろう。自室に戻って鎧よろいをまとい、剣けんを手にした。そして部屋の壁かべを埋うめ尽つくしているジャリスの肖しよう像ぞう画がに目を向ける。

「俺の可愛かわいいジャリス。ここで待っていてくれ。必ず戻ってくる」

　本当は一枚くらい持っていきたい。だが肖像画とはいえ、ジャリスを戦場に連れて行くのは気が進まなかった。名残なごり惜おしいが、これもすべては彼女の為、そしてタバラン国の為。男として皇子として、この二つの為に命をかけるなら本ほん望もうだ。

「ねぇ、ご主人様」

　軍人達の許もとへ行こうときびすを返すと、扉とびらの向こうにいつのまにかルーレルが立っていた。

「何だ、ルーレル。今は忙いそがしいんだ。お前も早く用意を……」

　言いかけて、ルーレルが浮うかない顔をしているのに気付いた。首を傾かしげると、ルーレルが静かに部屋に足を踏ふみ入れる。ぱたんと扉を閉じて、こちらに近寄った。

「砂の兵士と戦いに行くんだろう？　その前に話があるんだ。実はちょっと暇ひまを貰いたくて」

　突とつ然ぜんの話に目を見開いた。これからが戦いの本番だというのに、一体どういう事だろう。

「何なんだ、急に。お前、今の状じよう況きようが……」

「判わかってるよ。本当はもっと早く言おうと思ってたけど、ジャリス達がバンダラヤ火山に行くのに魔法の絨じゆう毯たんがいるって言うから。あんたはご主人様だ。あんたを守るのはあたしの務めだ。でもお願いだよ。たった三日でいい。三日間だけ自由にして。あたし、アブウを助けたいんだ」

　その名がルーレルにとってどれだけ大事かよく知っている。ルーレルが愛する水差しの精霊ジヤーンアブウ。王族式典の際、暴走した船を止める為犠牲になった。だがルーレルは、自分の前では辛い顔を見せなかった。でも本当は知っている。彼女が一人っきりで泣いているのを。

「助ける？　だが、宿っている水差しが壊こわれて消滅したんだろう。今いま更さらどうやって……」

　口にしてからはっとした。忙しさのせいで、つい冷たい口調になってしまった。愛する人を亡なくした悲しみは、どれだけのものだろう。もしジャリスに何かあったら……そう考えただけで、自分は生きていく気力すらなくなるのに。

　だがルーレルは一いつ瞬しゆん辛つらそうに目を伏せただけで、取り乱したりはしなかった。そして懐ふところから何かを取り出す。包んでいた布を開くと、アブウが宿っていた水差しの破は片へんだった。

「この水差しは、アブウの本体だ。あたし達精霊にとっては宿っている物が心臓も同じ。でもね、ジャリスから聞いたけど、アブウは水差しを攻こう撃げきされて消滅した訳じゃない。それにジャリスが、水差しの破片を一つ残らず集めてくれたんだ。この水差しを修理できれば……あるいはアブウは、生き返る事ができるかもしれない」

　希望が見える話だというのに、ルーレルの表情は暗いままだ。恐おそらくかなり無む謀ぼうな考えなのだろう。だが、わらにもすがる思いなのかもしれない。

「あたしはね、昔精霊の本体が壊れた時に、直す事ができた男を知っているんだ。どうやったのかが判れば……もしかしたら」

「そ、そんな方法があるなら、早く言えばいいだろう。何て名前の男だ。俺が探してやる。タバラン国の情じよう報ほう網もうを使えば……」

「探しても無駄だよ。もう何百年も昔の話なんだから。でも何か道具を使ったんだ。それが何かは判らないけど、もし見付けられたら……」

　表情を引き締しめたルーレルが、まっすぐにこちらを見つめた。

「お願いだ。あたしに三日間ちょうだい。ご主人様のあんたを守る為ために命だって惜しまない。それが精霊としてのあたしの務め。でも、オシリスとの戦いであたしが死んでしまったら……もうアブウが生き返る可能性すらなくなってしまう。そんな可能性なんて万に一つだし、道具なんてもし奇き跡せき的に見つかっても、あたしに使いこなせるかも判らない。でも、出来る限りやってみたいんだ。あたしはオシリスの怖こわさを知ってる。あたしなんかが勝てる相手じゃない。だから戦って死ぬ時に、悔くいを残したくないんだ！」

　いつもの気の強さはすっかりとなりを潜ひそめ、瞳には涙なみだが浮かんでいた。

　ルーレルは自分をご主人様と呼ぶが、今まで本気でそう思っているのか、正直いつも疑問に思っていた。だがルーレルは、ご主人様である自分の為に、命すら惜しまないという。人間が長年大事に使っていた物に精霊は宿る。そしてその物を大切にされた精霊ほど人間に惜しみない忠誠を誓ちかうという。ならばきっと、ルーレルの魔法のランプは優やさしい誰だれかが使っていてくれたに違ちがいない。そう思うと、何だか嬉うれしい気分になった。

　だがそれを顔には出さず、彼女に背を向けた。自室の机には、ルーレルが宿るランプが置かれている。それを手に取って呟つぶやいた。

「……お前は精霊失格だ。ご主人様より大切な者がいるなんて」

　精霊の中で最も強い魔力を持つルーレル。それだけの力をもってしてもオシリスと戦えば死ぬという。ならば自分にできる事は一つだ。そのままランプの底に書かれた文字に目をやった。

「ランプの精霊、ルーレル。解放の呪じゆ文もんによって自由を与あたえよう。どこへなりとも行くがいい」

　唱え終わって振ふり返ると、ランプとルーレルの身体からだが同調するように光り輝かがやいている。うっと呻うめいて膝ひざをついたルーレルに、そっとランプを差しだした。

「……三日と言わず、好きなだけ自由に生きるがいい。俺より大切な者がいる精霊なんていらん。もう俺はご主人様じゃないんだから、気がすむまでアブウが生き返る方法を探せ」

　顔を上げたルーレルは、信じられないという顔をしていた。自分でも馬ば鹿かだと思う。ルーレルは大きな戦力になるはずだ。それを手放すなんてどうかしている。

　だがバンダラヤ火山で会ったオシリスには、一目見ただけで震ふるえが来る程ほどの恐ろしさを感じた。あんな気持ちになったのは生まれて初めてだ。幼い頃ころから神童と呼ばれ、頭脳や武技では負け知らずだった。それなのにオシリスを見た瞬しゆん間かん、初めて勝てないと肌はだで感じた。戦うなら死をも覚かく悟ごすべきだと。見ると、ルーレルが唇くちびるを震わせていた。そして慌あわてて首を振る。

「駄だ目めだよ、あんたはあたしのご主人様……」

「俺がいいと言ってるんだ。お前は我が儘ままで生意気で、俺をご主人様とも思わないような行動ばかりで、いつも困っていたんだ」

　腰こしに手を当てると、ルーレルが珍めずらしくしゅんとなる。その姿を見て、ふっと微笑ほほえんだ。

「だが……もっと困った事に、俺はお前が嫌きらいじゃない。それに、アブウが生き返ればジャリスが喜ぶ。彼女が喜べば俺も嬉しい。だからお前には頑張って貰わないとな」

　ルーレルの手にランプを握にぎらせて背を向ける。ルーレルはためらっているのか、しばらくそのままだったが、やがて立ち上がる気配がした。そしてゆっくりと遠ざかる足音が聞こえる。

「……絶対に、絶対にアブウを生き返らせる方法を見付けてみせるよ。あんたのジャリスが喜んでくれるように。あんたにとってはそれが一番だもんね」

　しゃくり上げる声が聞こえた。泣いているのだろうか。それでも振り返らなかった。女の涙は嫌いだ。特に大切な女の涙は見たくない。

「ありがとう、ご主人様」

　その呟きとともに、窓が開く音がした。さあっと入ってきた風に、目を細める。

　気配が消えたのを確かく認にんして、扉に向かった。取っ手に手をかけつつゆっくりと振り返る。

　もう一度この部屋に帰って来られるだろうか。大切な大切な、ジャリスと二人だけの空間へ。

「生きろよ、ルーレル。せめてお前だけでも」

　開いた窓に向かって呟き、扉を閉めた。誰もいなくなった部屋に、その呟きだけが残った。
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　天幕の中には、バルク号の乗組員が集まっていた。全員が揃そろったのを確認して、ジャリスは絨毯に座っているターラに話しかける。

「話の続きを聞かせてちょうだい。ターラ」

　ターラに頼たのみがあると言われたジャリスは、それを聞く前にバルク号のみんなを呼びだした。今までずっと一いつ緒しよに旅してきた仲間達。彼らにも聞く権利があるはずだ。

「オシリスを倒たおす方法があるらしいと聞きましたが、本当なのですか？」

　シャルマが片かた眼鏡めがねを押し上げると、リクが目を丸くしてターラの隣となりにしゃがみ込む。

「本当にそんな方法あるの？　だってリンドがオシリスには真しん鍮ちゆうも効かないって言ってたよ」

　ターラがふっと微笑んで肩かたを竦すくめた。

「ああ、あいつには真鍮は効かない。怪け我がをしても魂こん魔まから溢あふれる無限の魔ま力りよくですぐに治ち癒ゆしちまう。だがな、実は一つだけ、あいつを倒せる武器がある」

　思わず目を見開いた。そんな話は聞いた事がなかった。正面からターラの顔を覗のぞき込む。

「武器って……一体どんな武器なの？　どこにあるの？」

　勢い込んで聞くと、ターラが落ち着かせるように両手を前に差しだした。

「まあ、待て。順序よく話すから。……むかーし、むかし、ある神様が地上を暴れ回る魔王マリードを退治しようとした。だが魔王の力は思っていたよりも強大だった。倒す事が難しいと思った神様は、魔王を封ふうじて眠ねむらせた。その時に使った神様の武器は、地上のどこかに納められた」

　ふざけたような口調だが、それが何を意味しているのか、ジャリスはすぐに察した。

「それって、アリフラスト神とオシリスが戦ったっていう数百年前の事？」

　アラバーナ大陸で最も信しん仰こうされているアリフラスト神。日に何度も祈いのりを捧ささげるのが、アラバーナ大陸の人々の習慣になっている。そのアリフラスト神がオシリスを封じたという話は、前に聞いていた。ターラが大きく頷うなずく。

「そう、後にも先にもオシリスと互ご角かくの戦いをしたのは、アリフラスト神だけだ」

　それは一体どんな戦いだったのだろう。考えてみたが、想像すらできなかった。

「では、アリフラスト神の使った武器が、どこかにあると？」

　シャルマが問いかけると、ターラがふいに真しん剣けんな表情になる。この顔は滅めつ多たに見られない。そしてこの顔のターラは噓うそをつかないと知っている。

「そうだ、それが使えれば、オシリスを倒せる……可能性が出てくる」

　仮定の話のようだが、それでもよかった。今はわずかな可能性にもかけてみたい。ジャリスは乗組員達を見回した。そしてみんなで大きく頷く。気持ちは一つだった。

「どこにあるか探しましょう！」

「いや、探さなくていいぜ。ある場所は判わかってるから」

　勢い込んだが、ターラがあっさり言い放った。思わずがくっと身体が傾かたむく。

「ええっ、判ってるの？　じゃあ何で使わないのよ！」

　その武器さえあれば、オシリスが復活したと同時に倒せたかもしれない。どういう事かと眉まゆ根ねを寄せると、ターラが息をついた。

「使いたいが、そう簡単に取りにはいけないんだ。ちょっとやっかいな場所にあってな。そこには俺たち魔物ジンや普ふ通つうの人間は入れない。入れるのは選ばれた人間だけ。サウルナ国にある大だい神しん殿でん、その中でも絶対的な力を持つ、大神官の血筋を引く者。そいつだけがその場所に入れる」

　ターラがじっとこちらを見み据すえた。それが誰だかは判っている。

「つまり、わたしの事よね。じゃあ、さっき言ってたわたしにやって貰もらいたい事って、武器を取りに行って欲しいって事なの？」

　問いかけると、ターラが大きく頷いた。

　ジャリスは神のお告げを聞く事ができるとされる大神官の血筋だ。だが数十年前、生まれたばかりの赤ん坊ぼうを残して、大神官の血筋が途と絶だえようとしたらしい。ターラはその血筋を守る為、生まれたばかりの赤ん坊……ジャリスの父であるマラファムを引き取ったという。

「危険な場所ではないのですか？」

　心配そうに聞いたシャルマに、ターラが肩を竦めた。

「そりゃ安全だとは言えないな。なにせ神様の結界が張ってあるから。その武器を手に入れるのにふさわしくなければ、入った人間がどうなるかは判らない」

　眉根を寄せたコダートが、そっとこちらに目をやった。

「ジャリス一人じゃ危険だ。大神官の血筋を引く者なら、マラファム様もいるじゃないか」

　うーんと考えこんだターラが、やがてゆっくりと首を振った。

「いや、マラファムじゃ駄目だな。大神官の血筋の中でも、唯ゆい一いつ神のお告げを聞く事ができるとされているのは、女性だけだろう？　ようするに、神様は未み婚こんの乙女おとめがお好みだ。条件に合うのは、ジャリスだけだ」

　視線がそのままジャリスに向けられた。その視線に向かって大きく頷く。

「わたしにできる事なら何でもやるわ。一人でも大だい丈じよう夫ぶ。絶対にその武器をとって来てみせる。ターラ、その武器はどこにあるの？」

「海図を持ってきてくれ」

　ターラが右手を差しだすと、リクが身軽に立ち上がり天幕の隅すみに積まれた荷物の中から海図を持ってくる。受け取ったターラは、海図を地面に広げた。それを囲むようにみんなで集まる。

「アラバーナ大陸の東にあるこの無人島だ。俺の息のかかった魔物が島を守ってる。間ま違ちがって人間が入りこまないようにな」

　ターラの示した場所に、ジャリスは思わず目を見開いた。慌てて辺りを見回すと、コダートもシャルマもリクも、眉根を寄せて顔を見あわせている。

「ねぇ……ここって」

「間違いないよ。あの無人島だよ！」

　リクが頷くと、シャルマが渋しぶい顔で額に手を当てた。

「ええ、島を守る魔物にも心当たりがありますし……」

　何を言っているのか判らないのだろう。ターラが目を丸くしている。

　実はターラのいう無人島には以前行った事があった。その島を守っているという魔物も知っている。子供の姿をしたサイカという魔物は、無人島にある両親の墓を守っていると言っていた。それを信じたジャリス達は、無人島に誰だれも近付かないよう作戦を立てたのだ。

　だが今の話から察すると、島にあるのは両親の墓などではないだろう。

「つまり……わたし達、まんまとサイカに騙だまされたって事？」

　顔を引きつらせると、コダートがため息をつく。

「そういう事になるな。……っていうか、そういう事はもっと早く言ってくれよっ。ターラ！」

　眉まゆをつり上げたコダートに、ターラがびくりとして首を竦めた。

「まあまあ、俺だって色々と考えがあるんだよ。危険な場所だから、できればジャリスには行ってほしくなかった。だからオシリスが契けい約やく通り、アラバーナ大陸から出て行ってくれればいいと思ってそれに賭かけてみたんだ。……だがこの状じよう況きようじゃどうしようもない。ジャリス、お前に頑がん張ばって貰わないとな」

　その言葉に大きく頷いた。覚かく悟ごはできている。何もできないでここにいるより、危険だと判っていても希望のある道を歩みたい。

「すぐに行きましょう。ターラ、わたし達を魔法で……」

「ああ、それは無理だな。俺も怪我がひどい。コダート達を連れて逃にげるのに、余力を使い切っちまった。しばらく大きな魔法は無理だ」

　確かにターラの顔色はまだ悪い。いつもなら落ち着きがないと思うほど動き回っているのに、目覚めてから一歩も天幕を出ないのだ。コダートが、顎あごに手を当てて考えこむ。

「ルーレルはどうした？　魔法の絨じゆう毯たんが借りられれば……」

「無理よ。クアイ皇子とエオージュに戻もどったもの。クアイ皇子はすぐに前線に出るって言ってたし、移動してるかもしれないから、探すと時間がかかるわよ」

「……そうか。じゃあこうしよう。バルク号はタバラン国にあるから、馬で港まで突つっ走ろう。途と中ちゆうで馬を代えられるようにナッシルに手配して貰う。休みなしで走れば、バルク号まで丸一日でつくはずだ。それから船で無人島に向かおう。二、三日かかるがそれが一番確実で早い」

　砂の兵士達はゆっくりとではあるが確実に、タバラン国の首都を目指している。時間の猶ゆう予よはあまりない。ジャリスはすぐに立ち上がった。

「行きましょう！　東の無人島へ！」

　声を張り上げると、乗組員達が一いつ斉せいに返事する。ターラも傷を押さえながら立ち上がった。

「俺も行くよ。馬ぐらいは乗れるだろう」

「じゃあ、フィクルに連れん絡らくして……」

　ターラがどこかへ行こうとしたら、すぐに教えてくれとフィクルに頼まれていた。だがターラが面めん倒どくさそうに首を振ふる。

「いいよ、あいつは。大体あいつには船を借りてたけど、危険を感じたらすぐに逃げろって言ってあるんだ。オシリスの宮きゆう殿でんまで来た時にはびっくりしたぜ。あいつは特に何の関係もないんだ。あんまり面倒には……」

　ターラがふと言葉を止めた。顔がひくひくと引きつっている。慌あわてて視線の先を見ると、天幕の垂れ布の隙すき間まから誰かがじとっとこちらを見つめていた。

「……関係ない？　関係ない……そうですか」

　垂れ布を開けて、フィクルが恨うらみがましい声を上げた。怒いかりで目がぎらぎらと光っている。天幕の中にずかずかと入ってきたフィクルが、ターラの胸むな元もとを摑つかんだ。

「私が関係ない、あなたはそう仰おつしやるのですね。いい度胸です。関係ないなら、あなたに貸したお金を今この場で全額返して頂きましょう。私はあなたとは関係ないのですから、借金を待ってあげるなんて親切はしなくてもいいでしょう？」

　ぐいぐい詰つめ寄られて、ターラがびくびくっと震ふるえる。

「い、いやっ、あれはちょっと待って欲しいかなぁなんて。だってほら、お前と俺の仲だろ？」

「どんな仲です？　私は関係ないんでしょう。一いつ緒しよに旅してても、いっつもいっつもいーっつも私は置いてけぼり。どこで何をしているのかも判らない。どれだけ私が心配してると思ってるんですか。なのに、その私を関係ないなんて、どの口がいうんですっ。この口ですかっ」

　フィクルが、ターラの唇くちびるをむんずと摑んで、ぐいぐいと上下に動かした。

「ひっ……みゃ、みゃって……ごみゃんなさい……！」

「この口が噓をつくんでしょう。舌を切り取ってあげます。再生できないように真しん鍮ちゆうの剣けんで！」

　ターラの顔色が真っ青になる。周りで見ていたジャリス達もだ。フィクルの身体からだ全体から発せられている気き迫はくが、本気だと告げていた。普ふ段だん大人しい人間ほど、怒おこると怖こわい。

「さっきから天幕の外で話を聞いていました。あなたが私を連れて行くと言ってくれるんじゃないかって期待して。なのにまた私を置いていくって言ったでしょう！　絶対に許しません。一緒に行きますからね。じゃないと本当に舌を切り取ります。いいですか！」

　もしかしたら、フィクルはあのジャリスを追いかけ続けるクアイよりも、ずっと恐おそろしいのかもしれない。クアイは追いかけては来ても、こんな乱暴な事はしない。

　怯おびえてうんうんと頷うなずくターラと一緒に、関係ないはずのジャリスも思わず頷いていた。
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　リンドがターラから預かってきた手紙を渡わたすと、サウルナ国のシャリフ王はすぐにカッサラが休む部屋を用意し、医者を手配してくれた。さすがにシャリフ王はターラの正体を知っているだけあって、突とつ然ぜん自室に現れたシャイ悪ターン魔の姿をしたリンドにも驚おどろかなかった。

　そしてシャリフ王は、気の知れた者がいいだろうと、アクラブ号の乗組員、ブシュラルを呼んでくれた。久しぶりに会ったブシュラルは、リンドの顔を見るなり大声を上げて泣いた。悲しいのでもない怒っているのでもない喜びの涙なみだを流した。

　それを見ただけで目め頭がしらが熱くなった。待っていてくれたのだと、態度と表情ですぐに判わかった。

「副船長、食事していってください」

　寝しん台だいの傍かたわらに座っていると、ブシュラルが扉とびらを開けて入ってくる。やっと泣きやんで、さっき外に出ていったと思ったら、今度は料理の載のった盆ぼんを持って戻ってきた。

「いいよ、俺はすぐにジャリス達の所に戻らないと」

　寝台に目を戻し、横たわったカッサラの顔を見つめる。本当は目覚めないカッサラが心配でたまらない。だがずっとここにいる訳にはいかなかった。オシリスと戦わなければならない。勝てるなんて思ってもいなかった。誰よりもその強さは知っている。だがそれでもいい。大切な人達の為ために戦うのだ。どんな手を使っても、勝てさえすればいいと思っていた昔とは違ちがう。

「でも、もう持ってきちゃいましたよ」

　盆を机に置いたブシュラルに肩かたを竦すくめた。仕方なくそちらに移動する。

「副船長の好きな物ばかりですよ。アクラブ号で食事係だったレバファっていたでしょう？　あいつ、今は王宮の厨ちゆう房ぼうで働いてるんです。あいつに頼たのんだら副船長の好物を作ってくれて」

　鳩はとの丸焼きに、野菜の入った汁しる物もの。米を使った炒いため物。机の上に並んだ料理に、思わず目を細めた。漂ただよう香こうばしい香かおりに、お腹なかがぐぅと鳴る。久しぶりに食しよく欲よくがわいた。

「副船長は好き嫌きらい多いから、ジャリスの船でも迷めい惑わくをかけてるんじゃないですか？」

「ちゃんとうまくやってたさ。ジャリスの船で好き嫌いすると、すんごーく冷たくて陰いん険けんな副船長が、にっこり笑ってもう二度と食べなくていいって言うんだ。冗じよう談だんかと思ってたら、本当に飯を食わせてくれないんだぜ。それからごめんなさい、何でも食べます。ご飯下さいって言うまで、三日間飯抜ぬきだった。そこで俺も知ち恵えをつけて、どうしても食べられないのは、こっそり一番若い乗組員にやってたんだ。そいつ何でも食うんだぜ。馬ば鹿かみたいな量を」

　思い出してふふっと笑う。リクは本当に何でも食べる。シャルマは、いつ食べたのか判らない程ほど食事が速い。そしてすぐに立ち上がって仕事にとりかかる。ナッシルは自分の作った妙みような薬をすぐに内ない緒しよで食事に入れようとするし、コダートは外れた事のない勘かんで、その薬が入った料理を当てる事に執しゆう念ねんを燃やしている。ジャリスは……食事に関連した彼女の記き憶おくでいい物はない。彼女が作るまずくて破は壊かいされた料理を食べられなければ、バルク号の乗組員の資格はないとシャルマに笑え顔がおで言われた時には、逃げだそうかと本気で考えた。

　何だかそれが懐なつかしく感じた。ここしばらくそんな吞のん気きな旅をする暇ひまがなかった。

「……副船長、いい顔してます」

　ふいに声をかけられて顔を上げると、ブシュラルが少しだけ寂さびしそうに微笑ほほえんでいた。

「シャリフ王から、副船長がカッサラ船長を助け出す為にジャリス達の船に乗ったって聞いて、心配してたんです。だって副船長ワガママだし、ちゃんとみんなと仲良くできるかなって。でも大だい丈じよう夫ぶだったみたいですね」

「だ、大丈夫に決まってるだろ。俺はやる時はやるんだ。……それより、みんなどうしてる？」

　それが一番心配だった。サウルナ国に戻ったブシュラル達とはずっと連絡をとっていなかった。でも、それはわざとだ。会えば離はなれた寂しさに心が折れそうになる。みんなの所に帰りたくなる。だが目的がある以上、そんな寂しさに流される訳にはいかない。

「みんな、今は王宮の仕事をしてます。船長が戻ってくるまでそうした方がいいだろうってシャリフ王が仰って下さって。俺達も違う船長の下で働きたくなかったし。俺は王宮の護衛をしてますよ。みんなも今仕事中です。副船長達が帰って来たって知って、すぐに来るってわめいたけど、仕事中は駄だ目めだってきつく言っておきました」

　リンドは思わず苦く笑しようした。みんなの顔がすぐに思い出せる。シャイ悪ターン魔だと知っても、仲間だと認めてくれたアクラブ号の乗組員達。彼らと一緒にいて、初めて仲間の大切さを知った。

　そこへ扉を叩たたく音がした。見ると、入ってきたのはシャリフ王だ。

　ブシュラルが慌てて跪ひざまずく。どうしようかと思ったが、同じように膝ひざをついた。人間に頭を下げるなんて屈くつ辱じよくだが、この老人がみんなの面倒を見てくれている。礼は尽つくすべきだろう。

「ああ、よいよい。立て」

　シャリフ王が、穏おだやかな笑みを浮うかべた。大おお柄がらな身体と白くて長いひげ。年寄りだが、元気は良さそうだ。

「カッサラはどうじゃ？」

　寝台に近付いたシャリフ王に、ブシュラルと一緒に歩み寄る。そして三人でカッサラを見つめた。魔ま力りよくを使って身体を治ち癒ゆしたおかげで顔色はいいが、閉じられた目はいまだ開かない。

「まだ……起きません」

　言こと葉ば遣づかいにも気をつけた。シャリフ王は人間だというのに、近づくとまるで自分より強い魔物ジンに会った時のような圧あつ迫ぱく感かんがあった。長い長い間生きてきた中で、ごくわずかではあるがこういう人間には会った事がある。

　生まれながらに統とう率そつ者しやとしての素質を持つ者、だ。

　こういう人間には極力近付きたくない。油断していると、手ひどい目に遭あう。

　気をつけなければと心の中で身構えていると、シャリフ王が優やさしい笑みをこちらに向けた。

「カッサラの両親はすでに亡なくなっておる。父親もわしに尽くしてくれた立派な軍人じゃった。もちろんカッサラもな。彼の面倒はわしがしっかり見る。出来る限りの事をしよう」

　何の悪意もないまっさらな笑顔だ。本当にシャリフ王は心からそう思ってくれているのだろう。ふと気をつけなければと思った自分が恥はずかしくなった。確かにシャリフ王からは、後ずさりたくなる程の圧迫感が放たれているが、それ以上に慈じ悲ひの心を感じる。

　人間と接してきて、初めて知った感情だ。シャリフ王は人間達を束ねる王の中の王だが、さすがにもう年寄りだ。それにターラの長年の友だという。ならば、気を張る必要はないだろう。

「あ、ありがとうございます」

　頭を下げると、シャリフ王がもう一度微笑む。そして、ふいに人差し指を口元に当てた。静かに、という合図らしい。そのままこっそり抜き足差し足で扉に近付く。何をしているのかと、ブシュラルと一緒に首を傾かしげた。すると、シャリフ王が突然扉を大きく開け放つ。

「うわぁぁぁぁぁぁ」

　扉の向こうから倒たおれ込んできたのは、数人の男達だ。懐かしいアクラブ号の面々が、積み重なって倒れている姿に目を丸くした。

「ムスタファ、それにビシュケ……他ほかの奴やつらも何してるんだよっ、仕事は？」

　声を上げたのはブシュラルだ。ムスタファが八や重え歯ばの覗のぞく口元にへへっと笑みを浮かべた。

「だ、だって、船長と副船長に会いたくて……。いや、さぼったんじゃないぜ。休きゆう憩けい中なんだ」

　慌あわてて起き上がったムスタファ達が、こちらを見て目を輝かがやかせた。

「ふくせんちょーう！　あいたかったよぅ！」

　はっとしたが、既すでに遅おそかった。久しぶりだったので、体育会系流の挨あい拶さつを忘れていた。

　避よけようとして身を翻ひるがえしたが、間に合わない。飛びかかってきたムスタファ達に押し倒される。全員に上に乗られて、ぐぇぇっと妙な声を上げてしまった。

「どけっ、お前ら、俺を殺す気かーっ」

「嫌いやだーっ、副船長、またどこかにいっちゃうもんっ」

　もみくちゃにされて苦しかったが、心は嬉うれしいと叫さけんでいた。みんなに会うのは久しぶりだ。

「馬鹿っ、やめろ！　陛下の御ご前ぜんだぞっ」

　ブシュラルに叱しつ咤たされ、ムスタファ達がはっとしたように慌てて立ち上がる。そしてすぐさまシャリフ王に向かって跪いた。

「も、申し訳ありません、陛下。嬉しくてつい……」

「よいよい、お前達も久しぶりじゃろう」

　シャリフ王の許しを貰もらって、ムスタファ達がほっとしている。そしてそっと寝台を見つめた。

「あ、あの……船長は？」

「ああ……まだ身体からだの調子が悪くて目が覚めない。でも大丈夫だ。しばらく時間はかかるが、きっと目を覚ます。そしてお前達にまた説教するさ」

　どうにか起きあがって肩を竦めると、ムスタファ達が安心したように笑みを浮かべた。

　カッサラがオシリスに身体を乗っ取られた事を彼らは知らない。彼らには、カッサラは魔物達に捕とらえられたとだけ話してあるようだ。そしてカッサラを助ける為に、リンドがジャリスの船に乗ったと。彼らに心配をかけないように、そう話してくれたのはシャリフ王らしい。

「……そうじゃ、リンド。二、三日カッサラの側そばにいたらどうじゃ？」

　寝しん台だいを囲んでみんなで話していると、シャリフ王がぽんっと手を打った。

「いえ……。戻もどらないと」

　残りたいのは山々だ。他のみんなにも会いたかった。それでも戻ってやらなければいけない事がある。断ったが、シャリフ王はにこにこしたまま、こちらに歩み寄った。

「そう言うな。ターラからの手紙を読んだが、あいつはずいぶん怪け我がをしておるらしいの。しばらくは動けないと書いてあった。ターラがそんなんでは、ジャリス達も動きようがないじゃろう。……それにな、お前をしばらく休ませて欲しいとも書いてあった。ここしばらく緊きん張ちよう続きで疲つかれておるはずだからとな。アクラブ号の他のみんなもお前に会いたいじゃろうし」

　隣となりにいたムスタファ達が、うんうんと頷うなずく。どうしようかとしばらく考えこんだ。砂の兵士達はどんどん迫せまってきている。だが彼らは移動に時間がかかるのが唯ゆい一いつの欠点だ。二、三日ならばここにいても大丈夫かもしれない。魔法で移動すれば、ジャリス達の所にはすぐに帰れる。

　ブシュラル達の顔を見回すと、窺うかがうようにこちらを見つめていた。その期待に満ちた顔を曇くもらせるのには抵てい抗こうがある。それに……これを逃のがすともう二度とみんなに会えないかもしれない。

「……判わかりました」

　小さく頷くと、ぱぁぁっと笑顔になったムスタファ達が、両手を広げた。

「うわぁぁぁぁぁい。ふくせんちょーっ」

「だから、それはやめろって……うわぁ！」

　今度はすぐに気付いたが、やっぱり遅かった。満面の笑みで飛びかかってきた男達に押し倒されて、思わず尻しり餅もちをつく。

　手て荒あらい喜びの表現は痛いし呆あきれもするが、それでもやっぱり嬉しかった。
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　休みなく馬を駆かって、ジャリス達がタバラン国の港に停てい泊はくしていたバルク号に戻ったのは、駐ちゆう屯とん地ちを出発してから丸一日後だった。そのまま帆ほを上げて早さつ速そく出航した。追い風も手伝って、二日経たった頃ころには、サイカの住む東の無人島が見えてきた。

　甲かん板ぱんに立って、無人島の真っ白な砂すな浜はまを見つめていたジャリスは、ほうっと息をついた。久しぶりの航海は、心に一時の安らぎをもたらしてくれた。

　最初に航海を始めた頃は、ナッシルと二人だけだった。交代で船を動かし、少しの距きよ離りでもずいぶんと時間がかかったものだ。だが、今は違ちがう。タバラン国でシャルマとリクを仲間に迎むかえ、マハル王国でコダートとアブウが加わった。サウルナ国でリンドが仲間入りし、航行するのもずいぶん楽になった。だが、別れもあった。ナッシルは海かい賊ぞく同盟に戻り、そして……。

　そこまで考えて、首を振ふった。ここで暗く考えこんでしまっては、また自分を責める事の繰くり返しだ。気を取り直して、甲板を見つめた。

「島の周りは浅あさ瀬せだから、小こ舟ぶねを出しましょう。えっと、誰だれか船に残らないとまずいわね」

　帆ほ柱ばしらにもたれて座っていたターラが、片手を上げた。

「俺が残るよ。怪我を本格的に治したいし」

「では、私もここに残りましょう。しっかりターラを見張っておきます」

　フィクルの言葉に頷く。二人が残ってくれるなら心強かった。海に降ろした小舟に乗組員達と一いつ緒しよに乗り込むと、ターラが手すりから身を乗り出した。

「サイカに会ったら、俺の指示で来たって言ってくれ。案内してくれるから。それと……」

　ターラが懐ふところから取り出したのは、細い鎖くさりだ。鎖には、魔王マリードオシリスの魔力を宿していた四つの指輪が通してあった。

　オシリスの宮きゆう殿でんでターラから渡わたされたのは、この四つの指輪だった。だが、オシリスの魔力を解放した指輪は、すっかりさび付いて輝きも褪あせている。オシリスが完全に蘇よみがえった以上、この指輪には何の価値もないはずだ。宮殿から逃にげ出した後ターラに返したのだが、どうして今いま更さらこの指輪を必要とするのかは教えてくれなかった。

「持っていけ。まだこの指輪にもかすかに魔ま力りよくが残ってる。お前に何かあったら、これを通して俺がそれを感じ取れる。……それと、武器が置いてある場所はとても危険な所だ。だがそこに入ったら、何があっても絶対に前に進め。……頑がん張ばれよ」

　ぽんと投げられた鎖を受け取って、首にかける。ターラに向かって頷くと、島に目を移した。

（オシリスを倒す為ための武器……。絶対に手に入れてみせるわ！）

　心の誓ちかいと同じように、リクとコダートが力強く小舟をこぎだした。




　真っ白な砂浜は以前来た時同様、誰の足あし跡あともなかった。砂浜に降り立ち、ジャリスは一つ息をつく。そして辺りを見回した。砂浜の奥は、木々が生おい茂しげった森になっている。

「サイカはどこにいるのかしら」

「あいつに会ったのは島の西側だった。そっちに行ってみよう」

　コダートが先頭に立ち、砂浜の奥にある森へと進んだ。リクとシャルマと並んでその後に続きながら、以前会ったサイカの顔を思い出す。まだ子供で、にぱっと笑う顔があどけなくて可愛かわいらしかった。あの時は、まさかこの島に大きな秘密が隠かくされているとは思いもしなかった。

　森の中は、高い木々のせいで太陽が隠れて薄うす暗ぐらい。ひんやりと涼すずしくて、木の香かおりとすんだ空気が心地ここちよかった。しばらく歩くと木が生えていない開けた場所に出る。

　ここにも見覚えがある。サイカが両親の墓があると言っていた洞どう窟くつの近くだ。

　そこへ突とつ然ぜん、ドシンッと地じ響ひびきが鳴った。

　見回すと、右手にある木々の上に巨きよ大だいな怪かい物ぶつがのっそりと顔を出している。三つの首を持つ竜りゆう、アジ・ダハーカだ。シャルマが驚おどろいたように剣けんを抜ぬこうとしたが、それを手で制した。

「人間を驚かしちゃ駄だ目めって言ったでしょ。サイカ」

　アジ・ダハーカが三つの首を同時に傾かしげた。すぐにぎゃぅっと嬉しそうな鳴き声を上げると、そのままその姿が縮んでいく。それを見て目を丸くした。アジ・ダハーカがサイカの変身した姿だと知っていた。だからそれには驚かなかったが、煙けむりとともに現れた青年にはびっくりだ。

「ジャリスー！　本当に会いに来てくれたんだねっ」

　駆け寄って飛びついてきた青年の声はかすれていて、知っているサイカの甲かん高だかい声とはまったく違っていた。抱だきついた身体も、自分よりずっと背が高くて受けとめるのが難しい。

「ちょっ、ちょっと待って。サイカなの？」

　慌あわてて身体を放すと、青年がうんうんと頷いた。黒い翼つばさに緑の髪かみと瞳ひとみ。それは子供の姿の時と同じだ。だが年の頃はおそらくコダートぐらいだろう。顔立ちには面おも影かげがあるが、ずっと彫ほりが深くなっている。やせてはいたが、しなやかな筋肉がついていて、凜り々りしささえ感じた。

「そうだよ……。ああ、そうか。あの時、僕は子供の姿だったよね。でもこっちが本当だよ」

　両手を広げて、見て見てと声を上げながらくるりと一回転する姿に、目を丸くした。

「こっちが本当って……。何であの時、子供の姿をしてたの？」

「ああ、ある人にさ。人間が来たら戦って追っ払ぱらうより、子供の姿で同情させろって教えてもらったんだ。絶対にその方がうまくいくって」

　にぱっと笑ったサイカに、コダートが呆れたように肩かたを竦すくめた。

「そのある人って、ターラの事だろう？」

　今度はサイカが目を丸くした。そしてコダートに向かって大きく頷く。

「そう！　どうして知ってるの？」

（な、なんてターラらしい卑ひ怯きような発想なの……）

　頭痛がしたが、何とか気を取り直して、不思議そうな顔をしているサイカに事情を話した。

「……という訳で、ターラに言われてこの島にあるオシリスを倒たおす武器を取りに来たの」

　黙だまって聞いていたサイカが、こちらを見つめて小さく頷いた。

「そう……。じゃあ、ジャリスがそうだったんだ。前に君が来た時、おかしいと思ってた。だって僕だって入れないあの場所に……コダートやリクが入ったら具合が悪くなったあの場所に、君だけが入っても平気だったって言ってた。どうしてだろうってずっと不思議だった」

　その言葉で、ふとある事を思い出す。サイカの両親の墓があるという洞窟に、何も知らずに入ろうとして、コダート達の具合が悪くなった。平気だったのは自分だけ。それはつまり……。

「あの洞窟がそうなのね？」

　問いかけると、ゆっくりとサイカが頷く。

「ターラがシャイ悪ターン魔なのは、君達も知ってるんだよね。僕の父親は、オシリスにターラが刃は向むかった時、ターラの味方をしたんだって。僕はそんな事何にも知らなくて、物心ついた時には人間達と暮らしてた。自分は人間だってずっと思ってたんだ。でも大きくなるにつれて成長がとまった。僕と一緒の年のはずの人間がどんどん老ふけていくのに、僕だけは若いまんまで。そんな時、ターラに会ったんだ。僕を捜さがしてたって言ってた。父さんに僕の事を頼たのまれたって」

　サイカがそこで一つ息をついた。

「父さんが、オシリスに僕が見つからないように、人間の姿になるよう魔法をかけたってターラが言ってた。父さんはオシリスとの戦いで死んだって。僕はターラと一緒にしばらく旅をしていたよ。ターラはアラバーナ大陸を平和にしたいって言ってた。そう約束したって。僕も人間達に混ざって生活してたから、その考えには賛成だった。それに父さんを殺したっていうオシリスが憎にくかった。ある時、ターラがこの無人島に僕を連れてきて言ったんだ。ここを守れって。ここにはアラバーナ大陸を守る為の大切な何かが隠してあるからって。ここを守る事が大陸の平和に繫つながるんだって。だから君達に噓うそをついたんだ。ごめんね、ジャリス……」

　俯うつむいたサイカの肩が震ふるえていた。その肩にそっと手を置く。

「それがあなたの務めだったんですもの。仕方ないわ。話してくれてありがとう。わたし達はオシリスを倒したいの。それにはここの洞窟に入らなきゃいけないわ」

　サイカが大きく頷うなずいた。そしてゆっくりとジャリスに向かって跪ひざまずく。

「ターラは洞窟に入れる人間が、アラバーナ大陸を平和に導く人だって言ってた。ずっとずっと、待ちこがれていたよ。何十年も一人で、ずっと……」

　それはどれだけ長い孤こ独どくなのだろう。寂さみしげに微笑ほほえむサイカの頰ほおに手を当てた。

「絶対に武器をとって来るわ。今度こそ終わりにしてみせる」

　サイカが嬉うれしそうににぱっと笑う。その表情は、子供の時とちっとも変わっていなかった。

　洞窟に案内するというサイカの後に、みんなで続く。何が待ち受けているのかと不安になったが、それでもここからが正念場だ。ジャリスは大きく深呼吸して気持ちを落ち着かせた。
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　サウルナ国の王宮の一室では、カッサラが眠ねむる寝しん台だいの隣となりにムスタファが座り、持った手紙を口に出して読んでいる。それを壁かべ際ぎわに立って見ていたリンドは、思わず口を開いた。

「本当に、そんなんで目が覚めるのか？」

　半信半疑の声に、手紙を読んでいたムスタファが、大きく頷いた。

「お医者様が、意識のない人だって、耳は聞こえているから声をかけ続けた方がいいって言ってました。この手紙は船長達がいない間、俺達みんなで毎日毎日書いていた手紙なんです。全部聞いてもらわなくちゃ！」

　ムスタファの傍かたわらには、両りよう腕うでを広げた程ほどの大きな箱がどんと置かれている。入っているのは手紙の山だ。この箱が後五つあるらしい。リンドがここに来てから三日間、昼夜関係なく乗組員達が交代でやってきては、この手紙をカッサラの枕まくら元もとで読み続けていた。

「船長へ。二等航海士のランサンです。船長がいなくて寂さびしいです。早くみんなで船に……」

　一体どんな効果があるのか判わからない。それでも手紙を読む声を聞いていると、不思議とリンドの気持ちまでも落ち着いた。

　だが優やさしい環かん境きように甘えてばかりはいられない。気を取り直して、ムスタファに声をかけた。

「なぁ、俺はそろそろ行くよ」

「えっ、ちょっと待って下さいよ。じゃあ、みんなを……」

「いいよ、騒さわがしいのはごめんだ。お前らまた俺の事を押しつぶすだろ」

　苦く笑しようすると、ムスタファが口を尖とがらせた。それでもすぐにリンドを手で制する。

「ちょっとだけ、ちょっとだけ待ってて下さい。見て貰もらいたいものがあるんです」

　そうして部屋を飛び出した。仕方なくしばらく待っていると、ムスタファとブシュラルがそれぞれ箱を抱かかえて入ってくる。

「なんだ……それ。カッサラへの手紙はまだまだあるみたいだな」

　肩を竦めると、ブシュラルが首を振ふった。

「これは副船長宛あてですよ。あと三つあるんですけど、とりあえずこれだけ持ってきました。早く見せようと思ってたんですけど、疲つかれてるだろうし、後にしようって」

　どんっと置かれた箱に目を丸くする。ムスタファがへへっと笑った。

「これ……ここに置いておきますから、絶対に帰ってきて読んでくださいね」

「そうですよ。そして船長の目が覚めたら、またみんなで一いつ緒しよに旅をしましょう」

　ブシュラルの目にうっすら涙なみだが浮うかんでいる。自分の為を思って書かれた手紙。そう思うと、リンドの目にも涙がこみ上げた。

「……ああ、帰って来て、絶対に読むよ。何が書いてあるのか楽しみだ」

　そっと袖そでで涙をぬぐって、明るい声を上げた。ブシュラルが、リンドの手を取る。

「約束ですよ。面めん倒どくさがらないでくださいね。……待ってますから」

　握にぎった手から、生きて帰ってきて欲しいという気持ちが伝わってきた気がした。だから大きく頷いた。待っていてくれる人がいるのは、何よりの幸せだ。

　名残なごり惜おしくてたまらなかったが、それでも背を向けた。ここで立ち止まる訳にはいかない。

　何より、気になっている事がある。定期的に連れん絡らくが入るはずなのに、ターラからは何の音おと沙さ汰たもない。気になって連絡に使う水すい晶しようを通して呼びかけたが、返事がないのだ。ターラの怪け我がはかなりひどい。簡単には動けないはずだが、だからといってじっとしているとも思えない。

「じゃあな、みんなによろしく」

　さよならとは言わなかった。別れではない。また必ず会えると信じている。

「頑がん張ばってくださいっ。副船長！」

　両手を振るブシュラル達に手を振り返し、シャイ悪ターン魔の姿となる。

　移動の呪じゆ文もんを使うのが、こんなに嫌いやだと思ったのは初めてだった。




　魔法で移動したリンドは、目の前に広がる砂の大地に呆ぼう然ぜんとした。ジャリス達がいた駐ちゆう屯とん地ちには天幕が並んでいたはずなのに、今は影かげさえもない。みんなは一体どこへ行ったのだろう。

　人間の姿になって辺りを見回すと、ふいに砂すな埃ぼこりが空に舞まい上がっているのが見えた。どうやら誰だれかが、こちらに向かっているらしい。しばらくすると、馬に乗った百人程の男達がやってくる。先頭で馬を操あやつる男には見覚えがあった。

「おいっ、ターラの隠かくし子！」

　声をかけると、海かい賊ぞく同盟の見習いニザーイが憮ぶ然ぜんとした表情で馬を止めた。銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねが日差しに照らされて、きらりと反射している。相変わらず陰いん険けんそうな顔つきをしていた。にっこり微笑めばかなりの色男だろうに、その冷たい表情のせいで台無しだ。

「やめろ、リンド。人聞きが悪いだろう。隠し子の件は誤解が解けたんだ」

　駆かけ寄ると、ニザーイが迷めい惑わくそうに眉まゆ根ねを寄せた。同じ海賊同盟の見習いでも、ジャリスとは馬が合わないらしい。だが根は悪い男ではないとジャリスが言っていた。

　ウルネティス国で出会った時は、ターラを尊敬し父親だと思い込んでいたようだ。最初にそれを聞いた時から、何かの間ま違ちがいだと判っていた。シャイ悪ターン魔であるターラは、人間と子供を作る事がどれだけ危険か知っている。それにニザーイからは、魔ま力りよくのかけらも感じなかった。

「ああ、そりゃよかったな。それより、みんなはどこに行ったんだ？」

　問いかけると、ニザーイが不思議そうな顔をして、少しだけ首を傾かしげた。

「どこって……。ナッシル様達は砂の兵士を止める為ために、ここから馬で半日の所へ移られたんだ。俺達は海賊同盟からの応おう援えんだ。ナッシル様達の所へ向かっている」

「じゃあ、ジャリス達もそこなのか？」

　怪け訝げんな表情になったニザーイが馬から下りる。そしてこちらに向き直った。

「お前……バルク号の乗組員のくせに知らないのか？　ジャリス達はオシリスを倒す武器を取りに行く為に、別行動しているらしいぞ。俺も詳くわしい事は判らないが……」

　思わず目を見開いた。何の事だか判らなかった。

「武器？　何だ、それは？」

「何って……。オシリスを倒す武器があるらしいじゃないか。シンリクット船長がそう言われたそうだ。そして、それはジャリスにしか取りにいけない場所にあると。何でもアリフラスト神の結界が張られているから、大神官の血筋の者しか入れない場所だと聞いたぞ」

　リンドは、はっと目を見開いた。頭の中で、ようやくすべてのつじつまが繫がった。そして、自分が置いて行かれた意味も。違ちがうと唇くちびるを震わせて何度も首を振った。事実はそうじゃない。

「ターラの野や郎ろうっ、俺がいない間に、ジャリスをまるめ込んだなっ」

　最も恐おそれていた事態だ。あの怪我でターラが行動を起こすとは思っていなかった。

　オシリスを復活させる儀ぎ式しきに参加したのは、カッサラの身体からだから追い出す為だ。そしてアラバーナ大陸から出ていくよう契けい約やくした。それが破られるのは想定していた。その場合、最終手段として、ある行動を起こす事になっていた。だがその時には、必ず自分を連れて行くよう固くターラに誓ちかわせていた。なのに、ターラは自分を置いて行ってしまったのだ。

「ちょ、ちょっと待て。どういう事だ？」

　目を白黒させているニザーイを、睨にらむように見つめた。そして吐はき捨てる。

「お前ら人間は、ターラを信用しすぎてるっ。あいつは自分の約束の為なら何でもする男だ。ジャリス一人であの場所に行かせたのだとしたら……あいつは死ぬかもしれないぞ！」

　驚きよう愕がくして言葉を詰つまらせたニザーイの前で、シャイターンの姿に戻った。正体を知っていたニザーイは驚おどろかなかったが、背後にいる男達が慌あわてて腰こしの剣けんに手をかけようとした。

「待てっ。俺は敵じゃない。敵より始末が悪いのはターラだ。お前らはそのままナッシルの所に行け。俺はジャリス達の所に行く！」

　そのまま移動の呪文を唱えた。姿を消す瞬しゆん間かん、心の中はターラへの憎しみで溢あふれていた。
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　ジャリス達がサイカに案内されたのは、切り立った崖がけの斜しや面めんだった。岩いわ肌はだにぽっかりと穴を開けているのは、以前コダートとリクと一緒に訪おとずれた洞どう窟くつだった。

「この洞窟に、オシリスを倒たおす武器があるのね」

「武器かどうかは知らないけど、ターラはここに大切な物があるって言ってた。ここに誰も近付けさせるなって。ねぇ、ジャリス。本当に一人で入るの？」

　サイカの表情は不安げだ。それは周りにいる乗組員達も同様だった。シャルマが片かた眼鏡めがねを押し上げる。

「ジャリス……。やはり一人では危ないです」

「だが俺達は入れないぞ。以前一歩足を踏ふみ入れただけで、吐き気がして身体がしびれて動けなくなった。平気だったのは、ジャリスだけだ」

　コダートが腕うで組ぐみすると、リクが頷うなずいた。

「うん、俺もその時一緒に入ったけど、やっぱり駄だ目めだった。だからすぐに出て来たんだよね」

　ジャリスは、こちらを心配そうに見つめる乗組員達に向かって微笑ほほえんだ。心配はかけたくない。だからなるべく明るい声を上げた。

「みんな、大だい丈じよう夫ぶよ。ここで待ってて。必ず武器をとってきてみせるわ」

　腰の剣を確かめる。刃はは真しん鍮ちゆうだ。入り口からかび臭くささが漂ただよう真っ暗な洞窟は静かで、一人では怖こわいという気持ちはもちろんある。それでも胸に手を当てて気持ちを落ち着かせた。

「ただの洞窟だもの、平気よ。コダート、たいまつをちょうだい」

　手を差しだして、コダートから布を巻き付けた木の棒を受け取った。サイカが何事か呪文を唱える。すると布にぼうっと火がついた。

「この火は、たとえ水に濡ぬれたって消えないから安心して」

「ありがとう、サイカ。……じゃあみんな、行ってくるわね」

　ジャリスは乗組員達に向き直って、微笑んで手を振った。そのまま洞窟に一歩踏み入れる。途と端たんに静けさが辺りを支配した。太陽がささないせいで、肌はだ寒ざむささえ感じてしまう。真っ暗な洞窟の奥から、キィィと何かの鳴き声も聞こえてきて、思わずびくっとしてしまった。

　たった一人で危険な場所に向かうなんて初めてかもしれない。いつも誰かが側そばにいてくれた。コダートにシャルマにナッシルにリク。そしてアブウやリンド。彼らがいてくれれば、どんな恐きよう怖ふも跳はね返せた。だが、今はたった一人だ。

　それが心の中の恐怖を何倍にも増ぞう幅ふくさせた。一歩踏み出すのさえ恐ろしい。それでも負けられなかった。またみんなで一緒に旅をする為には、この一歩を踏み出す事が必要なのだから。

　決意したジャリスは、ゆっくりと洞窟の奥に向かって歩み始めた。

　　　　[image: ]

　リンドが魔法で移動した先はバルク号の甲かん板ぱんだった。すぐさまジャリス達の姿を探そうとしてはっとした。甲板にいたのは、帆ほ柱ばしらにもたれたターラと驚いた顔をしたフィクルだけだった。

「リンド、無事でよかった。ジャリスがターラに頼たのんで連絡をとろうとしたのに、あなたに通じないから心配してましたよ」

　フィクルの安心したような笑えみは、きっと噓うそではないだろう。噓をついているのは……。

「何が連絡が通じないだっ。俺だってお前に連絡を取ろうとしてたんだぞ。ターラ！」

　指を突つきつけると、ターラがにやっと笑った。

「もう帰って来たのか。使えねぇな、じじいの奴やつ。足止めしろって手紙に書いといたのに」

「足止めって……じゃあ、シャリフ王もグルかよ！」

「ああ、王族式典の時にあいつにはすべて話したんだ。四つの指輪を集めたらオシリスを蘇よみがえらせ、そして完全に倒すって。その為にジャリスに武器を取りに行って貰もらうのも話した。もうそれしか方法はないってな。あいつはジャリスが一人で洞窟に入るのに賛成したぜ。お前はジャリスにほだされてるから、きっと反対する。だから、じじいに足止めするよう頼んだんだ」

　頭に好こう々こう爺やのようなシャリフ王の笑顔が浮うかぶ。あの優やさしそうな笑みに騙だまされた。やはり最初の印象は正しかったのだ。

　あの男は生まれながらの統とう率そつ者しや。多くを生かす為なら、少しの犠ぎ牲せいは仕方ないと考える。

　この目の前のシャイ悪ターン魔同様に。

「ジャリスはどうした！」

「もう島に行ったよ。そろそろ洞窟に入った頃ころじゃないか？」

「お前……。洞窟に入る時は、俺かお前が一いつ緒しよに行く事になってたじゃないか！　ジャリス一人であそこに入ったとしたら、どうなると思う。ジャリスは死ぬかもしれないぞ！」

　驚いた顔をしたのはフィクルだ。慌ててターラに詰め寄った。

「死ぬってどういう事です？　それにあの洞窟にはアリフラスト神の結界があるから、大神官の血筋の者しか入れないって言ってたでしょう。なのにあなたかリンドが一緒にって……」

「あの洞窟の結界を張ったのは、アリフラストじゃない。ターラだ！」

　睨みつけると、ターラがふっとほくそ笑む。フィクルが目を見開いた。

「とにかく説明は後だ。すぐに洞窟に行くぞ。お前も来いっ、ターラ。来ないなら……」

　怒いかりの炎ほのおが両手に集まる。そのままゴォォッと音を立てて、火柱が空に向かって放たれた。

「おいおい、そう興奮するなよ、リンド。一緒に行くぜ。どっちにしろ、ジャリスが洞窟に入ったらどうする事もできないんだから」

　へらへら笑うターラが許せなかった。だがここで戦っても何にもならない。ぐっと唇を嚙かみしめて炎を消し去る。そのままターラ達の許もとに駆け寄り、三み度たび移動の呪じゆ文もんを唱えた。

　できるだけ早く、ジャリスの所に行きたかった。
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　ジャリスが洞窟に入ったのを見届けて、コダートはシャルマ達と一緒に、入り口の近くで待機していた。サイカは島の見回りをしてくると言って姿を消していた。きっと落ち着かないのだろう。何かしていたいという気持ちはよく判わかる。待つしかできないのは歯がゆかった。

　オシリスを倒す武器とは何なのだろうか。詳くわしい事は判らない。だがそれが手に入れば、勝算が出てくる。記き憶おくを消されてしまったハジも元に戻もどるかもしれない。

　木にもたれて考えこんでいると、ふいに目の前の空気がゆらりと揺ゆらいだ気がした。慌てて腰の剣に手を当てると、フィクルとターラ、そしてリンドが突とつ然ぜん現れる。

「ど、どうしたんだよ、いきなり。リンド、お前いつこっちに戻って……」

　コダートは目を丸くして声をかけたが、リンドは最後まで聞かず、辺りを見回して叫さけんだ。

「ジャリスはどうした！」

「さっき洞窟に入って行ったが……」

　答えた途端、リンドがギリリと歯がみした。

「ちっきしょうっ。ターラ、結界を解け。俺が行く！」

　まだ傷が治っていないせいか、フィクルの手を借りて木にもたれたターラが、にやりと笑う。

「いいや、結界は解かない。お前も大人しくここで待ってろよ。ジャリスは必ず帰ってくる」

「だが、洞窟の中はお前が仕し掛かけた罠わなだらけだろうっ。ジャリス一人で乗り越こえるなんて……」

「ちょっと待て、リンド。結界を張ったのはアリフラスト神のはずだろう。なのに、ターラが仕掛けた罠って……」

　コダートは慌てて二人の間に割って入る。リンドが憎にく々にくしげにターラを指した。

「……この洞窟に結界を張ったのはターラだよ。中に罠を仕掛けたのもこいつだ！」

「ど、どういう事ですか？　ターラ」

　シャルマの顔色が変わった。それは自分も同様だ。外れた事のない勘かんがふいに警告を鳴らす。

　ターラの言葉を鵜う吞のみにしていいのか？　彼はまだ何かを隠かくしてはいないか？

　正直、その疑問はずっと心の奥底でくすぶっていた。だがオシリスを倒す為ために必要な情報を持っているのは彼だけ。信じたい気持ちもあって、疑ぎ惑わくを押し殺していた。

「ターラ、ここにはアリフラスト神が使った武器があるんだろう？　あんたはそう言ったよな」

　慌あわてて問いただすと、首を振ふったのはリンドだ。

「違ちがう、オシリスを倒す武器なんてない。いや……あれを武器と呼ぶなら、それは正しいかもしれない。だが、お前達が思っているような物じゃないんだ」

　コダートは驚おどろきに目を見開いたが、何とか落ち着こうと息を吐はく。リンドとターラが睨にらみあい、シャルマ達は顔色を変えている。この混乱した状じよう況きようを何とかしなくては。

「リンド、ちゃんと話してくれ」

　ターラから真実を聞き出す事の難しさは骨身に染しみている。彼は言いたくない事は絶対に言わないだろう。何か知っているらしいリンドに聞く方が早かった。

「……まずこの洞窟の結界を張ったのはターラだ。中はこいつが仕掛けた罠だらけだ。それも普ふ通つうの罠じゃない。こいつの……この性格がねじ曲がったターラの渾こん身しんの罠が仕掛けられてる。それを突とつ破ぱできる人間なんて……」

「いるさ」

　ターラが自信ありげに呟つぶやいた。そしてリンドを見み据すえる。

「ジャリスはきっと突破できる。俺はそう信じてる。そうじゃなきゃオシリスは倒たおせない。お前も判っているだろう？」

「ああ、判ってるさ。だから俺が一緒に……」

「それじゃ駄だ目めだ。あいつに強くなってもらわなきゃ。あのな、コダート。ここにオシリスを倒す武器があるのは本当だぜ。ただ使いこなせるだけの人間がいるかどうかだ。それに一番近いのがジャリスなんだ。俺達はただ待つしかできない。ジャリスが罠をくぐり抜ぬけて帰ってくるのを。もし、ジャリスが失敗すれば……」

　その先は聞きたくない気がした。だがターラは表情一つ変えずに、洞どう窟くつを見つめて呟いた。

「死ぬだけさ。あいつだけじゃない。このアラバーナ大陸の人間すべてがな」

　冷たい汗あせが、コダートの背中につうっと流れた。
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　洞窟に入ってどれぐらい経たっただろう。ジャリスは持っていたたいまつで、辺りを照らした。暗くて狭せまい洞窟はどこまでも続いているように思えた。横道一つなく、まっすぐ前だけに。

「うーん、やっぱり不気味ねぇ。歌でも歌ってみようかしら」

　小声で喋しやべったはずなのに、返ってきたこだまは驚くほど大きかった。ぴちゃんぴちゃんと天てん井じようから落ちてくる水音も、耳鳴りのようにわずらわしい。

（やっぱりやめよう。歌なんて歌ったら、自分の声がうるさくてどうにかなりそうだわ）

　それでも自分を勇気づけたくて、あれこれ考えてみる。やっぱり一人は寂さびしくて怖こわい。恐きよう怖ふにうち勝つ為に、何か楽しい事を考えようとした。

「オシリスを倒したら、えっと……あ、そうだわ。旗が全部揃そろうのよ。八枚の旗全部。それでやっと海かい賊ぞくになれるのよね。そうしたら……んっ？」

　ふいに辺りに漂ただよった香かおりに、空想が中断された。くんくんと鼻を鳴らして首を傾かしげる。

（これって……お茶の香り？　ま、まさかね……）

　こんな洞窟でお茶の香り。あり得ない組み合わせだ。注意深く進んでいくと、段々その香りが強くなってくる。足早に香りに近づいていくと、ごんっと額を何かにぶつけた。

「いたっ、何なのよ、これ……」

　たいまつをかざしつつ右手を前方に向けると、硝子ガラスのような手て触ざわりを覚えた。狭い洞窟の進路を遮さえぎるように、透とう明めいな何かが張り巡めぐらされている。

　その向こうがふと明るくなった。暗くら闇やみになれた目では眩まぶしくて、一いつ瞬しゆん目を瞑つぶる。そして怖こわ々ごわと開けると、いつのまにか硝子の向こうに人がいた。




「ねぇ、ちょっと聞いてる？」

　先さき程ほどまで狭くて暗い洞窟だったはずなのに、硝子の向こうはまるでどこかの部屋のようだった。寝しん台だいと机があり、壁かべには本ほん棚だなが並んでいる。そして茶器が載のった机を囲んで座った二人の人間がいた。こちらに背を向けて声を上げたのは、自分と同じ金色の髪かみの女性のようだ。

「子供は絶対に女の子だと思うの」

　正面に座った男性に向かって、女性が興奮したように喋っていた。男性はまだ若いようだ。机の上に本を置いて読みふけっている。

「決めつけるのは早いと思うぞ」

　男性の声に驚いた。よく知っている声だ。本から顔を上げた男性の顔に目を見開く。髪は長めでしわもないが、間ま違ちがいなく父のマラファムだ。若々しい顔立ちはまるで青年のようだった。

「いいえ、絶対に女の子。名前はジャリスにしようと思うの。あたしの故郷の国の女王様の名前なのよ。優やさしくて強くて恰好いいんだから。生まれてきたら一いつ杯ぱい一杯愛してあげるの。あたしに家族ができるのよ。ずっとずっと欲しかった家族が」

　女性は背を向けてはいたが、大切そうにお腹なかをさすっているのがよく判った。

「私だって、お前の家族だろうが」

　マラファムが憮ぶ然ぜんとして呟くと、女性がふふっと笑う。

「あら、男なんて浮うわ気きでもしてよそに女でも作ったら、もう他人と一緒よ。あたしの父さんだって、よその女と出て行っちゃったもの。でも自分が産んだ子供は一生家族なの」

　マラファムが明らかにむっとした。こんなに表情が豊かな父は初めて見る。

「お前な……。どうしてそうぽんぽん物を言うんだ。ルリア」

（やっぱり……。母さんの名前だわっ）

　ジャリスが生まれた時に亡なくなり、記憶のどこにもいない母。思わず硝子に顔を近づけた。こちらを向いて欲しかった。ずっとずっと母の顔を見てみたかった。アリフラスト神の結界が張ってあるという洞窟。きっとその結界が何か奇き跡せきを起こしてくれたのかもしれない。
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「あら、本当の事じゃない。でも……あなたは浮気しないわよね。あたしを愛してるでしょ？」

　顔を覗のぞき込むようにして聞かれたが、マラファムは顔を赤くしただけで、無言のままだ。

「……愛してるっていってくれないの？　そうよね、子供が出来たから仕方なくあたしと結けつ婚こんしたのよね。あたしなんて、異国の人間だし、髪は金きん髪ぱつだし目は青いし。だったら、別に一いつ緒しよにいてくれなくて結構ですけどっ」

　がたんっと立ち上がったルリアに、マラファムも慌てて立って机を回り込んだ。そしてルリアの両りよう肩かたに手を置く。

「いや、そうじゃなくてだな……。そういう事はむやみやたらにいうものでは……」

「この国の男の人は、みんなそう。愛してるって言葉にしてくれなきゃあたしは不安だわ。毎日いってくれるって約束するまで、あたし、ナッシルの所に居い候そうろうしようっと」

　マラファムが慌てふためいている。現在の厳格な父しか知らないジャリスにとっては、目を疑うような光景だ。そしてどうやら母は、かなり自由奔ほん放ぽうな人のようだった。

　マラファムがルリアの肩かたに手を置いたまま、こほんと一つ咳せき払ばらいした。

「……ている」

「きこえませーん。もっとはっきり言ってくださーい」

　母は楽しんでいるようだ。あの父相手にこんな事を言えるなんて信じられない。

「……愛してる、ちゃんと毎日言うよ。だからここにいてくれ」

　真っ赤な顔をしているマラファムに、ルリアがふふっと笑った。

「よーし、一つ成長ね。あなたもっと感情を表に出した方がいいわよ。そんな仏ぶつ頂ちよう面づらじゃ駄目」

　母が両手で、父の頰ほおをむにゅむにゅと引っぱっている。父は苦く笑しようして好きにさせていた。

「……生まれてくる子供と、三人で幸せになろうね。高価な宝石も大きな家もたくさんの金貨も、何にもいらない。あたし、貧びん乏ぼうとか慣れてるから全然平気だし、苦労したって構わないの。愛する人と子供がいれば、それだけでいいんだから」

　そっと母が父に寄り添そう。抱だきしめた父は見た事もないほど幸せそうな顔をしていた。




　ふいに辺りが暗くなって、父と母の姿がどんどん薄うすれていく。ジャリスは思わず硝子を叩たたいた。一目でいい、母の顔が見たかった。だがついに辺りが暗くなり、その姿がかき消えた。

「ああ、母さんの顔が……」

　がっくりと膝ひざをついた。だが顔は見られなくても、父と母の幸せそうな姿を見られただけでもいいかと思い直す。ふうっと息を吐いて立ち上がろうとすると、ふいに硝子の向こうに再び明かりが見えた。また母の姿を見られるのだろうかと、わくわくして硝子に張り付く。

　だがそこにいたのは、母ではなかった。




　父と母がいた部屋と同じようだったが、そこにいたのは赤ん坊ぼうを腕うでに抱かかえた父のマラファムと、精せい悍かんな顔立ちをした若い頃ころのナッシルだ。

　先程の幸せそうな顔とは打って変わって、父は無表情だった。冷たいとも思える視線は、赤ん坊に向けられている。眠ねむっているらしい赤ん坊のわずかに生えた髪は淡あわい金色だ。

「……いらないって、そんな訳にはいかないだろう！」

　ナッシルが叫さけんで、マラファムと赤ん坊を交こう互ごに見つめた。

　ふいに吐はき気がこみあげた。これは見たくない光景かもしれない。心の奥底でずっと怯おびえていた。もしかしたら、過去にこんなやりとりがあったのかもしれないと。

「この子を産んだせいで、ルリアは死んだんだ。顔も見たくない。お前がいらないなら、どこか遠くに捨ててくる。ルリアがいないなら、子供もいらない」

　冷たく吐き捨てる言葉。ガツッと心臓に杭くいが打ち込まれるような衝しよう撃げきを受けた。

　ナッシルは、父から自分を預かったのは、ターラにそうしろと命じられたからだと言っていた。口には出さなかったが、本当にそうだろうかと心の奥底で疑っていた。もしこのやりとりが真実だったなら。あの幸せそうな夫ふう婦ふを引き裂さいたのが、自分だとしたら……。

「待てよ、しょうがないな。じゃあ、俺が育てるよ。でも俺だってルリアが好きだったんだ。お前とルリアの子供を愛情を注いで育てるなんて無理だからな」

　ナッシルが渋しぶ々しぶと赤ん坊を受け取る。仏頂面を浮うかべているのも無理はないだろう。愛した女性と自分ではない男の子供を育てるなんて、嬉うれしいはずがない。

「手に余るようなら誰だれかにやってしまえ。ああ、それからその子の名前はジャリスだ。ルリアがそう名付けたがっていた。その子の顔を二度とみせるな。私が殺してしまうかもしれない」




　ジャリスは、呆ぼう然ぜんとして地面にへたりこんだ。硝子の向こうは真っ暗で、もう何も映っていなかった。打ちのめされて涙なみだすら出ない。これはきっと何かの間違いだ。

　父は離はなれて住んでいても、暇ひまを見つけては会いに来てくれていた。冷たいと感じる事は多かったが、それが父の性格だと思っていた。ナッシルだって、ずっと側そばにいて可愛かわいがってくれた。

　それでも……それでもこれは真実かもしれないと、心のどこかで呟つぶやく自分がいた。

　どうして父は毎日一緒にいてくれないのだろう。物心ついた時から、マラファムと離れて小さな島で暮らしていた。島の友達にはみんな親がいた。夕食になると、親が子供達を呼びに来る。それが羨うらやましかった。もちろんナッシルは親代わりになって世話をしてくれたが、それでも本当の親じゃない。寂しくて寂しくて、子供の頃はナッシルに隠かくれてよく泣いていた。

　会っても型どおりの挨あい拶さつと、滅めつ多たに笑え顔がおすら見せない父。それが自分を憎にくんでいるからだとしたら……。

　そう考えると、立ち上がれなかった。どうしても力が出ない。

　幸せの向こうにある悲しみは、ジャリスの心をずたずたに引き裂いた。




「……ねぇ、フルジアヌス島に残ったらどう？」

　ふいに知らない女性の声が聞こえてきた。何とかジャリスが顔を上げると、硝子ガラスの向こうがまた明るくなっている。今度はどうやら島のようだ。青い海を見み渡わたせる砂すな浜はまに立って、女性がこちらに背を向けていた。その女性の前にいる男性が誰だか判わかって、思わず声を上げた。

「コダート！」

　だが声は届かないようだ。コダートが女性を見つめていた。見た事もない優しい表情で。

「そういう訳にはいかない、リリオス」

　ため息混じりの声に、はっとした。リリオスという女性の名前を知っている。会った事はないが、クアイに聞いた事があった。コダートが信しん頼らいしているというフルジアヌス島の女領主だ。

「何でなの？　海かい賊ぞく同盟の仕事なんてどうでもいいじゃない。私と島で暮らそう。そして一緒に商売しようよ。そうしたら、ずっと一緒にいられる」

　甘えたような女性の声に、コダートが静かに首を振ふった。

「いや、まだ駄だ目めだ。俺には目的がある。それが達成できるまで、バルク号の乗組員である必要があるんだ。……まったく、いい迷めい惑わくだよ。いつのまにか、バルク号の船長と婚こん約やくさせられてた。身勝手なあの女と結婚して、ずっと一緒に旅するなんてごめんだ。目的の為ために仕方なくバルク号に乗ってるんだから。折を見て、婚約は破は棄きしようと思ってるんだがな」

　心が……ずたずたに引き裂かれた心が、更さらに衝撃を受けて細かく打ち砕くだかれた。コダートが婚約を破棄したと、マラファムに聞かされていた。どうしてなのか、結局まだ聞けていない。

（……やっぱり、この人が原因なの？　コダートはこの女の人が好きなの？）

　砕かれた心から、黒くてどろどろした感情が溢あふれだした。その感情が身体からだを支配する。

「じゃあ、コダート。あんたが目的を達成して、そして婚約を破棄したら……」

　リリオスの声が弾はずんでいた。コダートがゆっくりとリリオスを抱きしめる。

「ああ、そうしたらずっとお前と一緒だ。もうバルク号に乗る必要もなくなるからな。何もかも終わったら絶対にここに戻もどってくる。待っててくれるか？」

　抱きしめられたリリオスがそっと頷うなずいた。コダートが幸せそうに呟く。

「愛しているよ、リリオス。お前だけだ」




　ジャリスは胸むな元もとに当てた手をぎゅっと握にぎりしめた。爪つめが喉のどに食い込んで痛い程だ。

　この光景も見たくなかった。吐き気がして気分が悪い。頭が割れそうに痛かった。こみ上げた涙がぽとんっと地面に落ちた。それが合図のように立ち上がってきびすを返す。

　帰りたい。こんな所には一時もいたくない。その思いだけが心にうずまいた。

　だがふいに胸の辺りがぽわんと暖かくなった気がした。驚おどろいて目をやると、鎖くさりを通して首からぶら下げていた四つの指輪が、わずかにだが光を帯びている。

　それを見た途と端たん、これを渡わたしてくれた時のターラの言葉が頭に浮かんだ。

〝何があっても絶対に前に進め〟

　思わず立ち止まる。ここで帰ってどうなるのだろう。目的はオシリスを倒たおす武器を探す事。自分の感情に振り回されて、何の成果もないまま帰るなんてできない。砂の兵士達は刻一刻と、人間の住む町に近付いているというのに。

　すうっと深呼吸した。逃にげてばかりでは駄目だ。何があっても前に進む。そう決めたはずだ。

　くるりと身を翻ひるがえして前を見つめた。そして先程の硝子の前まで進む。また向こう側が明るくなったが、もうその手には引っかからない。腰こしの剣けんをさっと抜ぬいて、大きく振りかぶった。

「負けないわっ。絶対に！」

　叫んで剣を振り下ろした。何かが当たる感かん触しよくがしたが、思っていた程の衝撃はなかった。粉々に割れた硝子が宙を舞まって、泡あわのようにすうっと消えていく。

　辺りをまた静せい寂じやくが包んだ。暗くなった中で、唯ゆい一いつの明かりを放っているのは、持ってきたたいまつだけだ。いつのまにか落としていたらしいそれを拾い上げ、前を見つめた。

「幻げん覚かくよ……。きっとそう。現実じゃない。負けないわ」

　自分に言い聞かせるように呟く。心は粉々に砕かれたままだ。それでも一歩進めたのはオシリスを倒したい一念からだ。気を取り直して何とか歩き出すと、ふいに背後から声が聞こえた。

「ジャリス！」

　振り向くと、駆かけ寄ってきたのはコダートとシャルマだ。思わず身構えると、コダート達はすぐ近くで立ち止まり、乱れた息を整えるように大きく息を吸いこんだ。

「ど、どうしてここに……？」

　また幻覚だろうか。だがもう硝子はどこにもない。コダートが真しん剣けんな表情を向けた。

「さっきリンドが来たんだ。大変だぞ、この結界はアリフラスト神が張ったものじゃない。ターラが張ったらしいんだ」

「ええ、この結界の中に仕し掛かけられた罠わなは、入った者の心に潜ひそむ恐きよう怖ふを見せつける事らしいです。心が弱い人間はそれに負けて正気を失う。それを聞いて、ターラに結界を解かせました。だから私達も入ってこられたんです」

　コダートとシャルマの説明を聞いて、信じられなくて目を見開いた。それではさっきの事は心の底に眠る恐怖なのだろうか。だがそれなら納なつ得とくもいく。昔から恐おそれていた事と、最近ずっと気になっていた事だ。

「俺達も慌あわてて来たから、それ以上の事はまだ聞いてない。リンドがターラを見張ってるから、一度洞どう窟くつを出て詳くわしい話を聞こう」

　コダートがきびすを返した。続こうとして、ふとある事に気づいた。

「あら……？」

「そうはいかない」

　ふいに洞窟の奥から聞こえた声に、思わず振り向いた。たいまつを向けると、男が一人立っている。冷たい笑みを浮かべ、黒い翼つばさをばさりと動かしたシャイ悪ターン魔のラシッドだ。

「ラシッド！　いつのまに……」

「お前達が来るのは、察しがついていたよ。ここを探さぐられると色々と面めん倒どうでね」

　ラシッドがにんまりと笑うと、シャルマとコダートが剣を抜いて身構えた。それでもラシッドは慌てた様子一つみせない。

「もうお前達に用はないんだ。オシリス様は完全に復活されたからな。今までは手加減をしてきたが、それも今日で終わりだ」

「ジャリスには手を出させない。俺達が相手だ！」

　叫さけんだコダートが斬きりかかったが、ラシッドは身軽にその剣を避よける。その一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、シャルマがラシッドの背後に回り込んで、剣を振り上げた。

「あなたこそ、ここで終わりです！」

　振り下ろされた剣を再び避けたラシッドだが、剣けん先さきが頰ほおをかすった。そこから赤い血がつうっと一筋流れる。ラシッドの表情が一瞬で怒いかりに染まった。

「おのれっ。お前達、その女ともども殺してやる！」

　振り上げた手がこちらに向けられた。慌てて見回したが、狭せまい洞窟は隠れる場所もない。

「死ねっ、ザーバ溶解！」

　それは一瞬の事だった。ラシッドの手から放たれた硫りゆう酸さんが、こちらに襲おそいかかる。すぐ近くにいたコダートとシャルマが、慌てたようにジャリスの目の前に飛び出した。

　ヒュッと息を吞のんだと同時に、ジュゥゥと何かが焦こげる臭においが辺りに立ちこめた。

　ジャリスを庇かばって、硫酸を正面から浴びたコダート達からは、黒い煙けむりが上がっている。辺りに漂ただよっているのは、コダート達の服と身体が溶とけた臭いだろう。信じられなくて目を見開いていると、ジュゥゥと音を立てて煙を上げていた身体が、力無くがっくりと前に倒れ込んだ。

「コダート！　シャルマッ」

　叫んだが、コダート達の身体はぴくりとも動かない。ラシッドがふふっと微笑ほほえんだ。

「私の放つ硫酸は、何でも溶かしてしまう事ができる。助け起こしてみたらどうだ？　肉が溶けて骨がみえているはずだ」

　地面にはおびただしい血が流れていた。辺りを漂う肉を焦がす悪あく臭しゆうに、吐はき気がこみ上げる。

　だが違ちがう、と心が叫んだ。そしてラシッドをきっと睨にらみつける。

「……これは、現実じゃないわ」

　なるべく落ち着けるように静かに声を上げた。ラシッドがほくそ笑えむ。

「そう信じたいだけだろう。だが残念だがこれは現実だ。お前の大切な仲間とやらは死んだ。次はお前の番だ！」

　本当は怖こわくて怖くて仕方なかった。もしこれが現実だったらと考えると、息がうまくできなくて、足も身体もぶるぶると震ふるえた。それでもラシッドを睨むのを止やめなかった。

「これは現実じゃないっ。だってさっきの幻覚と同じように、こんなに明るいのにあなたにもコダートにもシャルマにも、影かげがない。わたしにはあるのに！」

　いつの間にか、洞窟の中はラシッドの表情が判わかるくらいに明るくなっていた。だが、ジャリスが指したラシッドの右みぎ隣どなりには、彼の影はなかった。倒れているコダートとシャルマも同様だ。

　さっきの幻覚の時もそうだった。硝子の向こうの人々には、影がなかった。そして自分の右隣に目を移す。長い影が洞窟の岩いわ肌はだに伸のびていた。

「……だったらそいつらの死に顔を見てみたらどうだ。お前が言うように幻覚なら平気だろう」

　笑いを堪こらえているラシッドに一いつ瞬しゆん怯ひるんだ。俯うつぶせで倒れているコダート達を、仰あお向むけにすればすべてが判る。だがその勇気が出ない。もしこれが現実なら、彼らの死は自分が死ぬ事よりも辛つらい。アブウが消しよう滅めつした時の苦しみは耐たえ難がたかった。まだ乗り越こえられたとは到とう底ていいえない。

（しっかり、これは幻覚よ。現実じゃない。コダートもシャルマも死んでない！）

　震える足を一歩踏ふみ出した。ラシッドがふふっと笑う。

「身体からだが溶けて死んだ人間を見た事があるか？　骨が突つき出て肉が焦げる臭いに、大たい抵ていの人間は耐えられない。それが大切な人間ならなおの事だ」

　思わず動きが止まってしまった。もし、もしこれが現実だったなら……。

（大だい丈じよう夫ぶ、だって、コダート達が死ぬはずない。これは幻まぼろし、そう、幻よ！）

　心の中で言い聞かせて、また一歩踏み出した。ラシッドがふいに冷たい表情を浮うかべる。

「人間にしてはいい度胸だ。それとも大切な人間の死なんて、お前にとってはそれぐらいでしかないのか？　だからそうやって……」

「違う！　彼らは死んでない。これは現実じゃないっ。現実じゃない！」

　口に出して叫ぶと、それが真実だという気持ちが強くなった。何より、コダート達が死ぬなんて、絶対に信じたくない。その思いが身体全体に駆けめぐった。

「あなたも幻よっ。いなくなって！　消えて！」

　もう一度叫ぶと、かっと胸元が熱くなった。見ると、首から下げている四つの指輪が輝かがやきを取り戻もどしつつあった。オシリスの魔ま力りよくはもう指輪から解放されているのに、どうしてこんな輝きが生まれるのだろう。不思議に思っていると、その輝きが身体全体を包んだ。ラシッドが眩まぶしそうに目を逸そらす。その様子を見て、更さらに瞳ひとみに力をこめた。

「ここはただの洞窟！　わたし以外に誰だれもいない。これは幻！　コダート達が死ぬはずがない」

　自分に言い聞かせるように叫ぶたび、心に勇気がわいてきた。それに反応するように、身体を包む光が強くなる。ラシッドが苦しそうに顔を歪ゆがめた。

　倒たおれているコダート達のすぐ側そばに近づき、しゃがんで俯せの身体に手をかけた。

　ラシッドを見上げると、忌いま々いましそうな顔をしている。先さき程ほどまでしっかりと姿が見えていたのに、今は身体が透すけて向こう側にある岩肌が窺うかがえた。それを見て、確信を持つ。

「これは幻覚よ！」

　叫んで手に力を込めてコダートの身体をひっくり返した。すると彼の身体から、目に痛い程の光が溢あふれ出す。眩しくて思わずぎゅっと目を瞑つぶった。しばらくして恐る恐る開いてみると、先程まで明るかった洞窟に、また暗くら闇やみが広がっていた。手に持ったたいまつで周りを見回したが、コダートもシャルマもラシッドもいない。地面に流れた血さえ、跡あと形かたもなかった。

「よ、よかった……。本当に、よかった……。ううっ、うっうっ……」

　泣き声が洞窟にこだました。堪えていた涙なみだがぽろぽろ溢れてくる。幻とはいえ、恐ろしい出来事だった。影がないのに気付かなければ、きっとあのまま逃にげ出すか正気を失っただろう。

　涙を拭ぬぐって立ち上がり、もう一度辺りに目を向ける。先程まで狭い道を歩いていたはずなのに、いつのまにか広い空間に立っていた。ごつごつした岩肌に囲まれた広場は、左手に泳げるぐらいの水場がある。洞窟の奥の壁かべから水がしみ出しているようだった。

　どうやらここが行き止まりらしい。通ってきたと思われる道以外には、隙すき間まさえなかった。

　右手を見てみると、奥に細長い箱のような物があった。たいまつを頼たよりに近寄ると、どうやら棺ひつぎのようだ。

「何でこんな所に……」

　不思議に思って、棺をじっくりと見つめる。鉄でできている棺は、古ぼけて所々錆さびていた。

（この洞窟に武器があるのよね。もしかして……これに入っているのかしら）

　棺の蓋ふたには埃ほこりが厚く積もっていた。どうやらかなり昔からあるようだ。棺に触さわるのはさすがに勇気がいった。それでも何の成果もないまま帰る訳にはいかない。たいまつを地面に置き、蓋に手をかける。全身に力を込めてぐっと押した。

「うーん！　えいっ」

　かけ声とともに、ぎしぎしとした感かん触しよくが手に伝わる。ギィィと音を立てて半分ほど開いた所で力ちから尽つきた。はあはあと息を乱しながら、たいまつを手に取り、中を覗のぞき込む。

「こ、これって……」

　中には棺にふさわしいものが眠ねむっていた。ぼろぼろの包帯の隙間から見えているのは、からからに乾かん燥そうした皮ひ膚ふだ。顔の部分はほとんど包帯が取れていて、眼球のないくぼんだ目と、所々欠けた歯が並んでいた。両手を交差させて胸に当て、まっすぐに伸びている身体が細い棺にぴったり収まっている。重くて半分しか蓋を開けられなかったが、中は十分見回せた。

「ミイラだわ。どうしてこんな所に……」

　ミイラをまじまじと見つめるのは、あまり気持ちがいいものではない。それでも、何か武器のようなものはないかと探してみる。ミイラを作って安置する場合、装そう飾しよく品などが棺に納められるはずだが、首にかけられた首くび飾かざり以外何もなかった。

　首飾りに目をやると、かなり古いようだ。金貨程の大きさの輪が連なって一本の太い鎖くさりになっている。だが胸の所でちぎれているし、くすんでいて何の材質でできているのかも判らない。

「これ以外何もないわね。……誰か判らないけど、ごめんなさい。首飾りを借りるわね。何かの手がかりになるかもしれないし」

　そっとミイラの頭を持って、首飾りをゆっくりと引っぱった。気を付けなければ、ミイラの頭がぽきりと折れそうだ。慎しん重ちように首飾りを外すと、ほっと息をつく。

　そしてもう一度辺りを見回した。やっぱり他ほかには何もないようだ。

（ターラの言っていた武器はどこにあるのかしら。もしかして、誰かが持ち出したのかも……）

　そう思うと、悔くやしさがこみ上げた。無む駄だ足あしだったのかもしれない。あれだけ恐おそろしい目にあっても、ここまで来たのに。

　棺の蓋を元に戻し、仕方なくきびすを返した。もしかしたら、知らない間に横道を見落としたのかもしれない。もう一度来た道を調べる必要があるだろう。

　また幻げん覚かくが現れたらと思うと気持ちが沈しずんだ。だが、その恐きよう怖ふを頭を振ふって追い払はらう。

（大丈夫よ、洞どう窟くつから出てみんなに会ったら、しょせん幻だったって笑えるはずよ）

　その言葉を何度も心の中で唱えながら、ジャリスは一歩一歩ゆっくりと歩みを進めた。




　帰りは一本道だった。横道どころか、隙間さえない。しかも行きはずいぶんと長く感じたのに、帰りは驚おどろく程早かった。

　外の明かりが見えてきて、ジャリスは思わず駆かけだした。早く早く、みんなの顔が見たい。

「ジャリス！」

　洞窟の外からコダートの声が聞こえた。明るい中に彼の姿を見付けてほっとする。だが、急に足が竦すくんだ。

（これも幻だったら……）

　ふいに恐怖が心を支配した。たとえ幻といえど、彼らが死ぬ姿なんてもう二度と見たくない。

「どうしたんです、ジャリス。早く出て来てください」

　洞窟の外に、シャルマの心配そうな顔が見えた。嬉うれしくて嬉しくて仕方ない。だがその嬉しさよりも、恐怖が先にたった。

「これは……現実よね」

　立ち止まったまま震える声で呟つぶやくと、コダートが眉まゆ根ねを寄せた。

「何を言ってる。現実に決まっているだろう。さあ、帰ってこい。俺達の所へ」

　コダートとシャルマが腕うでを広げた。その後ろではリクが大きく両手を振っている。

　戻っても大丈夫なのだろうか。またあの恐ろしい幻覚を見てしまうのではないだろうか。

　だが、それでもいい。このまま立ち止まっていたら、何にもできない。そんな自分が悔しくてたまらなかったはずだ。

　ジャリスは光の方へと駆けだした。待ってくれている大切な仲間達の許もとへ。
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　洞窟の外にはバルク号の乗組員と、いつのまに来たのかリンドとフィクル。そしてなぜか縄なわで縛しばられたターラがいた。気にはなったジャリスだが、今はそれどころではなかった。

　外の光が眩しくて目を瞬またたかせた途と端たん、全身の力が抜ぬけて、がっくりと両りよう膝ひざをついた。

「大丈夫か？　ジャリス」

　コダートが声をかけつつ、肩かたに手を置こうとする。その仕草に思わずびくりとした。

　まだ心の中で、本当にこれが現実なのか信じ切れない部分があった。じっとコダートの傍かたわらを見つめると影かげが伸びている。シャルマ達にもだ。だが、これさえ幻かもしれない。

（わたし、本当はまだ洞窟にいるのかも……）

「しっかりしろっ、どうしたんだ！」

　呆ぼう然ぜんとしていると、コダートが肩を握にぎって強く揺ゆさぶった。リンドが反対の肩に手を置く。

「ジャリス、大だい丈じよう夫ぶだ。これは現実だ。この洞窟には、入った人間の一番恐れている事を現実のように見せる魔法がかけてある。この馬ば鹿かターラが仕し掛かけた罠わなだ」

　リンドが忌々しそうに睨にらむと、縛られたままのターラが肩を竦めた。

「お前ら、心配しすぎだ。ジャリスは帰ってきただろう。おっ、首飾りを持ってきたな。ちゃんとあの棺がある所まで辿たどりついたようだな。さすがだ、これで取りに行く手間がはぶけた」

「何を吞のん気きな事を言ってるんだよっ。下手へたしたら、ジャリスは精神を破は壊かいされてぼろぼろになってたかもしれないんだぞ！」

　リンドが叫さけんだが、ターラはふっと微笑ほほえんでこちらに顔を向けた。

「だが、ちゃんと無事だった。ジャリス、お前は今まで海かい賊ぞくになる為ために、各国で試練を受けてきただろう。これは俺からお前に与あたえた最後の試練だ。手に入れるのはオシリスに対たい抗こうできる強い精神。お前がこれに打ち勝てないような弱い心じゃ、オシリスと戦うなんて到とう底てい無理だ」

　ターラは何を言っているのだろう。考えようとしたが、心が拒きよ否ひした。もう疲つかれ果てていた。

「どんな幻覚を見たの？　ジャリス」

　心配そうに駆け寄ったリクを、じっと見つめて首を振る。もう思い出したくもなかった。

「怖こわかった……すごく怖かった。もう生きてるのが嫌いやになるくらい、怖かった」

　やっとそれだけ口にした。シャルマがそっと近寄り、右手を握ってくれる。

「休みましょう、ジャリス。バルク号に戻って……」

　両りよう肩かたに置かれたリンドとコダートの手、そして右手を握ったシャルマの手から優やさしくて温かな体温が伝わった。空いている左手でリクの手をぎゅっと握ってみる。やっぱり温かい。

「現実ね……。この温かさは現実よね。わたし、帰ってこられたのよね？」

　シャルマとリクの手を両りよう頰ほほに当てた。この温かさは決して幻まぼろしではない。ようやく大きく息を吸えた気がした。涙なみだが浮うかんだが、必死で堪こらえた。そして何とか立ち上がる。

「わたしは大丈夫よ。……ねぇ、ターラ。一体どういう事なの？　ここに罠を仕掛けたのはあなたなの？　それに武器なんてなかったわ。あったのはミイラとこの首飾りだけよ」

　差しだした鎖のちぎれた首飾りを見て、ターラがひょいっと片かた眉まゆを上あげた。

「……武器はあったさ。というより、武器は今から生まれるんだ。ジャリス、お前の中にな」

「何を言っているの？　ちゃんと説明して」

「ああ、もう隠かくす事はない。真実を話してやる。長い長い話になるがな」

　ターラの言葉に全員が集まる。そして彼が語りだした長い長い真実の話に、耳を傾かたむけた。
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　魔法の絨じゆう毯たんに乗ったルーレルは、ある島を目指していた。心に浮かぶのはアブウの笑え顔がおばかりだ。彼と初めて会ったのは、数十年前。当時のご主人様だった人間の命令で、海賊同盟の盟主だったターラを調べようとした時だ。

　ターラを一目見て全身が凍こおり付いた。遠い昔、ご主人様だったアリフラスト神と戦っていたシャイ悪ターン魔の一人だった。調べるだけのはずが、溢あふれる憎にくしみを押さえられず、殺そうと決意して襲おそいかかった。シャイターンに勝てるとは思わなかったが、それでもよかった。

　案の定捕つかまって殺されかけた時庇かばってくれたのが、ターラと一いつ緒しよにバルク号で旅をしていたアブウだった。どうして庇うとターラに聞かれ、アブウはこう言った。

〝同じ精霊ジヤーンだしぃ、可か哀わい想そうですよぅ。精霊は、人間の為に生きてるんですぅ。ターラ船長が殺されそうになったのは、何か悪さしたからでしょ。じゃなきゃ精霊は勝手に人間を殺そうなんて思いませんよぅぅ〟

　涙を一いつ杯ぱいためて、必死で説得してくれた。ターラは確かに覚えがあるのだろう。舌打ちして、持った真しん鍮ちゆうの剣けんを鞘さやに戻もどした。あの時、アブウが自分に向けた優しい笑みは今でも覚えている。

〝何か恨うらみがあるんですよねぇ。でも恨みとか憎しみとかからは、何にも生まれませんよぅ。アブウは難しい事は判わからないけど、ターラ船長が悪い人じゃないのだけは判ってますぅ。いじわるだしすぐ噓うそつくけど、殺される程ほど悪くないですぅ。だから勘かん弁べんしてあげてくださいぃぃ〟

　そんな正論に惑まどわされる程生易しい生き方はしていない。それでも、うるうるした目で見つめられると、何だか心の中が落ち着いた。

　それからしばらく捕とらえられていたが、その間アブウは一いつ生しよう懸けん命めい世話をしてくれた。吞のん気きで間ま抜ぬけだが、アブウと話していると何だかこちらまで優しい気持ちになれる気がした。そして捕らえられている間に気付いた。ターラはオシリスに逆らい、人間達の味方をしていると。

　ターラを殺さなくてよかったと思った。調子のいい話だが、本当にそう思った。オシリスの強さは身にしみている。たとえ以前は敵だったとしても、味方になればターラは心強い。

　そして、アブウから目を離はなせない自分に気付いた。ターラと一緒では、きっと危険な目に遭あう。そう思って騙だまして監かん禁きんした事もある。愛していると迫せまっても、アブウはひぃぃと叫んで逃にげていく。そんなやりとりがたまらなく楽しかった。もう一度、あのやりとりがしたかった。愛してくれなくてもいい。側そばにいてくれなくてもいい。ただ、生きていてくれさえすれば。

　海を見下ろすと、島しま影かげが見えてきた。この島にくるのは恐おそらく数百年ぶりだ。悲しい思い出しかない。だから近付きたくなかった。

　だがアブウを生き返らせる方法を見付ける為に、心当たりのある場所は捜さがし尽つくした。残ったのは、数百年前アリフラスト神とオシリスが最後の死し闘とうを繰くり広げた、この島だけだった。
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「ジャリスッ、どうしてここにいるんだい？」

　ターラの話を聞こうとしていたジャリスは、突とつ然ぜん上空から自分の名を呼ぶ声が聞こえて驚いた。見上げると、魔法の絨毯からルーレルが飛び降りる所だった。

「ルーレル!?　何でここにいるの？　わたし達は、オシリスを倒たおす武器を……」

　こちらに駆け寄ったルーレルに、洞窟での事を説明した。

「それってもしかして……」

　聞き終わったルーレルが、はっとしたように見つめると、ターラが大きく頷うなずく。

「ああ、お前の目的もアレだろ。大方、アレでアブウの水差しを修理するつもりだろ」

　その言葉に胸が弾はずんだ。どくどくと心臓の音が速くなる。期待を込めた目をターラに向けた。

「水差しを修理って……。そうしたらどうなるの？　アブウは……」

「ああ、生き返るかもしれないな」

　ターラが、かすかな希望に光を加えてくれた。だが、ルーレルの表情は沈しずんだままだ。

「……かもしれない、だよ。絶対じゃない。だからあんた達には言えなかった。希望だけもたせてやっぱり駄だ目めだったじゃ、あんたの傷が深くなる」

「でも、何か方法があるんでしょう、どうすればいいの？　教えて、ルーレル！」

　仮定の話でも良かった。またアブウに会えるかもしれないと思っただけで心に喜びが満ちる。あの間の抜けた声で、またご主人様と呼んで欲しかった。

「その話も含ふくめて俺が説明してやる。とにかく縄を解け。もう逃げやしないから」

　リンドが渋しぶ々しぶとターラの縄を解いた。やっと自由になったターラが、座ったまま息をつく。

「……どこから話すかな。かなり昔の話からになる。数百年前、アリフラスト神とオシリスが戦った。そしてオシリスは封ふう印いんされて深い眠ねむりについた、それはお前達も知っているな？」

　ジャリスが頷くと、ターラがルーレルに目をやった。

「ルーレルはアリフラストが使し役えきしていた精霊ジヤーンの一人だ。他ほかにもアリフラストはたくさんの精霊を使役していた。お前達人間はアリフラストを神だと祀まつってるが……あいつは神なんかじゃない。あいつはただの人間さ」

　その言葉に愕がく然ぜんとした。ジャリスが知るアリフラスト神は、アラバーナ大陸全土で信しん仰こうされている。各地にも神しん殿でんが無数にあった。

「やっぱり……そうなんだ」

　ルーレルも初耳だったのだろう。だが、驚おどろいている様子はなかった。ずっと一緒にいたというのだから、察しはついていたのかもしれない。

「で、でも、ターラ。アリフラスト神はオシリスに対抗できる力を持っていたんでしょ。人間がどうやってそんな力を？」

「ああ、あいつは確かに人間とは思えない力を持ってた。だけど、それはあいつ自身の力じゃない。あいつの力の正体は、ある精霊だ。その精霊は、アリフラストの身体からだと同化して、あいつの身体の中に魔物ジンと同じ魂こん魔まを作りだした。だからあいつは、人間でも魔ま力りよくを使えた」

　信じられないような話だった。だが、ルーレルが小さく頷いた。

「あたしも薄うす々うす、アリフラストは普ふ通つうの人間かもしれないって思ってた。最初は魔物かと思ったけど、そうでもないみたいだったし。でも魔力は確かに持ってた。ターラやリンドみたいに攻こう撃げきする魔力じゃない。あいつだけが使える力。だからあいつはオシリスと互ご角かくに戦えた」

　それは一体どんな力なのだろう。ジャリスの疑問を感じ取ったのか、ターラが口を開く。

「オシリスの恐ろしい所は、魂魔から無限の魔力が生まれる事だ。底知れぬ魔力は、たとえ真鍮で負った傷でも即そく座ざに治ち癒ゆしてしまう。でもな、俺が知っている中で一人だけ、オシリスに血を流させた奴やつがいた。それがアリフラストさ。あいつが真鍮の剣を持って戦えば、いつもならすぐに治ってしまうオシリスの傷が、なかなか塞ふさがらない。オシリスの無限の魔力をもってしても、アリフラストから受けた傷だけは、治癒できなかったんだ。……数年間アリフラストと攻こう防ぼうを繰り返していたが、ある時あいつは精霊達を連れず、一人で俺達の前に現れた。オシリスを完全に倒す為ために。それが当時オシリスの宮きゆう殿でんの一つがあったこの島だ」

　ターラが両手を広げると、ルーレルがそっと唇くちびるを嚙かみしめた。

「……あの時、アリフラストがあたし達を置いてこの島に来た事はすぐに察しがついた。だから帰ってこないアリフラストを心配して、この島を何度も探したよ。でも見つからなかった。だけど、一カ所だけあたし達が入れなかった場所がある。……この洞どう窟くつさ」

　ルーレルが右手の洞窟に目を向けたのを見て、嫌いやな予感がジャリスの頭をよぎった。

「ねぇ、ターラ。もしかして、あの洞窟の奥にあった棺ひつぎのミイラは……」

「そう、あれがアリフラストだ」

　ルーレルがひゅっと息を吞のむ。表情が強こわばって、みるみるうちに真っ青になった。だが唇を震ふるわせながらも、そっと目を閉じる。

「やっぱり、アリフラストはここで……」

「ああ、オシリスに殺された。だが死ぬ前に最後の力を振ふり絞しぼって、オシリスを深い眠りにつかせたんだ。オシリスが封印された後、俺はアリフラストの死体を始末しようとした。だがその時、ふと思った。アリフラストの力を手に入れられれば、オシリスに勝てるかもしれないって。俺はあいつに従うのにほとほと嫌いや気けが差してたし。だから死体を棺に入れて洞窟に誰だれも入れないよう結界を張った。俺も怪け我ががひどかったから、その後しばらく眠りについた」

　信じられないような話ばかりだ。ターラだけではまた騙されているのかと疑ってしまうが、ルーレルの話を合わせると間ま違ちがいないようだった。

「結局、武器っていうのは何の事なんだ？」

　腕うで組ぐみしたコダートに聞かれ、ターラが顎あごでジャリスの方を指し示した。

「それだよ、ジャリスが持ってる、その首くび飾かざり」

　はっとして持っていた古びた首飾りを見つめた。これが一体何の役に立つというのだろう。

「これをどうすれば、オシリスに勝てるっていうの？　武器って、剣とか槍やりとかでしょう？」

「いいや、言っただろう。武器は今から生まれるんだ。……なあ、ルーレル。その首飾りに見覚えがないか？」

　ルーレルが首飾りをじっくりと見つめた。やがてはっとしたように声を上げる。

「そ、それは、アリフラストのだ。古くなってて気づかなかったけど、間違いないよ。すごく大切だって言って、いつも首にかけてた」

「その首飾りには、アリフラストが使役していたある精霊が宿っている。その首飾りの精霊を使役できれば、アリフラストと同じ力をもてるようになる」

　ターラの言葉を信じられない思いで聞きながら、手に持った首飾りをまじまじと見つめた。

「そんな大きな魔力なんて、この首飾りからは感じないぞ」

　半魔物のコダートの瞳ひとみが、うっすら赤く染まった。

「それは壊こわれてるからだよ。ジャリス、ちょっとよこしてみろ」

　首飾りを渡わたすと、ターラがもう片方の手を差しだした。

「それと、お前に預けてた指輪も」

　はっとして胸むな元もとに手をやり、鎖くさりから外した四つの指輪をターラに渡す。洞窟で幻げん覚かくに惑わされそうになった時、この指輪から確かに不思議な力を感じた。

「指輪には、オシリスの魔力が宿っていた。でもな、この指輪と首飾りは元々一つだったんだ」

　ターラが首飾りを袖そでで磨みがいた。すると汚よごれが落ちて首飾りの一部が赤く輝かがやく。それを繰り返すと、連なっている輪が四つの異なる輝きを放ち始めた。驚いてまじまじと見つめると、横に並んだ翡ひ翠すいと緋ひ石せきの輪を繫つなぐように、金と銀の輪が縦に組み合わされている。それらがじゅんぐりに並んで、一本の鎖くさり状じようの首飾りとなっていた。

　そしてターラは首飾りを地面に置き、ちぎれた部分に四つの指輪を並べて置いた。

「ぴったりだわ……」

　大きさも素材も、この指輪と首飾りの輪は、まったく同じだった。

「こんな大きな輪が連なっているだけなんて、不恰好な首飾りですね。まるでおもちゃみたいです。それにどうしてわざわざ緋石や翡翠に穴を開けて輪にしてあるんでしょう」

　シャルマの疑問に答えたのは、コダートだった。

「この形の首飾りは、何かの本で見た事があるぞ。かなり昔に流行はやった首飾りだ。今じゃ、持っているのは王族達ぐらいだろう。宝ほう飾しよく品ひんとしてじゃなく、歴史的価値の方が高い」

　商人だったコダートが、じっくりと首飾りを見つめた。

「昔はこうやって、わざと宝石に穴を開けたりして使うのが流行ったらしい。宝石としての価値は下がるのに、それをわざわざやる事が金と地位を持ってる証あかしだってな。……実はこの指輪を初めて見た時から、ずっと不思議に思ってた。金や銀はともかく、どうして翡翠や緋石をくり抜ぬいて指輪を作ったんだろうって。でも、そうか。これは首飾りの一部だったのか……」

　納なつ得とくしたらしいコダートに、ターラが肩かたを竦すくめた。

「オシリスはアリフラストを殺したが、かけられた封印を解く程ほどの力は残っていなかった。深い眠りについたら、いつ目覚めるか判らない。魂魔を操あやつれるオシリスは、自分の魂魔を五つに分けた。一つは眠っている自分の身体を維い持じする為に残し、そして焦あせっていたあいつは、アリフラストの死体から首飾りを引きちぎって、この四つの輪に自分の魔力を封ふうじ込めた。普通の物では駄目だったんだと思う。魔力に耐たえられなくて壊れちまうからな。そして俺達四人のシャイ悪ターン魔にこれを渡して、時がきたら魔力を解放して蘇よみがえる儀ぎ式しきを行うよう命じた。いつでも身につけていられるよう、つなぎ目を塞いで指輪として使おうと言い出したのはラシッドさ」

　ジャリスは、じっと指輪と首飾りを見つめた。ターラが何を言いたいのか、やっと悟さとった。

「じゃあ、この指輪はオシリスの魔力を封じていただけじゃなくって……」

「そう、アリフラストの力を手に入れる為のものだ。正直、みんなそれぞれちゃんと持っててくれればよかったのに……」

　ターラにじとっと睨にらまれて、リンドがむっとしたように叫さけんだ。

「俺の持ってた緋石の指輪は、お前がオシリスに逆らって出て行った時に奪うばったんだろう。ハジの銀の指輪だってそうだ。お前と戦った時に無くしたってハジが言ってたぞ。お前、アリフラストの力を手に入れようとして、俺達から指輪を奪おうとしたんだなっ」

「まあな、あの時は魔王マリードになりたかったからさ。オシリスに敗れて逃にげてる間に、緋石と銀の指輪は行方ゆくえ不明。さんざん探したんだぜ」

　ため息をついたターラに、ジャリスは跪ひざまずいて顔を近づけた。肝かん心じんな事を聞きたかった。

「じゃあ、この首飾りを修理すれば、オシリスを倒たおす力を手に入れられるのね」

「ああ、でもこの力を使うのは、普通の人間じゃ無理だ。この首飾りの精霊ジヤーンは、ずいぶんと人見知りが激しいらしい。こっそり俺が色んな人間で試ためしてみたけど、うんともすんともいいやがらねぇ。でも一人だけ反応を示した奴がいた。……お前の父親の、マラファムだ」

　突とつ然ぜん出てきた名前に目を見開いた。ターラが地面に置いた首飾りに目を落とす。

「もちろん壊れているから、力を使える程じゃなかった。それでも子供の頃ころのマラファムに確かに反応した。だから、俺は考えた。マラファムは大神官の血筋だ。大神官は代々神のお告げを聞く事ができると言われている。それはどうしてだろうって。そこで一つの仮説が生まれた」

　顔を上げ、ジャリスの目をじっと見つめるターラは、真しん剣けんな表情をしていた。

「サウルナ国の大神官の血筋は、アリフラストに縁えんのある人間達じゃないかって。この首飾りは、アリフラストの血筋にしか反応しないのかもって」

　つまり、それはどういう事か……。到とう底てい信じられなかったが、ターラの言いたい事は判わかった。

「わたしが……アリフラスト神の血筋だっていうの？」

「仮説だよ、仮説。ただ、その可能性はかなり高いと思う。本当はマラファムにやってもらおうと思ってたんだ。でも、大人になってからまたこの洞窟に連れてきて首飾りに触さわらせても、子供の時のような反応はなかった。それで俺はまた考えた。神のお告げを聞く事ができるのは、大神官の血筋の女だけ。子供の頃ならともかく、大人になってしまった男は無理なのかもしれないって。だから俺はマラファムが子供を作るのを待ってた。女の子が産まれるのをな」

「じゃあ、わたしにもアリフラスト神と同じ力が使えるかもしれないの？」

　勢い込んで聞くと、ターラが大きく頷うなずいた。

「かも、じゃなくてお前にしか出来ないんだと思う。お前が首飾りをかければ、アリフラストと同じように身体からだに魂こん魔まができて、オシリスに対たい抗こうできる魔ま力りよくをもてるはずだ。そして真しん鍮ちゆうの剣けんをもって戦えば、オシリスはお前から受けた傷を治ち癒ゆできないだろう。そうすれば、完全にあいつの息の根を止められる可能性が出てくる。武器っていうのは、お前の身体に宿る魂魔、つまりお前自身なんだよ、ジャリス。ただ……」

　ターラが急に目を伏ふせて言い淀よどんだ。続きが気になって、思わず詰つめ寄る。

「ただ、何なの？」

「……ただ、人間の身体で魔力を持つのは、かなりの負担になる。カッサラを見ただろう？　あいつは身体が治ってもまだ目を覚まさない。それに意志が弱ければ、魔力に吞み込まれて二度と人間としての心を持てなくなる。魔力を持つ生きた屍しかばねになっちまうんだ。だから強い精神を持つ者じゃなきゃいけない。俺がかけた洞窟の幻覚なんかに惑まどわされるような弱い心じゃ、すぐに魔力に吞まれる。そうしたら、お前は二度と人間には戻れない」

　ターラの言葉にはっとした。洞窟での事は、〝最後の試練〟だとターラは言った。それはつまり、自分がアリフラストの力を得るに相応ふさわしいかどうか試す為だったのだ。

「反対です！　私は絶対に反対です。そんな危険な事をしなくても他ほかに方法はないんですか？」

　ずっと黙だまって聞いていたシャルマが、鋭するどい視線をターラに投げかける。頷いたのはリンドだ。

「ああ、俺も最初から反対だった。人間の身体に魂魔を作るなんて、そんなに簡単な事じゃない。この洞どう窟くつにジャリスが一人で入るのも反対したんだ。行く時は俺もって言っておいたのに」

　ターラの唇くちびるが、わずかだが震ふるえた気がした。それを隠かくすように茶色の帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶり直す。

「アラバーナ大陸を平和にするって約束してから、もう百年は経たつ。その間に俺ができる事はやりつくした。オシリスに跪いて、この大陸から出て行ってくれって頼たのんだのも、他に手段がなかったからだ。もしいなくなってくれたら、ジャリスは命をかけなくてすむ。……でも駄だ目めだった。なぁ、ジャリス。決めるのはお前だ。嫌いやなら強制はしない。でもお前がもし、アリフラストと同じ力を持てればオシリスを倒せる。そうしたら、アラバーナ大陸に入った亀き裂れつを元に戻せるかもしれない」

　アラバーナ大陸を四つに分断している亀裂は、各国が長い間争う原因だった。その亀裂を元に戻したいというターラの考えは、以前から聞いていた。その思いはジャリスも同じだ。

「……ずっと聞きたかったの。あなたは四つの指輪を集めれば、亀裂を元に戻せるといっていたけど、本当にそんな事ができるの？」

「できるさ。ただ、ちょっと状じよう況きようが変わっちまったがな。この大陸の亀裂は、オシリスと俺が戦った時の魔力の波動が原因で生まれたのは知ってるだろう？　百年以上経った今でも、あいつの魔力は大地に浸しん透とうしている。実はな……俺の魔力をすべて使えば、アラバーナ大陸を一つにするのは可能なんだ。だがオシリスの魔力が大地に根付いているせいで、ずっと手が出せなかった。四つの指輪を集めてたのは、宿っているオシリスの魔力で俺の魔力を増ぞう幅ふくできないかと思ったからだ。でも指輪は最終的に二つしか集められなかった。だから俺は、考えていた最後の手段を使う事にした」

　ターラがそこでふうっと息をついた。そしてジャリスをじっと見つめる。

「オシリスを蘇らせて、完全に倒そうと思った。だがそれだと犠ぎ牲せいも出るし、お前も辛つらい目に遭あう。もし倒せなかったら最悪の事態になるだろう。だから、本当はやりたくなかった。でも、あいつが死ねば大地に浸透しているオシリスの魔力も消え去る。そうすれば、あとは俺が……」

「無茶を言うな。お前も相当魔力を使う事になる。下手へたしたら死ぬぞ」

　リンドの言葉に、鋭い光を放っていた目をふいに伏せたターラが、ゆっくりと頷いた。

「それでもやってみせるさ。それが俺にできる償つぐないだ。ジャリス……正直に言うよ。俺は昔、ある人とアラバーナ大陸を平和にすると約束した。俺はその約束を守る為ためにお前を利用している。だが、お前だって俺を利用すればいいんだ。俺達の目的は一いつ緒しよなんだから。俺はこの事で噓うそはつかないし、どんな事だってする。俺もな……もう楽になりたいんだ。お前達が幸せに生きられる世界を作って、俺も楽になりたい。たった一つだけ、俺にも願いがあるんだ。約束を守ったら、俺は自分の願いを叶かなえたい。その為に協力してくれ」

　ターラが茶色の帽子をとって胸にあて、深々と頭を下げた。こんなターラを見るのは初めてだ。たった一つの願いとはなんだろう。だがそれは、聞いてはいけない気がした。

「……ジャリス」

　呟つぶやいたのはルーレルだ。目をぎゅっと瞑つぶり、唇を震わせている。

「アリフラストは、精霊の本体が壊こわれた時、直す事ができたんだ。多分その首くび飾かざりから貰もらった魔力で修理したんだと思う。……こんな事言ったら、あんたに強制してるみたいだけど、でもこれも本当の事だから……」

　つまりアリフラストの力を手に入れれば、アブウの水差しを修理できるという事だろう。そうすれば、アブウが生き返るかもしれない。

　この首飾りを身につければ、辛い運命を辿たどるかもしれない。それでも大切な人達を守れる。そして大切な仲間ともう一度会える。そう思うと、心に勇気がわいてきた。

「やるわ。首飾りをつける。みんなの為だけじゃない。わたしの為。わたしがアブウに会いたいの。謝りたいわ。一人にしてしまってごめんって。助けてくれてありがとうって。また一緒に旅をしようねって。それはみんなにも言いたい事。またみんなと一緒に旅をしたいから、だから……オシリスを倒すの」

　以前、目に見える人達を守るだけで精せい一いつ杯ぱいとターラが言っていた。確かにそうかもしれない。今目の前にいる仲間達と一緒に旅を続けたい、それだけがジャリスの唯ゆい一いつの願いだった。

　　　　[image: ]

　バルク号の甲かん板ぱんに立ったジャリスは、海からゆっくりと顔を出す朝日を見つめていた。よく休めと言われたが一いつ睡すいもできなかった。海は何事もなかったように穏おだやかだ。アラバーナ大陸が危機に瀕ひんしていると信じられない程ほどに。優やさしいさざ波に耳を澄すましていると心が落ち着いた。

　そこへ船室に続く扉とびらがゆっくりと開いた。甲板に出てきたのはターラだ。彼は昨日から、船室で首飾りの修理をしていた。

「修理できたぜ、ジャリス」

　目の前まで来たターラが、持っていた首飾りを差しだした。ちぎれていた首飾りはすっかり元に戻もどっている。翡ひ翠すいと金と緋ひ石せきと銀、それらの輪がじゅんぐりに並んでいた。くすんでいたはずなのに、今は朝日に照らされてきらきらと輝かがやいている。

「みんなにはまだ言ってない。あいつらと話し合うと、反対する奴やつも出てくる。俺は卑ひ怯きよう者だから、内ない緒しよでお前に持ってきた。お前が嫌なら仕方ないが、お前はもう決心してるんだろう」

　窺うかがうような目に、微笑ほほえんで大きく頷いた。

「ええ、危険なのは判ってる。でもやらなきゃいけないっていうのも判ってる」

　ターラの手にある首飾りをじっと見つめた。そして、昨日からずっと不思議に思っていた事を聞いてみる。

「ねぇ、首飾りには精霊ジヤーンが宿っているんでしょう？　修理できたならその精霊も姿を現すの？」

　水差しに宿るアブウや、ランプに宿るルーレルのように、この首飾りに宿っている精霊がいるはずだ。オシリスを倒たおすには、その精霊の力を借りる事になるのだろう。

「いや、この首飾りに宿る精霊は人の形を取らない。……実は一つ、お前に言ってない事がある。この首飾りに宿っているのは〝闇ザラのーム・精ジヤ霊ーン〟だ」

　聞いた事のない言葉だった。首を傾かしげると、ターラがそっと目を伏せた。

「……闇の精霊っていうのは、人間に災わざわいをもたらす存在だ。ルーレルのような精霊は、人間が長年大切に使った物に宿る。大切にされて幸せだと思った物が、人間の役に立ちたいと意志を持った時に、精霊が生まれるんだ。だが、ごくまれに逆がある。人間に手ひどい扱あつかいを受け、恨うらみ辛みを募つのらせた物も精霊を生み出す。その精霊は闇の心しか持っていない。あるのは人間への恨みだけ。人間は憎にくむべき相手だから、人の形もとらない。だから彼らはこう呼ばれる。〝闇ザラのーム・精ジヤ霊ーン〟と。宿っている物は呪のろわれているとして、手に入れた人間を破は滅めつさせる」

　驚おどろきと恐おそろしさが同時に心を支配した。そんな精霊がいるなんて聞いた事がなかった。

「この首飾りがそうなの？　でもアリフラスト神は、この首飾りから魔力をもらってオシリスと戦ったんでしょう？　人間を憎んでいるのなら、どうして闇の精霊は彼に力を貸したの？」

「さあな。ただ、俺が知ってるアリフラストは、いつも穏やかで優しい男だった。道に咲さいた花が踏ふみつけられてしおれると涙なみだするような、そんな男だった。それはその首飾りを身につけていた時も同じだ。普ふ通つう、闇の精霊が宿る物を手に入れた人間は、その精霊の憎しみや恨みの感情に耐えられなくて正気を失う。だが、アリフラストはその首飾りを手に入れてもなお、優しさと慈いつくしみの心を失わなかった。それどころか闇の精霊の力を取り込んで、身体からだに魂こん魔まを作りだした。おそらくアリフラストは闇の精霊を制して、その憎しみや恨みもすべて抱かかえ込んで、それでもなお、人間としての心を保てた強い精神の持ち主なんだと思う」

　ターラがじっとこちらを見つめ、話を続けた。

「俺は長く生きているが、そんな強い精神を持った人間には、アリフラスト以外で会った事がない。だがオシリスを倒す為には、その強さを持つ人間がどうしても必要だった。闇の精霊は、人間への憎しみが強ければ強い程、大きな魔ま力りよくを持っている。俺達魔物が持つ魔力とはまた違ちがう、強い恨みの力を。それを手に入れられれば、そしてそれを制する事ができれば、俺達にも勝機が見えてくる。だから俺は、アリフラストの血けつ縁えんだろうお前にあの洞窟で試練を与あたえた。自分の中の恐きよう怖ふに勝てないようじゃ、お前は簡単に闇の精霊の憎しみにのみこまれる。そして二度と人間としての心をもたない闇の精霊の操あやつり人形になる。……それじゃ駄目なんだ」

　心に不安が広がった。そんな恐ろしい存在を制するなんてできるのだろうか。人間としての心をもてなくなったら、もうみんなの顔も判わからなくなってしまうかもしれない。

　ターラが、すまないと一言呟いた。顔には見た事もない、悲しげな表情が浮うかんでいる。

「本当は……お前にこんな事をさせたくない。代われるなら、俺が代わってやりたい。信じられないだろうけど、俺はお前を大事に思ってる。マラファムもナッシルも、育てたなんてたいそうな事は言えないけど、俺の家族だ。お前もそうだ。お前達は俺に幸せをくれた。大切に思う人達がいるだけで強くなれるんだ。離はなれていても、どこかでお前達が生きていると思うと、それだけで嬉うれしくなった。俺はこうみえて寂さみしがりやだからさ。本当は一人は嫌きらいなんだ」

　寂さびしそうに微笑むターラが、いつもより身近に思えた。詳くわしい事をいつも教えてくれないターラに腹が立った事もある。だが……それが自分達の為だと判っていた。

「これからだってずっと一緒にいられるわ。オシリスを倒しさえすれば」

　それは決意を込めた言葉だった。そして自分に言い聞かせる為のものでもあった。右手を差しだすと、ターラがゆっくりと頷うなずいた。

「……そうだな、その為にみんなで頑がん張ばってきたんだよな」

　首飾りが右手に載のせられた。しっかりと握にぎりしめると、ひんやりとした金属の感かん触しよくが伝わる。本当は怖こわくてたまらない。これをかけたらどうなってしまうのだろう。

「じゃあ、かけてみるわね」

　だが、なるべく明るい声を上げた。もう他ほかに手段はない。闇の精霊に勝ってオシリスを倒し、またみんなで旅をするのだ。ぎゅっと目を瞑って、おもむろに首飾りを頭からかけた。もう心は決まっている。首と肩かたにひんやりとした感触が伝わった。

　しばらくそのまま目を瞑っていたが、何も変化は起こらなかった。怖こわ々ごわ目を開ける。

「あれ……？」

　拍ひよう子し抜ぬけしたような声を上げて、ターラに目をやろうとした時だった。

「ううっ……！」

　背中全体が、氷を当てられたようにぞっとした。すぐに身体が冷たくなって、凍こごえる程寒くなる。思わず両手で身体を抱だきしめた。目の前が真っ暗になって、ひどい耳鳴りが始まった。平へい衡こう感かん覚かくがなくなり、ぐらぐらと身体がゆれ始める。まるで嵐あらしの中で小こ舟ぶねに乗っているようだ。

「き、気持ち悪い……頭が……」

　痛い、と続けられなかった。割れそうに痛む頭と、腹の底からこみ上げる吐はき気。立っていられなくて、思わず膝ひざをつく。さっきまで寒かったのに、今度は身体の中を熱い何かが駆かけめぐり始める。その体温の急激な変化に身体がついていかない。

「ジャリス！　しっかりしろっ」

　ターラの声が遠かった。底知れぬ真っ暗な崖がけに落ちていくような感覚が襲おそって、ジャリスはとうとう意識を手放した。
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　コダートは、シャルマと一いつ緒しよに船長室の寝しん台だいで眠ねむっているジャリスの側そばにいた。

　今朝早く、ターラの叫さけぶ声が聞こえて慌あわてて甲板に行くと、首飾りをかけたジャリスが倒れていた。それを見ただけで何が起こったのか悟さとった。

　ターラに闇ザラのーム・精ジヤ霊ーンの話を聞かされた。みんなが知れば反対するだろうから黙だまっていたと。最後まで騙だまし続けたターラに腹が立って、思わず殴なぐりつけた。だが、彼は避よけなかった。そして一言こう言った。

〝もう時間がないんだ、ジャリスが魔力を制する事ができれば、必ず目を覚ます〟と。

　そのまま甲板でフィクルにターラを見張らせ、ジャリスを船長室に運んだ。

　もう太陽は昼を過ぎた事を示していたが、ジャリスはまだ目を覚まさなかった。

「熱が高いです。このままではジャリスの身体が持ちません」

　シャルマがジャリスの額にあてた布を取り、水に浸ひたして絞しぼった。ジャリスの赤らんだ顔に汗あせが滲にじんでいる。これはオシリスが身体から出ていった後の、カッサラの症しよう状じようとよく似ていた。カッサラはあれから何日経たっても目を覚まさなかった。

　シャルマが浮かべている焦あせりの表情は、きっと自分も同じだろう。絞った布をジャリスの額に当てたシャルマが隣となりに座る。

「……どうして、彼女がこんな過か酷こくな運命を辿たどってしまうのでしょうね。こんな事なら、やはりあの時、バルク号の乗組員になんてならなければよかった。あのまま彼女をタバラン国でクアイ皇子に嫁とつがせていれば……」

　何の話か判らなかった。目を見開いていると、シャルマがそれに気づいたのか苦く笑しようする。

「ああ、コダートはまだあの時いませんでしたね。実は私はバルク号の乗組員になる前に、クアイ皇子と協力して、彼女を彼の花はな嫁よめにしようとした事があるんです」

　今のシャルマからは到とう底てい考えられないような話だ。シャルマの話によると、クアイと結けつ託たくしてジャリスを騙し、結けつ婚こん式しきをあげさせようとしたらしい。クアイの妃きさきになって何不自由ない暮らしができれば、それがジャリスの幸せに繫つながると信じていたという。

「……ですが、ジャリスは王宮で贅ぜい沢たくに暮らす事が幸せではないと言いました。それで私は彼女を結婚式の場から救い出して、バルク号の乗組員になったんです。彼女が幸せだと思う世界を一緒に見てみたいと思いました。でも……間ま違ちがいだったのかもしれません。あの時何を言われても、クアイ皇子の所に嫁がせていれば、彼女はこんな苦しい目には……」

「いいや、俺はそうは思わない」

　珍めずらしく項うな垂だれているシャルマに、コダートは大きく首を振ふった。

「どんなに苦しくても辛つらくても、ジャリスが自分で選んだ道だ。それを他人の手でねじ曲げてしまうなら、確かに幸せじゃないだろう。シャルマ、お前の選せん択たくは正しかったよ。それは、ジャリスを安全な所において守ってやれば俺達は楽になる。何だったら無理矢理連れて、異国に逃にげてしまえばいい。だが、それじゃジャリスはずっと後こう悔かいし続ける。苦しみ続ける。彼女が幸せだと思う世界を見たいと思うなら、一緒に進み続ける事だ。それはきっと俺達にとっても苦しくて辛い道だろう。後悔もするし、悲しみと戦う事もあるだろう。だがそれに耐えられないなら、彼女と一緒に旅をする資格はないと思う」

　シャルマが膝に置いた手をぎゅっと握った。目は考えこむように伏ふせられたままだ。

「……私は、私は彼女に幸せになって欲しかった。その為ためならたとえクアイ皇子の花嫁になろうと平気でした。苦しかったけれど、それで彼女が幸せになるのなら。ですが、それが間違いだと気付いてから、ずっと悩なやんでいます。彼女の幸せとは何だろうと」

　呟つぶやいたシャルマの声と同時に、ううん……と呻うめくような声が聞こえた。はっとして寝台に目を向けると、ジャリスが目を瞑つぶったまま眉まゆ根ねを寄せ、もう一度呻いた。

「ジャリス！　大だい丈じよう夫ぶですか？……うっ」

　横たわったジャリスに、シャルマが手を伸のばす。その手にさっと切り傷が生まれた。そこから赤い血がつうっと流れる。

　寝台を見ると、ジャリスが苦しげな表情のまま、そっと目を開けた。その目を見て息を吞のむ。

「これは……！」

　ジャリスの両目は、毒々しいまでの赤に染まっていた。その赤い目がぎょろりとコダート達を睨にらむ。まるで操り人形のようなぎこちない動きで起き上がったジャリスが、ゆっくりと笑えみを浮かべた。見た事もない、彼女が絶対に浮かべない冷たい笑みを。
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　ここはどこだろう？

　ジャリスは辺りを見回した。いつのまにか真っ暗で何もない所に立っていた。

「コダート！　シャルマーッ。リク！」

　叫んでみたが返事はない。自分はここで何をしているのだろう？

（えっと、確か、ターラに首くび飾かざりを修理して貰もらって、それを首にかけたら、すごく気分が悪くなったのよね。それから気を失って……）

　その時は確か、バルク号の甲かん板ぱんにいたはずだ。だが見回した限り、ここは船内ではないし、潮の香かおりもしないから海の近くでもないようだ。もしかしたら気絶している間に、どこかに移動したのかもしれない。それとも、これは夢だろうか。

「……うわぁ～ん」

　ふと聞こえてきた子供の泣き声に、慌てて辺りを見回した。遠くでぽつんと小さな明かりが灯ともっている。誰だれかいるのだろうかと、とりあえず明かりに向かって走り出す。カッカッと足音を響ひびかせながら走ったが、どこまで行っても周りは闇やみに包まれていた。

　かなり長く走ったが、息切れはしなかった。お腹なかもすかないし、疲つかれもしない。そうしてようやく明かりのすぐ側まで辿り着いた。明かりは、細くて今にも消えそうなろうそくだった。その傍かたわらで男の子が膝を抱かかえていた。そして俯うつむいたまま声を上げて泣いている。

「どうしたの？」

　なぜだか恐おそろしさは感じなかった。短い赤毛を緩ゆるくくねらせた男の子は、まだ十歳にも満たないだろう。しゃくりあげながら顔を上げた男の子の瞳ひとみの色を見て、ぎょっとした。

　両目とも色が違ちがっていた。右目が金で左目が緑だ。肌はだの色もどことなく自分と違う。白く見えるが鈍にぶい光こう沢たくがある。まるでそう、銀色のように。

「……お兄ちゃんがいなくなった。いつも一緒だったのに。もうずいぶん長い間帰ってこない」

　泣きじゃくる男の子の前で膝をつく。そっと肩かたに手を置くと、男の子がすんと鼻を鳴らした。

「お兄ちゃん？　お兄ちゃんはなんて名前なの？」

　辺りを見回した。どこにも人の姿はない。ここがどこだかは判わからないが、男の子が一人でいるのは妙みようだった。しかもこの子はどう見ても人間ではない。

「アリフラストって言うんだ。すごく優やさしいお兄ちゃんだよ」

　はっとして目を見開いた。もしかしたらここは……。

「そのお兄ちゃんと、ここにいたの？」

「うん、僕はここでずっとずっと一人だった。たまに誰かくるけど、僕は嫌きらいだって言ってすぐにいなくなっちゃう。誰か助けてっていつも叫んでたら、お兄ちゃんが来てくれたんだ。それで一緒にいてくれるって言ったの。仲良くしようって。でも、帰ってこなくなった……」

　悲しげな表情を向けられて、安心させようと微笑ほほえもうとした。

　だが男の子が急に無表情になったのに気づいて、顔が強こわばった。

「お姉ちゃん。僕寂さびしいんだ。ここにいてよ。僕はここから出られないんだ。僕と一緒に……」

　腕うでを摑つかまれた。ひどく冷たい手だった。色の違う二つの両眼にじっと見み据すえられると、蛇へびに睨まれた蛙かえるのように、少しも動けなくなる。ぞっと背筋が凍こおり付いた。思わず手を振りほどこうとしたが、男の子の力は強かった。

「帰らないでね……。お兄ちゃんみたいにいなくなったら嫌いやだ。ここでずうっと一いつ緒しよにいよう」

　摑まれた腕が、急に黒いもやに包まれた。見ると、男の子の身体からだ全体が黒いもやとなって、ジャリスの身体を包み込もうとした。

　逃げなければ、と本能が叫さけんだ。これは自分が知っている人間でも魔物ジンでも精霊ジヤーンでもない、邪じや悪あくなもの。そう、この男の子が闇ザラのーム・精ジヤ霊ーンだ。このもやに包まれたら、どうなるか判らない。

　だが、みじろぐ事もできなかった。黒いもやに包まれた身体同様、ジャリスの心にも黒いもやが襲おそいかかっていた。
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　寝しん台だいから降りたジャリスが、冷たい笑みを浮うかべていた。コダートは、そんなジャリスを呆ぼう然ぜんと見つめる。彼女の身体から魔ま力りよくを感じた。それも、オシリスと相対した時と同じように、恐ろしい程強大な魔力だった。

「何だ、この魔力はっ」

　部屋に飛びこんできたのはターラだ。そしてジャリスの姿を見付けて顔色を変えた。

「……まずいぞ。首飾りの魔力に吞まれてる。身体を乗っ取られてるんだ！」

　叫んだターラと同時に、ジャリスが右手を振り上げた。その手に黒いもやが現れる。それが、近くにいたシャルマ目がけて放たれた。

「危ないっ」

　コダートはすぐさま駆かけ寄って、シャルマを突つき飛ばした。自分も避よけたつもりだったが、黒いもやが服をかすり、一いつ瞬しゆんでばっさりと裂さけた。逸それた黒いもやがそのまま船室の壁かべにぶつかると、メキメキと音がした。見ると、壁には大きな穴が空いている。

「首飾りが原因なんでしょう！　あれを外せば……」

　シャルマがすぐに立ち上がって、ジャリスに近付こうとした。だがターラが首を振る。

「駄だ目めだ、ジャリスが首飾りの魔力に勝てれば意識は戻もどる。もう少し待てっ」

「勝てなかったらどうするんです！」

　シャルマが悲痛な声を上げると、ターラが唇くちびるを嚙かみしめた。

「言っただろう。心が弱ければ魔力に吞まれて、二度と人間には戻れなくなる」

　ターラにとっても苦く渋じゆうの選択だったのだろう。だが両手を握にぎりしめたシャルマが、意を決したように顔を上げた。そして慎しん重ちような足取りでジャリスに近づく。視線は首飾りに向いていた。

「……駄目だ」

　首飾りを外すつもりだと気づいて、思わず呟く。シャルマがはっとしたように顔を向けた。

「駄目だ。ジャリスはきっと戦ってる。言っただろう。俺達はもう見守って手助けするしかできないんだ。ここで首飾りを外したら何にもならない！」

「ですが、コダート……！」

　反論したいのは判る。本当は自分だって、首飾りを外したい。それでもぐっと堪こらえた。そしてゆっくりとジャリスに一歩近付いた。

「ジャリス、聞こえるか？」

　ジャリスが冷れい笑しようしたまま、片手を上げた。現れた黒いもやが、こちらに向かって放たれる。それが頰ほおをかすめて、ビリッと痛みが走ったが、それでもコダートは歩みを止めなかった。

「ジャリス、勝てる、お前なら勝てる」

　すぐ側そばまで歩み寄ると、ジャリスがふいに首を傾かしげた。そのまま、ぎゅっと抱だきしめる。身体は死人のように冷たかった。その冷たい身体が少しでも温かくなるように、強く抱きしめた。

　身じろいだジャリスの身体から黒いもやが上がった。身体のあちこちにビリビリと痛みが走る。服が破れて流れた血が、床ゆかを汚よごした。

「コダート！」

　シャルマの叫びが聞こえたが、身体を放さなかった。そして赤くなった目を見つめる。
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「勝てる、お前は勝てる。戻って来い、俺達の……俺の所に」

　再び黒いもやがコダートの身体を包んだ。それでも、強い願いをこめた両りよう腕うでを放さなかった。
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　黒いもやに包まれた身体がどんどん冷たくなっていく。ジャリスは逃のがれようと必死だった。だがどこまでもまとわりついてくるそれからは逃にげられない。走ろうとしたが、足にからみついたもやのせいか、一歩も動けなくなっていた。焦あせりと恐きよう怖ふが心を支配していた。

　これは現実ではない。だが洞どう窟くつで見た幻げん覚かくでもない。もちろん夢なんかでもない。このままここで捕つかまってしまったら、もうみんなの所へは帰れないと直感していた。

〝痛い！〟

　頭の中で誰かが叫ぶ。すると、以前身体の具合が悪くなって、寝ね込こんだ時の事を思い出した。あの時は関節が痛んで起きあがる事もできなかった。人生最大の痛みを味わった。

〝悲しい！〟

　その叫びとともに思い出したのは、アブウが消しよう滅めつした瞬しゆん間かんだった。指先から灰になっていくアブウを、どうする事もできなかった。あの時の悲しみは、心を粉々にうち砕くだいた。

〝寂しい！〟

　次に聞こえた声で思い出したのは、洞窟で幻覚を見た時だ。たった一人で恐ろしい幻覚を見せられた。誰かに側にいて欲しかった。寂しくて寂しくて、仕方なかった。

〝怖こわい！〟

　その言葉が思い出させたのは……オシリスの顔だった。そしてアラバーナ大陸が見み渡わたす限り何もない砂さ漠ばくに変わった光景だった。大切な仲間達も、旅をして知り合った友も、誰だれもいない。

　何もない静けさだけが支配する世界。その静けさが、何より恐ろしかった。

　頭の中で誰かが負の感情を叫ぶたび、それに反応するように人生の中で辛つらかった出来事が思い浮かぶ。一つ一つでも耐たえられなかったのに、すべてが同時に襲いかかってくる。まるで太くて長い杭くいが何本も突き刺ささったように、心が悲鳴を上げて血を流した。

　心の痛みに耐えられず、意識がもうろうとしていく。ジャリスはそれが嬉うれしいとさえ思った。気を失ってしまえば、もう何も思い出さなくてすむ。

　だがふいに頭の中に、負の感情を叫ぶ声とは違ちがう、優しい声が響ひびいた。

〝……勝てる、お前は勝てる〟

　力強くて温かい声はコダートだ。遠くなりかけた意識が突とつ然ぜんはっきりとした。

〝戻ってこい、俺達の……俺の所に〟

　コダートの声が、負の感情を叫ぶ声に被かぶさった。彼の声が癒いやしの光のように、傷を負った心を暖かく照らした。その光の正体は知っている。痛みに耐たえて、乗り越こえる勇気だ。

　大きく深呼吸した。そしてここにいる目的を思い出す。身体を包む黒いもやに目をやった。ここはきっとどこでもない世界。しいて言うなら、首くび飾かざりの中だろう。この黒いもやに姿を変えた男の子が、きっと首飾りの精霊だ。アブウやルーレルのように外の世界に出られない精霊。だから人間の身体の中に入りこむ事もできる。アリフラストもそうして、自分の中にこの精霊を取り込み、オシリスに対たい抗こうするだけの魂こん魔まを作りだしたのだ。

「……ねえ、わたしはジャリスって言うの。あなたの名前は？」

　抵てい抗こうしたい気持ちを堪えて、なるべく優やさしく話しかけた。落ち着こうとしたが、声が震ふるえている。黒いもやが一瞬動きを止め、ゆっくりと蠢うごめくと、その中に男の子の顔が浮かび上がった。

「……僕はハミーム」

　もやの中の顔が、小さな声で呟つぶやいた。その顔に向かって必死で笑えみを浮かべる。

　敵ではないはずだ。彼を仲間にする事はできるはず。アリフラストはそれを成し遂とげて魔力を持った。自分にだってそれはできるはずだ。そう、心の中で言い聞かせた。

「ハミーム。わたしは逃げないわ。お話ししてもいい？」

　戸と惑まどうようにうごめいていたもやが、やがて再び人の形を取り始める。人間の姿になったハミームを見て、少しだけ安あん堵どした。

「ずっと、ここにいるの？　ハミーム」

　腕うでは摑つかまれたままだが、もう抵抗はせずに跪ひざまずいて視線を合わせた。

「うん、生まれた時からここにいるよ。僕は首飾りの精霊だってお兄ちゃんが言ってた。でも普ふ通つうの精霊とはちょっと違うって。普通の精霊は人間の姿をしているでしょう。僕、お兄ちゃんと仲良くしてた時には、お兄ちゃんの目を通して外の世界を見る事ができたんだ。彼らとお兄ちゃんが話をしているのを聞くのは、すごく楽しかった。あ、そうだ。ルーレルってランプの精霊のお姉ちゃんがいたよ。すごく羨うらやましかったんだ。あんな風に僕も外に出てみたかった」

　寂さびしそうに俯うつむいたハミームの顔を、首を傾げて覗のぞき込んだ。

「……じゃあ、わたしの身体に入らない？　そうすれば、また外の世界を見られるわ。そうそう、ルーレルも一緒にいるのよ。彼女と話だってできるわ」

　ハミームの目が大きく見開かれた。そしてまじまじとこちらを見つめる。

「僕と、友達になってくれるの？」

「ええ、その為ためにここに来たの。あなたのお兄ちゃんに頼たのまれたのよ。お兄ちゃんがね、もうここには来られなくなったから、代わりにわたしに行って欲しいって。わたし、あなたと仲良くしたいわ。お友達になりたいの」

　方便ではあったが、気持ちに噓うそはなかった。ハミームの顔がぱぁっと明るくなる。

「ずうっと一いつ緒しよ？」

「ええ、あなたが嫌いやにならない限りは」

　片目を瞑つぶると、ハミームが満面の笑みを浮うかべた。いつのまにか、腕を摑んでいる彼の手が温かみを取り戻している。

「外にはわたしのお友達がたくさんいるの。みんなに紹しよう介かいするわ。たくさんたくさん友達ができるわよ。……一人でずっとこんな暗い所にいるなんて、寂しかったわよね」

　紅潮した頰に手を当てると、ハミームが嬉しそうに笑った。

「うん、ありがとう。でも、ここからどうやって出るの？　僕はそれが判わからないんだ」

　ゆっくりと立ち上がって、ハミームの小さな手を握りしめた。

「大だい丈じよう夫ぶ、声が聞こえる方にいけばいいのよ」

「声？　声なんて聞こえないよ」

　目を丸くしたハミームが、辺りをきょろきょろ見回した。

「いいえ、聞こえるわ。さっきからずっとわたしを呼んでる。きっとここから出られるわ」

　ジャリスの耳には、木霊こだまのように何回も何回も、優しいコダートの声が聞こえている。その声を聞くだけで安心できた。彼はいつも自分を守ってくれた。広い背中が庇かばってくれた事が何度あっただろう。そしてそんな時、胸がいつもと違う鼓こ動どうを刻んでいた。

　それが何か薄うす々うす判っていながら、それでもはっきり考えるのを拒きよ否ひしていた気がする。正直、恐おそろしかった。優しくて楽しい関係が崩くずれてしまうかもしれないと。

　彼が自分の事をどう思っているのか判らない。婚こん約やくを破は棄きした理由も、いまだ聞けていない。

　それでも心には、温かいけれど、考えると恥はずかしさに胸が苦しくなるような、その苦しささえも幸せだと思うような、そんな初めて味わうような感情が芽生えていた。

　この感情の正体には、さすがに気づいている。

　コダートは自分にとって〝特別な人〟だ。ずっと一緒にいたナッシルやシャルマではなく、自分を愛しているといってくれるクアイでもなく、その他ほかの誰だれでもない、コダートだけが。

（コダートに会いたい。いつもの優しい笑顔で、わたしの目を見て名前を呼んで欲しい……）

　ジャリスはハミームの手を引いて、コダートの声に導かれるように歩き出していた。
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　はっと目を覚まして最初に見えたのは、コダートの嬉しそうな微笑ほほえみだった。間近にあるコダートの顔に、ジャリスは思わず目を瞬またたかせた。

「目が覚めたのか？　よかった……」

　吐と息いきが頰にかかった。かっと顔が赤くなる。コダートへの気持ちを自覚した以上、この距きよ離りはかなり恥ずかしいものがある。しかもどうやら自分はコダートに抱だきついているようだ。

　慌あわてて離はなれようとしたが、手にぬるりとした感かん触しよくを覚えてはっとした。

「血……？　コダート！」

　叫さけぶと、コダートの身体からだがぐらりと前に倒たおれ込む。何とか支えると、シャルマが駆かけ寄った。

「これはひどい……。傷の手当てをしなければ！」

　よく見ると、コダートの身体は傷だらけだ。一つ一つは浅い切り傷のようだが無数にあった。床ゆかに流れている血の量は尋じん常じようではない。ターラも駆け寄り、シャルマと一緒にコダートを寝しん台だいに寝かせた。真っ青な顔をしたコダートは、気を失ったのかぴくりとも動かない。

「何があったの？　どうしてこんな事に……」

「お前が首飾りの魔ま力りよくに吞のまれかけたんだ。コダートが無む謀ぼうにも近付くから……」

　ターラの話に、愕がく然ぜんとした。眠ねむっていた間に、魔力が暴走していたらしい。あのままハミームから逃にげ続けていれば、きっとみんなの所には戻もどってこられなかっただろう。

〝お姉ちゃん、そのお兄ちゃん、助けたいの？〟

　ふいに頭の中に声が響いた。辺りを見回したが、声の主であるハミームがいない。目を丸くしていると、再びハミームの声がした。

〝僕はお姉ちゃんの目を通して見てるんだ。ねぇ、そのお兄ちゃんはお友達なんでしょ。助けてあげる？〟

「できるのっ？」

　声を上げると、シャルマ達が目を丸くした。

「どうしたんです？　ジャリス」

「せ、説明は後でするわ。ハミーム、できるの？」

〝やるのはお姉ちゃんだよ。僕はお姉ちゃんの中に……えっと、魂魔？　を作ってあげられるんだ。あ、お兄ちゃんにも作ってあげたんだよ。お兄ちゃんはその力で人間の傷を治してた〟

　その話は以前ルーレルからも聞いていた。アリフラストは触ふれるだけで人間の傷を治せたらしい。その為、神として崇あがめられたのだと。

〝……魂魔を作ったら、僕はもうお姉ちゃんと話せなくなる。僕が魂魔に姿を変えるんだから。でもそれでもいいんだ。お姉ちゃんの目を通して、外の世界を見られる。お姉ちゃんが友達になった人は、僕の友達。あんな暗い所はもう嫌だよ。お姉ちゃんと一つになる方がいい。お姉ちゃんはお兄ちゃんと同じ匂においがするから〟

　頭の中に、ハミームの嬉うれしそうな顔が浮かんだ。そしてその顔がすうっと消えていく。

「ハミーム！」

　叫ぶと同時に、下腹部がかっと熱くなった。思わず腹を押さえて蹲うずくまる。その熱さが全身を駆けめぐり、脳天を直ちよく撃げきした。沸ふつ騰とうするほど頭が煮にえたぎり、身体からだ中じゆうに力がみなぎる。

「……その魔力は！」

　驚おどろいたように目を見開いて、ターラが後ずさった。その姿が一いつ瞬しゆんでシャイターンとなる。

「うわっ、驚きすぎて変身しちまった。……いや、ジャリス、それでいいんだ。腹が熱いだろう？　その一番熱い所に、魂魔ができてるんだ。俺達と同じ所に」

　ターラが自分の下腹部を押さえた。ジャリスも同じ所に手を当ててみると、火傷やけどしそうに熱かった。その熱さが身体をぐるぐる回っているのに、不思議と気分は良かった。

（これが魂魔なの？　じゃあ、わたしは魔力を持ったの？）

　自分でも信じられなかった。だが今までと違ちがう力を身体に感じるのは事実だ。息を一つ吐はいて、寝台を見つめた。

「コダートの傷を治すわ。わたしが魔力を持ったのなら、できるはず！」

　気を失っているコダートの胸の辺りに手を置いた。どうやればいいのかなんて判らない。だから、祈いのった。傷よ治れと。また元気で優しい笑顔が見たいと。

　それは心からの祈りだった。その祈りが届いたのは、すぐの事だった。
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「さ、修理できたわよ」

　バルク号の船長室で、ジャリスはほっとして声を上げた。手にしているのは、アブウの水差しだ。修理といっても、壊こわれた水差しのかけらをはめあわせただけだった。

　だが、はめあわせた部分を指先で撫なでるだけで、水差しはなめらかな表面を取り戻す。傷一つない元の形に戻るまでは、あっという間だった。隣となりで見ていたルーレルが目を輝かがやかせた。

「やったね。これで、アブウが生き返るかもしれない」

　その希望はジャリスの心にも火を灯ともしている。期待を胸に、水差しに向かって呼びかけた。

「アブウ、アブウ、出て来て。ジャリスよ」

　だが水差しはうんともすんとも言わなかった。何度も呼びかけたが、やはり何も起こらない。

　それでも必死で呼び続けていると、見守っているつもりなのか、船長室の寝台に横になっていたターラが、ゆっくりと起きあがった。

「酷こくな事を言うようだが、いくら水差しを修理しても、生き返るなんて無理じゃねぇか」

「余計な事を言うんじゃないよっ。絶対に生き返るさ。あたしは信じてる！」

　ルーレルがぎらりとターラを睨にらみつけながら、水差しを手にとった。

「まだ時間がかかるのかもしれない。あんたが持ってな。あんたがご主人様なんだから。アブウにたくさん声をかけてあげて」

　受け取ったジャリスは、大きく頷うなずいた。元通りになった水差しを見ただけで元気になった気がした。もしかしたらもしかしたら、それは万に一つの可能性かもしれないけれど、またアブウに会えるかもしれない。いつものように水差しにひもをつけて、腰こし帯おびに結びつけた。その感触がまた嬉しかった。どうもこれが腰こしにないと落ち着かない。

「ジャリス」

　ほっと息をつくと、扉とびらを開けてコダートが入ってくる。魔力を暴走させたせいで怪け我がをしたコダートだが、ジャリスが祈ると無数にあった切り傷が一瞬で治った。夕刻になって目を覚ました後も、身体に異状はないという。自分でやった事ではあるが、まだ信じられなかった。

　コダートが目の前まで来て、何か話し始めた。正面から顔を見るのは、何だか恥ずかしかった。本音を言えば、どこかに隠かくれてしまいたい。赤くなるなと心で念じてしまう。

（うわぁっ、ドキドキするっ。どうしよう！　い、息が苦しい！）

　こんな気持ちは初めてだ。どくどくと早はや鐘がねを打つ鼓動も、かっかっと熱くなる顔も、どうやったら止められるのか判らない。

「……って、聞いてるか？」

　はっとして目を向けると、コダートが不思議そうな顔をしている。

「う、うんっ、今日はもう日が沈しずむから、明日の朝、出発よね？」

「そうだ、ルーレルが魔法の絨じゆう毯たんを出してくれるから、俺達はそれに乗ってオシリスの宮きゆう殿でんに向かう。バルク号はサイカがタバラン国まで移動させてくれるそうだ」

　それなら安心だとほっと胸をなで下ろした。大切な船だ。ここに置き去りにしたくなかった。コダートがふっと微笑む。

「今日はゆっくり休め。それから、傷を治してくれてありがとう」

　優やさしい優しい笑えみだった。いつも見ているはずなのに、今日は何だかいつもと違う。

「え、えっとっ、わたし、船の様子を見てくるっ」

　以前なら微笑み返せたはずなのに、顔が強こわばってしまっている。さっと顔を伏ふせて、コダートの隣を駆け抜ぬける。コダートが呆ぼう然ぜんとしたようにこちらを見ているのが判わかった。

「ど、どうしたんだよ、ジャリス。船の点検ならシャルマ達が……」

「いいのっ、わたしが船長なんだから、船長として仕事して……」

　もう自分でも何を言っているのか判らなかった。足早に外に出て、扉を閉める。はあはあと息が荒あらくなっているのを何とか静めて、甲かん板ぱんへと足を向けた。

（と、とりあえず、落ち着こう。コダートがいない所でゆっくり考えよう）

　人を好きになるとは、もっと優しくて幸せで楽しいものだと思っていた。だが、どうやら現実は違うようだった。




　甲板には夕日が差していた。ほてった顔に、冷たくなってきた海風が心地ここちいい。ジャリスは手すりに近づいて、ふうっと息をついた。

「ジャリス、どうしたんです？」

　声をかけたのは、帆ほの点検をしていたシャルマだ。近づいたシャルマに、小さく首を振ふった。

「な、何でもないわ。それより、リクとリンドは？」

「サイカと一いつ緒しよに食料を捜さがしに島へ行きましたよ」

「そう……。あの、あのね、シャルマ」

　ふいにずっと気になっていた事が頭をかすめた。それを考えると、心の中に初めて生まれたコダートへの淡あわい気持ちが、暗いものへと変わってしまう。

「どうしたんですか？」

　首を傾かしげたシャルマに、意を決して口を開いた。

「あの……、わたし、コダートに婚こん約やくを破は棄きされてしまったの。その話は、知ってる？」

「いえ……。初耳です。一体どうして？」

　眉まゆ根ねを寄せたシャルマに首を振った。聞きたいのはこちらの方だ。

「さあ、それはわたしにも判らないの。コダートが父さんに破棄するって言ったんですって。それで……わたし考えたんだけど、もしかして……」

　その先はあまり口にしたくなかった。コダートの〝気になる人〟が誰だれなのか、ずっと考えているが判らない。不安はとめどなく心に広がっていく。

　洞どう窟くつで見た幻げん覚かくはもしかして、本当の事ではないだろうか、と。

「う、ううん。そうじゃなくて。あの……そうだ。前にわたしの具合が悪くなった時、シャルマ達がフルジアヌス島に薬の材料を採りに行ったでしょ。その島ってどんな所だった？」

　なるべく軽い調子で聞いてみた。だが、明らかに話の前後に繫つながりがない。さすがに自分でもどうかと思ったが、シャルマは片かた眼鏡めがねを押し上げて、肩かたを竦すくめた。

「小さな島でしたよ。コダートの知り合いの女領主が治めていて、なかなか裕ゆう福ふくそうでした」

　答えてくれてほっとした。そのまま一番聞きたかった事を口にした。

「その女領主って、どんな人……？」

　幻覚を見た時は、顔までは判らなかった。だが、すらりとしていて、後ろ姿を見ただけで美人だと想像がついた。

「……ジャリス、そういう事は直接コダートに聞いた方がいいかと思います」

　返された言葉に、真っ赤になってしまうのを止められなかった。シャルマが薄うすく微笑ほほえむ。

「他人に聞いてもしょうがないですよ。それは真実ではないかもしれません。私の独断と偏へん見けんが入りますから。あなたが聞けば、コダートは包み隠さず自分の想おもいを話してくれるでしょう。ですが、今は明日の事を考えた方がいいです。オシリスとの対決はもう目の前なのですから」

　そのままシャルマが背を向けた。恥はずかしさの余り、顔を両手で覆おおう。シャルマの言うとおりだ。他人に聞いた話では、真実を見誤る恐おそれがある。しかもこれは間ま違ちがいなく私事だ。

　そして今はそれどころではないとも判っていた。明日にはオシリスの所へ向かうのだから。

　船室へ続く扉が閉まる音がして、ようやく顔を上げる。

（わたし、駄だ目めね。感情に振り回されてるわ。やっぱり今は何も考えないようにしよう。オシリスを倒たおす事に集中しなきゃ）

　夕焼けを受けて輝く海と、心を落ち着かせてくれる優しい夕ゆう凪なぎ。もう一度、必ずこの海に帰ってきたかった。もちろんみんなと一緒に。
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　クアイは首都のエオージュから北にある、大おお地じ震しんでできた亀き裂れつの辺りに陣じん取どっていた。右手に顔を向けると、見み渡わたす限かぎりの軍勢が一列に並び、剣けんと盾たてを持って仁に王おう立だちしている。左手も同様だ。背後にもおびただしい数の軍人達が隊列を組んでいた。

　その中心の最前列にいたクアイだが、心の中ではジャリスの事が気になっていた。彼女はオシリスを倒す為ための武器を取りにいったらしい。捜しにいきたいが、状じよう況きようが許さなかった。

「おのれ、オシリスめ。俺の人生最大の楽しみ、ジャリス観察を邪じや魔ましやがって！」

　思わず口くち汚ぎたなくののしった。近くにいた軍人が目を丸くしている。

「クアイ皇子！　海かい賊ぞく同盟の軍勢が撤てつ退たいしてきます！　その向こうに、砂の兵士達がっ」

　馬で駆かけてきた伝令の言葉を聞いて、気を引き締しめた。

　陽動作戦の為にかり出されていたタバラン国の軍人達は、町の人々を避ひ難なんさせる為、ヤナキムと一緒に首都のエオージュに一度戻もどった。そしてクアイが五千人ほどの軍を再編制した時、ナッシルからの手紙を持った早馬が王宮を訪おとずれた。

　それによると、砂の兵士達は既すでに国境をこえてしまったらしい。なるべくエオージュに近づかせないように、比ひ較かく的てき町の少ないこの辺りに誘ゆう導どうするという。

　クアイはすぐさま軍を率いて、指示された場所までやってきた。砂の兵士をくい止めているのは、ナッシル達海賊同盟の者と、各国の精せい鋭えい達、約三千人だ。彼らと自分達の軍五千人。千人ほどの砂の兵士達には、数では負けるはずがなかった。

　クアイは馬に跨またがって剣を引き抜き、背後の男達に声を上げた。

「前進だ！　砂の兵士達を絶対にくい止めるんだ。進めっ」

　合図とともに、馬に乗った男達が駆けだした。もちろん先頭を行くのは自分だ。皇子だからと後方に下がるのは、誇ほこりが許さない。

　しばらく馬で駆けると、前方に砂すな埃ぼこりが見えてくる。現れたのは、海賊同盟の八角形の印が入った旗を掲かかげた軍勢だ。だが三千人はいるはずなのに、こちらに向かう軍人達は数百人ほどしかいなかった。その中にナッシルの姿を見付けて、声を張り上げた。

「ナッシル、下がって少し休め、ここは任せろ！」

　ナッシルは顔も鎧よろいも砂だらけだ。疲つかれた顔をしていたが、目に宿った光はまだまだ健在だ。

「そういう訳にはいかない。ここで体勢を立て直す。クアイ皇子……あの砂の兵士はやっかいだぞ。倒してもまた蘇よみがえる。あいつらが持つ剣で切られたら石像になるぞ！　こっちの被ひ害がいは甚じん大だいだ。ほとんどの軍人達が石像に……」

　馬を翻ひるがえして、同じように前方を見つめたナッシルが、はっとしたように目を見開く。

「来るぞっ」

　ざっざっざっと規則正しい足音が辺りに響ひびく。舞まい上がった砂のせいで、視界が黄色一色に染まった。その中から、それは突とつ然ぜん姿を現した。

　まったく同じ顔を持つ無表情の兵士達は、縦横ぴったり同じ人数が整列し、正方形の陣じんを組んでいた。気味が悪いほど揃そろった足や手の動きで、一糸乱れず行進している。

「突とつ撃げきーっ」

　叫さけんで剣を振り上げる。それを合図に軍人達が一いつ斉せいに前進した。騎き馬ば隊の後ろには、歩兵が三千人控ひかえている。それだけの軍勢を見てもなお、向かってくる兵士達は歩みを緩ゆるめなかった。

「うおぉぉぉぉ！」

　雄お叫たけびを上げて馬を駆る軍人達が、最前列の兵士を一刀両断した。兵士の姿が、一いつ瞬しゆんでさあっと砂となって崩くずれる。クアイも兵士に近付き、馬上から剣を突つきつけた。砂に変わった兵士を見ても、油断はしなかった。

　案の定、すぐに兵士の再生が始まった。最初は両手ほどの砂の固まりが地面に生まれた。周りの砂がそれに吸い寄せられるようにして集まり、馬の鼻先まで膨ふくれあがる。そこから余分な砂が落ちて、逞たくましい腕うでと足、そして鎧をつけた身体からだが現れる。最後に出来上がったのは、決して光を宿す事がない目と、描えがいたような鼻。そして真一文字に引き結ばれた口を持つ顔だった。

　クアイはちっと舌打ちした。これではきりがない。周りをすばやく見渡すと、兵士の剣で軍人が刺さされていた。うっと呻うめいて馬から落ちた軍人が、そのまま硬こう直ちよくしたように動きを止める。

　変化は指先から始まった。浅黒いが柔やわらかそうな肌はだが、灰色の硬こう質しつな物体へと変わっていく。そして震ふるえていた身体の動きがぴたりと止まり、軍人の姿が石像へと変わった。

「おのれっ……」

　このままではたとえ数で勝まさっていようと勝てはしない。さっとナッシルに目をやった。彼は目の前の兵士と戦っている。

「ナッシル！　後ろだっ」

　叫んで駆け寄ったが、背後に忍しのび寄った兵士が馬上のナッシルめがけて剣を突きつけようとした。ナッシルがさっと馬を操あやつり、素す早ばやい身のこなしでよける。兵士の剣が逸それて、ナッシルの腰こしにぶら下がっていた皮かわ袋ぶくろを切り裂さいた。中に入っていたのだろう液体が辺りに飛び散る。

「ああっ、俺の命の酒が！」

「ばか、今はそんな状況じゃないだろう！　これが終わったら、いくらでもうまい酒を……」

　そこまで叫んではっとした。目の前である光景が広がっていた。その意味に気付いたのは、自分だけではないようだ。

「これは……」

　呟つぶやいたナッシルが、周りの兵士達を牽けん制せいしつつ、こちらに馬で駆け寄った。

「クアイ皇子、これはいけるかもしれない。これなら……」

　ナッシルも同じ事に気付いたのだろう。二人で大きく頷うなずく。

「一度撤退するぞ、引けっ。亀裂に架かけられた橋を渡わたって東に進むんだ！」

　合図を出すと、軍人達が素早く撤退を始めた。兵士達は追いかけてはこない。もう一度来た時と同じように正方形の陣を組み、何事もなかったように進み始める。

「ちょうどいい場所がこの近くにある。そこにあいつらを誘さそい込もう！」

　クアイは、ナッシルに向かって声を上げた。残された時間はわずかしかない。

　馬で駆けつつ心の中で叫ぶ。これ以上ジャリスを見つめる楽しみを奪うばわれてなるものか、と。
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　黄金の宮きゆう殿でんにある広間では、百人ほどの魔物ジン達が跪ひざまずいている。椅い子すに座っていたオシリスは、一番近くで頭を下げているラシッドに目をやった。

「ラシッド、俺もそろそろ外の空気が吸いたくなってきた」

「ですが、お身体は大だい丈じよう夫ぶでございますか？　まだ蘇られたばかり。大事をとられた方が」

「身体は大丈夫だ。それより、退たい屈くつなのが我が慢まんできん。砂の兵士達はどの辺りにいるんだ？」

「東に向かって進軍しております。まずはタバラン国を廃はい墟きよに変え、次はマハル王国、そしてケレン国と進む予定です」

　次々に各国を襲おそう計画はラシッドが立てたものだ。待っていれば、砂の兵士達がアラバーナ大陸を砂の大地へと変えてくれる。だが、オシリスは待つのが嫌きらいだった。

　ゆっくりと椅子から立ち上がる。そして跪いている魔物達に、声を張り上げた。

「では、俺も砂の兵士達を手伝うとしよう。あいつらは歩みが鈍のろくていかん。アラバーナ大陸ごときを滅ほろぼすのに時間をかけるのは面めん倒どうだ。俺が出向いて直々に人間達を石像にしてやる」

　殺すより、石像にする方が好きだ。石像を見るたび、勝利した時の喜びを思い出させてくれる。そして、生き残った人間達は石像を見て恐きよう怖ふし、強大な魔王マリードの力に恐れおののくだろう。

「ついてくるのはハジだけでいい。他の者達はここに残れ」

　命じると、魔物達がざわついた。慌あわてて膝ひざでにじりよるラシッドを、手で制した。

「大丈夫だと言ってるだろう。俺を倒せる者などもういない。ラシッド、宮殿は任せたぞ」

　蘇った魔力に負けないほど、自信がみなぎっていた。人間達が恐怖におののき逃にげ回る様を想像して、腹の底から笑いがこみ上げた。
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　クアイは、ナッシル達と一いつ緒しよに砂の兵士達と戦いつつ少しずつ後退していった。ナッシルと考えた、ある作戦を実行する為に。それには砂の兵士達の進路を変える必要があった。

　砂の兵士達には、自我というものがないようだ。目の前に敵がいればそちらに向かっていくが、完全に姿が見えなくなると、すぐに陣じん形けいを組んでまっすぐエオージュに向かってしまう。だから戦いながら、うまく兵士達を目的の場所へ誘導しなければならない。

「クアイ皇子。こちらの被害が甚大です。約半数の軍人が石像に……」

　不安げな表情で駆け寄ったのは、タバラン国の将軍の一人だ。通ってきた道には、おびただしい数の石像が並んでいる。

「駄だ目めだ、俺たちが退けば、砂の兵士達はエオージュに向かう。ヤナキムがエオージュの民たみ達を避難させているはずだ。時間を稼かせぐんだ。それが俺達王族と軍人の務めだろう！」

　一いつ喝かつすると、はっとした表情になった初老の将軍が、胸に手を当てた。

「御ぎよ意いっ」

　馬で駆けていく将軍の姿を見送る。だが本当は、クアイの心にも不安が広がっていた。

　砂の兵士達の狙ねらいはタバラン国だけではないはずだ。違ちがう国に民を避難させても、不死身の砂の兵士達はどこまでも静かに、そして執しゆう念ねん深ぶかく追ってくるだろう。

　アラバーナ大陸のどこに逃げても追ってくるなら、ここでくい止めるしかない。最初はそんな事などできはしないと諦あきらめかけていた。いつでも自信たっぷりな自分がそう思うほどに、死なない砂の兵士達の勢いは凄すさまじかった。だが、クアイもナッシルも砂の兵士と戦っていてある事に気づいた。そしてそれは、自分達にかすかな希望の光を与あたえた。

「クアイ皇子。例の場所はまだか！」

　ナッシルがこちらに馬で駆け寄った。背後には海賊同盟の見習い、ニザーイがいる。

「もう少しだ。もう少しでつく。あの場所なら作戦を実行するのには打って付けだ」

　起死回生の策として、即そく座ざにある作戦を考えついたが、実行するにはタバラン国の北東へ向かう必要があった。

　だから砂の兵士を誘ゆう導どうして、後退しつつ戦っている。そのせいでこちらにもかなりの被害が出ていた。石になってしまった軍人達を見ると、胸が痛んで叫びだしそうになる。

　アラバーナ大陸で長い間戦争が続いていたとはいえ、クアイが生まれる前にターラの呼びかけで実現した停戦条約のおかげで、実際の戦せん闘とう経験なんてなかった。幼い頃ころから兵学を学び、それを実じつ践せんできないなんてつまらないなどと、馬ば鹿かな事を考えていた昔の自分に腹が立つ。

　戦いからは何も生まれない、言葉では判わかっていても、心で感じたのは初めてだ。

「うわぁぁ」

　すぐ近くで叫び声が聞こえた。砂の兵士に刺されて、馬から落ちた男の身体がみるみる石となる。ずっと堪こらえていた怒いかりが爆ばく発はつするのを止められなかった。

「おのれ！　お前達、絶対に許さないぞ……！」

「待て！　クアイ皇子」

　砂の兵士達に向かおうとしたのを止めたのはナッシルだ。ニザーイが馬を操って進路を塞ふさぐ。

「今は堪えてください。どんな戦いでも、犠ぎ牲せいは必ず出るのですから」

　冷静な声と表情。この男は前から気に入らなかった。ウルネティス国にジャリスが訪おとずれた際、色々と彼女の邪じや魔まをしてくれた。憎にく々にくしげに睨にらみつけたが、ニザーイは表情一つ変えない。

「あなたは指揮官です。あなたが動どう揺ようすれば、みんなにもそれが伝わります」

　はっとして、辺りを見回した。軍人達がこちらに目を向けている。数ではまだまだこちらが有利だというのに、砂にまみれた身体で肩かたを落とし、顔は疲つかれて目が淀よどんでいた。

　ナッシルが、そんな軍人達に向かって声を上げた。

「今は耐えろっ。耐えて勝利を摑つかむんだ。エオージュにはお前達の家族がいるだろう。家族が石像になってもいいのか！」

　周りにいた軍人達が一いつ斉せいに目を見開いた。そしておおっと雄お叫たけびが上がる。勢いを取り戻もどした軍人達が、砂の兵士に斬きりかかっていった。

「クアイ皇子、目的地まで退たい却きやくしてください」

　手た綱づなを引こうとすると、ガーイムがすっと近づいた。ずっと側そばで仕えてくれていたガーイムは、初老とは思えぬ身のこなしで、若い軍人達に混じって一ひと際きわ活かつ躍やくしていた。ガーイムは、元は手て練だれの軍人だった。軍を引退した後、自分の護衛となったのだ。

「私が砂の兵士達を誘導します。精せい鋭えいを揃そろえてあります。ナッシル様と先に行って、作戦の準備をしてください」

　躊ちゆう躇ちよしていると、ガーイムがおもむろに膝をついた。

「……皇子。お仕えできて幸福でした。私が若い頃は、このような戦いくさは各地で起こっておりました。何も判らず戦うだけの日々。そんな日々から救ってくださったのが先代の国王陛下です。陛下が停戦に同意されたおかげで、私は平和というものを初めて知りました。そしてそれがどれだけ大切かを。皇子がまたあの平和な日々を取り戻してくださると信じています」

　ガーイムは、クアイが困ると喜ぶという実に嫌いやな性格をしている。それを穏おだやかで丁てい寧ねいな言葉で隠かくすものだから、なおたちが悪い。いつもからかってばかりなのに、こんな事をいうなんて、信じられなかった。

「なんだ、それは。別れの言葉のようではないかっ」

　ふいに涙なみだがこみ上げた。ぐっと堪えて見下ろすと、ガーイムがにっこり微笑ほほえんだ。

「ええ、そろそろ皇子のお世話係から引退しようと思っておりますので。生きて帰ったら、退職金をたんまりお願いします」

　思わず顔が引きつった。本気で心配したというのにまたからかわれた。

「お、お前っ、また俺を……」

「年寄りの楽しみです。ごかんべんを。さあ、行って下さい。ナッシル様、皇子を頼たのみます」

　ガーイムがさっと馬に跨またがった。その周りに、数百人の軍人達が集まる。そして砂の兵士達の前に立ちはだかった。

「……くっ、退却っ。目的地まで退却ー！」

　言葉を紡つむぐのは死ぬより辛つらかった。不死身の砂の兵士達。とてもガーイム達が勝てるはずがない。だが守るべきはタバラン国の民だ。クアイは振ふり返らずに、夕日を背にして目的地へと馬を走らせた。

　もう戦いはたくさんだった。
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　まだ夜も明けきらない頃、ジャリス達はサイカにバルク号を頼み、ルーレルの魔法の絨じゆう毯たんに乗ってバンダラヤ火山に向かう為ために出発した。

　海上を進み、タバラン国へとやってきた頃には、夜がしらじらと明け始める。明るくなるにつれて見え始めた眼下では、おびただしい人の群れが、荷物を抱かかえて歩いていた。

「エオージュの民達ね、この方角だと、みんな、ネイレス国に避ひ難なんしているんだわ」

　冷たい上空の風に金色の髪かみをなびかせながら、ジャリスは唇くちびるを嚙かみしめる。砂の兵士達を止めるのはやはり難しかったのだろう。前線にいるはずのナッシルが気がかりだった。

「ねぇ、ジャリス。あそこで馬に乗ってるの、ニザーイだよ！」

　目のいいリクが、豆まめ粒つぶほどの人の群れを指した。目を凝こらすと、馬に乗って鎧よろいを着た軍人達が徒歩で歩く民達の周りを守るように進んでいる。

「ニザーイ？　あ、もしかしたら、海かい賊ぞく同盟からの応おう援えんで来てるのかもしれないわ。ねぇ、ルーレル。リクが指した辺りに降ろして。ニザーイから今の状じよう況きようを聞きたいの。あ、でも、歩いている人達が驚おどろくといけないから、みんなに見えない場所に降りてね」

　ルーレルが頷うなずくと、ゆっくりと魔法の絨毯が下降し始めた。魔法の絨毯は速いし便利だが、下降する時が一番ひやっとする。どこにも摑まる所がなくて、そのまま落ちてしまいそうになるのだ。身を低くしていると、魔法の絨毯は歩いている人達の群れから少し離はなれた岩いわ陰かげへ辿たどり着く。一番先に降りたリクが、身軽に駆かけだした。

「俺、ニザーイを呼んでくるよ。ここで待ってて」

　そのまましばらく待っていると、カッカッカッと蹄ひづめの音が聞こえてくる。岩陰からそっと顔を出すと、ニザーイがリクを後ろに乗せ、馬を走らせてこちらに向かってくる所だった。

　手招きすると、ニザーイが相変わらず憮ぶ然ぜんとした表情でこちらに近寄って馬を下りた。

「ジャリス、お前どこにいたんだ。オシリスを倒たおす武器を探しに行くといったまま何日もいなくなってただろう。お前の船の乗組員が……」

　リンドがひょっこりと岩陰から顔を出した。そして両手を合わせる。

「悪い、心配かけたよな。ジャリスは無事だった。ついでにターラも」

　ニザーイが慌あわてて岩陰に回り込む。座り込んでいるターラを見て、珍めずらしく表情を和やわらげた。

「ご無事だったのですね、シンリクット船長」

　口調が明らかに違う。ニザーイはターラを心から尊敬しているという数少ない奇き特とくな人間だ。

「ああ、それより状況はどうなんだ？　みんなネイレス国に避難するのか？」

　ターラに聞かれ、ニザーイが表情を引き締しめ頷いた。

「はい、ネイレス国がいち早く避ひ難なん民みんの受け入れを承しよう諾だくしてくれたので、戦闘地を迂う回かいしつつ、首都のドフィーランに向かっています。避難の誘導はヤナキム皇子が指揮を。国王陛下は王宮に残って、エオージュの守りを固めておられます」

「ナッシルはどこにいるの？　クアイ皇子は？」

　見た限りでは二人の姿はなかった。問いかけると、ニザーイが朝日が昇のぼる方へ目を向ける。

「二人ともここから東にあるマイダラという町におられる……はずだ。俺は昨日、避難の手伝いをしろと命じられてこっちに合流したから、詳くわしい事は判らないが」

　ニザーイが口にした町の名を聞いて、ジャリスは驚いた。以前訪れた事のある場所だった。

（どうして、マイダラに……？）

　心の疑問を感じ取ったのか、ニザーイが口を開く。

「そこで何か作戦を実行するらしい。起死回生の策だとクアイ皇子が仰おつしやっていた」

　思わず周りにいたみんなの顔を見み渡わたした。言いたい事が判ったのか、コダートが肩を竦すくめる。

「マイダラならここからそう離れていないし、バンダラヤ火山に行くのにも、あまり遠回りにはならない。ナッシル達の様子を見に行ってみよう。詳しい状況を知りたいしな」

　全員が頷いたのを見て、ジャリスは早さつ速そく魔法の絨毯に乗り込んだ。

「精霊ジヤーンの使う道具か？　便利なものを持っているな。どうりでお前は、短期間で試練を次々と乗り越こえられる訳だ」

　ふわりと浮ういた魔法の絨毯を見て、ニザーイが眉まゆ根ねを寄せた。彼の嫌みは健在だ。無視するに限る。だが、ニザーイがふいに表情を緩ゆるめた。

「だが、それだけの仲間を集められるのも才能なのかもしれない。俺はこのままみんなを避難させる。お前はその才能を使って必ずオシリスを倒せ。そうしたら少しはお前を認めてやる」

　向けられたのは、優やさしい笑えみだった。いつも呆あきれた声で嫌みばかりをいう彼が、自分にこんな事を言うとは思ってもみなかった。

「やってみせるわ。そしてあなたに海賊としてふさわしいって言わせてみせる」

　微笑みかけると、ニザーイが肩を竦めて軽く手を振った。

「ふっ、頑がん張ばれよ、お前の根こん性じようをしっかりと見てるからな」

　大きく頷くと、魔法の絨毯はぐんぐんと上じよう昇しようした。同じ海賊同盟の見習いニザーイ。同じように試練を乗り越え、そして同じように旗を手に入れてきた。

　そんな彼の応援の声は、何よりの励はげみになった。
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　昨夜クアイ達がマイダラに辿りついた時には、既すでに避ひ難なん勧かん告こくが出されていた為か、人の姿はなかった。マイダラは、兄のヤナキムがルーレルに命じて宮きゆう殿でんを造らせていた場所だ。ルーレルが魔法で造った宮殿はまだ健在だった。そしてその周りにある大きな湖も。

　クアイは昨夜の内に、ニザーイを含ふくめた軍人達の大半に、エオージュから避難する民たみ達と合流するよう指示した。ある作戦を実行する為この町に来たが、人数はそんなに必要ない。それより、もしこの作戦が失敗した場合に備えて、少しでも多くの民達を他国に逃がしてやりたかった。

　残ったのは、タバラン国の軍人達と、ナッシルが率いる海賊同盟の者達、合わせて百人ほど。彼らに命じて町からある物を探してこさせた。そして町の奥にある巨きよ大だいな湖に本ほん陣じんを構えた。

　先さき程ほどやっと準備が終わったばかりだ。もう太陽は昇のぼり始めている。

　準備の間、ガーイム達がどうなったのか、ずっと気になっていた。本当はすぐに助けにいきたい。だがその気持ちをぐっと押し殺した。国王スルタンになる人間は、冷れい酷こくな気持ちと民を思う優しさを同時に身につけなければいけないと、幼い頃ころから教えられてきた。子供の頃は、そんな事は当たり前だし、簡単だと思っていた。だが、今の状況ではそれがもっとも難しかった。

「ナッシル様、クアイ皇子、奴やつらが来ます！」

　町の入り口がある方角から、馬で駆けてきた軍人が叫さけんだ。隣となりにいたナッシルと顔を見あわせる。そして二人で大きく頷いた。軍人が駆けてきた方に目を向けると、砂すな埃ぼこりが立っていた。ざっざっざっと規則正しい足音も聞こえてくる。砂埃が晴れてくると、まず見えたのは馬に乗った数十人の男達だ。その後ろで、無表情の砂の兵士達が行進しながらこちらに向かっていた。

「来るぞっ、放てっ」

　叫ぶと、軍人達がさっと湖の際きわに駆け寄り、そこに置いてある道具に手をかける。

　それは火事の時に使う手押しポンプだった。荷車に載のせた、両りよう腕うでを伸のばしたくらいの大きな木箱になみなみと水が入っている。木箱の手前には横木があり、それを両側から交こう互ごに押すと水が汲くみ上げられ、木箱から伸びている木製の管の先から水が出る仕組みだった。

　手押しポンプは、異国で使われていたものを、十年ほど前カトゥーナ国が取り入れた。火事の時に役立つ為すぐに各国に広まり、今ではどの町でも使われている。マイダラの空き家から探し出した手押しポンプは全部で二十程だった。作戦を実行するには十分だ。

「おおおおっ」

　軍人達が横木を押して勢いよく水を汲み上げる。管が向いているのは、砂の兵士達の方だった。管から出る大量の水を浴びた砂の兵士達は、表情一つ崩くずさない。だが身体からだは別だった。みるみる内に溶とけたように崩れていく。

「本当に砂でできているんだな」

　今いま更さらな事をナッシルが呟つぶやいた。昨日戦っていた時、彼が持っていた酒が砂の兵士にかかった。酒がかかった砂の兵士の腕は湿しめって、どろどろと崩れた。それを見てある仮説を立てた。

　水をかければ砂の兵士達と直接戦う事なく、倒せるのではないかと。

　案の定、大量の水を被かぶった砂の兵士達の身体が湿って崩れていく。だがこれは完かん璧ぺきな勝利には繫つながらない。それはナッシルにも判わかっているようで、空を見上げていた。

「この日差しだ。すぐに水は乾かわくだろう。そうしたらまたあいつらは生き返る。酒をかけて腕が崩れた兵士も、乾いたら元に戻もどったからな」

「ならば、日が落ちるまで水をかけ続ければいい。幸い、水はいくらでもある。その間に、タバラン国の民達を避難させる」

　湖は、向こう岸が見えない程大きい。完全に倒す事はできないが、直接は戦わないのでこちらの被ひ害がいを最小限にできる。このまま足止めして、時間を稼かせぎたかった。

「ようしっ、このまま水をかけ続けてやるぞっ」

　次々に崩れていく砂の兵士達に、軍人達の雄お叫たけびが上がった。砂の兵士には逃にげるという言葉を教えてはいないようだ。ただ敵に向かってまっすぐに進めとだけ指示されているのだろう。それもまた、好都合だった。そう時間はかからず、砂の兵士達を全ぜん滅めつさせる事ができた。だが問題はこの後だ。砂が乾いてまた生き返った兵士達をどうするか。

　考えこんでいると、ふいに地面がぐらりと揺ゆれた。

「うわぁぁぁ。地じ震しんだっ」

　叫び声が辺りに響ひびく。ぐらぐら揺れる大地に、手押しポンプの横木を押していた軍人達がしゃがみこんだ。立っていられなくて、クアイも地面に膝ひざをつく。かなり大きな地震だ。湖がまるで海のように波打ち、近くに生えていた大きな木が、バキバキと音を立てて倒れていく。

「な、何だっ、あれは！」

　少しずつ収まりかけた地震にほっとしていると、再び叫び声が聞こえた。慌ててそちらに顔を向けたクアイは、驚きよう愕がくのあまり呆ぼう然ぜんとした。

「馬ば鹿かな、水が……」

　呟くと、近くにいたナッシルも湖に顔を向けて、目を見開いた。

　湖の中心が大きな渦うずを巻いていた。そのすぐ近くにあるヤナキムが住んでいた宮殿も、渦に吞のみ込まれるように音を立てて崩れ始めている。

「ど、どういう事だ？　水がなくなっていくぞ！」

　叫んだのはナッシルだ。湖の水が渦に吞み込まれるようにどんどん引いていき、あっという間に底が見え始める。

「地震で湖の底に亀き裂れつが入ったのか？　それで水が吸いこまれて……」

　そうとしか思えなかった。だが、ナッシルが首を振ふる。

「いや、いくら亀裂が入ったからって、こんなにすぐに水がなくなるはずがない」

「じゃあ、どうしてこんな事に……」

　声が震ふるえたかもしれない。こんな光景は現実にはあり得ない。心の中の不安が黒い渦をまく。

「退たい却きやくだ、一時、退却しろっ」

　声を張り上げた。幸い地震は収まっている。湖はほぼ干ひ上あがり、底が見えてしまっていた。どろどろに崩れた砂の兵士達はまだ再生していない。だが水がなくなってしまえば、生き返った彼らを止める事はできないだろう。ここは退却して、エオージュで体勢を立て直す方がいい。

　クアイの命令を受け、軍人達が慌あわてたように馬に乗って駆かけだした。どんな強い敵にも臆おくさないよう訓練されているが、それは人間相手の場合だ。さすがに普ふ通つうではあり得ない光景を次々と目まの当たりにしては、冷静ではいられなくなったのだろう。

「クアイ皇子、お逃げ下さい、しんがりは俺達海かい賊ぞく同盟が」

　ナッシルの言葉に仕方なく頷うなずく。手た綱づなを引き、先頭を行く軍人達に目をやった。少しでも近道をしたいのだろう。干上がった湖の中を馬で駆けている。

「何だっ、これは……！」

　彼らに続いて湖の際まで来た所で、クアイは思わず手綱を引いて馬を止めた。またしても目を疑うような光景が始まった。

「石に……みんな、石になったぞ！」

　隣にいた軍人の一人が叫ぶ。湖を馬で駆け抜ぬけていた男達の身体が、一いつ瞬しゆんで石像に変わったのだ。姿勢を低くして馬を走らせる者、自分の変化に気づいたのか、手綱を引いて馬の歩みを止めようとしている者、馬から落ちそうになっている者。その姿は様々だが、湖に足を踏ふみ入れた全員が、操あやつっていた馬ごと石像になってしまっている。

　生き残ったのは、クアイとナッシルを含めた湖の際に立つ二十人程だ。

「どういう事だ？　砂の兵士は水の攻こう撃げきで……」

　クアイは呆然と呟いた。砂の兵士はもう今はいない。だが湖の底を走っていた男達は石になっている。これは人間ではない誰だれかの力が働いたのだ。こんな事ができるのは……。

「砂の人形に水をかけるか……。人間達もなかなか面おも白しろい事を考える」

　その声にぞっとした。恐おそれていた最悪の事態だ。それでも声のした方に振り返る。

「こんな所までお出ましとは、魔王マリードサマはなかなかお暇ひまでいらっしゃる」

　クアイは、わざと自信ありげにほくそ笑えんだ。気持ちだけでも負けたくなかった。自分はタバラン国の世よ継つぎだ。そしてこの軍の総指揮官だ。狼狽うろたえていては、みんなも動どう揺ようしてしまう。ニザーイに昨日言われた事はしっかり頭に入っていた。

　砂の兵士達がいた辺りで、男が微笑ほほえんでいた。長い髪かみに赤い瞳ひとみを持つこの男は知っている。

「コダート……？」

　ナッシルが呆然として呟いた。だが首を振って男を睨にらんだ。

「違ちがう、こいつはオシリスだ。自分の身体を取り戻したオシリス。そして、俺達の最大の敵」

　腰こしに差した真しん鍮ちゆうの剣けんを引き抜く。真鍮が効かないと判わかってはいたが、他ほかにどうする事もできない。ただ、背を向けて逃げたくはなかった。そんな事は誇ほこりが許さない。

「ジャリスに聞いてはいたが、よく似ているな。だが、コダートの方がいい男だ」

　ナッシルが頰ほおを緩ゆるめて、肩かたを竦すくめた。自分と同じように空元気なのかもしれない。

「そうかな。コダートもこいつも大した事はない。俺様が一番の色男だ。……ちょうどいい。この顔を一度ズタズタに引き裂さいてやりたいと思っていたんだ」

　憎にくい恋こい敵がたきのコダートと、似た顔を持つ男が最大の敵だった。相手に不足はない。

　オシリスがくっくっとおかしそうに笑う。

「面白いな。俺に勝てるとでも思っているのか？　俺が作った砂の兵士にさえ勝てないのに」

「勝ってるさ。見てみろ。お前の人形は水でどろどろに溶かして……」

「そうかな？　そう簡単にはいかないぞ」

　パチリとオシリスが指を鳴らすと、先さき程ほどまで湿って黒ずんでいた砂が一瞬で黄色く乾いた。

　そしてすぐに、人の形を取り始める。

「せっかく会えたんだ。楽しく遊ぼうじゃないか。俺は退たい屈くつが何より嫌きらいなんだ」

　にんまり笑うオシリスに、悔くやしさがこみ上げた。

「ち、ちきしょーっ、死ね！」

　そこへ声を上げてオシリスに斬きりかかったのは、クアイの近くにいた若い軍人だった。だがオシリスは眉まゆ一つ動かさない。そして軍人に向かって軽く指をはじく真ま似ねをする。すると、軍人の姿があっという間に石像に変わった。

「やめろっ、俺が命じるまで動くな！」

　ざわついた軍人達を、クアイは手で制した。そして微笑んだままのオシリスに目を向ける。砂の兵士達とは訳が違う。この魔王相手に人間が勝てるはずがない。

「お前がこの軍の指揮官だな」

　問いかけられて、大きく頷いた。噓うそをついて逃げるなんてできなかった。
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「そうだ、俺はタバラン国の皇子、クアイだ」

「なるほど、ではお前を倒たおせばいい訳だ。判りやすくていい」

　ほくそ笑んだオシリスに剣を向ける。真鍮でも死なないオシリスに敵かなうはずがなかった。それでも一いつ矢し報むくいたい。じりじりと間合いをとっていると、ふいにかっと頰をなぶる熱を感じた。何事かと目を見開くと、オシリスと自分の間に、ゴォォォッと音を立てて火柱が上がる。

「みんな、逃げな！」

　上空から聞こえてきたのは、ルーレルの声だった。見上げると、魔法の絨じゆう毯たんが浮ういている。その絨毯の端はしでは金色の髪がたなびいていた。それは、クアイの心を奮い立たせる妙みよう薬やくだ。

「ジャリス！　無事だったのか！」

　絨毯から心配そうな表情をしたジャリスがこちらを見下ろした。その顔を見ただけで、力がみなぎった。彼女の為ためなら何でもできる。そしてその想おもいは、どんな困難をも乗り越こえさせる。

「勝負だ、オシリス。俺の民たみを、そして俺の愛するジャリスを守ってみせる。この俺がな！」

　ジャリスに聞こえるように、声はいつでも大きく。ジャリスが自分を尊敬してくれるように、常に自信を持って。それがクアイの信条だった。
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　魔法の絨毯を飛び降りたジャリスは、クアイとナッシルの無事な姿を見て涙なみだが溢あふれそうになった。だが、それをぐっと堪こらえて、目の前にいるオシリスを睨みつける。

「オシリス、どうしてここに……」

「退屈だから遊びにきたのさ。この男は面白いな。気に入ったぞ」

　なぜか楽しそうに、オシリスがクアイを指した。

「何だとっ、貴様、俺のどこが面白い！」

「すべてだ、さっきまで恐ろしそうにしていたくせに、こいつらが来た途と端たん元気になった。どういう訳だ？」

　オシリスが不思議そうに首を傾かしげている。ターラがふんっと鼻を鳴らした。

「お前には判らないさ。どれだけ長生きしようとも、お前にだけはな」

　言葉に含ふくまれた棘とげに、オシリスが眉まゆ根ねを寄せた。

「お前は本当につまらない男になったな。こんな楽しい場面で、そんな厳しい顔をするなんて」

「つまらなくて結構だね。お前に気に入られようなんて思わない。ここにいる全員がな」

　ジャリスは、石像になった軍人達にさっと目をやった。話には聞いていたが、実際に見たのは初めてだ。怯おびえる顔、恐きよう怖ふに満ちた顔、色んな苦しい表情をした石像達が元は人間だったと考えるだけで、悲しくて悔しくて握にぎった拳こぶしに爪つめが食い込んだ。

「もうあなたの好きにはさせない。ここで決着をつけましょう！」

　怒いかりが身体からだを駆けめぐる。真鍮の剣を引き抜いて両手で握りしめると、胸にかけた首くび飾かざりが輝かがやきを放った。それに反応するように剣が眩まばゆく光ったのを見て、オシリスが目を眇すがめた。

「その魔ま力りよくは……。そうか、その首飾りに見覚えがあるぞ。これはいい」

　嬉うれしそうに笑うオシリスの背後で、風が巻き起こった。その中から現れたのはハジだ。

「オシリス様、そろそろお戻もどり下さい。この者達は、私が」

「ハジ！」

　叫さけんだのはコダートだ。悲しげな瞳のコダートを一いち瞥べつしたハジが、ふんっと鼻を鳴らした。

「気安く名を呼ぶな。お前に呼び捨てにされる覚えはない」

　冷たい言葉に、コダートがぎゅっと拳を握りしめた。オシリスがハジを手で制す。

「下がっていろ。……お前はジャリスとか言ったな。お前から、アリフラストと同じ魔力を感じる。どういう事だ？」

「……アリフラストの力を手に入れたの。彼と同じ力を」

　オシリスは笑っていたが、瞳に鋭するどさが増している。それでもジャリスは怯ひるまなかった。ふっとほくそ笑んだオシリスが、ターラに目をやった。

「そうか、なるほど……。ターラ、お前の仕し業わざか？　アリフラストが死ぬ時に何か細工をしたんだろう。誉ほめてやるぞ。お前の用よう意い周しゆう到とうさは、それだけの価値がある」

　ぱんぱんぱんと手を叩たたく。本当に嬉しそうだった。そしてこちらに向き直る。

「ジャリス、闇ザラのーム・精ジヤ霊ーンを身体の中に取り入れたようだな。確かに闇の精霊の魔力は強い。俺でさえ手こずるほどだ。だが、あれを取り込んだ人間はそう長生きはできないぞ。心が弱ければ、すぐに死んでしまう。俺が知っている人間の中で、唯ゆい一いつ闇の精霊を取り入れて平気だったのはアリフラストだけだ。そういう意味では、あいつは人間ではなかったかもしれない」

　オシリスが懐なつかしそうに微笑んだ。その笑みが一瞬で残ざん酷こくなものに変わる。

「あの精神力の強さをお前は持っているかな？　もしそうなら、これ程手て応ごたえのある戦いはない。久々に暴れるのが楽しみだ。だが注意しろよ。人間の身体で魔力を使うのはかなり負担がかかるぞ。大きな魔力はそう何度も使えないだろう。俺を殺すつもりなら、しくじるなよ」

　オシリスの瞳がかっと赤く光った。負けたくなかった。自分が強いなんて思ってはいない。それでも強くあろうとは思っていた。ジャリスは、砂の兵士達と対たい峙じしているシャルマ達と軍人達に、一瞬目をやった。これ以上、犠ぎ牲せいを出す訳にはいかない。

　オシリスに目を戻し、大きく息を吸いこんで剣を振ふり上げた。そのまま力強い足取りで駆かけ寄り、叩きつけるように剣を振り下ろす。そう簡単には倒せないと思っていた。だから次の手、次の手を考えつつ先制したつもりだった。

　だが、オシリスは避よけなかった。ガツッと重い感かん触しよくが手に伝わった。ハジが目を剝むいて叫ぶ。

「オシリス様！」

（やったの……？　わたし、倒せたの？）

　疑問と同時に喜びがわき上がった。これで何もかも終わりだ。逃にげた民達も、みんな故郷に帰れる。ジャリスは期待を胸に、すぐ近くにあるオシリスの顔を見上げた。

「そんな……」

　だがすぐに呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。オシリスは笑っていた。まるで痛みなど感じていないかのように。

「惜おしいな。お前の魔力はまだ少し足りない。お前はまだ、アリフラストには及およばない」

　ぞっと寒気がして思わず剣けんから手を放した。後ずさると、オシリスが肩かた口ぐちに刺ささった剣を表情一つ変えずに引き抜ぬいた。そこから赤い血が流れている。それでも余よ裕ゆうの笑えみは変わらなかった。オシリスが傷口に手を当てると、そこがシュゥゥと音を立ててふさがっていく。

「だが、俺に血を流させたのは、アリフラストとお前だけだ。それは誉めてやる。いいか、お前に足りないのは俺への憎しみだ。もっと俺を憎め。闇の精霊はお前の感情に反応する。お前が怒おこれば、もっと力を貸してくれるだろう。そうしてお前が強くなれば、俺も楽しめる」

　目を細めたオシリスがさっと右手を上げた。そして、にんまりと笑う。

「俺をもっと憎む為に、楽しい趣しゆ向こうを凝こらしてやろう。お前は人間達が大事なんだろう？」

　はっと目を見開いた。オシリスの右手は、ジャリスの近くにいたクアイに向けられていた。

「駄だ目め！」

　クアイの前に飛び出そうとしたが、一いつ瞬しゆん遅おそかった。

　オシリスが指を鳴らすと、剣を持ったクアイがびくりと身体を硬こう直ちよくさせる。肌はだの色が眩く輝き始め、ジャリスに向かって伸のばした指先が、黄金に変わっていく。

「ジャ、ジャリス……。早く、逃げ……」

　最後まで言葉は聞けなかった。ピシッビシッと固い音がして、顔がどんどん金色に染まっていく。そして一つ呼吸をする間に、クアイは太陽に照らされて眩く煌きらめく、黄金の像へと姿を変えた。

「こいつは気に入ったから、特別に皇子にふさわしい姿にしてやった。顔立ちもいいし、すばらしい出で来きだろう。……ジャリス。早く憎にくしみを覚えてもっともっと強くなれ。いつでもバンダラヤ火山の宮きゆう殿でんで待っている。俺は強い相手と戦うのが何より好きだ」

　くっくっくっと含み笑いを残して、オシリスとハジの姿が一瞬で消え去った。

「いやぁぁ！　クアイ皇子、噓よ、しっかりして！」

　ジャリスの悲鳴と、再びエオージュに向かい始めた砂の兵士達の足音だけが、その場に響ひびき渡わたっていた。




　ジャリスは目の前にあるクアイの像を、呆然として見つめていた。クアイは剣を片手に前をまっすぐ見つめている。その目が最後に映していたのは自分だった。太陽を受けてきらきらと光る像を触さわってみると、固くて冷たかった。その感触に心が震ふるえた。

　雄お々おしい表情はもう動かない。いつものうるさいわめき声も聞けない。そう考えると、うまく息ができなくなった。そのまま像の前でがっくりと頽くずおれる。

「う……クアイ皇子……」

　涙がぽろぽろとこぼれた。愛する事はできなかったが、彼もまた大切な人だった。

（許せない……許せない、オシリス！）

　どろどろとした暗い感情が心を支配し、身体に今までにない熱さを感じた。食いしばった歯でぎりぎり音を立てると、下腹部の辺りにどろりと何かがたまった気がした。

「ジャリス、駄目だ！」

　肩かたに手を置かれた。はっとして振り返ると、厳しい表情のターラだった。

「憎しみに負けるな。今は落ち着け。そして冷静になるんだ。闇ザラのーム・精ジヤ霊ーンがお前の感情に反応して暴走すれば、お前は正気を保てない。またコダートを怪け我がさせた時のようになりたいか？」

　はっとして、下腹部に手を当てた。ハミームが姿を変えて魂こん魔まを作ってくれたのは、ここらしい。魂魔に溜たまった魔力を暴走させたら、また敵味方も判わからず攻こう撃げきしてしまう。

　だがクアイの像を見つめると、落ち着くなんてとてもできなかった。

「ジャリス、行こう。バンダラヤ火山へ」

　コダートがすぐ近くで跪ひざまずいて、ジャリスの顔を覗のぞき込んだ。

「憎しみを持つななんて無理な事は言わない。俺だって悔くやしいし悲しい。だが、ここで悔くやんでいても仕方ない。落ち着いてオシリスを倒たおす事だけ考えるんだ。今は何も見るな」

　コダートが、右手でジャリスの両目を塞ふさいだ。そして左手を脇わきにいれて立ち上がらせる。

「オシリスはバンダラヤ火山で待っていると言っていた。ならば、その招待に応じよう。……これが本当の最終決戦だ」

　身体が怒りと悲しみで震えていたが、ジャリスは歯を食いしばって頷うなずく。このままここにいたら、アラバーナ大陸に石像が増えるだけだ。

　クアイだって、タバラン国を守る為ために戦った。彼の意志を継つぎたかった。憎しみが心を覆いつくそうとしている。それでも、それに負けない力が欲しかった。

　ジャリスはふいに、全身の力が抜けるのを感じた。そのままがっくりと倒れようとした身体を、コダートが支えてくれる。もうコダートは目を塞いでいないのに、辺りが真っ暗だった。何が起こったのか判らず、どうにか立ち上がろうとしたが、指先一つ動かせない。

「……魔力を使った……身体からだが……無理……」

　遠くでかすかにターラの声が聞こえた。声を出そうとしたが、唇くちびるが動かなかった。

　そして最後に聞こえたのは、意識がぷつっと途と切ぎれる音だった。
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　ジャリスがふっと目を開くと、すぐ近くでコダートが顔を覗き込んでいた。

「よかった、ジャリス。やっと起きたか。お前、三日も眠ねむってたんだぞ！」

　心配そうなコダートの言葉に驚おどろいて飛び起きた。ずきりと頭が痛んだが、何とか堪こらえて辺りを見回す。周りは見み渡わたす限かぎり砂さ漠ばくだった。空をバンダラヤ火山の噴ふん火か口こうから上がる黒い煙けむりが覆おおっている。左手には見覚えのあるオアシスがあった。ここは、前にオシリスの宮殿に侵しん入にゆうした時に立ち寄った場所だ。水辺にいたみんなが、こちらに気づいて駆け寄ってくる。

「そんな……わたし、三日も眠っていたの？」

　戸と惑まどうように声を上げると、側そばに来たターラが頷いた。

「オシリスと戦って魔ま力りよくを使ったから、身体に負担がかかったんだ。お前だけが頼たよりなのに、このまま目覚めなかったらどうしようかと思ったぜ」

「状じよう況きようはどうなってるの？」

　問いかけると、傍かたわらでシャルマがそっと膝ひざをついた。

「あなたが気絶した後、魔法の絨じゆう毯たんでここまできたんです。マイダラは砂の兵士達が通った後、建物も何もかもすべて壊こわれて砂と化しました。ナッシルは砂の兵士達の事を知らせる為、エオージュに向かいました」

　悔しさのあまり、地面に拳こぶしをぶつけた。マイダラは思い出のある町だった。だが、怒いかりを堪えて立ち上がる。三日も眠っていたのなら、もう悩なやんだり悔やんだりしている暇ひまはない。

「大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　心配そうなリンドの声に、大きく頷いた。本当はまだ立ちくらみがするが、そんな事は言っていられない。

「もう平気よ。心配かけてごめんなさい。すぐにでも出発しましょう。早くしないと砂の兵士達がエオージュに辿たどりついてしまうわ」

　歩みの鈍のろい砂の兵士達は、おそらくまだエオージュには着いていないだろう。砂の兵士達を完全に止めるには、彼らを作ったオシリスを倒すしかない。

　ジャリスは、周りにいるみんなの顔を見回した。右みぎ隣どなりにはコダートとシャルマ、左隣にはリクとリンドとルーレルがいる。正面に立っているのは、まだ怪我が治っていないのか、顔色が悪いターラと、彼を支えるようにしているフィクルだ。

「みんな、オシリスを倒しましょう。そして必ず全員無事に生きて戻もどるのよ！」

　声を上げると、全員が力強く頷いた。
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　魔法の絨毯でオアシスからバンダラヤ火山に向かう間、ジャリスはずっと眠っていた。

　コダートに身体を揺ゆさぶられて目が覚めると、黒い煙を上げるバンダラヤ火山の火口に向かって、魔法の絨毯がゆっくりと下降している所だった。

「大丈夫か？　ジャリス」

　噴火口の付近で魔法の絨毯を降りると、コダートが心配そうに声をかけた。

「ええ、眠ったらずいぶん楽になったわ。もう平気よ」

　身体はまだ歩くのも億おつ劫くうな程重かったが、それでもなるべく明るい声を上げた。魔力を使う事の恐おそろしさが身に染しみていた。こんなに身体に影えい響きようするなら、オシリスが言っていたように、何度も続けては大きな魔力は使えないだろう。

　何とか足に力を込めて地面を踏ふみしめる。そしてすぐ近くにあるオシリスの宮殿を見上げた。禍まが々まがしい恐きよう怖ふの表情をした人間達の姿が彫ほり込まれている壁かべは、何度見ても不気味だった。

「正門が開いているわ」

　開かれた正面の門に、思わず眉まゆ根ねを寄せる。辺りには見張りの魔物ジンもいなかった。

「向こうから来いと言ったんだ。俺達が入りやすいようにしてくれているんだろう。何か罠わながあるかもしれないが、どうせ逃にげる訳にはいかないんだ。だったら正々堂々と正門から入ろう」

　コダートの言葉に頷いて、辺りを警けい戒かいしながら宮殿へと向かう。

　正門まで来ると、打ち合わせ通り、ルーレルがその場に残った。誰だれが生き残れるか判らない。だが、戻ってきた者を連れて帰るのが彼女の役目だ。ルーレルは一いつ緒しよに行くと言い張ったが、移動の手段は確保しておきたくて何とか説得した。

　正門を潜くぐると、草一つ生えていないごつごつとした岩だらけの庭が目の前に広がっていた。

　全員で固まって三つある丸まる天てん井じようの建物の内、真ん中にある一番大きな宮殿に足を踏み入れた。庭に面した廊ろう下かは、柱も床ゆかも金色に輝かがやいている。

　先導するターラに続こうとすると、ふいに足音が聞こえてきた。そして建物に続く扉とびらがばんっと開いて、十人程の魔物ジン達が飛び出してくる。

「ここは任せろ！　先に行け」

　叫さけんだのはリンドだ。一瞬でシャイ悪ターン魔の姿となり、魔物達の前に躍おどり出た。

「俺も残るよ。行って！」

　リクが弓を構えた。そしてフィクルが真しん鍮ちゆうの剣けんを抜ぬく。

「私もおよばずながら、加勢します！」

　置いていくのは嫌いやだった。躊ちゆう躇ちよしていると、コダートがジャリスの腕うでを摑つかんだ。

「行くぞ！　ぐずぐずするなっ」

　リンドがぼうっと炎ほのおを手元に集めて、魔物達を威い嚇かくしている。その隙すきに魔物達が出てきた扉に向かった。

「行かせるかっ」

　魔物の一人が、ジャリス達の前に立ちはだかろうとした。だが、ターラが片手を振ふり上げる。

「どけっ、バルク稲妻！」

　叫んだ瞬しゆん間かん、ドカンッと音がして、空から稲いな妻ずまが降ってくる。魔物の身体が吹ふっ飛び、焼け焦こげたような臭においが辺りに漂ただよった。

　ジャリスは、怯ひるんだ魔物達の隙をついて駆かけだしたターラに続いた。そして扉を潜って振り返る。背後で扉に手をかけたリンドが、ふっと微笑ほほえんでから、それを勢いよく閉めた。

　心配でたまらなかった。だがオシリスを倒さなければ、戦いはいつまで経たっても終わらない。

（今度こそ倒してみせる。わたしには、オシリスにないものがあるわ！）

　心の中で決意の声を上げた。マイダラの町で、オシリスを刺さしても倒せなかった。それは魔力が足りないからだと言われた。だが足りない魔力を補う方法はある。それを実行する事も可能だ。まずは、一刻も早くオシリスの所まで辿りつく事が先決だった。

　前に目を向けると、壁にかけられたランプのおかげで、ほのかに明るい廊下がまっすぐ前に伸のびていた。扉が厚いせいか、外の音は聞こえない。決意していたが、やはりリンド達が気になって立ち止まろうとすると、ターラが声を上げた。

「ジャリス、あいつらは大丈夫だ。いざとなったらリンドが魔法で逃がしてくれる。行くぞ！」

　ターラの声に、後ろ髪がみを引かれる思いで駆けだした。本当は身を切り裂さかれるようだ。それを堪こらえて廊下を駆け抜けると、大きな階段が見えてくる。

「オシリスがいつもいる広間は最上階だ。あいつはきっとそこにいる」

　ターラが階段に足をかけようとした。だが、ふいにその動きが止まる。階段の上を見つめて、ジャリス達を庇かばうように両手を広げた。

　ターラの視線の先は階段の踊おどり場だ。そこの壁にある大きな窓を背にして誰かが立っていた。

「待っていたよ、ターラ。やっとお前に復ふく讐しゆうできる」

　辺りに響ひびいた冷たい声に、ジャリスの背筋が凍こおり付いた。

　階段の上からこちらを見下ろしていたのは、どことなく嬉うれしそうに微笑むラシッドだった。
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　リンドは、目の前にいる魔物に向かって炎の弾だん丸がんを投げつけた。燃えさかる炎に身を焦がした魔物が、一いつ瞬しゆんで灰となる。背後ではリクが目に見えない程ほどの速さで矢を放っている。真鍮の矢は、見事魔物の身体に命中した。フィクルからは、いつもの穏おだやかな様子からは信じられない程の気き迫はくを感じた。大きく振りかぶった真鍮の剣が、魔物の身体を切り裂く。

　十人程いた魔物達を半数まで減らすのには、さほど時間はかからなかった。だが、リンドの心は焦あせりで一いつ杯ぱいだ。ここからが問題だと判わかっていた。不安は的中して、廊下の反対側の扉から、再び十人ほどの魔物が姿をみせた。ちっと舌打ちする。数でこられてはさすがにまずい。

「死ねっ」

　はっとして背後を見ると、魔物がフィクルの胸むな元もとを摑み上げ、壁に押しつけている所だった。その魔物の手が光を帯びる。

「ううっ！」

　だが呻うめいたのは魔物の方だった。振り上げられた手に、矢が刺さっている。フィクルがきらりと目を光らせ、持っていた真鍮の剣を魔物の首筋に突つきつけた。すぐさま魔物の身体が灰となる。床に膝をついたフィクルが、弓を構えているリクに目をやった。

「ありがとうございます。リク」

　そのまま二人がこちらに駆け寄る。三人で背中を向けあい、周りを囲む魔物達を睨にらみつけた。

「固まれ、俺から離はなれるなよ。いざとなったら……」

　魔法で逃げようと言おうとしたが、リクがすぐに首を振った。

「逃げちゃ駄だ目めだよ。だってそんな事したら、ジャリスの所に魔物達が行っちゃう。ここで止めないと。絶対に止めないと。俺は逃げないよ。ジャリスがオシリスを倒たおすまで、ここで戦う」

　リクが弓を構えると、フィクルが大きく頷うなずく。

「ええ、ターラ達が決着を付けるまでは逃げません。たとえ、ここで朽くち果てようとも」

　二人の決意の表情に、リンドは自分の弱さが恥はずかしくなった。いつでもそうやって危ない事や面めん倒どうな事から逃げようとばかりしていた。だからオシリスに逆らえず、カッサラやジャリス達を危険な目にあわせてしまったのだ。自分にターラ程の強さがあればと何度も思った。魔ま力りよくじゃない、精神的な強さだ。それが弱いばかりに、いつも流されて生きてきた。

　だが、それも今日でおわりだ。

　リンドの頭に眠ねむっているカッサラの顔が浮うかんだ。アクラブ号の乗組員達が書いた手紙も。

　生きて帰れたなら、一番にカッサラの様子を見に行って、そしてあの手紙を読みたい。何が書いてあるのだろう。考えると、わくわくしてきた。恐怖を吹き飛ばすには、十分だった。

　リンドは心に沸わいてきた勇気に導かれるように、周りの魔物達に向かって呪じゆ文もんを唱えた。
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　ジャリスは、階段の踊り場にいるラシッドを睨みつけるように見上げていた。だがラシッドの視線は、まっすぐターラに注がれている。

「ターラ、百数十年前、お前はオシリス様の復活を邪じや魔ました。それだけじゃない。お前は私にオシリス様へ反旗を翻ひるがえそうと誘さそい、断った私の首を斬きりつけた。あの痛みがどれほどのものだったか。……私はな、お前に憧あこがれていたんだ。お前は誰よりも自由で強い心を持っていた。そして、誰よりも残ざん虐ぎやくだった。その恐おそろしさを私は美しいと思っていた。それなのに……」

　ぎりっと、ラシッドが歯がみする音が聞こえた。ターラがふうっと息をつく。

「昔の事をいつまでも根に持ってんじゃねぇよ、しつこい奴やつだな。俺に恋こいでもしてるのか？」

　からかうような口調に、ラシッドは顔色一つ変えなかった。

「恋？　ふむ、近いかもしれないな。お前が望むなら、女の姿になってやってもいいぐらいは思っていたし」

　考えこむように顎あごに手を当てたラシッドに、ターラが肩かたを竦すくめた。

「ああ、そうかい。女だったら考えてやったぜ。お前美人だし。でもしつこい女はごめんだな。俺はな、惚ほれたらどこまでも追いかける主義だ。そんな自分に呆あきれていい加減にしろって言いたくなる。自分自身でもそうなのに、他人に同じ事されたら反へ吐どが出るくらいむかつくんだ」

　ラシッドが、ぎらりとターラを睨みつけた。

「可愛かわいさ余って憎にくさ百倍というが、まさしくこの事だな。ずっとずっと待っていたよ。お前を殺せる日を。逃げてばかりのお前を追うのは、なかなか骨が折れた。人間に姿を変え、私達にみつからないよう大きな魔法を使うのを避さけ、そしてお前は人間達の為ために奔ほん走そうし続けた。それはお前の約束とやらの為だろう？　そんな約束なんて、私が握にぎりつぶしてやる！　その方が死ぬより辛つらいだろう、ターラ。そうそう、砂の兵士達の行き先を変えたよ。タバラン国の次に向かうのは、サウルナ国だ。まず一番にお前の大切な思い出があるというあの離り宮きゆうを、ただの砂に変えてやろう。裏手にある小さな墓も一緒に」

　ターラの顔色が一瞬で変わった。わずかに唇くちびるを震ふるわせたが、それでも声は荒あららげなかった。

「……ないな、だって、オシリスはここで滅ほろぶんだ。お前もな！」

　ターラとラシッドの姿が、一瞬でシャイ悪ターン魔へと変わった。見上げるほど高い天てん井じように向かって、二人が飛び上がる。

「ジャリス、今の内に行くぞ」

　こんな状じよう況きようでも冷静さを失わなかったのが、コダートだ。そのままジャリスの手を引いた。

「待って、魔力を使ってみるわ！」

　ターラは怪け我がをしている。ラシッドに勝てる見込みは薄うすい。だがコダートが首を振る。

「いや、オシリスと戦うまでは駄目だ。使いすぎると身体からだが耐たえられない。また意識を失うぞ」

「でもこのままじゃ……」

　ジャリスの頭上では、ターラとラシッドが戦っていた。ラシッドが呪文を唱えて硫りゆう酸さんを放つ。ターラがすんでで避よけると彼の背後にある壁かべがジュッと溶とけた。

「怪我がずいぶんひどいようだな、それでは満足に魔法も使えまい」

　顔を歪ゆがめているターラを見て、ラシッドがほくそ笑えんだ。

　何とかしたかった。このままではまずい。焦っていると、ラシッドがこちらに目を向けた。

「お前達も骨まで溶かしてやろう。私の攻こう撃げきは何でも溶かす。たとえ人間の肉であろうと！」

　片手を振り上げたラシッドに、ターラが体当たりした。虚きよをつかれて床ゆかに転がったラシッドの身体に、ターラが馬乗りになる。

「今の内に階段を上がれ！」

　ラシッドが忌いま々いましそうに舌打ちした。そのまま身体全体を使って、ターラの身体を跳はね返す。そして素す早ばやく立ち上がり、倒れ込んだターラの身体を片足で踏ふみつけた。

「やはり、お前から始末してやる。ターラ、死ね！」

（絶対に駄目よ！　誰だれか、誰かお願い、ターラを助けてっ）

　心の中で叫さけんだと同時に、ジャリスの心臓がどくんと跳ね上がり、身体の中で熱い何かが蠢うごめいた。だが、その熱は魂こん魔まのある下腹部には集まらなかった。ぎゅっと目を瞑つぶると、顔や身体に汗あせが噴ふきだし始める。身体にこもった熱が、その汗と一いつ緒しよに外に放たれた気がした。

「お前……その魔力は何だ！」

　ラシッドに聞かれたが、自分でも判らなかった。これはオシリスと対たい峙じした時に感じた力とはまた違ちがう。ふいに腰こしにぶら下げていた水差しが、くいくいっと動いた気がした。

「ア、アブウ……！」

　信じられなかった。だが、呼びかけるジャリスの声に反応するように、水差しがまたしてもくいくいっと勝手に動き出す。そしてそのまま宙に浮かんだ。

「うーん、うーん、うーん」

　聞き覚えのある声だった。ちょっと間延びしていて、明るい気持ちをもたらしてくれる。だが、何度も名を呼んだが水差しはくいくいと動くだけで、アブウは姿を見せない。

（あ、そうだわ！　もしかして……！）

　水差しの表面に目をやる。そこに書かれているのは、以前マハル王国で水差しに封ふう印いんされていたアブウを解放した時に、ジャリスが唱えた呪文だった。

「天上の絶対神、アリフラストの他ほかに神はなし、だがこの世では私が最高、最強の者なり。世間は私にひれ伏ふすであろう、わっはっはっ」

　何度唱えてもおかしな呪文だ。だが唱え終わったと同時に、ぽんっと水差しから煙けむりが上がる。

「うわぁーい！　やっと出られましたぁぁぁぁ」

　万歳して煙とともに登場したのは、銀色の目と髪かみを持つ水差しの精霊ジヤーン、アブウだ。にこにこしている表情は、以前とちっとも変わらない。久しぶりに見る姿に、涙なみだがこみ上げた。

　嬉うれしさのあまり、ジャリスは宙に浮かんだアブウに抱だきついていた。
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　リンドは、新手の魔物ジン達に炎ほのおの弾だん丸がんを投げつけた。だが、炎は魔物達に当たってもくすぶってすぐに消えてしまう。周りを囲む魔物達は、数にして二十人ほど。最初よりも増えている。しかも目の前にいる茶色の髪をした魔物は、赤い目をしていた。

「おまえ、その赤い目は……オシリスに魂こん魔まを大きくしてもらったんだな！」

　赤い目を持つのは、魔力が強い証しよう拠こだ。オシリスと、彼の血を引くコダート。そして、四人のシャイ悪ターン魔だけがもっているはずだった。

「そうだ、俺はムイラジだ。リンド、お前はもうシャイターンではない。お前を殺したら、俺が新しいシャイターンとして取り立てて貰もらう事になっている。オシリス様に大きくして頂いた俺の魂魔はお前と同等……いや、それ以上だ！」

「そうはいかねぇ。くらえ、ラハブ炎上！」

　ほくそ笑んだムイラジに、炎の弾丸を投げつけた。だがムイラジが構えた手から、大量の水が飛び出して、一いつ瞬しゆんで炎を消し去る。

「お前の炎など、俺には効かん！」

　高笑いしたムイラジに、唇を嚙かみしめた。こちらはもうみんな疲ひ労ろう困こん憊ぱいだった。リクは矢を使い果たし、フィクルは肩で息いきをしている。それでも二人の目は、闘とう志しで溢あふれていた。

「負けるもんかっ、負けるもんか！」

　右みぎ隣どなりにいたリクが魔物達に弓を投げつけて、腰に差していた剣けんを抜ぬいた。三人で固まって戦っていたが、周りは敵に囲まれている。左隣にいたフィクルがそっと囁ささやいた。

「リンド、ムイラジさえ倒せば、残りの魔物達はあなたの魔力で倒せるでしょう。私がムイラジに飛びかかって隙すきを作らせますから、魔法で一気に攻撃してください」

「何を言ってる。そんな事したらお前まで魔法の巻き添ぞえになるぞ」

　慌あわてて横目で見ると、フィクルが微笑ほほえんだ。

「私は死にません。ターラにどこまでもついていくと誓ちかいましたから。私がいないとあの人は、何をしでかすか判わからないでしょう？」

　どこからそんな自信がわいてくるのだろう。だが、すぐに違うと気づく。これはフィクルの噓うそだ。本当は死を覚かく悟ごしている。細められている目が、そう語っていた。

「駄目だ、何か方法があるはずだ。これを切り抜ける方法が」

「でも、逃にげる訳にはいきません。それに……」

「ねぇ、足音が聞こえるよ。すごい数だ！」

　耳のいいリクが、フィクルの言葉を遮さえぎるように叫んだ。視線は正門に向いている。

「……応おう援えんが来たのさ。オシリス様の復活を聞きつけて、各地に散っていた魔物達が次々と集まってきている。さあ、どうする？　お前達には、もう勝ち目はないぞ」

　ムイラジが勝ち誇ほこったような声を上げると、周りを囲んだ魔物達が一いつ斉せいににんまり笑う。

　思わず背筋がぞっとした。これ以上魔物達が増えてしまったら、とても持ちこたえられない。

　それでもリンドは、魔物達に向かって鋭するどい視線を投げつけた。勝てなくてもいい。一人でも多くの魔物を倒たおして、ジャリス達の援えん護ごをする。今できるのはそれだけだ。

「そんな目をしても無む駄だだ。……そうだな、まずはその坊ぼう主ずを殺してやろう。弓はお得意のようだが、剣は使えるのかな？」

　魔物達の目が一斉にリクに向いた。リクが剣を向けたが、彼らの余よ裕ゆうの表情は変わらない。

　魔物達が揃そろって片手を振ふり上げる。そして全員で同じ呪じゆ文もんを唱え始めた。

　まずい、とリンドは心の中で叫んだ。これだけの人数が一斉に魔法を使えば、さすがにシャイターンの自分でも無傷ではいられない。人間のリクなら尚なお更さらだ。

「危ない、リク！」

　叫んでリクを抱だきしめる。ぎゅっと目を瞑ったが、想像した痛みも衝しよう撃げきもやってこなかった。

「リンド……！」

　フィクルの声が急に明るくなる。何事かと目を開けると、リクの前方にいた魔物達が、片手を上げたまま目を見開いていた。そしてその身体が、ぐらりと前に傾かたむく。倒れ込んだ魔物達の背中には、深々と矢が刺ささっていた。

「あ、あれを見ろ！」

　ざわついた魔物達の中で、声を上げたのはムイラジだ。彼が指さしたのは、正門の方角だった。リンドはそこに立っている人物を、信じられない思いで見つめる。

　もれたのは安あん堵どのため息だ。そして、張り詰つめていた緊きん張ちようの糸がぴんっと切れる音がした。
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　アブウに抱きついたジャリスは、その温かい身体にほっとした。消しよう滅めつした時は、どんどん身体が冷たくなっていった。その冷たさに心が凍こごえた。

　だが今のアブウは温かくて、ちゃんと実体があった。

「ご主人様ぁ。寂さびしかったですぅぅぅ。目が覚めたのに、水差しから出られなかったんですよぅ。このままだったらどうしようって泣いてばっかりいましたぁぁぁ」

　おいおい泣いているアブウだが、表情は喜びに溢れていた。うんうんと何度も頷うなずいて、頭を撫なでてやると、アブウがぐすんと鼻を鳴らした。

「……感動の再会のようだが、そんな精霊が出て来て何の役に立つんだ？」

　ラシッドが、ターラを踏みつけにしたまま、冷たい声を上げた。

「ああっ、あれってもしかして、ターラ船長ですかぁぁ。本当にシャイ悪ターン魔だったんですねぇぇ。水差しが直ってから、声だけは聞こえていたんですぅぅ。びっくりしましたよぅ。前にずっと一緒に旅してた事もありましたけど、ぜんぜん、まるっきり、これっぽっちも気付きませんでしたぁ。でも……ターラ船長が踏ふみつけにされてるって、何だかいい眺ながめ……」

　うふふっと意地悪く笑ったアブウの気持ちが判らないではない。長い間ターラにいじめられていたアブウの正直な気持ちだろう。

「てめぇ、後でぶっ殺してやるぞ！」

　叫んだターラに、アブウが腰に手を当ててぐーんと胸を張る。

「そんな事を言っていいんですかぁ？　アブウはお役に立ちますよぅ」

　よく判らないが、何やら自信満々のようだ。だがこんな時のアブウが役に立った例ためしがない。

「いい度胸だ。お前のような精霊に何ができる。同じ水の魔法を使うといっても、私とお前では格段の差があるのだぞ」

　ほくそ笑えんだラシッドを見て、ジャリスは思わずアブウの腕うでを摑つかんだ。

「ア、アブウ。せっかく生き返ったんだから、命は大切に……」

「そうだぞ、お前が何の役に立つ」

　コダートが囁くと、シャルマが頷いた。

「ええ、見み栄えっ張りもいい加減になさい」

　だがアブウは更さらに胸を反らせた。

「大だい丈じよう夫ぶですってばぁ。アブウは生まれ変わったんですぅぅ。力がみなぎってますよぅぅぅぅ。新生・超ちよう・特別・アブウにお任せあれっ」

　どこが新生で超で特別なのだろう。見た目には一いつ切さい変わりないように見えた。

「ならば、おまえは私に勝てるとでも言うのか？」

　ラシッドがあざ笑うと、アブウがきょとんとして、すぐさま首を振る。

「いえいえ、勝てないですよぅ。だってあなた強いですもの。でもねぇ、アブウは勝てないけど、あなたを倒す手助けは十分できるんですぅぅぅ」

　べっと舌を出したアブウに、ラシッドが顔を引きつらせた。そして踏みつけていたターラの鳩みぞ尾おちに足を上げて一いち撃げきを加えると、そのままアブウに向き直る。

「ならば、お前から死ねっ。ザーバ溶解！」

「だめぇ！」

　叫さけんだが遅おそかった。ラシッドの手から放たれたどんなものでも溶とかしてしまう硫りゆう酸さんが、アブウ目がけて襲おそいかかる。だがアブウは避よけずに、両手を前に突つきだした。

「アブウの新しい魔法！　タフウ変ィール化！」

　唱えた呪文に期待がわいた。よほど自信があるようだ。もしかしたら、ラシッドの攻こう撃げきを跳はね返せるのかもしれない。だが、硫酸はそのままアブウの顔にぶつかった。ジャリスは、ああっと叫んで目を閉じる。アブウの顔が溶けて骨が見えている姿なんて、とても正視できない。

「へへーん。効きませんよぅ」

　間延びした声に、はっと目を見開いた。恐おそる恐る見るとアブウの顔は濡ぬれてはいたが、肉は溶けておらず骨も見えていなかった。それどころか、涼すずしい顔で得意げな笑みを浮うかべている。

「どういう事だ！」

　ラシッドが信じられない様子で目を見開いている。アブウが人差し指を顔の横で動かした。

「アブウは、一つだけ得意な魔法があるんですぅぅ。どんな飲み物でも水差しから出せるんですけどぉ」

　それはジャリスも知っている。酒でも水でも思いのままだというが、結局水差しから出てくる飲み物は、しょっぱくて飲めたものではなかった。

「それって、水差しの中にたまっている液体を、お酒になれとか水になれとか魔法をかけるんですぅぅ。それでねぇ、新しい力っていうのは、それを水差しの中じゃなくて、外でも出来るようになったんですぅぅぅ。すごいでしょう！」

　一瞬それのどこが凄すごいのかと思った。だがすぐにはっとする。同じ事に気付いたのか、ラシッドが顔色を変えた。

「言ったでしょう。勝てないけど、あなたを倒す手助けは出来るってぇ。あなたが魔法で出す硫酸を、ただの水に変えられるんですよぅ。いくらでも魔法を使うといいですぅ。アブウが全部無効にしますからぁ」

　胸を張ったアブウに、思わず目を見張って声を上げた。

「すごいわ。アブウ、初めて心からあなたを尊敬した！」

「ええ、馬ば鹿かとはさみは使いようです」

　シャルマの誉ほめ言葉らしきものに、コダートが頷いた。

「ああ、これなら……」

　そのままコダートが、真しん鍮ちゆうの剣けんをラシッドに向けた。シャルマも同じ体勢を取る。

　目を見開いたままのラシッドが、後ずさろうとした。だがすぐに歩みを止める。ゆらりと起き上がったターラが、目を赤く光らせていた。

「お前、お得意の水の攻撃を無効にされるなんて最悪だな。馬鹿にしていた精霊ジヤーンと人間達に倒される気持ちはどんなだ？」

　ラシッドが唇くちびるを嚙かみしめている。そのままターラに背を向けて階段を下りようとした。

「そんな精霊の魔法などそう何度もきくはずがないっ。ザーバ溶解！」

「そうはいきませんよぅ。タフウ変ィール化！」

　ラシッドが硫酸を放ったが、アブウが両手を広げて呪文を唱えた。硫酸はまっすぐこちらに向かってきたが、ジャリスは避けなかった。アブウを信じていたからだ。そしてそれは正しかった。全身に浴びても硫酸が身体からだを溶かす事はなかった。唇についた液体が、口の中に入りこんで、思わず顔を顰しかめる。魔法で硫酸を水に変えているはずなのに、やっぱりしょっぱい。

　魔法が効かない事に怯ひるんだのか、立ち止まったラシッドに向かって、コダートが階段を駆かけ上がる。剣を振り上げたコダートに、ラシッドが目を奪うばわれた。片手を振り上げようとしたラシッドの一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、気配を押し殺して近づいたシャルマが右手から襲いかかる。

「ううっ！」

　ラシッドが呻うめいた。シャルマの真鍮の剣が、彼の腹部に深々と刺さっていた。コダートがそのまま剣を振ふり下ろしラシッドの身体を切り裂さく。

「もうこれで終わりだ！　ラシッド！」

　コダートの叫びに、ラシッドが目を見開いた。だがすぐに苦しそうな表情になって、口からがばっと血を吐はく。そして忌いま々いましそうな表情を浮かべ、震ふるえる足でよろよろと階段を上がりながら、踊おどり場まで後ずさった。

「……噓うそだっ、こんなはず……」

　悔くやしそうに呻く言葉は、最後まで続かなかった。右手から灰に変わっていく自分の姿を信じられないように見つめている。ぐらりと身体が傾き、そのまま背後にあった窓にぶつかった。窓の硝子ガラスが割れて辺りに破は片へんが飛び散る。

「お前達に……お前達に負けた訳ではない！」

　その言葉を最後に、ラシッドの身体が窓の向こうに消えていった。
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「ラシッドの気配がなくなった」

　ふいに目を開いてオシリスは呟つぶやいた。傍かたわらに控ひかえていたハジが眉まゆ根ねを寄せる。金色に光る玉座で、オシリスはふうっと息をつく。

「残念だ、ラシッドは気に入っていたのに。これで残ったシャイ悪ターン魔はお前だけだな」

　目をやると、ハジが跪ひざまずいたまま頭を下げた。四人のシャイターンの内、生まれながらに強力な魔ま力りよくを持っていたのはターラだけだった。残りは自分が気に入ってシャイターンとしての魂こん魔まを持たせた。ラシッドは可愛かわいらしい顔に似合わず残ざん酷こくな所が気に入っていた。リンドは、精神的にはもろい所もあったが、人を騙だます事に長たけていた。

　そしてハジを気に入ったのは、忠誠心が厚い所だ。魔物同士の小こ競ぜり合いで死にかけていた所を気まぐれを起こして助けてやった。ハジは助けた自分に、永遠の忠誠を誓ちかった。シャイターンとしてとりたてると、その忠誠心は更に高まった。

「私一人でも十分でございます。かならずや、ターラとリンド、そして人間達の首を御ご前ぜんに」

　胸に手を当てたハジに、ゆっくりと首を振る。

「いや……俺が相手をしよう。あの女は俺が招待してやったんだ。俺がもてなしてやらねば」

　ラシッドの気配がなくなる前、懐なつかしい魔力が宮きゆう殿でん内に溢あふれたのに気付いた。ジャリスという女は、アリフラストと同じ魔力を持っていた。おそらくあの女が何かしたのだろう。

　ふと頭にアリフラストの姿が浮かんだ。もう遠い過去のせいか、顔はよく思い出せない。まだ若かったのは確かだ。そして、実はオシリスは彼が嫌きらいではなかった。

〝もう止やめよう〟

　最後に戦ったあの島で、アリフラストはそう言った。いつも引きつれていた精霊ジヤーン達を置いて、一人で島にある宮殿にやってきた。戦おうとすると、アリフラストは泣きそうな顔になった。

〝もう止めよう。人間達に手を出さないでくれ。お前は寂さびしいんじゃないか？　お前の周りを見てみろ。心から忠誠を誓う魔物がどれだけいる？　お前に魂魔を大きくして貰もらって強くなりたいから、みんなお前にへつらうんだ。お前が慕したわれている訳じゃない。判わかっているだろう〟

　ぐっと言葉に詰つまったのを覚えている。それでもアリフラストを睨にらみつけた。彼は自分にないものを持っていた。闇ザラのーム・精ジヤ霊ーンを身体に取り入れ、魔力を使いこなしたが、人間の身体では限界があった。それを補ほ佐さするように、たくさんの精霊達が命すら惜おしくないと言って彼の周りに集まっていた。アリフラストは彼らを〝大切な仲間〟だと言った。

　何の見返りもなしに、どうして精霊達は彼に従うのだろうと不思議に思った。仲間という言葉は知っていても、それが何なのかはよく判らなかった。

　自分の周りを見てみると、心からの忠誠を誓っているのはハジだけ。他の魔物達はラシッドでさえ、強くなりたいが為ために自分にへつらう。それが見み抜ぬけない訳ではなかった。

　だがアリフラストと仲間の精霊達に会うまでは、それが当たり前だと思っていた。

　顔は覚えていなくても、あの時アリフラストが自分に向けた目だけは覚えている。今から命がけで戦うというのに、穏おだやかで優やさしい目をしていた。

〝寂しいなら、私がずっと一いつ緒しよにいるよ。一緒に眠ねむろう〟

　微笑ほほえみが優しいと感じた。その手をとりたいと一瞬考えた。アリフラストを守る精霊達は、どれだけ痛めつけても向かってくる。それが不思議で、そして少しだけ羨うらやましかった。この手を取れば〝大切な仲間〟の意味が判るかもしれない気がした。

　だが、そんな事を一瞬でも考えた自分が許せなかった。

　差し伸のべられた手を振り払はらって彼を殺した時、悲しいと感じた。自分を唯ゆい一いつ殺せるかもしれない男。失うのは寂しかった。アリフラストが最後の力を振り絞しぼってかけた封ふう印いんで、深い眠りにつこうとした時、心の中では早く目覚めたいとただそれだけを思っていた。

　目覚めたら一番に、アリフラストのように心から信しん頼らいできる仲間を作ってみたかった。

　だが結局、残った味方のシャイターンはハジ一人となった。

「オシリス様が相手をなさらずとも……」

　心配そうな表情のハジに目を向ける。ハジとて記き憶おくを封ふうじているから、尽つくしてくれるだけだ。記憶を取り戻もどしたらまた自分に逆らうだろう。彼も大切な者を見付けてしまったのだから。

「いい。あの女と本気で戦うのもいいだろう。アリフラストの魔力を受け継つぐ女。ジャリスと」

　アリフラストが大切にしていた信頼できる仲間達、それは自分には決して手に入らないものだった。だがそんなものはなくても、自分は誰だれよりも強い。

　同じように仲間を大切にしているジャリスと戦うのは、その自分の強さを証明する為だった。
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　ジャリス達は階段を駆け上がっていた。どれだけ続いているのか判らないほど、長い階段だった。もう何度踊り場で方向転てん換かんしただろう。はあはあと息を弾はずませて、それでも必死で駆け上がる。そしてようやく長い長い階段も終わりが見えてきた。

「止まれ、近くに魔物ジン達の気配がする」

　階段の中なか程ほどで、先頭を走っていたコダートが立ち止まる。そのままみんなで、ゆっくりと足を忍しのばせて階段を上がった。左右に伸びた廊ろう下かは、右側が行き止まり。そして左側には魔物達が十人ほど仁に王おう立だちしていた。彼らの奥に大きな両開きの扉とびらが見える。

　コダートが腰こしの剣に手をかけた。シャルマも真鍮の剣を抜ぬき放つ。

「多勢に無勢だな。だが、正面突とつ破ぱするしかない」

　コダートの言葉に、シャルマが頷うなずいた。背後には、血だらけのターラを背負ったアブウがいる。元々怪け我がをしていたターラは、ラシッドとの戦いで更さらに傷を深くし、気を失っていた。

「ご主人様ぁ、怖こわいですぅぅぅ。アブウは、水の魔法なら無効に出来ますけど、他の属性の魔法は無理ですよぅぅぅ」

　情けない声を上げたアブウに、ジャリスは安心させるように微笑んだ。

「アブウはターラとここにいて、後はわたし達だけで……」

　ふいに階下から大勢の足音が聞こえてきた。コダート達も聞こえたようで眉根を寄せている。

「リンド達……だけの足音じゃないな。かなり大人数だぞ」

　階下では、リンド達が魔物達の足止めをしてくれているはずだった。だが、これだけの足音が聞こえるという事は、魔物達の可能性が高いだろう。ならば、リンド達は……。

「とにかく前に進もう。俺達が先に行く。ジャリス、お前は隙を見て、扉に走れ！」

　コダートが廊下に飛び出すと、シャルマが続いた。

「来たぞっ、敵だ！」

　魔物達が一いつ斉せいにこちらに向かって走り出した。この人数が相手では、とてもコダート達だけでは太刀たち打うちできないだろう。だが後退する訳にはいかない。背後の足音はどんどん大きくなっている。焦あせりを覚えて階下に目をやった、その時だった。

「ジャリス！　援えん軍ぐんが来たぞっ」

　叫さけんで階下から現れたのは、人間の姿をしたリンドだった。リクもフィクルもいる。無事な姿にほっとした。その後ろから続く人ひと影かげを見て、あっと声を上げた。

「カッサラ！　どうしてここに。いつ目が覚めたの？」

　階段を力強い足取りで駆かけ上がってきたのは、カッサラとアクラブ号の乗組員達だ。カッサラが黒い瞳ひとみをこちらに向け、ゆっくりと頷いた。

「陛下から、君達がオシリスを倒たおす武器を取りに行ったと聞かされた。きっと探し出してこの宮殿に向かうだろうから、手伝いに行けと命じられたんだ。目が覚めたのは六日前だ。リンドが王宮を出てすぐだったらしい。遅おそくなってすまない。アラバーナ大陸を分断している亀き裂れつの中を船で通って近道をしたんだが、やはり時間がかかってしまった」

　そんな無む謀ぼうな事をしたのかと目を丸くしてしまう。亀裂には海水が流れ込んでいると知っているが、船が通るには狭せますぎる。座ざ礁しようする確率が高いので船乗りは誰も近づこうとしなかった。

　カッサラが、精せい悍かんな顔に笑えみを浮うかべる。

「サウルナ国の海軍も捨てたものではないさ。優ゆう秀しゆうな船乗りが揃そろってる。千人の精せい鋭えいを引きつれてきたぞ。ここは任せろ！」

　声と同時に、行き止まりだと思っていた廊下の右手からどかどかと足音が聞こえ始めた。薄うす暗ぐらくて判らなかったが、どうやら奥に小さな扉があるらしい。そこから現れたのは、サウルナ国の鎧よろいに身を包んだ軍人達だ。先頭を切っているのはルーレルだった。

「あああ！　アブウッ。生き返ったんだね。あたし、外で待ってろって言われたけど、あんたの魔力を感じていてもたってもいられなくて、こいつらと一緒に来たんだ！　会いたかった！」

　ルーレルが、アブウに勢いよく飛びついた。ターラを抱かかえたままのアブウが、筋肉隆りゆう々りゆうの身体からだを受けとめられなくて、尻しり餅もちをつく。

「もう離はなれないよっ、アブウ！　二度と危ない目に遭あわないように、帰ったら鉄てつ格ごう子し付きの牢ろう獄ごくに監かん禁きんしてあげるっ」

「いやぁぁぁぁ！　それだけはやめてぇぇ」

　アブウの泣なき叫ぶ声が響ひびいた。さすがにカッサラが眉まゆ根ねを寄せている。

「……あの二人は気にしなくていいわ。それより、本当に任せても大だい丈じよう夫ぶ？」

　カッサラが頷くと同時に、魔物達を囲んだ大勢の軍人達が、一斉に真しん鍮ちゆうの剣けんを抜いた。

「幸か不幸か、宮殿の間取りが頭に残っている。四方から軍人達を侵しん入にゆうさせた。ここは私達が引きうける」

　オシリスに身体を乗っ取られていたカッサラ。眠れる獅し子しがやっと目覚めてくれたようだ。それでも顔色はまだ悪かった。心配して見つめると、カッサラがふっと微笑んだ。

「大丈夫だ。君は君のやるべき事をすればいい。私は私にできる事をする」

　カッサラがすっと剣を抜く。精悍な顔とまっすぐ背筋が伸びた大おお柄がらな身体。そして黒く凜り々りしい瞳は、魔物達に向けられていた。

「さあ、行くぞ！」

　合図とともに、軍人達が魔物に突とつ撃げきした。ジャリスはコダートとシャルマと一緒に、軍人達が魔物達を威い嚇かくして作ってくれた道を進む。アブウからターラの身体を受け取ったルーレルも一緒についてきた。アブウはそのまま、ルーレルから逃のがれるように腰の水差しに入りこむ。

「ありがとう！　カッサラ」

　背後を見ると、カッサラが小さく頷く。そして襲おそいかかってきた魔物を一刀両断にした。




　天てん井じようまで届く大きな両開きの扉の前に辿たどり着いたジャリスは、コダートとシャルマと顔を見あわせた。そして三人で扉に手をかける。ギィィッと重い音が響いて、扉が開いた。

「よく来たな。無事に着いて何よりだ」

　奥の壇だん上じようで、玉座に座った男がいた。隣となりにいるコダートと似た顔で、コダートが決して浮かべない残ざん酷こくな笑みを浮かべたオシリスが。

　ルーレルがターラの身体を運び込んで床ゆかに降ろすと、ギィィッと再び音がして、扉が勝手にしまった。オシリスの傍かたわらに跪ひざまずいていたハジが顔を上げる。

「オシリス様、こいつらの相手は私が」

　そのまま立ち上がり、ハジがこちらを見み据すえた。コダートがすうっと息を吸いこんでハジの近くまで歩み寄る。二人の視線がぶつかった。

「ハジ……。俺の事を思い出してくれないか？」

　ハジがわずかに眉根を寄せた。だが、すぐにその表情が冷たい笑みへと変わる。

「何を思い出すというのだ？　お前など知らぬ！」

　片手を振ふり上げたハジが風の刃やいばを繰くり出した。すんでで避よけたコダートが唇くちびるを嚙かみしめる。

「ハジ、お前はずっと俺の側そばにいてくれた。俺の親代わりだった。生きていく為ための手段も、生きていく意味も、みんなお前が教えてくれた。でも……俺には大切な人達ができた。守りたいんだ。その為に、お前と戦う事になっても……。すまない、ハジ！」

　コダートが剣を振り上げる。攻こう撃げきするのは身を切られるより辛つらいはずだ。それでも、もう決心したのか目には迷いがなかった。ハジが風の刃で、振り下ろされた剣を跳はね返した。二人が睨にらみ合ったまま、じりじりと間合いをとると、玉座に座ったオシリスがわくわくと声を上げた。

「面おも白しろくなってきたな、これは見み応ごたえがある戦いだ」

　腹が立って睨みつけると、それに気づいたのかオシリスがこちらに微笑ほほえみかけた。

「ああ、ジャリス。すまないな。俺とした事が、お前達をもてなすのを忘れていた」

　オシリスがぱちりと指を鳴らした。何が起きるのかと身構えると、壇上の右みぎ隣どなりにある黄金の獅子の像が、ゆっくりと片足を上げた。

「そんな……！」

　ジャリスの二倍はあるだろう黄金の獅子は、まるで生きているかのように動きがなめらかだ。鋭するどい牙きばをむき出しにして、部屋を揺ゆるがす程の咆ほう哮こうを上げる。

　まっすぐこちらに近づいてくる獅子の前に、シャルマが立ちはだかった。

「かなり大きいですね。しかも黄金。持って帰れたら、一生生活費に困りませんね」

　こんな状じよう況きようだというのにシャルマは焦りすらみせない。それどころかほくそ笑んでさえいた。そのまま背後にいるルーレルに顔を向け、耳元で何かを囁ささやく。ルーレルが大きく頷いた。

「な、何をするつもりなの？」

「ちょっとした実験ですよ。そこで見ていてください」

　シャルマが腰にぶら下げた布ぬの袋ぶくろから何かを取り出した。手にしている物を見て目を丸くする。

　それは石ころによく似た丸い火薬玉だった。

「そんな小さな火薬玉じゃ、こんな大きな獅子を倒すなんて無理よ！」

　ジャリスは目を見開いて叫んだ。この小さな火薬玉に入っている火薬の量では、せいぜい机や椅い子すを爆ばく破はできる程度だ。黄金の獅子を倒すなんて、無理に決まっている。

　しかしシャルマは、大きく振りかぶって火薬玉を獅子の口に向かって放ほうり投げた。

「ルーレル、頼たのみました！」

　背後にいたルーレルが、両手を獅子に向かって突つき付けた。

「任せな！　火薬玉の威い力りよくを上げるんだろう！」

　すぐにドカンッと音がして、獅子の口から煙けむりが上がる。だがそれ以上は何も起きなかった。

「シャルマ……こんなんじゃ駄だ目めよ、いくら火薬玉の威力を上げたって……」

「いいえ、これからですよ」

　シャルマの自信ありげな呟つぶやきとともに、それは始まった。獅子の足ががくんと頽くずおれ、腹の辺りがどろどろに溶とけだしたのだ。床には黄金の水たまりが広がり始める。

「馬ば鹿かな……！」

　目を見張ったのはオシリスだ。シャルマがほくそ笑んだ。

「黄金はね、実はそんなに固い物質ではないのです。しかも純金に近い物であればあるほど、柔やわらかくて傷が付きやすく、熱に弱い。だから加工しやすくて指輪の台座などに使われるんです。外から攻撃するより、熱がこもりやすい獅子の内部を溶よう鉱こう炉ろ代わりにして、火種となる火薬玉を入れる。そして炎ほのおを起こすと、より強い熱が獅子の身体を溶かしてくれます。……見み栄えを張って純金などで作るから、こういう事になるんですよ。オシリス」

「なるほど、人間にも知ち恵え者がいるらしい。だが俺の飼かい猫ねこはそのぐらいの炎では倒せないぞ」

　オシリスが余よ裕ゆうの笑みを崩くずさずに、パチリと指を鳴らす。すると、獅子から流れ出した黄金が再び元の形に戻もどり始めた。シャルマがちっと舌打ちする。

「ならば、何度も溶かすまでです。行きますよ、ルーレル。あなたの炎の出番です！」

　合図とともに、ルーレルが黄金の獅子に向かって両手を構えた。シャルマがいくつもの火薬玉を手の平に載のせて、さっとこちらに顔を向ける。

「獅子の相手は任せて下さい。さあ、あなたはあなたの役目を！」

　ジャリスは頷うなずいてオシリスに目を向けた。オシリスの視線も、まっすぐこちらに向いていた。




　獅子の相手をしているシャルマ達と、ハジと一進一退の攻こう防ぼうを続けるコダートを背に、ジャリスは玉座に座るオシリスに近づいた。

「お前の仲間達は面白いな。魔物ジンとはまた違ちがう力をみせてくれる。だが、どんなに頑がん張ばっても俺には勝てないぞ」

　その声が聞こえたのか、コダートをかわしつつ、ハジがオシリスの側まで駆かけつけた。

「オシリス様、私が……」

「いいと言っただろう。そこで見ていろ。俺の楽しみを奪うばうんじゃない」

　そのままコダートもこちらに走り寄る。服が破れてあちこちに切り傷ができていた。血がしたたる程ほど流れていて、苦しそうに肩かたで息いきをしている。

　ほくそ笑えんだオシリスが、ゆっくりと玉座から立ち上がる。

「ジャリス、俺を倒たおせるだけの憎にくしみを覚えたか？　そうでなければ、お前に俺は倒せないぞ」

　それは判わかっている。一度剣けんで攻撃したが、すぐに治ち癒ゆしてしまった。だから、ここに来る前に魔ま力りよくを増ぞう幅ふくする方法を考えていた。憎しみではない形で、魔力をもっと手に入れる方法を。

「その目は何か考えてきたようだな。だったらやってみるといい。俺は強い相手と戦いたいんだ。俺はな、アリフラストを殺した時に、少し後こう悔かいした。あいつが死んだら、もう俺と互ご角かくに戦える者がいなくなる。それは……寂さびしい限りだ」

　呟きは静かだった。何かを思いだしているのか、オシリスが目を伏ふせている。

「わたしは、強くはないわ。そしてあなたに勝てる力もない。努力したけど、わたし一人の力じゃ駄目だって思い知った。だから……だから、仲間の力を借りるわ」

　コダートがジャリスの肩に手を置く。この事は、宮きゆう殿でんに入る前に彼に相談してあった。

　背後にいたコダートに、振り向いて顔を向ける。コダートの目が赤い光を帯びていた。そのまま背の高い彼が覆おおい被かぶさるように口付ける。それを見て、オシリスが感かん嘆たんの声を上げた。

「ほうっ、なるほど……。口付けで魔力を増幅させるか。これはいい、これなら……」

　嬉うれしそうなオシリスの声は、実はほとんど聞こえていなかった。魔物ジンや精霊ジヤーンは口付けで相手の魔力を取り入れる事ができる。以前も、オシリスに襲われた町から逃にげ出す為に、コダートと口付けして魔力を増幅させた事があった。勝つ為に必要な事だと判っていても、恥はずかしくて……そして悲しかった。こんな形でしか、コダートと口付けできない事が。

　重なった唇から、熱い魔力が身体からだに流れ込むのが判った。その熱が、身体をぐるりと一周して下腹部の辺りで渦うず巻まいた。

　唇を放して見つめると、コダートが大きく頷いた。握にぎった真しん鍮ちゆうの剣に目を向けると、今までにない程眩まばゆい光に包まれている。それをオシリスに向けて構えた。

「これで最後よ！　オシリス」

　叫さけんで剣を振り上げた。斬きりかかろうとしたが、オシリスが軽く手で振り払はらう真ま似ねをしただけで、身体が見えない壁かべにぶつかったようにはじき返される。

「きゃっ！」

　後ろに倒れ込もうとしたが、何とか踏ふみとどまった。オシリスがにんまりと笑う。

「この間はわざと刺ささせてやったが、今度はそうはいかない。俺はな、お前を全力で殺すと決めた。お前の仲間とやらもな。お前達がどれだけ束になってかかってこようとも、俺には敵かなわない。俺が一番強いのだと判らせてやる」

　オシリスが広げた両手から、黒い煙があがった。みるみる内にそれが巨きよ大だいな剣となる。煙をまとった剣が鈍にぶく光って、ジャリスに向けられた。

「剣で勝負するのもたまにはいいだろう。だが、気をつけろよ。この剣に触ふれるだけで、お前達人間の身体は砂となって崩れるぞ」

　思わずびくりと身体が震ふるえた。頭にオシリスの魔法で砂となって崩れたヨーヌルの町が浮うかんだ。それでも持った真鍮の剣をぎゅっと握りしめる。

「負けないわ！　これ以上あなたのせいでみんなが苦しむのは嫌いや。二度と人間や町を砂に変えたりなんてさせないっ」

　決意をこめて剣を振ふりかぶると、オシリスがそれを剣で受けとめる。キィィンと音を立てて刃はがぶつかった。

「……退たい屈くつだな。女の身では力が弱すぎる」

　目の前で呟いたオシリスが、ジャリスの剣を押し返した。倒れ込もうとしたのを支えてくれたのは、背後にいたコダートだ。

「なら、俺が相手だ！」

「お前では俺を倒せないだろう。お前達は本当に欠点だらけだ。大切な仲間なんて言いながら、結局はどれだけ群れて協力しあおうと、俺には勝てないんだ。お前達を殺した後、アラバーナ大陸に住む全員を石像に変えてやる。それが長い間俺を眠ねむらせていたアリフラストへの復ふく讐しゆうだ」

　残ざん酷こくな笑みと言葉に、剣を持った手が震えた。ジャリスは一いつ瞬しゆん泣きそうになる。

（勝てないの？　わたしじゃ駄目なの？　でもそうなったらみんなは……）

　頭に乗組員達の顔が浮かんだ。コダート、シャルマ、リク、アブウ、リンド。そしてフィクルとターラ。ナッシルに父のマラファム。サウルナ国のシャリフ王に、助けに来てくれたカッサラとアクラブ号のみんな。クアイ皇子とルーレルに、各国の国王スルタン達。そして旅してきた中で出会ったすべての人達。彼らが石像になった姿を想像して、全身に震えが走った。

　それでも大きく息を吐はいて、オシリスを睨にらみつける。

　守りたかった。彼らにまた会いたかった。

　そしてまたバルク号に乗って旅をしたい。あの船に、試練を乗り越こえた証あかしである各国の紋もん章しようを揃そろえて翻ひるがえしたい。それを夢にはしたくなかった。夢は一歩を踏み出さなければ手に入らない。

（欲しいっ。オシリスを倒す力が！）

　その思いが伝わったのか、背後にいたコダートが、ぎゅっとジャリスの身体を抱だきしめた。

「勝てる、俺達は勝てる！　あいつを倒すんだ。そしてまた旅をするんだ。ずっと一いつ緒しよに！」

　背中から伝わってくるコダートの体温が、ジャリスの身体を包む。気持ちは同じだと判って、嬉しさがこみ上げた。コダートの声は優やさしくて暖かい。首くび飾かざりの魔力に吞のみ込まれそうになった時も、彼の声に導かれてみんなの所に帰ってこられた。

　愛する人の声は、ジャリスの心に今までにない程の勇気の炎を燃え上がらせた。

「わたしは一人じゃないわっ。みんなでここまで来たのよ！　もうこれで終わりにしてみせる」
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　叫んだ途と端たん、真鍮の剣が眩い程に輝かがやいた。まるで太陽のような明るさに、オシリスが眩まぶしそうに一瞬目を瞑つぶって呻うめく。

「うっ……！」

　それを見て、コダートが素す早ばやく剣の柄つかを握っていたジャリスの手に、自分の手を重ねた。

「行くぞ、ジャリス！」

　そのまま二人でオシリス目がけて走り寄る。ようやく目を開けたオシリスが、はっとした表情になったが、もう遅おそい。狙ねらったのは、オシリスの無限の魂こん魔まがあるという下腹部だ。

　コダートの手に包まれた自分の手が熱を持っているのが判る。その熱を感じ取ったのか、真鍮の剣も更さらに輝きを帯びた。そのまま剣が、オシリスの身体に吸いこまれていく。

　深々とオシリスの身体に刺さった剣を見て、コダートと二人、期待に満ちた顔を上げる。だが、すぐ目の前にあるオシリスの顔は、笑みを浮かべていた。

「治せる、こんな傷はすぐに治せる」

　声には余よ裕ゆうが感じられた。思わず愕がく然ぜんとして唇くちびるを震わせる。これでも彼の怪け我がが治ってしまうなら、もうどうしようもない。恐きよう怖ふで身体にも震えが走った。オシリスに殺される恐怖ではない。彼にアラバーナ大陸を滅ほろぼされてしまう恐怖だ。

　それでもジャリスは、オシリスを睨みつけるのをやめなかった。

（いいえ！　絶対にそんな事はさせないっ。わたし達は勝てるわ！）

　心で叫ぶと、コダートも同じ思いなのか、重ねられた手に力が込もった。

「お前の思い通りになんてさせない！　俺達はお前を倒して、みんなで一緒に帰るんだ！」

　コダートの力強い声に導かれるように、彼と一緒に握っている剣でオシリスの身体を更にぐぐっと貫つらぬいた。真鍮の剣が目に痛い程の光を放ち、その輝きがオシリスの身体を包む。

　それでもオシリスは口角を上げようとした。だが、その表情がふいに変わる。驚おどろいたように目を見開き、唇がわなわなと震えだしたのだ。そして口の端はしからつうっと赤い血が流れた。

　オシリスがこちらにぐらりと倒れ込む。ジャリスはコダートと一緒に剣から手を放して、一歩後ろに引いた。苦しげに息を乱して跪ひざまずいたオシリスの姿を、呆ぼう然ぜんと見つめる。

　そこへゴゴゴォッと地じ響ひびきが鳴って、宮殿が揺ゆれた。バンダラヤ火山がどれだけ噴ふん火かしようと、少しの被ひ害がいもなかった宮殿の壁に、ビシッビシッと音を立てて大きなヒビが入りだす。

　駆かけ寄ろうとしたハジが、がくっと膝ひざをつく。それでもオシリスの許もとへにじりよろうとした。

「……なぜ、治らない。人間ごときに刺された傷が、なぜ……」

　オシリスが、呻くような声とともに、ごほっとせき込んで大量の血を吐いた。床ゆかに両手をついたが、それでも不敵な笑みを浮かべて、顔を上げる。

「おのれ……最初から、お前を殺していれば……。いや……違ちがうな。どんな形であれ……生き残った方が勝者だ。自分の力を過信した……俺の敗北を……認めるべきだろう。ふふっ、仲間の力か。アリフラストが言っていた意味が判った気がする……。あいつの言うとおり、俺には誰だれもいない。俺が死んで悲しむ者が誰も……。確かに、これは少し寂しいかもな……」

　言葉の意味は判らなかった。オシリスが跪いたまま、がくっと地面に突つっ伏ぷした。その指先からゆっくりと灰になっていく。腕うでが、足が、身体が、そして最後まで浮かべていた不敵な笑えみまでも、すべてが灰に。

　そしてどこからか吹ふいてきた風が、灰をふわりと舞まい上がらせた。

「た……おしたの？」

　ジャリスは両手を見つめた。信じられないでいると、シャルマが身体を強く揺さぶった。

「崩くずれますっ。早く逃げないと！」

　地響きはどんどん強くなっていた。壁に入ったヒビも、メキメキと音を立てて広がっている。天てん井じようから、金色の砂がぱらぱらと落ち始めた。黄金の獅し子しもどろどろに溶とけ始めている。

　そしてはっと気づく。オシリスが死んだと同時に、彼の造った物もすべて元に戻もどるのだと。

「みんな、すぐに避ひ難なん……」

「そうはいかないっ」

　玉座の奥にある小さな扉とびらが勢いよく開いた。現れたのは右手をなくしたラシッドだ。

「逃にがさないぞ、お前達を倒たおす力は残っていないが、足止めぐらいはできる。よくもオシリス様を！　このまま宮きゆう殿でんと一緒にお前達も道連れにしてやるっ」

　うまく動かないのか足を引きずり、髪かみを振り乱して叫んだラシッドに、蹲うずくまっていたハジが立ち上がり、慌あわてて駆け寄った。そして、倒れそうになっているラシッドの身体からだを両手で支える。

「ハジ、お前も一緒にこいつらを……」

　期待に満ちた目を向けたラシッドに、ハジは静かな表情で首を振った。

「いや、ラシッド。このままオシリス様に殉じゆんじよう。一人は寂さびしいと言っておられた。誰かがお側そばにいなくては」

　ラシッドが目を剝むいて、ハジの頰ほおを殴なぐりつける。それでもハジは摑つかんだ身体を放さなかった。

「ハジッ。オシリス様に受けたご恩を忘れたのか？　ただの魔物ジンだったお前の魂魔を大きくして、シャイ悪ターン魔にとりたててくださったのだぞ。お前はオシリス様に忠誠を誓ちかっただろう！」

「だからこそ……、だからこそ、殉じるんだ」

　ハジがこちらに目を向けた。まっすぐコダートを見つめている。その顔が先程までと違う優しい表情を浮うかべているのには、ジャリスも気付いた。そして、おそらく隣となりにいたコダートも。

「ハジ……。お前、記き憶おくが」

　震ふるえる声は期待と喜びに満ちていた。だがハジは、コダートからさっと顔を逸そらす。

「……お前など知らぬ。私はオシリス様に殉じるのだ。さっさと行け。もう人間に用はない」

　冷たい声は、少しだけ震えていた。コダートが目を見開く。

「噓うそつけ！　お前が噓をついてるのぐらい、ずっと一緒に暮らしてた俺には判わかるんだぞ！」

　叫さけんだコダートを羽は交がい締じめにしたのは、ターラだった。どうやらやっと目が覚めたらしい。

「放せっ、ターラ！」

　だが、ターラは首を振る。そして目配せすると、頷うなずいたシャルマがコダートの右みぎ腕うでを摑む。

「行きましょう！　カッサラ達にも早く逃げるように伝えなければ」

「だが、ハジは記憶が戻ってる。置いてはいけない！」

　抵てい抗こうして暴れるコダートの顎あごを、ターラがぐっと摑んだ。そしてじっと目を見つめる。

「ハジの気持ちも判れ。駄だ目めなら寝ねてろ！　後で俺がいくらでも恨うらみ言を聞いてやる」

　ターラの目が赤く光ると、気を失ったのかコダートが、がっくりと項うな垂だれた。

「廊ろう下かに出て、真っ直すぐ走れ。突き当たりに小さな扉がある。裏手に出る近道だ」

　ラシッドを押さえつけたまま、ハジが扉を指し示す。コダートの言うとおり、記憶を取り戻しているのだろう。置いていきたくはなかった。コダートの気持ちを考えると、胸が張り裂さけそうだ。それでもこの状じよう況きようではどうしようもない。ジャリスは唇を嚙かんでハジに目を向けた。

「……コダートは、あなたがこの宮殿の壁かべに生き埋うめになったって聞いてから、ずっと心配してたわ。あなたを助けたいっていつも言ってた」

　こんな言葉しかかけられない。だが、ハジは嬉うれしそうな笑みを浮かべた。

「人間に心配されるなんて、私はシャイ悪ターン魔失格だ。その男によく言っておけ。お前なんて知らないし、記憶なんて戻っていないと」

　そう言い張る気持ちは痛い程ほど判った。コダートをこれ以上苦しめたくないのだろう。何とかしたかったが、ハジの頭上からがらがらと黄金の固まりが落ちてくる。ジャリスの頭の上も、もうすぐにでも崩れてきそうだった。仕方なく扉に向かうターラ達の後を追った。

　ジャリスは扉に辿たどり着いて、最後にもう一度だけ振ふり返る。天井から雨のように落ちてくる黄金の固まりの隙すき間まに、ハジの微笑ほほえんだ顔が窺うかがえた。

　その視線は、気絶してターラに抱かかえられているコダートを、ずっと見続けていた。
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　バンダラヤ火山の火口近くに立ったジャリスは、崩れ去った宮殿の跡あと地ちを呆然と見つめていた。オシリスを倒した後、カッサラ達と合流し、何とか宮殿から逃げ出せた。魔物達の姿はなかった。どうやら逃げてしまったらしい。残ったのは、金色に光る砂だけだ。だが朝日に照らされて、それも少しずつ輝きを失い始めていた。

「おい、ブシュラル。けが人を集めてくれ。俺が魔法でサウルナ国に移動させるから」

　背後で聞こえたのはリンドの声だ。振り返ると、アクラブ号の乗組員達が中心になってけが人を移動させ始めていた。先程カッサラから死者は出なかったと聞いて、ほっとしていた。

　けが人の応急手当てを手伝おうとすると、シャイターンの姿をしたままのターラが近寄る。

「……ジャリス。ちょっといいか？」

　ターラの顔色は悪かった。元々怪我をしていたのに、更にラシッドから攻こう撃げきされたせいで、かなり出血していた。その血が乾かわいて、肌はだにこびりついている。

「大だい丈じよう夫ぶなの？　ターラ」

「ああ、大した事ねぇよ。お前達がオシリスを倒してくれたおかげで、俺は最後に残った大仕事をやり遂とげる為ための魔ま力りよくを温存できた。疲つかれてるだろうが、手伝って欲しい」

　何の事だかすぐに判った。ターラの約束、そして自分の最大の願い。

「アラバーナ大陸を一つに戻すのね。どうすればいいの？」

「亀き裂れつの中心部へ行こう。……お前と俺だけで」

　魔力を使った後の身体は鉛なまりのように重かった。今にも倒れ込みそうな程、眠ねむ気けも襲おそってきている。それでもコダートと協力できたおかげか、以前のように意識を失う程ではなかった。

　そっと辺りを見回した。コダートはターラの魔法で眠ねむっている。シャルマ達は、アクラブ号のみんなを手伝ってけが人を運んでいた。みんな疲れた顔をしている。これ以上彼らに負担はかけられない。

「……行くわ。連れていってくれる？」

　ターラが広げた腕の中に入ると、ふわりと横よこ抱だきにされる。そのまま黒い翼つばさをはためかせて、ターラが大空へ飛び立つ。

「ターラ、どこに行くんです！」

　叫んだのはフィクルだ。無言のまま上じよう昇しようするターラに代わって、ジャリスは声を上げた。

「亀裂の中心部に行ってくるわ。シャルマ達はバルク号に戻ってて！　すぐに戻ってくるわっ」

　フィクルが慌てたように叫んでいるが、その姿が遠くなるのと同時に声も届かなくなった。

　落ちないようにしっかりとターラの身体にしがみつく。まっすぐ前を見つめると、どこまでも雲一つない青空が広がっていた。亀裂をなくせれば、アラバーナ大陸もこの青空のように、どこまでも続く大地となるだろう。その光景を想像して、期待のあまり胸が熱くなった。
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　大陸に十字に入った亀裂の中心は、バンダラヤ火山の北の方角にあった。ここに来たのは、ジャリスも初めてだ。ターラに抱えられ上空から見下ろすと、四方に伸のびた亀裂の真ん中に、王宮が一つ入ってしまうくらいの巨きよ大だいな穴が空いている。周りには町どころか建物一つみえず、広大な砂さ漠ばくが広がっていた。

　ターラがゆっくりと地上に降り立った。亀裂のせいで出来た崖がけの際きわに立って見下ろしてみる。崖がけ下したは真っ暗で、どこまで続いているのか判らないほど深かった。亀裂の間はバルク号が余よ裕ゆうで入るくらい大きい。所々橋をかけて、行き来できるようになっているらしい。

「この亀裂が、本当に元通りになるの？」

「ああ、オシリスと俺が戦って、大おお地じ震しんが起こった。本当なら、俺の魔力をすべて使えば、この亀裂を元に戻す事もできたんだ。だが、あいつの魔力が大地に根付いていて、なかなか手が出せなかった。でも……オシリスは死んだ」

　ターラがじっと崖下を見つめた。この日の為に、ターラはどれだけの犠ぎ牲せいを払はらったのだろう。以前、もう楽になりたいと言っていた。きっとターラも疲れたのだろう。噓をつき続けて周りを騙だます事に。そして一人でいる孤こ独どくに。

　それがどれほどの物なのか想像もつかない。ただ、考えると胸がずきりと痛んだ。

「わたしは何をすればいいの？」

　ターラの最大の願いを叶かなえる手伝いができるのは嬉しかった。何でもしようと思った。そしてこれが終わったら、彼の孤独を癒いやせるように努力しようと。

　すべてが終われば、もうターラは噓をつかなくていい。そして一人でいる必要もない。みんなと一いつ緒しよにいれば、彼の身体や心に出来た傷も癒いえるはずだ。

「俺は怪け我ががひどい。多分完全に治るまでは何年もかかるだろう。そんなに待ってはいられない。だからお前の魔力を借りたい」

　一いつ瞬しゆん、オシリスの宮殿での事が頭に浮かんだ。魔力を増ぞう幅ふくさせる為に、コダートと口付けした。まさか……と考えて冷や汗あせが滲にじんだ。

「……そんなに嫌いやな顔するなよ。別に、口付けしようって訳じゃない。お前は祈いのってくれればいい。後は俺がやるさ。これは俺の仕事だ」

　ターラが苦く笑しようしている。彼には悪いが正直ほっとしてしまう。

「さあ、祈れ。天まで届くように、祈ってくれ。大切な人達の顔を思い浮かべろ。これが終われば、もう一度アラバーナ大陸は一つになれる」

　首にかけた首くび飾かざりを両手で握にぎりしめた。そして目を瞑つぶり、頭に今まで旅をして出会った人達を思い浮かべた。マハル王国で出会ったイルシュとカマル、カトゥーナ国のラスミア女王とフィクル。タバラン国のクアイ皇子とヤナキム皇子に、ネイレス国のムスタシャール王。

　そしてサウルナ国のシャリフ王にカッサラ。ケレン国のナスタシャ皇女に、ウルネティス国のギナン皇子と海かい賊ぞく同盟見習いのニザーイ。ムシャラワ国のウスタ王。

　そして、一番大事なバルク号のみんなに、父のマラファム。みんなみんな大切な人達。

　みんなの笑え顔がおがこれからも続きますように。そしてもう二度と戦いが起きませんように。

　首飾りを持った手にぎゅっと力を込めると、かっと身体からだが熱くなった。この感覚は覚えがある。もっともっと熱くなれ、そう願った。

　ふいにゴゴゴォッと大地が揺ゆれ始めて、はっとして目を開けた。

　祈りは通じたのだろうか。期待を込めた目を、ターラが立っていた場所に向けた。

　だが、そこには誰だれもいなかった。すぐに周りを見回すと、ターラが黒い翼をゆっくりとはためかせ、亀裂の中心である穴の真ん中に浮かんでいた。

「な、何やってるの？　ターラ」

　嫌な予感がした。慌あわてて立ち上がろうとしたが、揺れる大地のせいで満足に動けない。

「……これ以上お前が魔力を使えば、身体がもたないだろう。後は俺にまかせろよ。そうそう、お前に忠告しておく。これからは一いつ切さい、魔力は使うな。どんなに闇ザラのーム・精ジヤ霊ーンを制したといっても、人間は必ず心が弱くなる時がある。そんな時は魔力に吞のまれやすい。その首飾りは何もかも終わったら、またサイカの島の洞どう窟くつに安置しろ。後はサイカがうまくやる」

　どうして今、そんな事を言うのだろう。後からゆっくり言えばいい事を、どうして今。

　その答えに気づいて目を見開くと、ターラが微笑んだ。

「駄だ目めよ、こっちに来て。危ないわ！」

　ぐらぐら揺れる大地の上で、どうにか手を伸ばした。だが穴の真ん中にいるターラは遠い。

「……ジャリス、前にも言ったが、俺はもう楽になりたい。オシリスは死んだし、約束は果たした。もうそろそろいいだろう。後はお前達がやればいい。お前はそれだけ成長した。……安心しろ。お前の懐ふところに鳥笛を入れておいた。ブブ鳥のルークを呼んで、みんなの所に帰ればいい。もし何かあったら、アブウを呼びだして、みんなに水鏡で連れん絡らくしろよ」

　はっとして懐に手をやった。バルク号の船長室に置いてきたはずの鳥笛が、いつのまにか懐に入っている。そしてもう一つ不思議な事に気づいた。こんな状況なのに、どうしてアブウは水差しから出て来ないのだろう。いつもだったら大おお騒さわぎするはずなのに。

「アブウはちょっとうるさいから、眠ってもらってる。最後まであいつの泣なき叫さけぶ声は聞きたくなかったんでね。もう少ししたら目が覚めるだろう」

　その言葉で、これが予定されていた行動だと気づく。ターラは覚かく悟ごを決めてここに来たのだ。

「駄目よっ。こっちに戻もどってきて！」

　叫んだが、ターラは笑みを崩くずさなかった。そして翼をゆっくりと動かして両りよう腕うでを広げる。

「この亀裂を完全に元通りにしてやる。俺のすべての魔力を使って。だから……さよならだ。ジャリス」

　身体がゆっくりと亀裂へ落ちていく。どこまで続いているのか判わからない程深い暗くら闇やみの中に。

「ターラ！」

　ぐらぐら揺れるせいで立つ事もできず、四つん這ばいのまま崖の際まで這はったジャリスは、何度も何度もターラの名前を呼んだ。だがそれに応こたえる声は、ついに聞こえなかった。
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　バルク号の甲かん板ぱんから見み渡わたす海は、今日も穏おだやかだった。優やさしい潮風と一緒に食事のいい香かおりが漂ただよってくる。港は夕飯時らしい。荷を運んでいた男達がそれが合図のように家路につく。

　その光景を見ていたジャリスは、ほうっと胸をなで下ろした。

　オシリスの宮きゆう殿でんでの戦いから十日が経たっていた。ここはタバラン国の首都エオージュだ。

　タバラン国の首都に迫せまっていた砂の兵士達は、オシリスが倒たおされたと同時に崩れ去ったらしい。時じ間かん稼かせぎをしてくれたナッシル達のおかげで、首都は何とか無事だった。

　そしてもう一つ、聞いた途と端たん身体の力が抜ぬけて倒れ込むほど嬉うれしかった事がある。

「愛いとしいジャリス！　差し入れを持ってきたぞ」

　甲板から見下ろすと、クアイが象を引きつれて満面の笑みを浮うかべていた。象の背中には、食料の他ほかに煌きらびやかな衣装や宝石が入った箱が山と積まれている。

「ありがとう、クアイ皇子。でも食料だけ頂くわ」

「そう言わないで受け取ってくれ。君は俺の命の恩人だ」

　黄金の像となったクアイだったが、やはりオシリスが倒されたと同時に人間の姿に戻れたらしい。それは石像にされた他の人々も同様だ。人間の姿に戻ったクアイに会えた時の喜びは、言葉には言い表せない。嬉しさのあまり崩れおちて、それからしばらく立ち上がれなかった。

「宝石や衣装はこれからいくらでも役に立つわ。消しよう滅めつしてしまった町の復興に、お金がいるのよ。無む駄だ遣づかいしちゃ駄目」

　人間は元に戻れたが、砂となって崩れ去った町はそのままだった。それでも人が生きている限り、また町は作れる。そしてこの国には、国王スルタンとなるに相応ふさわしい跡あと継つぎもいる。クアイは有り余る財力で、出来る限りの事をすると民衆達に約束した。

「君によく似合うと思ったんだがな……。ジャリス、もっと堂々としていいんだぞ。君のおかげでオシリスを倒せた。石像となった人間も元に戻れた。そして……アラバーナ大陸を分断していた亀き裂れつもなくなった」

　その言葉を聞いても、嬉しい気持ちはわいてこない。クアイにはターラの事は話していなかった。自分でもまだ信じたくない気持ちがあったからだ。

　ターラが亀裂の穴に落ちた後、大地が悲鳴を上げたような大きな地じ震しんが、アラバーナ大陸を襲おそった。ジャリスがルークを呼びだして、何とかバルク号まで戻った時には収まっていたが、シャルマ達から聞いた話によると、不思議な事に激しい揺れは感じたが、建物に少しばかりのヒビが入ったのと、けが人が少々出ただけで、ほとんど被ひ害がいはなかったらしい。

　帰った後、ターラの事を乗組員達とフィクルに話した。フィクルは何も言わなかった。ただがくっと膝ひざをついて涙なみだを流した。

　ジャリスは彼と一緒に泣きじゃくった。ターラには幸せになって欲しかった。たった一人で長い間戦い続けた彼には、そうなる権利があるはずだ。これからずっと一緒にいられると思っていたのに。彼の寂さびしさを埋うめられるよう努力するはずだったのに。

「わたしだけの力じゃないわ。みんなが協力してくれたからよ。あなたもすごく頑がん張ばった。みんな頑張った。そして……たくさんの犠牲も払った」

　船せん尾びに目を向けると、コダートが佇たたずんで海を見つめていた。視線に気づいたのか、クアイが声を張り上げた。

「おいっ、コダート。俺がせっかく差し入れを持ってきたんだぞ、取りに来い！」

　だがコダートは、手すりにもたれたままで何の反応もしなかった。無視している訳ではない。おそらく周りの声も、あまり聞こえていないのだろう。

　コダートが目覚めたのは、ジャリスがバルク号に戻った後だ。ハジを置いてきたと知って、コダートは怒いかり狂くるった。いつも穏やかで優しいコダートとは思えない程ほど取り乱して、涙すら浮かべた。だがどれだけ怒おこっても、オシリスに殉じゆんじたハジはもう戻らない。ここ数日落ち着きを取り戻したかに見えたが、まだ彼の周りには、ぴりぴりとした緊きん張ちよう感かんが張りつめていた。

　なおもコダートを呼ぼうとするクアイをどうにか止めて、はしごを降りて食料を受け取った。クアイはまたしても長い長い愛の台詞せりふを口にして、名残なごり惜おしそうに帰っていった。

　食料を手に甲板に戻ると、コダートの姿がなかった。

　何とかまた元の彼に戻って欲しかった。だが、それにはどうすればいいのだろう。コダートの傷の深さは、十分理解できる。大切な人を亡なくす悲しみは耐たえ難がたい。

「ジャリス、アブウの水鏡に連絡が入っていますが……」

　考えこんでいると、背後から声がかけられた。振ふり向くと、珍めずらしく戸と惑まどうような表情をしたシャルマが立っている。

「連絡？　誰からなの」

「……シャリフ王からです。至急の用があるので、すぐにサウルナ国の王宮に来るようにと」

　相手が誰だか判って、思わず小さなため息がもれた。サウルナ国にいるナッシルや父のマラファム達には、水鏡でターラの事を報告していた。おそらくシャリフ王にも伝わったのだろう。

　きっと詳くわしい話を聞きたいのに違ちがいない。シャリフ王は、ターラとは長年の友なのだから。

「判ったわ。ルークに乗って行ってくる。みんなはここで待機していて」

「私も連れて行ってください」

　声をかけたのは、船室へ続く扉とびらから出てきたフィクルだ。ターラの事を聞いてから船室に閉じこもったままで、ずっと食事も満足にとらなかったせいか、青白い顔をしている。

「……サウルナ国の亀裂の中心部があった所に行って、ターラを探します。彼が死ぬはずない。きっと私はまた、置いて行かれただけです。あの人は何でもできる英えい雄ゆうなんかじゃない。本当は寂しがりやで、誰だれかに側そばにいて欲しいんです。でも自分の約束の為ために孤こ独どくに慣れようとして……。でもそれじゃやっぱり寂しいから、最後には必ず私の所に戻ってくる。いなくなったなら追いかけてあげないと。私が追いかけてあげないと、あの人はまた一人になってしまう！」

　涙を浮かべた瞳ひとみが痛々しかった。きっと止めても無む駄だだろう。彼が自分で納なつ得とくできなければ、ずっとこうしてターラを探し続けるだろう。

　ジャリスはゆっくりと頷うなずいて、ルークを呼びだす為の鳥笛を懐から取り出した。
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「コダート、やはり私達もサウルナ国に向かった方が……」

　バルク号の甲板に立っていたコダートは、背後からシャルマに声をかけられて振り向いた。ターラの事を詳しく説明する為、ジャリス達がサウルナ国の王宮に向かったのは昨日の事だ。ジャリスからターラが死んだと聞いた時、まさかと思った。あのターラが死ぬなんてあり得ないと。それでもジャリスの泣き顔を見て、噓うそではないと判った。どれだけ傷ついているのか手に取るように判る。自分も大切な存在を亡くしたばかりだから。

「いや、ジャリスはまだターラの事から立ち直れていない。サウルナ国にはナッシルや父親のマラファムがいる。それにリンドやカッサラもいるし、落ち着くまでそっとしておこう」

　リンドはオシリスとの戦いの後、カッサラやアクラブ号の乗組員達と一いつ緒しよに、サウルナ国に行ってしまった。それを聞いたジャリスは、一言呟つぶやいた。

〝帰って来ないかも知れないわね……〟

　元々はカッサラを助ける為に乗組員になったのだ。目的を達成したなら、もうリンドがバルク号にいる理由がない。乗組員がずいぶんと減ってしまったと思う。ジャリスとアブウがいない今、シャルマとリクと自分しか船には残っていない。

「おいっ、ジャリスはまだ帰って来ないのかっ」

　桟さん橋ばしから聞こえた怒ど鳴なり声に、シャルマが眉まゆ根ねを寄せて両耳を塞ふさいだ。甲板に続くはしごを登ってきたのはクアイだ。昨日出かけたばかりなのに、まだジャリスが帰ってくるはずがない。それぐらい判わかるだろうに、クアイは日に何度もやってきては、同じ台詞を繰くり返している。

「クアイ皇子、町の復興と地震の被害の後始末でお忙いそがしいはずでしょう。お仕事をして下さい」

　冷たい声で出で迎むかえたシャルマに、クアイがふんっと鼻を鳴らした。

「仕事はちゃんとしている。ジャリスはまだなのかっ」

「もう少しかかるようです。いい加減、ちょっとは〝待て〟を覚えたらどうです。犬だってしつけすればできますよ」

「なんだとーっ。お前、どんどん性格が悪くなってないか。俺は皇子なんだぞ！」

「皇子として尊敬できる方なら、こんな事は言いません」

　しれっと答えたシャルマに、クアイがかっと怒りで顔を赤く染めた。

　いつもならそろそろ止めに入る所だが、コダートはそんな気にはなれなかった。ハジの事ばかりが頭に浮かぶ。オシリスが死んだ後、ハジの記き憶おくは確かに戻もどっているようにみえた。何か助ける方法があったはずだ。

　黙だまって海を見つめていると、ふいにクアイが怒鳴るのを止やめて戸惑うような顔を向ける。

「おい、いつもみたいに、まあまあとか、やめろよとか言わないのか？　ここでお前が止めるから、俺だって怒り狂えるんだぞ。止めに入る奴やつがいないと殺し合いになってしまうだろう」

　ちょっと間が抜けているが、クアイらしい言い分だ。コダートは思わず苦く笑しようした。

「お好きで言い合いをされていると思いましたが？」

「何でそう急に敬語になる。お前、おかしいぞ。……いつまでも終わった事をくよくよするな。お前が元気がないと張り合いがない。お前とシャルマが二人揃そろって立ち向かってくるぐらいが、相手に不足がなくてちょうどいいんだ」

　ふんっと鼻を鳴らしているが、どうやら心配しているらしい。ハジの事を聞いたのかもしれない。そういえば、と思い出す。クアイはバルク号にやってくるたびに、何かとコダートに話しかけてくる。シャルマをわざとコダートの前に呼びだして、口げんかを始める事もあった。

「……クアイ皇子。ずいぶんとお優やさしい事で」

　ふっと微笑ほほえんだのはシャルマだ。どうやら同じ事に気付いたらしい。

「な、ななな何を言う！　大体こいつは俺の……。あっ、そうだ！」

　はっとしたようにクアイがこちらに指を突つき付けた。突とつ然ぜんの行動に思わずきょとんとする。

「コダート、決けつ闘とうだ！　王族式典の時に、すべて片がついたらジャリスをかけて決闘しようと約束しただろうっ。覚えているだろうな！」

「……覚えているだろうなって、今の言い方だと、クアイ皇子だって忘れてたんじゃ？」

　突っ込むと、クアイが慌あわてて目を逸そらした。

「馬ば鹿か者もの。忘れるはずがないだろう！　さあ、どうする。ここでやるか？」

「い、今すぐか？」

「ああ、そうだ。お前はどうも気合いが入っていない。俺が根こん性じようをたたき直してやる。そしてもちろん俺が勝つから、ジャリスは俺のものになる。まさに一石二鳥……いや、俺が勝利を味わえるから、一石三鳥だ。はーっはっはっはっ」

　高笑いしたクアイは、そのまま一人で勝手に喋しやべり始めた。

「そしてジャリスは俺の花はな嫁よめになって、タバラン国の王おう妃ひになって、それから子供は三人だ。ジャリスに似た女の子たちを両手に抱だいて、タバラン国の跡あと継つぎもいるから、俺によく似た賢かしこくて、武にも長たけてて、見み目め麗うるわしい男の子。俺が自ら剣けんの手ほどきをしてやろう。俺が強すぎるから、きっとジャリスは子供が心配になって〝手加減してくださいね、あなた〟とか可愛かわいらしく頼たのむんだ。〝でも一番心配なのはあなたですけど〟とかうっとり言ったりしてな。子供が成長しても、女の子はぜーったい嫁よめにやらんぞ。政略結けつ婚こんなんかもっての他ほかだ。男の子が大きくなったら、王位を譲ゆずってどこかに宮きゆう殿でんを造って、二人で幸せな老後を……」

　どんどん出てくる妄もう想そうに、思わず顔が引きつった。クアイは恍こう惚こつとした表情を浮うかべたまま、一人で納得したようにうんうん頷いている。

「……クアイ皇子。それはかなり飛ひ躍やくしすぎじゃ」

　コダートが声をかけても、クアイは完全に無視している。妄想が止まらなくて現実に返ってこられないのかもしれない。シャルマが呆あきれたようにため息をついた。

「それにはジャリスの意思が入っていないでしょう。まったく、あなたは昔から全然変わっていませんね」

　ようやく正気に戻ったのか、クアイがぎろりとこちらを睨にらみつけた。

「黙れ。俺には俺の人生設計がある！　それに邪じや魔まなのは、お前達二人だ。まずは、コダート。お前からたたきつぶしてくれる。さあ、勝負だっ」

　腰こしの剣に手をかけたクアイに、思わず身構えた。決着を付けるべきだと思うが、幸か不幸か、彼が嫌きらいな訳ではない。むしろどちらかというと好きだと思う。迷めい惑わくばかりかけられているが、誇ほこり高くて妥だ協きようを許さず、まっすぐ自分の想おもいのままに走り続ける彼は、尊敬できたりもする。

（うーん、あんまり乗り気がしないな……）

　どうするべきかと悩なやんでいると、シャルマが口を挟はさんだ。

「クアイ皇子、そんなに勝つ自信がおありなら、ジャリスが帰って来てからになさっては」

　はっとしてシャルマを見つめた。てっきり止めてくれるとばかり思っていた。

「どうして、ジャリスが帰ってきてからなんだ？」

「コダートに勝つ所を見れば、ジャリスもあなたに惚ほれ直すかもしれません。ジャリスは強い男が好みだと思いますよ」

　クアイの目の色が明らかに変わった。だが、すぐに疑わしい眼まな差ざしをシャルマに向ける。

「お前はコダートの味方だろう。大体、今まで散々俺を騙だましてきたのはお前だ。お前の言葉が一番信用できないんだ！」

　ずいぶんと成長したようだ。以前ならシャルマのお世辞にふわふわ踊おどらされていたのに。

「コダートが邪魔なのは私も同じです。私はジャリスが幸せになってくれれば、それでいいんです。だから彼女の幸せを邪魔する者が一番許せません。クアイ皇子、以前ジャリスをあなたの花嫁にする計画を手伝ったでしょう？　でも私はあなたを裏切って、結けつ婚こん式しきからジャリスを逃にがした。オシリスとの戦いで彼女が危険な目に遭あうたび、ずっとそれを後こう悔かいしていました。あのままあなたの花嫁になっていれば、彼女はこんなに苦しまなくてすんだのに、と」

　目を伏ふせたシャルマに、はっとした。これはどうやら、滅めつ多たに聞けない彼の本音らしい。それが伝わったのか、クアイが腰の剣から手を放した。

「その通りだ。俺ならジャリスを危険な目に遭わせはしない。タバラン国の王宮で、一生大事に守ってみせる」

　はっきりと言い切ったクアイに、シャルマが満足げに頷いた。

「それならば、またあなたに協力しましょう。ジャリスが帰ってきたら、あなたのいい所をたくさん吹ふき込みます。私はジャリスに信しん頼らいされている。私の言う事なら信じるでしょう」

　思わず耳を疑った。だがシャルマからは、いつものクアイを馬ば鹿かにするような様子は感じられない。それに以前同じような事を言って悔くやんでいたのも知っている。これは本当の本気だ。

　ジャリスへの恋こい心ごころを自覚してから、彼だけは敵に回すまいと心に誓ちかっていた。クアイとシャルマが結けつ託たくしたら、翻ほん弄ろうされるのは今度は自分の番だ。

「お、おいっ、シャルマ……」

　声をかけようとしたが、シャルマが向けた冷たい笑えみに、思わず言葉が途と切ぎれた。

「コダート、あなたといると、ジャリスは危険な目に遭う。今までがそうでした。もう私はそんな彼女の姿を見るのが耐たえられないんです。ですから、あなたにはジャリスの前でクアイ皇子と決闘して、派手に負けて貰もらいましょう。何だったら、そうなるように細工しましょう」

　どんな細工か聞くのも恐おそろしい。顔を引きつらせると、クアイがふんっと鼻を鳴らした。

「馬鹿者。俺が負けるはずがない。そんな細工などいらん！」

「そんな性格だから、いつも最後にへまをするんです。もっと悪あく辣らつにならないと」

　ほくそ笑んだシャルマに、思い当たる事があるのだろうクアイが、渋しぶ々しぶと頷うなずいた。

「仕方ないな。よしっ、では、ジャリスが帰ってから決闘をしよう。必ず連れん絡らくするんだぞ」

「ええ、お忙しいでしょうから、王宮でお待ちください」

　深く頭を下げたシャルマに満足そうに頷いて、クアイが船を後にする。真っ直すぐ伸のびた背を見送ったシャルマが、ゆっくりとこちらに目を向けた。

　思わずびくりとした。シャルマはどんな手を使う気なのだろう。考えるだけでもぞっとする。

「……ぐずぐずしないで、さっさと逃げますよ」

「に、逃げるって、決闘は？」

　慌てて問いかけると、シャルマが呆れた顔になる。

「するわけないでしょう。王族なんかと決闘して、怪け我がでもさせたらどうするんです。私の見た所、クアイ皇子は確かにお強いですが、あなたの方が上手です。あなたは半魔物だけあって、まず身体能力が普ふ通つうの人間とは違ちがう。力でも速さでもクアイ皇子の上をいきます。決闘しても勝負は見えている。無意味な決闘をしてどうするんですか」

　シャルマが不ふ機き嫌げんそうに片かた眼鏡めがねを押し上げた。

「本当にクアイ皇子も馬鹿正直です。あれだけ騙されて、まだ私を信用するなんて。さあ、すぐに準備をして、タバラン国を出ますよ。ジャリスには待ち合わせ場所を水鏡で連絡します」

　そこまで言われてやっと判わかった。さっきのシャルマの言葉がすべてクアイを騙す噓うそだったと。

「じゃあ、シャルマ。ジャリスの為ために、クアイ皇子に協力するっていうのは……」

　それでもつい聞いてしまった。判ってはいたが確かめたかった。このままでは安あん眠みんできない。

「言ったでしょう。私はジャリスの幸せを一番に考えています。ジャリスは王宮で贅ぜい沢たくに暮らす事が幸せではないと言っていました。ですがクアイ皇子は、そんな彼女の意思を無視して、結婚したら王宮に閉じ込めてしまおうとしている。彼がもっとジャリスの気持ちを理解してくれる男なら、私もここまで邪魔はしません。彼女が幸せになるのに必要なのは……」

　シャルマがじっとこちらを見つめた。悔くやしそうな辛つらそうな、それでいて、どことなく優しい目だった。

「あなただと思います」

　すぐにその目を伏せて呟つぶやいたシャルマに、思わず息を吞のんだ。

「で、でも、お前だってジャリスの為に……」

「私では駄だ目めです。今回の事でよく判りました。ジャリスが首くび飾かざりの魔ま力りよくに吞み込まれようとしたでしょう？　あの時私は、首飾りを外そうとした。彼女が心配でいてもたってもいられなかった。でも、それは間ま違ちがいでした。彼女が望んで自ら命をかけたんです。苦しくても見守るべきでした。そして……あなたはそれを実行した。苦しんでいる相手に手を差し伸べるのは簡単です。そうして楽になった相手を見て、自分も楽になれる。でもあなたは違う。ちゃんとジャリスの意思を尊重して、そして自分が傷つくのも構わず一いつ緒しよに戦った。私には到とう底ていできません。あの時……あなたとならジャリスは幸せを摑つかめるかもしれないと思いました」

　シャルマがゆっくりと微笑ほほえんだ。寂さびしそうな笑みだった。

「あなたはジャリスと一緒の道を進んでいける人です。だから私はあなた達を見守って、そして私にできる手助けをしようと思います。……いい事を教えてあげましょう。ジャリスはあなたが婚こん約やくを勝手に破は棄きした事を気にしていますよ。あなた、何も説明していないでしょう？」

　思わずきょとんとした。死んだ父親が勝手に決めた婚約だった。そんな事でジャリスと結婚なんて嫌いやだった。まずは白紙に戻もどして、それから改めてと考えていた。だがジャリスが婚約を喜んでいる風ではないと知っていたので、わざわざその話はしなかった。

　しかしジャリスは、婚約を破棄した事を気にしているという。どうしてだろうと考えていると、シャルマが諭さとすようにゆっくりと口を開いた。

「何でも言葉にするべきです。一度できた溝みぞはなかなか縮まりません。早い方がいいでしょう」

「待てよ、お前はそれでいいのか？」

　きびすを返したシャルマを呼び止める。立ち止まったシャルマがこちらを向いた。

「……一つ言い忘れましたが、私をあなたの味方だと信じない方がいいです。別にあなたが大事な訳ではないので。私の願いはさっき言いました。それにあなたが背そむくようなら容よう赦しやはしません。くれぐれも忘れないでください。それから……きつい事をあえて言います。もうそろそろ立ち直って下さい。大切な者を亡なくした経験があるのは、あなただけではないのですから」

　シャルマの厳しい視線にはっとした。ずっとハジの事を考え続けて、心が沈しずんでいた。いつもなら周りに気を配る事も忘れないのに、もうどうでもよくなっていた。

　シャルマに言われた事は、本当は自分でも判っていた事だ。どれだけ悔やんでもハジは生き返らない。もう隣となりで笑ってはくれない。だが、その悲しみに暮れてばかりでは、前に進めない。

「……すまない」

　呟くと、シャルマの表情が少しだけ柔やわらかくなる。

「時間はかかると思います。でも、あなたには私達がいる。何か辛いなら口に出して言って下さい。クアイ皇子だって、ああ見えてあなたを心配しているんです。だからジャリスがいなくても、日に何度もやってくるんですよ」

　クアイの気持ちは判っていた。シャルマが自分を思って、あえてきつい言葉を浴びせた事も。

「……努力する。すぐには無理だが、元気になれるよう努力する」

　本音を口にするとシャルマがゆっくりと頷いた。そして船室に向かってきびすを返す。だが扉とびらの辺りで立ち止まり、顔を半分だけこちらに向けた。その瞳ひとみに冷たい色が混じった気がした。

「ああ、そうそう。もう一つ言う事が。……コダート、いつまでも自分の想いをジャリスに伝えられないあなたのへたれぶりに、私はかなりうんざりしています。いい加減にして下さいね」

　シャルマから発せられた冷たい空気に、背筋が凍こおりついた。思わずぶるっと震ふるえる。

　それを満足げに見届けて、シャルマは船室へと戻っていった。
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　サウルナ国にあるフラエイの町。そこに懐なつかしい思い出がつまった離り宮きゆうがある。ターラは、その裏手にある小さな墓の前に辿たどり着いて、ほっとして膝ひざをついた。

　もう立っていられなかった。アラバーナ大陸の亀き裂れつを元に戻すため、魔力を使い果たしていた。あのまま死ぬはずだった。それは覚かく悟ごしていた。

　だが意識が遠くなる中で、これで終わりだと思った瞬しゆん間かん、欲よくが出た。たった一つだけ願いがあった。それを叶かなえる為、最後の力を振ふり絞しぼり墓がある離宮まで飛んできた。いつもならひとっ飛びの距きよ離りなのに、途と中ちゆうで何度も気を失ったせいで、ずいぶんと時間がかかってしまった。

　そのままばたりと墓の前で倒たおれ込んだ。今度こそ本当に最後だろう。もう指先一つ動かせない。息は絶え絶えで、身体が冷たくなっていくのが判る。

　それでも悔くいはなかった。

「アムティア……。お前に言いたかった事がある。これを言う為に、頑がん張ばってきたんだぜ」

　何とか顔を動かして墓を見つめると、初めて会った時の少女の姿が頭に浮うかんだ。もう百年以上前の事なのに、鮮せん明めいに彼女の笑顔が思い出せる。

　目が見えなくて、離宮で寂しく暮らしていたサウルナ国の皇女。最初は利用して殺すつもりだった。その気持ちが変わったのはいつからだったか。

　アラバーナ大陸で戦いが起こっている、そう言って少女だったアムティアは泣いた。泣いて欲しくなかった。だから約束をした。戦争を止めてやると。

　それから彼女は成長し、人間と結けつ婚こんした。そして子供を産んで年を取った。だが、老女になっても彼女への気持ちは変わらなかった。

　たった一度交かわした口付けだけが、今でもターラを甘い気持ちにさせてくれる。彼女が死んだ時、一緒に死ぬはずだった。それでも生きていたのは、彼女との約束を果たす為だ。

「死んだら、お前に会えるのかな……」

　どうにか腕うでを動かした。墓に触さわると涙なみだが溢あふれた。もう一度会いたい、そして彼女が淹いれてくれるお茶が飲みたかった。明るい笑え顔がおと優やさしい歌声が聞きたかった。本当に自分でも呆あきれるぐらいのしつこさだと思う。最初に約束してから、もう気が遠くなる程長い時が経たっているのに。

　墓に向かって微笑んだ。ずっと言いたかった。本当は彼女が生きている時に伝えたかった。

「愛してる、アムティア。ずっとずっと、お前だけを愛してる……。この気持ちは永遠だ」

　永遠なんて言葉は、昔の自分だったら笑い飛ばしただろう。永遠に変わらないものなんてないと。だが、今は違う。変わらないものもある。現げんに自分の気持ちは、ずっと変わらなかった。

「やっと言えた。これで俺の願いも叶った……」

　すうっと意識が遠くなった。ここで朽くち果てれば、身体は灰となる。そしてこの墓の周りを漂ただようだろう。実らなかった自分の初はつ恋こいと同様、決してアムティアと交わる事なく、それでも彼女を守るように永遠に。

　いい死に方だと思った。今まで色んな悪事を働いてきたのに、こんな幸せな死を迎むかえていいのだろうか。

　頭の中に、アムティアと過ごしたわずかな日々の記き憶おくが駆かけめぐった。お茶を飲みながらよく作り話をしてやった。子供だった彼女は喜んだ。それを見ると、自分も嬉うれしかった。

　ふいに、アムティアが淹れてくれたお茶の香かおりがした気がした。どうやらそろそろ死が迫せまってきているようだ。彼女が迎えに来てくれたのだろうか。

　だが、すぐにそうではないと気付いた。この香りは現実だ。はっとして目を開ける。

　すぐ近くに立っている人物を見て、思わず眉まゆ根ねを寄せた。

「邪じや魔ますんじゃねぇよ。じじい」

　アムティアの孫、サウルナ国のシャリフ王が手に茶器を持って立っていた。

「そういうな、ジャリスからお前の事を聞いてな。だがお前がそんなにあっさり死ぬとは思えなかった。絶対にここに戻ってくるじゃろうと思ったんじゃ。お前はしつこいからな。ほらほら、いい香りじゃろう。おばあさまに教えて頂いた茶葉で淹れたのじゃぞ」

　シャリフ王が、鼻先に茶器を持ってきて香りを嗅かがせる。だが顔を逸らして首を振った。

「俺はもう駄目だ。ここで死ぬから、お前はどっか行けよ。俺はな、お前がだいっ嫌きらいなんだよ、昔っから！」

「知っておる。だが、わしは結構お前が好きじゃ。ずっとずっとお前と一緒に戦ってきた。わしはおばあさまの代わりにはなれぬが、茶ぐらいは淹れられる。わしより先に死ぬな、ターラ」

「……嫌だね。お前ら人間は、どうやったって俺より先に死ぬんだ。生きてたら、お前達が死んでいく所を見続ける事になる。俺はもうごめんだ」

　本音だった。今までも大切だと思う人間と出会った事は何度かある。尊敬できると思った人間や仲間だと思った人間。だがそのたびに死という別れを繰くり返してきた。もうたくさんだ。

「いつからそんな弱虫になった？」

「元からだよ、俺は弱くて根こん性じよう無しだ。惚ほれた女一人幸せにできなかった。……約束なんて俺の自己満足だ。約束を叶えたら、アムティアが喜んでくれると思い込んでいる。もう……この世のどこにも彼女はいないのに！」

　言いたくない本音だった。気付かぬふりをしたまま、死にたかったのに。

「……お前、本当にもう未練はないのか？　大切な人間だっているじゃろう？」

　シャリフ王が悲しそうに目を伏ふせる。それでも首を振った。

「いないよ。もう誰だれも……」

　呟つぶやいて目を閉じた。意識が段々と遠くなってきている。死はすぐ身近にあった。アムティアにずっと言いたかった言葉を捧ささげた。もう本当に未練はない……はずだった。

「いないんですか。そうですか。それはどの口が言うんですか？」

　ふいに聞こえた声に、はっと目を開けた。すぐ目の前で、フィクルが憤ふん怒ぬの形相を浮かべている。思わず両手を合わせて、ごめんなさいと呟いた。それはフィクルに黙だまって姿を消して、またふらりと戻もどるたび、儀ぎ式しきのように行われる謝罪だった。この顔のフィクルにはすぐに謝れと身体からだが覚え込んでいる。フィクルがターラの唇くちびるをぎゅっとつまんだ。

「この口ですか？　この口が言うんですか？　私を置いていかないように、あれほどあれほどあれほど言ったのに、また置いていきましたね！」

　すごい力で唇を引っぱられて、遠くなりかけた意識がはっきりしてしまった。

「ほめぇんなしゃい、ほめぇんにゃしゃい」

　ごめんなさいと何度も謝ったが、唇をつままれているせいで、ちゃんと発音できなかった。フィクルがふいに涙ぐんだ。長いつきあいだが、彼が泣くのを見たのは初めてだ。

「何がごめんなさいですか。私の気持ちを考えた事がありますか？　あなたがいない間、どれだけ私が心配しているか。そんな私をあなたは永遠に置き去りにしようとしているんですよ。置いて行かれる気持ちが判わからないわけではないでしょう？」

　フィクルの瞳から一筋の涙がこぼれるのを見て、心がずきりと痛んだ。アムティアに先に死なれた時、置いて行かれる気持ちは十分すぎるほど味わった。

「私はあなたに一生ついていくと誓ちかいました。あなたが一人で寂さびしいなら、私に永遠の命を下さい。ずっと側そばにいます。それなら寂しくないでしょう？」

　それは出来ない事ではなかった。今は弱っているが、完全に魔ま力りよくを取り戻せれば、人間に老いない身体を与あたえられる。

「馬ば鹿かな事を言うな。永遠に生きるなんて、辛つらいばっかりだ。みんな先に死んでいくんだぞ」

「それでも、それでもあなたと一いつ緒しよなら、私は構いません。もう置いていかれるのは嫌いやです」

　気付くと数人の影かげが地面に伸のびていた。どうにか顔を動かすと、マラファムとナッシル、そしてジャリスだった。彼らがこちらに歩み寄って、周りを囲んだ。

「……父上、まだまだやる事があります。死ぬのはそれからにしてもらえませんか？」

　冷たくも聞こえるマラファムの声に、ナッシルが肩かたを竦すくめた。

「もうちょっと優しく言ってやれよ。噓うそでも〝父上が死ぬと寂しいです〟とか」

「そんな噓は言えないな。父上がいなくなったら、私の心労の半分が減る。だが……」

　マラファムがそっと微笑ほほえんだ。そしてターラの傍かたわらに跪ひざまずき、手を握にぎった。

「父上がいないと、悲しいとは思います。いなくなればせいせいしますが、悲しいです」

　もう少し、お世辞を言えるように育てるべきだったとちょっと後こう悔かいした。同じように育てたはずなのに、そこそこいい感じに成長したナッシルと、どうしてこんなに違ちがってしまったのだろう。だが、マラファムが噓を言えないのはよく知っている。

「ターラ、わたし怒おこってるのよ。またわたしを騙だまして、亀き裂れつの中に一人で消えちゃったから」

　腰こしに手を当てたジャリスは、目元が赤くなっていた。かなり泣いたようだ。それは自分のせいだろうか。

「絶対に生きてもらうわよ、わたし、もう誰かが死ぬのは嫌！」

　しゃがんだジャリスが、ターラの頭をもった。右みぎ腕うでをマラファム、左ひだり腕うでをナッシル。そして足元をフィクルが持つ。そのままかけ声をかけて担かつぎ上げた。

「ち、ちょっと待てっ。どうする気だよ。俺はここで死ぬんだ。大体、今までの事は、全部俺の責任なんだぞ。長く続いた戦争の原因になった大おお地じ震しんだって……」

　暴れたが、弱った身体ではどうしようもなかった。頭を持ったジャリスが顔を覗のぞき込む。

「死んで罪を償つぐなうなんて、あなたらしくないわ。あなたは傲ごう岸がん不ふ遜そんで自己中心的で、そして誰よりもアラバーナ大陸の平和を願う英えい雄ゆう、イジュタラ・シンリクット船長でしょう」

「そうじゃ。わしはおばあさまの願いを知っておるぞ。アラバーナ大陸が平和になって、そしてそれが永遠に続きますように、じゃ。ならばこれからも生きて、約束を叶え続けなければな」

　先頭を行くシャリフ王が振り向いて、にんまりと微笑んだ。

「ち、ちょっと待てよっ。それじゃ俺、ずっと死ねないじゃないかっ」

「……ターラ、わたしは思うの。大切な人達と別れるのは確かに辛いわ。でもあなたの周りには、あなたを慕したって集まってくる大勢の人達がいる。それはあなたが生きている限りずっと続くわ。わたし達もそう。あなたを大切に思ってる。だから死んで欲しくないの。……そうだわ、わたし達と新しい約束をして。わたし達が幸せになれますようにって」

　微笑んだジャリスに、ターラは思わず眉根を寄せた。

「お前達の幸せって何だよ？」

「うーん、そうね。とりあえず、あなたが生きててくれる事かな？」

　ジャリスの言葉に全員が頷うなずいた。ジャリスが片手でターラの頭を押さえつつ、手を伸ばす。

「約束よ。はい、指切り」

　にっこり笑ったジャリスに指を絡からめられて、顔が引きつった。

「うわぁぁ、駄だ目めだって、本当に約束した事になっちまうだろーっ」

　叫さけびは全員に無視された。わめいても怒ど鳴なっても降ろしてはくれない。

　離り宮きゆうに運ばれ、寝しん台だいに横たえられたターラは、ふうっと息をついた。

　どうやら死に損そこねてしまったらしい。ため息をついたが、寝台を覗き込んでいるみんなの心配そうな顔を見ると、何だか嬉しかった。どうやら本当に大切だと思ってくれているらしい。目を瞑つぶって、どうするかと考えた。

　そしてふと、仕方ないからしばらく生きてみるかと思い立った。死ぬのはいつでもできるし、アラバーナ大陸の未来を見届ける必要は確かにあるだろう。

　それに、大切な人間達を残して死んでしまうのは、何だかあまり気分がよくないと思った。
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　離宮の一室にターラを休ませ、ジャリスはほっと息をついた。

　一昨日おとといシャリフ王に呼びだされて王宮に赴おもむき、ターラの最後の姿を伝えた。だがシャリフ王は首を振ふり、ターラが亀裂の中で死ぬはずがないと断言した。彼は死に場所を決めていると。

　ターラを捜さがしに亀裂の中心部があった場所へ行こうとしたフィクルを止めて、シャリフ王が研究を進めていた気球に乗り込んだ。そしてみんなで離宮まで飛んできたのだ。間に合ってよかったと心底思う。ターラが眠ねむっている姿にもう一度ほっとして、寝台の向こうに座ったナッシルに目を向けた。他ほかのみんなは気球の点検の為ため、庭に出ていた。

「ねぇ、ナッシル。明日、王宮に戻るんでしょう？」

「ああ、サウルナ国でも消しよう滅めつした町があるからな。色々と忙いそがしいんだ。あんまりゆっくりはしていられない。……どうかしたのか？」

　戸と惑まどうような表情をしているのに気付いたのか、ナッシルが首を傾かしげた。

「あの……あのね」

　聞きたい事があった。洞どう窟くつで見た幻げん覚かくがずっと心の片かた隅すみでくすぶっていた。どうやっても取れないくすぶりを消すには、真実を聞くしかなかった。父は、自分を捨てたのかと。

「わたしの母さんは、すごく気が強い人だったんでしょう？」

　思い切って切り出すと、ナッシルが不思議そうな顔をした。

「ああ、気は強かったな。マラファムをグーで殴なぐるぐらいの根性があったから」

「わたしを産んだせいで、死んじゃったのよね」

　俯うつむき加か減げんで呟くと、ナッシルが顔を曇くもらせる。ふいに涙なみだがこみ上げてきた。やっぱりあの洞窟で見た幻覚は真実なのだろうかと。

「……ナッシルがわたしを育てたのは、父さんがわたしの事をいらないって言ったから？　父さんは母さんを亡なくして、すごく辛かったんでしょう？」

　堪こらえようとした涙が、ぽとりと膝ひざに落ちた。ナッシルが慌あわてて立ち上がる。

「何を言っている。お前を預かったのは、親父おやじがそうしろって命じたからだ。ちょっと待ってろ、親父！　起きろよ！」

　ナッシルが揺ゆさぶろうとしたが、その前にターラがぱっちりと目を開いた。

「起きてるよ。お前ら喋しやべるから目が覚めちまっただろ」

　口を尖とがらせたターラが、顔を横に向けてじっとジャリスを見つめた。

「洞窟で何か見たのか？　あれはお前の心の中の恐きよう怖ふだ。全部が噓じゃないだろうけどな」

「全部って……どれぐらいが真実なの？　もうすぐ子供が産まれるって言って、父さんと母さんが幸せそうにしていたわ。あれは真実なの？」

「そうかもな、お前が母親の腹の中にいた時なら、その時の記き憶おくなのかもしれない」

「じゃあ、父さんがわたしをいらないって言って、ナッシルに渡わたしたのは？　ナッシルはわたしを育てるの嫌そうだったわ。好きな女性と違う男の子供を育てるのは嫌だって」

　ナッシルが驚おどろいたように目を見開いた。そのまま寝台を回り込んで大おお股またで歩み寄る。

「そんな事を本気で信じてるのか？　そりゃこれっぽっちも思わなかったって言えば、噓になるかもしれない。でも、俺はお前を大事に育てたつもりだ。それに、マラファムが俺にお前を預けたのは、親父に命じられたからだよ。すごく嫌がったんだぜ、なあ、親父」

　同意を求められて、ターラがあっさり頷いた。

「ああ、確かに俺が命じた。コダートの父親が死ぬ前に、次に生まれてくるシンリクット一族の女の子とコダートを結けつ婚こんさせるって約束したんだ。その子がマラファムの子供だって判って、俺は運命を感じたね。アリフラストの血筋の女と、オシリスの血筋の男。うまくいけば、二人は手をとってオシリスを倒たおす道を歩んでくれるかもってな。だから、お前の背中に指輪を探す地図を移した。だが、マラファムにはその事は言わなかったよ。あいつは、お前を心底大事に思っているから。でもそれじゃ駄目だと思った。あいつの手元で育ったら、子供は甘やかされて育つ。母親が死んだ分、マラファムはより愛情をかけるだろう。俺が欲しかったのは、アリフラストの魔力を宿す事ができる強い精神を持った女だ。だからお前をマラファムから引き離はなした。恨うらみなら、俺に言えよ」

　恨み言を言うつもりはなかった。そうしなければならない事情があったのは判わかっている。

「じゃあ、父さんがわたしをいらないって言ったのは……ただの幻覚なのね？」

　それでも心に生まれた疑ぎ惑わくの芽を摘つむのは難しかった。

「……ちょっと来い」

　ナッシルに手を引かれ立ち上がる。何をするつもりなのかは、想像がついていた。




「マラファム、ちょっと」

　ナッシルが、シャリフ王とフィクルと一いつ緒しよに、庭で気球の点検をしていたマラファムを手招きした。ナッシルに腕うでを摑つかまれたままのジャリスは、父の姿を見てびくりとする。オシリスを倒した後も、父とはあまり話をしていなかった。洞窟での事が話しかける勇気を奪うばっていた。

　表情一つ変えず、マラファムが大股でこちらに近付いた。

「何の用だ？　今は忙しいんだ」

「俺は、前からずっとずっと思ってたんだが、お前達親子は会話が少なすぎる。だからジャリスがいらん心配をするんだ」

　腕うで組ぐみして声を荒あららげているナッシルに、マラファムが怪け訝げんな表情をした。

「その顔だ。その眉まゆ根ねをよせるのを止やめろ。それからにっこり笑え。ジャリスがオシリスの宮きゆう殿でんから帰ってきたって知らせが入った時の笑え顔がおを、本人の前で見せてみろ。心配だったってちゃんと口にしないと、伝わらないんだぞ。お前を愛してるってちゃんと言わないと！」

　窺うかがうように見あげると、マラファムが戸惑うような表情になっていた。だが、ふと気づく。こちらに向けられた視線がいつもの厳しいものではなく、柔やわらかい温かさがこもったものだと。

「……口にしなくても伝わるだろう。そういう事は、むやみやたらに言うものではない」

　その言葉が、洞窟で父が母に言った言葉と重なった。父はどうやら、昔とちっとも変わっていないらしい。ふいにその時の母の言葉が思い出される。

「わたしは……わたしは言ってもらわないと不安だわ」

　声を震ふるわせながら呟つぶやくと、マラファムがはっとした顔になる。

「毎日でも言って欲しい。だって本当に愛されているのかって不安だもの。父さんは、いつもそう。ちゃんと口にして。母さんだってそう言ってたじゃない」

　初めて父に我が儘ままを言った。たまにしか会えない父。嫌きらわれたくなくて、いい子にしてようといつも思っていた。だが、それは心の奥底でいつも怯おびえていたからだ。洞窟で見た幻覚のように、父に必要とされていないのではないかと。だから少しでも好かれようと、常に努力していた。海かい賊ぞく同盟の仕事ができるようになれば、ずっと父と一緒にいられる。だから、海賊になろうと決心した。旅の始まりは、そんな理由からだった。

「どうしてそれを……」

　マラファムが驚いたように呟く。父と母の幸せそうな幻覚は、どうやら本当の事らしい。

　だが、すぐにマラファムがふうっと息をついた。その仕草にびくりとする。呆あきれたのかもしれない。また臆おく病びような気持ちが生まれたが、それでもじっと父の目を見つめた。

　マラファムが両手を広げて、そっとジャリスを引き寄せた。

「……お前が無事に帰って来てよかった。本当に……よかった」

　ぎゅっと抱だきしめられただけで十分だった。父の身体からだは少し震えていた。それは自分を大切に思ってくれている証しよう拠このような気がした。

　偉い大だいな父は、自分が無事だった事に、震えるほど喜びを表してくれたのだ。大きな胸は温かくて、ほっとした。こうやって抱きしめてもらうのは、子供の時以来だ。

　心に生まれた疑惑と不安が消え去るのには、そう時間はかからなかった。
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　リンドは、箱に残った最後の手紙を読み始めた。カッサラ達とサウルナ国に戻もどった後、王宮の一室を与あたえられていた。部屋にある寝しん台だいにあぐらをかいて、手紙を読みふける。

　最後の手紙はブシュラルからだった。帰ってきたら、また一緒に旅をしましょうと締しめくくられている。

　読み終えて、ふっと笑みを浮うかべた。幸せだった。こんなに誰だれかに必要とされたのは初めてだ。自分が大切にされているという感覚は、心に喜びと深い感動をもたらした。

　だが口元を引き締めて、寝台から降り立った。机に山と置いてあった手紙を箱に戻すと、ゆっくりと辺りを見回した。部屋はさほど広くなかった。その広くない部屋に、仕事が終わったアクラブ号の乗組員達が毎晩集まるのだから、更さらに狭せまく感じた。もうすぐ酒とつまみを持って、またみんなやってくるだろう。今日はカッサラも立ち寄ると言っていた。

　だから、それまでに姿を消さなければならない。

　窓まど際ぎわに近寄ると、ふいに扉とびらを叩たたく音が聞こえた。振り返ると同時に、カッサラが顔を見せる。

「ああ、私が一番早かったようだな。みんなはまだか？」

「早すぎだよ。出直してくれ」

　すぐに顔を逸そらした。背後で扉がぱたんと閉まる。出ていってくれたかとほっとしたが、すぐに部屋の中で足音が聞こえた。慌ててふり向くと、カッサラの顔がすぐ近くにあった。

「お前とちょっと話をしたかったんだ。いいか？」

　聞かれて嫌いやとは言えなかった。渋しぶ々しぶ椅い子すに座ると、カッサラが正面に腰こし掛かけた。

「シャリフ王のはからいで、来月にはアクラブ号にみんな戻れる事になった。それで、色々と決める事がある。副船長のお前と相談してから……」

「副船長は、ブシュラルがいいと思う」

　素す早ばやく口にした。カッサラに噓うそはつけない。ついてもすぐに見破られるだろう。だから、正直に何もかも話そうと思った。カッサラがわずかに首を傾かしげる。

「副船長をブシュラルに譲ゆずるのか？　じゃあお前は甲かん板ぱんでも磨みがくか？」

　軽口を叩くカッサラなんて珍めずらしい。本当はきっと判っているはずだ。顔を上げて、意志の強そうな黒い瞳ひとみを見つめた。

「……俺は出て行くよ」

　決意していたはずなのに、小さな声しか出なかった。カッサラがそっと目を伏ふせる。

「リンド、お前は私の船の乗組員だ。たとえお前が人間ではなくてもだ。私達と一緒に旅をしよう。その為ために、お前は今まで頑がん張ばってくれたんじゃないのか？」

　そうだ、と答えたかった。アクラブ号のみんなとまたわいわいケンカしつつ旅をしたかった。みんなが大好きだ、目の前のカッサラも尊敬している。だけどそれでは駄だ目めだと気づいていた。

「俺は……俺はすごく精神的に弱いんだ。すぐに楽な方、楽な方に流されようとする。そして気付いた時には、もう引き返せない泥どろ沼ぬまに足を突つっ込んでる。気付いてまた俺はそこから逃にげようとするんだ。そうして嫌な事や面めん倒どうな事から逃げ続けて、この有様だ。みんなを危ない目にあわせちまった。……昔、復活しかけたオシリスとターラが戦った時、俺は巻き込まれたくなくて、ただ見てたんだ。あの時止めればよかった。そしたら、もっと何かが違ちがってたかもしれない。みんなこんなに苦しまなかったかもしれない。……俺は思ったんだ。悪いのは、オシリス達やターラだけじゃない。シャイターンとしての魔ま力りよくをもちながら、いつも何もせずに、ただ見ていただけの俺の方が、あいつらよりもずっと罪深いんだ」

　ぐっとこみ上げた涙なみだを必死で堪こらえた。そうして再び口を開く。

「俺は、ずっとずっと長い間生きてきた。その間人間達にした事といったら、騙だまして殺しただけだ。今思うとぞっとする。……何かしたいんだ。ターラみたいにうまくはやれないけど、俺も何か罪つみ滅ほろぼしがしたい」

「お前がそう思うなら、私達と一緒に罪滅ぼしをすればいい。みんな嫌だとは言わないさ」

　カッサラがリンドの頭にぽんっと手を置いた。頭を撫なでてくれる感かん触しよくが嬉うれしくて、心が落ち着いた。だが、ぶんぶんと頭を動かして手を振ふりほどく。

「それじゃ駄目だ。俺はまたあんた達に甘える。そしてまた楽な方に流されようとする。それじゃ俺は、いつまでたっても成長できない！」

　叫さけんで立ち上がり、足早に窓際に歩み寄る。窓まど枠わくを握にぎりしめて振り向くと、カッサラが椅い子すから立ち上がっていた。

「俺はジャリス達の所へ行く。あいつは真面目まじめだから、きっと消しよう滅めつした町の復興をするとか言い出す。それを手伝ってくるよ。あの船には俺を甘やかす奴やつがいない。いるとすれば、ジャリスくらいだ。あの子は甘ちゃんだからさ。……俺、もっと強くなってくるよ。そうしてみんなの前に堂々と顔を出せる時が来たら、また帰ってくる。それまで、その手紙を預かっててくれ」

　乗組員達が書いてくれた手紙は、ここにいる間に全部読んだ。泣きながら文字を辿たどった。

「それは、お前が自分で決めた事なのか？」

「ああ、俺が自分で決めた。強くなる為に必要だと思った」

　決意を口にすると、カッサラの目が悲しげに伏せられる。だが次に顔を上げた時には、優やさしい笑みを浮かべていた。そしてゆっくりと歩み寄り、軍服についていた鳳ほう凰おうの勲くん章しようをはぎ取る。

「お前の意思を尊重しよう。好きなように生きてみるといい。だが、忘れるな。サウルナ国がお前の新しい故郷だ。私とアクラブ号の乗組員はお前の家族だ。何かあったら帰って来い。いつまでも待っている。……さあ、これを持って行け。これは私が軍人になって、初めて陛下から頂いた勲章だ。これを見るたびに思い出せ。お前には故郷と仲間達がいる事を」

　金で出来ている勲章が、手の平に載のせられた。カッサラが握っていたせいか、金属なのに温かかった。きっと大切な物に違いない。受け取ってもいいのかと一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたが、黙だまって懐ふところにおさめた。これには、カッサラとアクラブ号の乗組員達の気持ちがこもっている。寂さびしさや悲しみから逃げ出したくなった時も、これを見れば耐たえられる気がした。

　優しいカッサラの目を見つめて一度大きく頷うなずき、無言のままさっときびすを返す。そしてシャイ悪ターン魔の姿となり、窓枠に足をかけて一気に飛び出した。

　きっとカッサラは見送ってくれているだろう。判わかっていたが振り返らなかった。

　泣いている顔は、見せたくなかった。
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　王宮の自室にいたクアイは、手にした手紙を見つめて、唇くちびるを嚙かみしめた。そこには、数日前エオージュの港からこつぜんと姿を消してしまったバルク号の行方ゆくえが書かれている。配下の者に命じて調べさせた所によると、どうやら彼らはムシャラワ国に向かったようだ。

「おのれーっ、シャルマ！」

　ぎゅっと手紙を握りつぶした。またしても騙された。シャルマがにっこり笑う時は、絶対に信じるなといつも自分に言い聞かせているのに、話し始めるとうっかり信用してしまう。

　きっとジャリスとムシャラワ国で待ち合わせる気だろう。本当はすぐさま行きたかった。

　だがオシリスに攻こう撃げきされた町の復興には、まだまだ時間がかかる。一日や二日ならともかく、ムシャラワ国までは船を使ってもかなりの日にちがかかる。何もかも放ほうり出してはいけない。

　うろうろと部屋の中を歩き回った。頭の中では、どうにかしてジャリスに会う方法がないだろうかとそればかりだ。そこへふいに声をかける者がいた。

「何してんの？」

　呆あきれたような女性の声に振り向くと、いつのまにか窓枠にルーレルが座っていた。

「お前こそ何をしている。お前はバルク号にいるんじゃなかったのか？」

　ルーレルが肩かたを竦すくめて窓から飛び降りた。そしてため息をつきつつこちらに近付く。

「町を元通りに戻すのに、色々と大変だろうと思ってさ。戻ってきてやったの」

　ランプを差しだしたルーレルに、思わず目を見開いた。

「だが、バルク号にはお前の愛いとしいアブウがいるだろう。あの船にいれば、ずっと一いつ緒しよにいられるんだぞ」

「どこにいたってアブウの居場所は判るの。あたしの愛はちょっとやそっとじゃ変わらないんだから、少しぐらいあんたの手伝いしたっていいんだよ。それに、あたしは受けた恩は必ず返すの。あんたに貸しを作ったまんまじゃ、気持ち悪くて安あん眠みんできないね！」

「解放の呪じゆ文もんを唱えて自由にしてやった事を言っているのか？　あれは気にしなくていいんだぞ。俺は女に何かして貸しを作ったなんて威い張ばるような男じゃ……」

「あんたはそうでもあたしは嫌なんだよ。あんたみたいな男に借りがあるなんて、考えただけでもぞっとする！　さっさと呪文を唱えて、ご主人様になんなっ」

　ランプを手に押しつけられて、目を瞬またたかせた。どうするかと考えこんだが、やがてふっと微笑ほほえむ。ルーレルの気持ちは嬉しいし、何より国を建て直すのに彼女の魔力は役に立つ。

「仕方ない、そこまで言うなら、呪文を唱えてご主人様になってやる。お前のように気が強くてがさつな精霊ジヤーンなんて、俺ぐらい懐が大きい男じゃないと、面倒は見きれないだろうしな」

　はっはっはっと笑うと、ルーレルが心底嫌そうな顔をした。そしてふとある事を思いつく。

「そうだ、俺がご主人様になったら、一番にやって欲しい事がある」

　頭に浮うかんだ愛しのジャリスの顔を、前から横から斜ななめからじっくり観察して恍こう惚こつの笑えみを浮かべると、ルーレルが顔を引きつらせた。

「何となく、やって欲しいって事が判ったよ。あんた、それさえなければ本当にいい男なのに」

　ルーレルがため息をついた。どうやら〝いい男〟だと誉ほめられたらしいと解かい釈しやくした。その前向きな考え方は、自分でも長所だと思っている。

　ふっふっふっとほくそ笑んで、クアイは早さつ速そくランプに書かれた呪文を読み上げた。
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「これで全部旗が揃そろったのね……」

　夜の甲板にいたジャリスは、バルク号の帆ほ柱ばしらに掲かかげられた旗を乗組員達と見上げていた。八角形が描えがかれている海かい賊ぞく同盟の旗には、各国の紋もん章しよう入りの旗が八枚、すべて並んで縫ぬい付けられていた。

　十日ほど前、サウルナ国にいたジャリスの許もとに、シャルマから水鏡で連れん絡らくが入った。急きゆう遽きよタバラン国を出発するという。どうやら何かあったらしいが、聞いても教えてもらえなかった。ムシャラワ国の国王スルタンから呼び出しを受けていたのもあって、首都のクレファスで待ち合わせする事にした。みんなと再会したのは昨日の事だ。そして今日、ジャリスは人生最大の喜びを味わっていた。隣となりにいたシャルマも、珍めずらしく嬉しそうな表情を満面に浮かべている。

「ムシャラワ国のウスタ王に、オシリスを倒たおせたらそれを試練として認め、最後の旗を与あたえると言われていましたからね。この八枚の旗はあなたの今までの努力の結けつ晶しようです。あなたの夢が叶かなって、本当によかった」

　昼間訪おとずれた王宮で、ウスタ王から朱と鷺きの紋章が入った旗を受け取った時、手が震ふるえた。これでやっと自分の願ねがいが叶かなうのだと。その時の興奮と喜びは言葉では言い表せない。

　最後の旗を受け取ると聞いて、一緒にやってきたナッシルが微笑みかけた。

「ジャリス、おめでとう。本当ならカトゥーナ国の同盟本部で、おまえからすべての試練の内容を聞いて、海賊としてふさわしいかどうか盟主の俺が決める事になっているが、まあそれはいいだろう。俺はずっとお前達と一緒にいて、すべてを見届けてきたからな」

　ナッシルが、持っていた布ぬの袋ぶくろから青い布を取り出した。それは裾すそに海賊同盟の印である太陽を象かたどった八角形が刺し繡しゆうされているクマーシュだ。海賊が正式な場でまとうものだった。

「これを受け取ってくれ。お前が海賊になった証あかしだ」

　渡わたされた絹の感触に思わず笑みがこぼれた。父や海賊達が颯さつ爽そうと身につけている姿を見て、ずっとずっと憧あこがれていた。夢にまで見る程ほど、このクマーシュをまとう日を待ち焦こがれていた。

「すごい、本物だわっ。ありがとう、ナッシル！」

「礼ならマラファムに言えよ。あいつが早くから用意していたんだ。本当は、これを渡す時はちゃんと任命式をやって祝いの宴うたげも開くんだが、今の状じよう況きようだとちょっとな」

　すまなそうな顔をしたナッシルに首を振ふる。派手な祝いなんていらない。ナッシルがこれを手て渡わたす為ために一緒に来てくれたと判っている。それだけで十分だ。

「いいの、クマーシュをもらえるって事は盟主の承しよう認にんを得たって事だもの。すごく嬉うれしい！」

　腰こし帯おびを外し、クマーシュを広げてから右みぎ肩かたにかけた。クマーシュの上から腰帯を結びつけると、長さも幅はばもぴったりだ。裾に広がった八角形の印が、誇ほこらしさと喜びを与えてくれる。

「頑がん張ばるわ。これからも、もっともっと。このクマーシュを着るにふさわしい人間になる」

「そうだ、これからがお前にとって本番だぞ。何かあったらいつでも俺に言え。俺は一緒に旅はできないが、お前達の仲間だ。盟主にふさわしい奴が現れたら、すぐ帰ってくるからさ。あ、そうそう、ニザーイは知ってるだろう。あいつも今回色々と働いてくれたんだ。その功績を特別に認められて、ウルネティス国から最後の旗をもらったらしい。あいつもこれで晴れて海賊さ。……実はな、あいつを鍛きたえて次の盟主にしようかと思ってる。あいつは若いが冷静だし、血は繫つながってないけど、親父おやじが息子むすこの一人だと認めているから、シンリクット一族の一員だし。まあ、時間はちょっとかかるだろうがな。それにあいつがどれだけ頑張るかにもよるし」

　驚おどろいて目を見張ったが、心の中では納なつ得とくもしていた。

　ニザーイは確かに厳しい言動もするが、それは上に立つ者にとって必要な素質だ。確かに成長しだいでは、盟主にふさわしい人間になれるかもしれない。

「早くニザーイに成長してもらわなきゃな。まったく、盟主なんてゆっくり酒も飲めねぇよ。バルク号で飲んだくれる生活に早く戻もどりたいね」

　ため息ついたナッシルに、シャルマが苦く笑しようした。

「帰ってきたって、そんな事はさせませんよ。……ですが帰ってくるのを待っています。あなたが前借りした給料分は、働いて返して貰もらわないと」

「うん、なるべく早く帰ってきてよ。ナッシルが作る料理はうまいからさ。また食べさせて」

　リクが大きく頷くと、コダートが小さくため息をついた。

「ああ、そうだな。だけどナッシルが作る薬はもうごめんだ。なぁ、ずっとずっと気になっているんだが、ナッシルの特別薬には一体何が入っているんだ？」

　コダートは乗組員になった当初からそれを気にしている。聞かれた事もあったが、実はジャリスも詳くわしく知らなかった。ただ、乗組員全員の暗あん黙もくの了りよう解かいとして、特別薬がどれだけ効果があると言われても、決して口にしない事になっていた。

「ふっふっふっ。それはな、ひ・み・つ」

　人差し指を振って、片目を瞑つぶったナッシルに、全員の顔が引きつった。

　みんなの様子に気づかないのか、ナッシルが両手を上げて背せ伸のびし、吞のん気きな声を上げた。

「さあ、とりあえず俺達だけでジャリスが海賊になったお祝いしようぜ。今日は飲むぞーっ」

「……飲む口実を作ってるだけでしょう？」

　冷ややかな口調だが、シャルマも異存はないようだ。ナッシルとリクと一緒に船室に入っていく。水差しから姿を現したアブウが、嬉しそうに声を上げた。

「宴えん会かいですかぁぁ。アブウも行きますぅぅ。ご主人様も早く行きましょうよぅぅ」

「わたし……もう少しここにいるわ。みんな先に始めてて」

　胸がいっぱいで、食事も喉のどを通りそうにない。ずっとずっと憧れていた八枚の旗が手に入ったのだ。どれだけ見ても見み飽あきる事はなかった。

　船室の扉とびらが閉まる音がしても、視線は旗に向いたままだった。だから気付かなかった。

　甲かん板ぱんに残った人物がいた事に。

「ジャリス」

　ふいに声をかけられて振り向くと、コダートが立っていた。みんな船室に戻ったと思い込んでいたので、思わず目を丸くしてしまう。コダートがそっと近寄った。

「船長室にある首くび飾かざりはどうするんだ？　ターラはサイカの島に戻せって言ったんだろう」

　闇ザラのーム・精ジヤ霊ーンが宿る首飾り。ターラにはもう使うなと言われていた。もちろんそのつもりではあったが、サイカの島に戻すのはためらわれた。

「そうなんだけど……。でもハミームは一人は寂さびしいって言ってたわ。持ってたって身につけなければ魔ま力りよくは暴走しないもの。船長室に保管しておこうと思うの」

「お前がそう言うのなら……。だが、これからは絶対に使うなよ」

「判わかってる、またコダートに怪け我がさせる訳にはいかないもの」

　苦笑したコダートが、近くにあった手すりにもたれた。

「……これから、どうするんだ？」

「正式な海賊になったら、各国に派は遣けんされるの。でもわたし、ナッシルにお願いして、タバラン国に派遣してもらおうと思うわ」

　コダートの顔が一いつ瞬しゆん引きつった。それはそうだろう。タバラン国にはクアイがいる。

「タバラン国の被ひ害がいはかなり大きいわ。砂になってしまった町もあるし、復興するのにも時間がかかる。その手助けをしたいの。各国を回って、支し援えんのお願いもしなくちゃ。国同士が諍いさかいを起こさないように、各国の言い分を聞いて潤じゆん滑かつ剤ざいの役割を果たすのが海賊同盟の海賊よ。だから国王スルタン達への顔つなぎの意味もあって、見習いは各国で試練を受けるのよ。そして旗と一いつ緒しよに国王からの信しん頼らいをもらう。それは海賊になって各国を回る時に役立つわ」

　タバラン国が完全に復興するまでには、一体どれだけかかるだろう。だが各国が争わず協力してくれれば、きっとそう遠くない未来、タバラン国はまた元通りに息を吹ふき返すはずだ。

「ナッシルにも言われたけど、海賊になった後が本番よ。気を引き締しめなくちゃね」

　コダートの隣で同じように手すりにもたれる。微笑ほほえみかけると、コダートが肩かたを竦すくめた。

「そうだな、クアイ皇子とまた会うのかと思うとどっと疲つかれるが、まあ何とかなるだろう」

　何だかコダートの雰ふん囲い気きが変わった気がした。ハジが死んでから、ずっと張り詰つめていた空気が、今は柔やわらかくなっている。笑えみにも余よ裕ゆうが出ていた。

「あのな……」

　ふいにコダートが何かを言い淀よどむ。そのまま黙だまり込んだのを見て、首を傾かしげた。しばらく俯うつむいていたコダートがやがて大きく息を吸いこみ、まっすぐ海を見つめた。

「あの、言おうと思ってたんだが、婚こん約やくを破は棄きした話だけど」

　どきんっと心臓が脈打った。それはジャリスもずっと聞きたかった事だ。だけどどうしても聞けなかった。以前コダートが気になる女性がいると言っていた。もしかして、その人の為に破棄したのだろうか。そしてその女性は、あの洞どう窟くつの幻げん覚かくで見た通り、リリオスという女領主なのだろうか。やっとコダートとその話ができそうなのに、ふいに心に臆おく病びよう風かぜが吹いた。

（な、何か聞きたくないかも。だってわたし、コダートが……）

　一瞬逃にげ出してしまおうかと思ったが、ぐっと堪こらえた。辛つらい話かもしれないが、ちゃんと聞いた方がいい。もしコダートに好きな人がいても、それでもいいのだ。これからゆっくり自分のいい所を判って貰えればきっと……。

（あれ？　でもわたしのいい所ってどこ？　女性としていい所よね？　お料理は自信あるけど、誰だれも美味おいしいって言わないし、お裁さい縫ほうもできないし、色気はないし、あるのは元気だけよね）

　そこまで考えてはっとした。自分でも首を傾げてしまう程、女性としての魅み力りよくはない……気がする。思い起こしてみると、女性として意識されているような様子をコダートから感じた事もない。口付けは二度したが、どちらも魔力を増ぞう幅ふくさせる為という、かなり色気のない話だ。

（駄だ目めだわ、これじゃ駄目よね。だってそもそも女として見られてない気がするもの）

　顔からさあっと血の気が引いていく。隣を窺うかがうと、コダートは海を見つめたままだ。何か言おうとして口を開こうとしているが、またすぐに噤つぐんでしまう。

　だが、何かを決めたように海に向かって小さく頷うなずき、やっと話し始めた。

「婚約を破棄したのは、親同士が決めた事に疑問があったからだ。そういうのはやっぱり、自分の意思で決めるべきだろう。俺はお前もそう考えてると思って、何も言わずに破棄したんだ。お前だって強制されて結けつ婚こんするのは嫌いやだろう？」

　顔がひくひくと引きつった。つまり強制されて自分と結婚するのはコダートにとって〝嫌〟な事らしい。海を見つめたままのコダートは、その表情に気付かないようだ。

「そ、そうね、強制は嫌よね……」

「そうだろう、そうだろう。意見があってよかった。別にお前が嫌とかそういう訳じゃないんだぞ。ただ、強制されるのが嫌なんだ」

　コダートが、嬉しそうな顔をしてうんうんと頷いている。自分を嫌ではないと言うが、それはきっとそうだろう。ずっと一緒に旅をしていて、嫌きらいだと思われているようなそぶりはなかった。ただ、特別に思われているかどうかというと、また別の話だ。

（コダートがわたしを思う気持ちと、わたしがコダートを想おもう気持ちはきっと違ちがうんだわ……）

　気づいた途と端たん、どうしようと心の中で呟つぶやいた。どうしようどうしよう。何て言えばこの気持ちを判ってもらえるのだろう。彼の特別な人になりたかった。だが、そう思ってくれる程自分に魅力があるかというと、自信はない。まったくといっていいほど。

　人を好きになった事がない訳ではない。子供の頃ころはナッシルが好きだった。

　今思えばあれが初はつ恋こいだった。だが、あれはひな鳥が最初に見た鳥を親だと思うように、一番身近にいた男性を意識していただけにすぎないと思う。

　優やさしいナッシルが大好きだったけれど、今コダートを想う気持ちとはまったく違うのだ。

「じゃあ、それだけ言いたかっただけだから」

　コダートがさっときびすを返した。そして足早に扉に近づき船室に戻ってしまう。

　呆ぼう然ぜんとして見送った。結局肝かん心じんな事が聞けなかった。心の中ではまだ、どうすればいいのかと自問自答している。だが、本当は判っていた。答えは自分だけでは出せない。

（駄目、これじゃやっぱり駄目よ！）

　決意して扉に駆かけ寄った。自分の気持ちに気付いた以上、黙ってはおけなかった。

　伝えたかった、自分の想いを。彼が誰を好きでも構わない。自分の努力次し第だいでどんな困難だろうと乗り越こえられると、オシリスとの戦いで知った。

　でも本当は怖こわかった。優しくて楽しい関係が崩くずれてしまうのが。それでも進まなければならない時がある。洞窟で見た幻覚のように、コダートが知らない女性を大切にするのは嫌だった。

　考えるだけで、心に熱い炎ほのおが燃え上がった。その炎が全身を支配したのはすぐだった。

（あ、当たって砕くだけてやるっ）

　オシリスに立ち向かう時よりも勇気がいった。船室に続く扉にかけようとした手が、ぶるぶる震ふるえている。だが大きく息を吸いこんで、握にぎった取っ手を下げて扉を押そうとした。

　だが、力を入れる前に、扉がすっと奥に開いた。勢い余って中に倒たおれ込んでしまう。

「きゃっ！」

「おっと」

　つんのめった身体からだを支えてくれたのは、驚おどろいた顔をしたコダートだ。彼の胸に倒れ込んでしまう形になって、一気に顔が赤くなる。

「何を急いでいるんだ？　危ないだろう」

　ぱっと離はなれて甲板に後ずさると、コダートが扉を閉めて、こちらに歩み寄った。

「え、えっと……あの」

　先さき程ほどまでの勢いはどこにいってしまったのだろう。コダートの顔を見ると、身体を支配していた炎が急に消え失うせた。その代わりにこみ上げてきたのは恥はずかしさだ。自分の気持ちに気づいてから、どうもコダートの顔を正面から見られない。

「コ、コダートこそ、どうしたの？」

　とりあえず、話をして落ち着こう。大きく深呼吸すると、なぜかコダートも深呼吸した。

「あのな、俺は思ったんだが、ここでいつも退いてしまうから、よくないんだよな。だから、へたれとか言われてしまうんだ……」

　誰がそんな事を言ったのだろう。首を傾げると、コダートがもう一度大きく息を吸いこんだ。

「あの……俺は好きな人がいる」

　どきんと心臓が跳はねた。だが心に広がったのは不安だ。その好きな女性とは、やはりリリオスだろうか。オシリスを倒して目的を達成したから、彼女の所に行くと言う気かもしれない。

　その不安は段々現実のような気がしてきた。洞窟の幻覚はまったくの噓うそばかりではなかった。コダートは本当に、何もかも終わったらリリオスの所へ戻もどると約束しているのかもしれない。

　顔が強こわばった。聞きたくなかった。コダートに自分の想いを伝えたい。でもコダートに好きな人がいるのなら、やっぱり迷めい惑わくだろう。きっと迷惑な想いを押しつけられたら、バルク号からいなくなってしまうだろう。

　そう考えると、涙なみだが溢あふれてきた。それを見て慌あわてたように、コダートが顔を覗のぞき込む。

「どうした？　何で泣く。まだ何にも言ってないんだぞ！」

「言わなくていいわよっ。好きな人の所に行くって話なら聞きたくない！」

　思わず感情が爆ばく発はつした。こんな事は初めてだ。恋こいは恐おそろしいと思った。自分の中にこんな醜みにくい感情があるなんて、知りたくなかった。

　眉まゆ根ねを寄せたコダートだったが、やがてその顔が少しだけ赤みを帯びた。

「好きな人の所に行くって……。俺の好きな人はここにいるんだが」

　両りよう肩かたに手を置かれた。見上げると、コダートが赤い顔をしたまま小さく頷く。

「……ここにいるって、バルク号に女の人なんかいないじゃない。あっ……もしかして、男の人が好きなの？　シャルマとか？」

　あり得そうな気がした。シャルマは女性よりも綺き麗れいな顔をしている。混乱した頭ではそんな馬ば鹿かな考えが本当のような気さえした。コダートの顔が盛大に引きつった。

「お、お前、本気か？　俺がよりにもよって、シャルマを好きな訳ないだろう！」

　怒ど鳴なられて首を竦めた。はっとしたコダートが両肩に手を置いたまま諭さとすように話しかける。

「いいか、よく考えろ。俺は男は好きじゃない。好きなのはこの船にいる女だ。女は誰だ？」

　乗組員を一人一人思い浮うかべてみる。みんな男ばかりだ。そして最後に残ったのは……。

「……わたし？」

　呟いたが、さすがにそれはないだろうと思った。それでもコダートがほっとした顔になる。

「そうだ。お前以外いないだろう」

「噓よっ。だってわたし、全然女らしくないもの。コダートはリリオスが好きなんでしょう？」

　どうしてもリリオスの名前が頭から離れなかった。コダートがはあ？　と声を上げる。

「リリオス……ああ、フルジアヌス島の？　どうしてリリオスの名前が出てくるんだ。お前は会った事ないだろう」

「会った事ないけど、クアイ皇子が言ってたじゃない。コダートとすごくお似合いだって。美人で仕事ができて、二人とも信しん頼らいしあってるって」

　クアイの言葉は一言一句覚えている。コダートだってリリオスの話をしていた時は楽しそうだった。口を尖とがらせると、コダートがふうっと息をついた。そしてゆっくりとジャリスの身体を抱だき寄せる。広い胸に包まれると、胸がきゅっとしめつけられた気がした。

「リリオスは、仕事仲間だ。いい奴やつだが、女性として意識した事はない。……俺が好きなのは、今この腕うでに抱いてる女だ」

　温かい腕に抱かれると、胸がどきどきどきと激しく鼓こ動どうを打った。顔がかっと熱くなって、逃にげ出したい気持ちにすらなる。でも好きだと伝えたかった。言葉にすると、また変な事を言ってしまいそうだったから、目を瞑つぶってコダートの身体に手を回し、ぎゅっと抱きしめ返した。

　コダートの身体からは、潮と汗あせの混じり合った香かおりがした。胸むね一いつ杯ぱいに吸いこむと、更さらに胸の鼓動が激しくなった。だが腕と胸から伝わる彼の体温に包まれると、恥ずかしさも自信のなさもすべて消え去っていく気がした。

　嬉うれしかった。生まれた事に感謝した。彼に出会えた事にも。

　ふいにコダートがそっと身体を離した。少しだけ目を開けると、顔がすぐ近くにあった。段々と降りてくる顔に、もう一度ぎゅっと目を瞑る。

「嫌いやじゃないなら、このままするぞ」

　囁ささやく声に頷うなずくのは、人生最大の勇気をともなった。

　唇くちびるに温かい感かん触しよくを覚える。魔ま力りよくを増ぞう幅ふくさせる為ためではない心からの口付けは、今までの不安な気持ちを一いつ瞬しゆんで吹ふき飛ばし、心には喜びだけが満ちた。

　長い長い口付けは、きっと一生忘れないだろう。本当の意味での初めての口付けを────




　ゴトッ！




　ふいに背後で聞こえた物音にはっとした。慌てて目を開けて、すぐ近くにあるコダートの顔を見つめる。そして抱き合ったまま二人同時に物音がした方に顔を向けた。

「あ、ああっ。ごめん！　気にしないで続けてくれっ」

　船首の方で、あたふたして両手を振ふっているのは、人間の姿をしたリンドだった。

「リ、リンド？　戻ってきてくれたの？」

　さっとコダートから離れた。恥ずかしさが一気に押し寄せてくる。顔を真っ赤にしているのはコダートも同じだった。

「えっと、あの、そうなんだ。もうしばらく、こっちにやっかいになろうかなって。魔法で移動してきたんだけど、まさかこんな所に居合わせるなんて。お、俺邪じや魔まだよな。ものすごーく邪魔だよな。うわぁ、どうしよう！　ほんとーに、ごめん！」

　リンドはどうしていいのか判わからないのだろう。突つっ立ったまま目を白黒させている。

　そこへ突とつ然ぜん、バンッと船室の扉とびらが開いた。驚いて目をやると、出て来たのはシャルマとリクとナッシルだ。

「何をやってるんですか。さっさとこっちに来て下さい！」

　素す早ばやく駆け寄ったシャルマがリンドの右みぎ腕うでを摑つかむと、ナッシルが左腕を摑んだ。

「そうだぞ、馬鹿っ。せっかくいい所だったのに」

　リクがリンドの背後に回り、船室の方へぐいぐいと押した。

「早く船室に入って。邪魔しちゃ駄だ目めだよ、リンド」

「み、みんな、聞いてたのねっ」

　ジャリスは恥ずかしさのあまり、真っ赤な顔を両手で隠かくした。指の隙すき間まから覗くと、ナッシルが慌てて首を振っている。

「いや、聞いてたっていうか……。コダートが船室に来ないから何かあったのかなーって」

　シャルマが右腕でリンドを捕つかまえたまま、左手で片かた眼鏡めがねを押し上げる。無表情だが、その瞳ひとみに鋭するどい光が宿っていた。

「ええ、特に私達は気にしないで下さい。コダートがあのまま船室に戻ってきて、何もあなたに伝えられないようなら、真しん鍮ちゆうの剣けんで殺してやろうなんて、決して思ったりはしてませんから」

「さ、最初っから聞いてた訳じゃないんだよ。コダートが婚こん約やくを破は棄きした話をどう説明するのかなって、気になった訳じゃないんだ」

　リクの一言で、彼らが最初っからすべて聞いていたと判った。顔に当てた手がぶるぶると震ふるえた。そこへ縄なわで縛しばられたアブウが、船室から飛び出してくる。

「ご、ご主人様ーっ、みんなひどいですぅぅぅ。アブウが甲かん板ぱんに行こうとしたら、縛って柱にくくりつけたんですぅぅ。やっと柱の縄が解けましたぁぁ。うわぁぁぁぁん」

　泣なき叫さけぶアブウに、シャルマが冷たい視線を送った。

「あなた、邪魔するでしょう。私だって我が慢まんしているんですから、大人しくしていなさい」

「嫌ですぅぅ。アブウは人間になって、ご主人様と結けつ婚こんするんですからぁぁぁ」

　こちらに飛んでこようとするアブウを、シャルマが押さえつけた。そしてにっこり微笑ほほえむ。

「さあ、どうぞ続きを。これを逃がすと、またあなた達はぐるぐると同じ所を回ってちっとも進まないでしょう。本当にあなた達の会話は聞いていてイライラします。私の一番嫌きらいな無む駄だな会話が多すぎる」

　もう最初から聞いていた事を隠すつもりはないらしい。そんな彼らに、思わず声を上げた。

「こんな状じよう況きようで、続きなんてできるわけないでしょーっ」

　さすがにまた何事もなかったように、愛を囁けるほど図太くはない。コダートも赤い顔をしたまま額に手を当てている。シャルマが渋しぶ々しぶと頷いた。

「仕方ありませんね。では、また次の機会を早々に設けなければ」

　どうしてシャルマは、自分が仕切る前提で話をするのだろう。顔を引きつらせていると、ふいに上空から声が聞こえた。

「やっと見付けたぞーっ。ジャリス！」

　それが誰だれだか声だけで判って、頰ほおがぴくぴくと引きつる。見上げると、魔法の絨じゆう毯たんに乗ったルーレルとクアイが手を振っていた。そのまま下降して、二人が甲板へと飛び降りる。

「旗をすべて揃そろえたようだな。では、ジャリス。腕に飛びこんでおいで。祝いの抱ほう擁ようだ！」

「アブウーッ。何で縛られてるのさ。判った、あたしへの貢みつぎ物だね。用意いいじゃないか」

　クアイとルーレルは勝手に何か納なつ得とくしたように、満足げにうんうんと頷いている。

「ひぃぃぃぃ！　助けてーっ、ルーレルは嫌ぁぁぁぁ！」

　泣き叫んで逃げ回るアブウを、ルーレルがばたばたと追いかけ始めた。目の前にやってきたクアイが艶えん然ぜんと微笑む。

「とうとう海かい賊ぞくとして認められたのだな。おめでとう。だが、目的はこれで達成しただろう。さあ、今度こそ俺の花はな嫁よめに……」

　差しだされた手を払はらいのけたのは、すぐ側そばにいたコダートだ。

「クアイ皇子、何度も言いますが、いい加減諦あきらめて下さい。ジャリスはあなたの花嫁にはならないし、あなたの子供も産まないし、二人だけの老後なんて歩みません！」

　珍めずらしくきっぱり言い切ったコダートに、クアイが目を剝むいた。

「貴様ーっ、俺の邪魔をする気だな！　いい度胸……」

　いつもの調子で声を張り上げたクアイの、言葉と動きがぴたっと止まった。こちらに視線を向け、突然わなわなと唇を震わせる。どうしたのだろうと考えて、自分でもあっと声を上げた。

　知らず知らずのうちに、クアイから逃のがれるようにして、コダートの服を握にぎって彼の背後に隠れていた。そんな自分の無意識の行動にびっくりする。

「ど、どうしてコダートの後ろに隠れる。あっ……」

　クアイが声を上げたのは、コダートが背後にいたジャリスを側に引き寄せて、肩かたを抱いたからだ。クアイの目には、きっと自分達の姿は仲むつまじく映っているだろう。

「言ったでしょう。ジャリスはあなたの花嫁にはなりません」

　不敵に笑うコダートの声は、自信に満ちていた。ジャリスはすかさず頭を下げる。

「あ、あの、ごめんなさいっ」

　ここできっぱり断るべきだろう。好きな人がいる以上、クアイの好意には応こたえられない。

「ご、ごめんなさい？　ごめんなさいって……」

　クアイが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。さすがにクアイの妄もう想そうでも、これを都合良くは考えられないだろう。固まってしまったクアイの腕を、ナッシルがそっと摑んだ。

「さあ、クアイ皇子。もうこの二人の間にあなたが入る隙すきはありませんよ。タバラン国に戻もどりましょう。俺も一いつ緒しよに連れていって下さい。消しよう滅めつした町の復興の為に、タバラン国の海賊同盟の支部を拡大する事になりました。俺もしばらく滞たい在ざいしますから、ちょうどいい。振られた時の対処法を教えますよ。俺も昔、好きな女に振られてね……」

　ナッシルがクアイの肩に右手を回して、左手でルーレルを手招いた。いつのまにかアブウを追い詰つめて馬乗りになっていたルーレルが、渋々立ち上がる。そして魔法の絨毯を取り出した。

　ナッシルに絨毯の上まで移動させられたクアイが、こちらに引きつった顔を向ける。

「う、噓うそだっ。俺は信じないぞ！　ジャリスは脅おどされているのだ。それで俺を嫌う芝しば居いを……」

「はいはい、それは後で聞きますから」

　子供でもあやすように、ナッシルがクアイの両りよう肩かたをぽんぽんと叩たたいた。ふわりと舞まい上がった絨毯の上で、クアイが水平線まで届くような大声を張り上げる。

「俺は絶対に諦めないからなーっ。必ずジャリスを花嫁にしてみせる！」




　ジャリスは、叫び続けるクアイが乗った魔法の絨毯を見送って、ふうっと息を吐はいた。甲板を見回すと、乗組員達がうんざりとした顔をしている。どうやらクアイとのつきあいは、まだまだ続きそうだ。

　ふと、みんなが揃って顔を合わせるのは久しぶりだと気づいた。ナッシルはいないが、海賊同盟の盟主として、違ちがう形で協力してくれる。この乗組員達でこれから新しい旅が始まるのだ。

「……嬉うれしい。みんなとまた一緒に旅ができるのね」

　微笑んで呟くと、乗組員達が同じように嬉しそうな表情になって、ジャリスの周りに集まる。

「旅をすれば、また色々大変な事も起きると思うの。みんな、協力してくれる？」

　手を差しだすと、みんなが右手をその上に重ねた。全員の腕うでに光っているのは、バルク号の乗組員の証あかしである銀色の腕うで輪わだ。

「ええ、あなたが幸せだと思う世界を目指して」

　シャルマがゆっくりと頷うなずいた。リクが嬉しそうに笑う。

「また色んな国に行って、色んな人達に会うんだよね」

　アブウがふわふわと浮うきながら、うきうきと声を上げた。

「アブウは色んな国の美味おいしい物が食べたいですぅぅ。あ、もちろんご主人様をお守りするのが一番の目的ですけどぉぉ」

　リンドが肩を竦すくめて、ふんっと鼻を鳴らした。

「そして、またあちこちで面めん倒どうに巻き込まれるんだよな。船長のお節せつ介かいな性格のせいで」

　むっとして頰を膨ふくらますと、コダートが微笑んだ。

「それもまたいいさ、何もない普ふ通つうの旅なんてつまらないだろう？　俺達には、また新しい未来が開けた。そこに旅立っていくとしよう。なぁ、船長」

　全員に見つめられて大きく頷いた。旅を続けていけば、きっと苦しくて辛つらい事も起きるだろう。それでも重ねられた手から伝わる温かさは、どんな困難も一緒に乗り越こえると告げていた。

「みんなが一緒にいてくれれば、きっと何が起こっても大だい丈じよう夫ぶ。新しい道を進みましょう。わたし達の希望へと続く道を！」

　同時に乗組員達の、おうっという声が上がった。

　この海の先には、どんな冒ぼう険けんが待ち受けているだろう。考えるとわくわくした。

　道を間ま違ちがえないように、しっかりと目を凝こらそう。みんなの声が聞こえるように、よく耳を澄すまそう。気持ちが伝わるように、思いをちゃんと口にしよう。

　新たな旅立ちには、きっとそれが一番大切な事だとジャリスは思った。
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　あとがき







　とうとう『アラバーナの海賊たち』シリーズも最終巻を迎むかえました。

　無事に終わって嬉うれしいやら寂さびしいやら複雑な気持ちです。ちょうど三年前の二月に一巻が発売されましたが、投とう稿こう作だったので、最初に書いた頃ころからは約五年が経たっています。まさかこんなに長く続けさせて頂けるとは思ってもいませんでした。

　その間苦しい事もあったけれど、ジャリス達の冒ぼう険けんは書いていてとても楽しかったです。ドラマＣＤにもして頂いて、凄すごく幸せでした。

　最終巻はいかがだったでしょうか？

　そういえば、先月発売になった短編集のお話のいくつかが、最終巻に関かかわっています。よかったら、短編集を一読された後に最終巻を読んで頂けると、お話が判わかりやすくてより楽しめるかと思います。

　わいわい楽しい冒険談を目指して書いていたこのシリーズ。最後まで皆みな様さまに楽しんで読んで頂けたら、こんなに嬉しい事はありません。

　アラバーナでは、たくさんの登場人物達も花を添そえてくれました。読者様から頂いた手紙を読むと、みなさんそれぞれ好きなキャラがいらっしゃるみたいで、それもまた嬉しかったです。

　これで終わりかと思うとやっぱり寂しさが募つのりますが、まだ全員サービスの小冊子があるので、最後まで頑がん張ばります！

　小冊子のテーマ募ぼ集しゆうにたくさんのご応募を頂きました。本当にありがとうございました。小冊子の詳しよう細さいは帯に載のっているので、よかったらそちらも見て頂けると嬉しいです。




　今までシリーズを支えてくださった方々には感謝の気持ちで一いつ杯ぱいです。

　特に、イラストを描えがいてくださった七なな海み様。文字でしか表現できないキャラ達を形にしてくださってありがとうございます。美び麗れいなイラストにいつも感激していました。

　そしていつもぼんやりしている私を、時には厳しく時には優やさしく指導してくださった担当様。頑張ってこられたのは、担当様の激げき励れいがあったからです。ありがとうございました。




　そして一番お礼を言いたいのは、読者の方々です。読んでくださる人がいるからこそ、ここまでこられました。感謝の気持ちで一杯です。本当に本当にありがとうございました！

　ジャリス達の旅はこれからも続いていくと思います。様々な冒険が彼女達を待っているでしょう。ジャリス達を愛してくださった読者様の頭の中で、物語がずっと続いていくといいなぁと思っています。

　私も皆様にまたお会いできるといいなぁと思いつつ。その夢が叶かなう事を祈いのっています。


伊藤たつき　　
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